
 

 

（２）－２－14 保安規定第 85条 表 85-15「電源設備」運転上の制限等について 

 

a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 

b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

(3) 設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数、必要容量、設備仕様） 

(2) 設置変更許可申請書 添付十追補（所要数、必要容量） 

(3) 工事計画変更認可申請書 添付資料 40（必要容量） 

(4) 工事計画変更認可申請書 設定根拠（所要数） 

(5) 設置変更許可申請書 まとめ資料 ＳＡ４３条（所要数） 

(6) 設置変更許可申請書 まとめ資料 技術的能力１．１４ 

(7) 設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

(8)設置変更許可申請書 まとめ資料 ＤＢ３３条 

添付-３ 同等な機能を有する設備 

(1) 同等な機能を有することの説明 添付十追補 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分

類等」参照  
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a 保安規定記載内容の説明（SA条文） 
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

表
８

５
－
１

５
 
電

源
設
備
 

 ８
５

－
１
５

－
１
 

空
冷
式

非
常

用
発
電

装
置

か
ら

の
給
電

（
１
号

炉
お
よ

び
２

号
炉

）
 

①
 

 (
1
) 
運

転
上

の
制
限

 
 

項
 

目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
か

ら
の
給

電
 

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

に
よ

る
電

源
系

１
系

統
※
１
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１
、

２
、
３

、
４
、

５
、
６

 

お
よ

び
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体

を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置
 

２
台
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
 

※
２
 

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置
用

給
油
ポ

ン
プ

 
※

２
 

燃
料

油
貯

油
そ

う
 

※
２
 

※
１

：
１
系

統
と
は

、
モ
ー

ド
１

、
２
、

３
、

４
、

５
お
よ

び
６
に

お
い
て

空
冷

式
非

常
用

発
電
装

置
２
台

、
使
用

済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
に

お
い
て

空
冷
式

非
常

用
発
電

装
置

１
台

。
 

※
２

：
「
８

５
－
１

５
－
７

 
燃

料
油
貯

油
そ

う
、

空
冷
式

非
常
用

発
電
装

置
用

給
油

ポ
ン

プ
お
よ

び
タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー

に
よ
る

燃
料
補

給
設

備
（

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
）
」

に
お
い

て
運

転
上
の

制
限

を
定

め
る
。
 

 (
2
) 
確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

目
 

確
認

事
項
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

空
冷

式
非

常
用

発
電

装

置
 

発
電

機
を

起
動

し
、

運
転

状
態

（
電

圧
等

）
に

異
常

が
な
い

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

定
期

事
業

者
検

査
時
 

発
電

室
長
 

発
電

機
を

起
動

し
、

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る
。
 

１
ヶ

月
に
１

回
 

当
直

課
長
 

  

①
 設

置
許

可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査

基
準

）
第

五
十

七
条

（
１
．

１
４

）
が

該
当

す
る
。
（
添

付
－
１

）
 

 ②
 運

転
上

の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
。
（
添

付
－
１

）
 

 ③
 以

下
の

条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て

も
維

持
で

き
る

よ
う

、
常
設

重
大

事
故

等
対

処
設
備

で
あ
る

空
冷
式

非
常

用
発
電

装
置
に

よ
る
電

源
系
１

系
統

が
動

作
可

能
で
あ

る
場
合

を
運
転

上
の

制
限

と
す

る
。
 

 ・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能

力
審

査
基

準
）

第
五
十

七
条

（
１

．
１

４
）

 

「
電

源
設
備

(
手

順
等

)」
で

は
、

電
源
が

喪
失

し
た

こ
と
に

よ
り
重

大
事
故

等
が

発
生

し
た

場
合
に

お
い
て

炉
心

の
著
し

い
損

傷
、

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
、

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
内

の
燃

料
体

等
の

著
し
い

損
傷
及

び

運
転

停
止
中

に
お

け
る

原
子

炉
内
の

燃
料

体
の

著
し

い
損
傷

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
電

力
を
確

保
す
る

た

め
に

必
要
な

設
備

を
設

置
す

る
（
手

順
等

を
定

め
る

）
こ
と

。
 

 

④
 空

冷
式

非
常

用
発
電

装
置
に

よ
る
電

源
系

は
、

非
常

用
電

源
が

喪
失
し

た
場

合
に

重
大

事
故
等

の
防
止

・
緩
和

に
必

要
な
設

備
に
対

し
給
電

を
行
う

た
め

に
必

要
な

設
備
で

あ
り
、

原
子
炉

格
納

容
器

内
に

燃
料
が

装
荷
さ

れ
て

い
る

期
間
及

び
燃
料

体
が
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
貯

蔵
さ
れ

て
い
る

期
間
を

機
能

維
持

期
間

と
し
て

適
用
す

る
必

要
が

あ
る
こ

と
か
ら

、
適
用

モ
ー
ド

は
「

モ
ー

ド
１

、
２
、

３
、
４

、
５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期
間

」
と
す

る
。

(保
安

規
定

変
更

に
係

る
基
本

方
針
４

．
３
．
（

１
）

) 

 ⑤
 ②

に
含

ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 空

冷
式

非
常
用

発
電
装

置
は
、

常
設

重
大

事
故

等
対
処

設
備
で

あ
る
こ

と
か

ら
１

Ｎ
要

求
設
備

で
あ
り

、
2
台
か

ら
の

給
電

で
重

大
事

故
等

発
生

時
に

必
要

な
電

力
を

供
給

す
る

こ
と

が
で

き
る
設

計
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
運

転
上

の
制
限

の
所
要

数
を

2
台

と
す

る
。

 

た
だ

し
、

原
子

炉
に

燃
料

が
な

く
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て
い

る
の

み
の

期
間

は
、

必
要

な

負
荷

が
少
な

く
1
台

か
ら
の

給
電
で

必
要

な
電

力
を

供
給
す

る
こ
と

が
で
き

る
た

め
、

運
転

上
の

制
限

の
所

要
数

を
1
台

と
す

る
。
（

添
付

－
２
）
 

 ⑦
 適

用
モ

ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す

る
。

(
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方

針
４

．
２

) 

ａ
．

性
能
確

認
（
機

能
性
能

が
満
足

し
て

い
る

こ
と

を
確
認

す
る
）

 

定
期

事
業

者
検

査
時

の
確

認
事

項
は

、
空

冷
式

発
電

装
置

に
つ

い
て

は
、

実
際

に
非

常
用

母
線

に
接

続
し

て

負
荷

試
験

を
行

う
こ

と
は

安
全

上
好

ま
し

く
な

い
た

め
、

発
電

機
を

起
動

さ
せ

、
そ

の
状

態
で

電
圧

等
に

異
常

が
な

い
こ
と

等
を
確

認
す
る

。
 

ｂ
．

動
作
確

認
（
運

転
上
の

制
限
を

満
足

し
て

い
る

こ
と
を

確
認
す

る
）
 

通
常

運
転

中
の

確
認

事
項

は
、

発
電

機
を

起
動

す
る

こ
と

で
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

頻
度

に

つ
い

て
は
、

既
存
の

保
安
規

定
設
備

（
ポ

ン
プ

、
フ

ァ
ン

等
）

で
の

確
認
頻

度
が

1
ヶ

月
に

1
回

で
設

定
さ

れ
て

い
る

の
で
、

そ
れ
を

準
用
し

た
対
応

と
す

る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
 

適
用
 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧

 
要

求
さ

れ
る

措
置
 

⑨
 

完
了

時
間

 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 

空
冷

式
非

常
用

発

電
装

置
２

台
に

よ

る
電

源
系

が
動

作

不
能

で
あ
る

場
合

 

A
.
1 
当

直
課

長
は

、
１

基
の

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
起

動
し

、
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
他

の
設

備
※

３
が

動
作

可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。

 

お
よ

び
 

A
.
2 
電

気
保

修
課

長
は

、
当

該
系

統
と

同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対

処
設

備
※

４
が

動
作

可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
※
５
。

 

お
よ

び
 

A
.
3 

当
直

課
長

は
、

当
該

系
統

を
動

作
可

能
な

状

態
に

復
旧
す

る
。
 

４
時

間
 

    ７
２

時
間
 

   ３
０

日
 

B
. 

条
件

Ａ
の

措
置

を

完
了

時
間

内
に

達

成
で

き
な
い

場
合

 

B
.
1 
当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
３
に

す
る

。
 

お
よ

び
 

B
.
2 
当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
５
に

す
る

。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

モ
ー

ド

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
 

A
. 

空
冷

式
非

常
用

発

電
装

置
２

台
※

６
に

よ
る

電
源

系
が

動

作
不

能
で

あ
る

場

合
 

A
.
1 
当

直
課

長
は

、
当

該
系

統
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧
す

る
措
置

を
開
始

す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.
2 
当

直
課

長
は

、
１

次
冷

却
系

の
水

抜
き

を
行

っ
て

い
る
場

合
は
、

水
抜
き

を
中

止
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.
3 
当

直
課

長
は

、
モ

ー
ド

５
（

１
次

冷
却

系
非

満
水

）
ま

た
は

モ
ー

ド
６

（
キ

ャ
ビ

テ
ィ

低

水
位

）
の

場
合

、
１

次
系

保
有

水
を

回
復

す

る
措

置
を
開

始
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.
4 
電

気
保

修
課

長
は

、
当

該
系

統
と

同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対

処
設

備
※

４
が

動
作

可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
※
５
。

 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

    速
や

か
に
 

※
３

：
残
り

の
デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
１
基

を
い

い
、

至
近
の

記
録
等

に
よ
り

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

※
４

：
モ

ー
ド

１
、

２
、

３
、

４
、

５
お

よ
び

６
に

お
い

て
、

号
機

間
電

力
融
通

恒
設

ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～

２
号
）

に
よ

る
電

源
系

ま
た

は
号

機
間

電
力

融
通

予
備

ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～

２
号

）
に
よ

る
電

源
系

、
な

ら
び

に
電

源
車

に
よ

る
電

源
系

を
い

う
。

ま
た

、
モ

ー
ド

１
、

２
、

３
、

４
、

５
お

よ
び
６

以
外

に
お

い
て

、
電

源
車

に
よ

る
電
源

系
を
い

う
。

 

※
５

：
「

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
」

の
確

認
は

、
対

象
設

備
の

至
近

の
記

録
等

に
よ

り
行

う
。

ま
た

、
モ

ー
ド

１
、

２
、

３
、

４
、

５
お

よ
び

６
に

お
い

て
、
「

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
」

と
は

、
当

該
系

統
に

要
求

さ
れ

る
準

備
時

間
を

満
足

さ
せ

る
た

め
に

、
当

該
系

統
と

同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故
等

対
処

設
備

を
設

置
し

、
ケ

ー
ブ

ル
を
接

続
す
る

補
完

措
置

が
完

了
し

て
い

る
こ

と
を
含

む
。
 

※
６

：
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵

し
て

い
る
期

間
に
お

い
て
は

、
空

冷
式

非
常

用
発
電

装
置
１

台
。
 

⑧
 運

転
上

の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条

件
を

記
載

す
る

。
 

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

に
よ

る
電

源
系

は
１

Ｎ
要

求
設

備
で

あ
る

た
め

、
動

作
可

能
な

系
統

数
が

１
Ｎ

未
満

と
な

っ
た
場

合
を
条

件
と
し

て
設
定

す
る

。
 

 ⑨
 要

求
さ

れ
る

措
置
に

つ
い
て

記
載
す

る
。

(
保

安
規

定
変
更

に
係
る

基
本

方
針

４
．
３

．（
２
）
、（

３
）
）
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

が
動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合
は

、
対
応

す
る
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
が

動
作

可
能
で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
対

象
と
な

る
設

備
は

「
設

置
変
更

許
可
申

請
書
（

添
付

書
類

十
）
」

の
技

術
的

能
力
で

整
理

し
た

“
機

能
喪

失
を

想
定

す
る

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

”
で

あ
る

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

が
該

当
し

、
完

了
時

間
は
「

4
時

間
」

と
す
る

。
 

A
.
2 

動
作

不
能

と
な

っ
た
重

大
事
故

等
対

処
設

備
と

同
等
な

機
能
を

有
す
る

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

動
作

可
能
で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
対

象
と
な

る
設

備
は

「
設

置
変
更

許
可
申

請
書
（

添
付

書
類

十
）
」

の
技

術
的

能
力
で

整
理

し
た

以
下

の
い

ず
れ

か
の

設
備

が
該

当
し

(
添

付
－

３
)
、

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
完

了
時

間
は

設
計
基

準
事
故

対
処
設

備
が
動

作
可

能
で

あ
る

場
合
の

AO
T
上

限
で
あ

る
｢
7
2
時

間
｣と

す
る

。
 

①
号

機
間
電

力
融
通

恒
設
ケ

ー
ブ
ル

（
１

号
～

２
号

）
に
よ

る
電
源

系
＋
電

源
車

に
よ

る
電

源
系
 

②
号

機
間
電

力
融
通

予
備
ケ

ー
ブ
ル

（
１

号
～

２
号

）
に
よ

る
電
源

系
＋
電

源
車

に
よ

る
電

源
系
 

こ
こ

で
、
①

、
②
の

設
備
に

よ
る
受

電
操

作
に

必
要

な
時
間

は
空

冷
式

非
常

用
発

電
装

置
（

約
2
0
分

）
よ

り
長

い
（

恒
設
ケ

ー
ブ
ル

:
 
約

2
.3

時
間

、
予

備
ケ

ー
ブ

ル
: 

約
2.
6
時

間
、
電

源
車

:約
2.
8
時

間
）

た
め
、

予

め
ケ

ー
ブ

ル
を

分
電

盤
等

に
接

続
し

受
電

操
作

に
要

す
る

時
間

を
有

効
性

評
価

上
、

給
電

が
最

も
早

く
必

要
と

な
る

恒
設
代

替
低
圧

注
水
ポ

ン
プ
の

起
動

時
間

（
事

象
発
生

後
約

50
分

後
）
以

内
に

し
て

お
く

補
完

措
置

が
必

要
で

あ
る
。
（
添

付
－
２

、
３
）
 

A
.
3 
 当

該
系

統
を

動
作
可

能
な
状

態
に
復

旧
す

る
。

完
了
時

間
は

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

AO
T
上

限
の

「
3
0
日

」

と
す

る
。
 

B
.
1,

B
.2

 既
保

安
規

定
と
同

様
な
設

定
と

し
て

い
る

。
 

 【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

】
 

A
.
1 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

A
.
2 

当
該

系
統

が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措

置
と

は
い

え
な
い

こ
と

か
ら

、
水

抜
き

中
の

場
合

は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き

を
中

止
し

、
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ

運
転

を
避

け
る

措
置

を
行

う
。
 

A
.
3 

既
に

ミ
ッ

ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保

有
水

を
回

復
す
る

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

A
.
4 

当
該

系
統

と
同

等
な
機

能
を
持

つ
重

大
事

故
等

対
処
設

備
が
動

作
可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

措
置

を
“
速

や
か

に
”

開
始

す
る

。
確

認
対

象
（

補
完

措
置

含
む

）
は

、
モ

ー
ド

５
、

６
に
お

い
て

は
モ

ー
ド

１
～

４
の

A
.2

と
同

様
で

あ
る

が
、

モ
ー

ド
５

、
６

以
外

（
炉

心
に

燃
料

が
な

く
使

用
済

燃
料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
の

み
の

期
間

）
に

お
い

て
は

電
源

車
か

ら
の

給
電

で
必

要
な

電
力

を
供

給
す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
確

認
対

象
は

電
源
車

の
み
と

し
て
い

る
。
（

添
付

－
２

）
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

 
 ［

参
 

考
］
 

 ●
 
設

備
仕

様
 

設
 

備
 

容
 

量
 

空
冷

式
発
電

装
置

(1
台

) 
約

 1
,4
6
0
 k

W（
約

1,
82
5
k
V
A）

 

号
機

間
電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル

(
他
号

機
D
G)
 

約
 3

,9
0
0
 k

W（
約

4,
87
5
k
V
A）

 

電
源

車
  

約
 4

88
 
k
W（

約
61
0k

VA
）

 
 

 ●
必

要
負
荷

 

設
 

備
 

運
転

モ
ー
ド
 

必
要

負
荷
 

モ
ー

ド
１
～

６
 

約
1
,4

45
 
k
W（

１
号

炉
）
、
 

約
1
,6

68
 
k
W（

２
号

炉
）

 

モ
ー

ド
１
～

６
以
外
 

約
3
52

 k
W（

１
号

炉
）
、
 

約
4
02

 k
W（

２
号

炉
）
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

８
５

－
１
５

－
２
 

号
機
間

電
力

融
通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（
１

号
～
２

号
）
（

号
機

間
電

力
融

通
予
備

ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～

２
号
）
）
か

ら
の
給

電
 

①
 

 (
1
) 
運

転
上

の
制
限

 
 

項
 

目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

号
機

間
電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル
（

１

号
～

２
号
）
（

号
機

間
電

力
融
通

予
備
ケ

ー
ブ

ル
（
１

号
～
２

号
）
）

か
ら

の
給
電

 

(
1)
 号

機
間

電
力

融
通

恒
設

ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～

２
号

）
に

よ
る

電
源

系
１
系

統
※
１
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
 

(
2)
 号

機
間

電
力

融
通

予
備

ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～

２
号

）
に

よ
る

電
源

系
１
系

統
※
１
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
 

a
.
 他

号
炉

※
２
が

モ
ー

ド
１
、

２
、
３
お

よ
び

４
の

場
合
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１
、

２
、
３

、
４
、

５
、
６

 

お
よ

び
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体

を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～

２
号

）
 

１
組

※
３
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～

２
号

）
 

１
組

※
３
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
他
号

炉
）

※
２
 

２
基
 

燃
料

油
貯

油
そ

う
（

他
号
炉

）
※
２
 

3
6
0 

m
3
 

b
.
 他

号
炉

※
２
が

モ
ー

ド
５
、

６
お
よ
び

使
用

済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

の
場

合
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１
、

２
、
３

、
４
、

５
、
６

 

お
よ

び
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体

を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～

２
号

）
 

１
組

※
３
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～

２
号

）
 

１
組

※
３
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
他
号

炉
）

※
２
 

１
基
 

燃
料

油
貯

油
そ

う
（

他
号
炉

）
※
２
 

1
6
4 

m
3
 

※
１

：
１
系

統
と
は

、
他
号

炉
※

２
の

モ
ー

ド
１

、
２

、
３
お

よ
び
４

に
お
い

て
a
.
項

の
所
要

数
、
他

号
炉

※
２
の

モ

ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期

間
に
お

い
て

b.
項

の
所
要

数
。
 

※
２

：「
他

号
炉

」
と
は

、
１
号

炉
に
つ

い
て

は
２

号
炉
を

い
い
、

２
号
炉

に
つ

い
て

は
１

号
炉
を

い
う

（
以

下
、

本
条

に
お
い

て
同
じ

）
。
 

※
３

：
１
号

炉
お
よ

び
２
号

炉
の

合
計
所

要
数
 

 

①
 設

置
許

可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査

基
準

）
第

五
十

七
条

（
１
．

１
４

）
が

該
当

す
る
。
（
添

付
－
１

）
 

 ②
 運

転
上

の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
。
（
添

付
－
１

）
 

 ③
 以

下
の

条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て

も
維

持
で

き
る

よ
う

、
常
設

重
大

事
故

等
対

処
設
備

で
あ
る

号
機
間

電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル
（

１
号
～

２
号

）
に

よ
る

電
源
系

１
系
統

、
可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処
設

備
で
あ

る
、

号
機

間
電
力

融
通
予

備
ケ
ー

ブ
ル
（

１
号

～
２

号
）

に
よ
る

電
源
系

１
系
統

が
動

作
可

能
で

あ
る
こ

と
を
運

転
上

の
制

限
と
す

る
。
 

な
お

、
上
記

の
系
統

に
は
、

電
源

の
融
通

元
で

あ
る

他
号
炉

の
デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
及

び
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発
電

機

の
運

転
に
使

用
す
る

燃
料
油

を
含
む

。
 

 ・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能

力
審

査
基

準
）

第
五
十

七
条

（
１

．
１

４
）

 

「
電

源
設
備

(
手

順
等

)」
で

は
、

電
源
が

喪
失

し
た

こ
と
に

よ
り
重

大
事
故

等
が

発
生

し
た

場
合
に

お
い
て

炉
心

の
著
し

い
損

傷
、

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
、

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
内

の
燃

料
体

等
の

著
し
い

損
傷
及

び

運
転

停
止
中

に
お

け
る

原
子

炉
内
の

燃
料

体
の

著
し

い
損
傷

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
電

力
を
確

保
す
る

た

め
に

必
要
な

設
備

を
設

置
す

る
（
手

順
等

を
定

め
る

）
こ
と

。
 

 

④
 号

機
間

電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル
（

１
号

～
２

号
）

に
よ

る
電

源
系
及

び
号

機
間

電
力

融
通
予

備
ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～
２

号
）
に

よ
る
電

源
系
は

、
非

常
用

電
源

が
喪
失

し
た
場

合
に
重

大
事

故
等

の
防

止
・
緩

和
に
必

要
な

設
備

に
対
し

給
電
を

行
う
た

め
に
必

要
な

設
備

で
あ

り
、
原

子
炉
格

納
容
器

内
に

燃
料

が
装

荷
さ
れ

て
い
る

期
間

及
び

燃
料
体

が
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
貯

蔵
さ

れ
て

い
る
期

間
を
機

能
維
持

期
間

と
し

て
適

用
す
る

必
要
が

あ
る

こ
と

か
ら
、

適
用
モ

ー
ド
は

「
モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４
、

５
、
６

お
よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯

蔵
し

て
い
る

期
間
」

と
す
る

。
(保

安
規

定
変

更
に

係
る
基

本
方
針

４
．
３

．
（

１
）

) 
 

な
お

、
他
号

炉
の
運

転
モ
ー

ド
に
よ

り
要

求
さ

れ
る

所
要
数

に
違
い

が
あ
る

た
め

、
表

を
分

割
し
要

求
事
項

を
明

確
に
す

る
。

  

 ⑤
 ②

に
含

ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 号

機
間

電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル
（

１
号

～
２

号
）

に
よ

る
電

源
系
は

常
設

重
大

事
故

等
対
処

設
備
で

あ
る
こ

と
、

号
機
間

電
力
融

通
予
備

ケ
ー
ブ

ル
（

１
号

～
２

号
）
に

よ
る
電

源
系
は

可
搬

型
代

替
電

源
設
備

で
あ
る

が
原

子
炉

建
屋
内

に
設
置

さ
れ
て

い
る
こ

と
か

ら
、

１
Ｎ

要
求
設

備
で
あ

り
、
運

転
上

の
制

限
の

所
要
数

は
そ
れ

ぞ
れ

電
源

融
通
に

必
要
な

ケ
ー
ブ

ル
1
組

と
す

る
。
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電
機

は
、
自

号
炉

(
融
通

先
)
の

電
源
負

荷
及
び

他
号
炉

(
融

通
元

)
の

電
源

負
荷

の
両
方

に
電
力

を
供

給
す
る

必
要
が

あ
る
た

め
、
他

号
炉

(
融

通
元

)の
運
転

モ
ー

ド
が

モ
ー

ド
１

～
４

に
お

い
て
は

運
転
上

の
制

限
の

所
要
数

を
2
基

と
す
る

。
一
方

、
他

号
炉

(
融

通
元

)の
運

転
モ

ー
ド
が

モ
ー

ド
５

、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

に
お

い
て

は
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

１
基

で
自

号
炉

(
融

通
先

)及
び

他
号

炉
(
融

通
先

)の
電
源

負
荷
を

賄
う
こ

と
が

で
き

る
た

め
、
運

転
上

の
制

限
の

所
要

数
を

1
基

と
す
る

。
(
添

付
－

２
)
 

燃
料

油
に
つ

い
て
は

、
上
記

の
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

の
運
転

に
必
要

な
油
量

を
所

要
数

と
し

て
い
る

。
(添

付

－
２

) 
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
2
) 
確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

目
 

確
認

事
項
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル

（
１

号
～
２

号
）
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と

を
確

認
す
る

。
 

３
ヶ

月
に
１

回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル

（
１

号
～
２

号
）
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電
機

（
他
号

炉
）
 

所
要

の
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

待

機
状

態
か

ら
起

動
し

、
無

負
荷

運

転
時

の
電

圧
が

 
6,
9
0
0±

3
4
5
 
V 

お
よ

び
周
波

数
が

 
60
±

3
 
Hz

 
で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

１
ヶ

月
に
１

回
 

当
直

課
長
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
（

他
号
炉

）
 

油
量

を
確

認
す

る
。
 

１
ヶ

月
に
１

回
 

当
直

課
長
 

  

⑦
 適

用
モ

ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す

る
。

(
保

安
規
定

変
更
に

係
る

基
本

方
針
４

．
２

) 

ａ
．

性
能
確

認
（
運

転
上
の

制
限
を

満
足

し
て

い
る

こ
と
を

確
認
す

る
）
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～
２

号
）

に
つ

い
て

は
、
「

保
安

規
定

変
更

に
係

る
基

本
方

針
」

の

可
搬

型
重
大

事
故
等

対
処
設

備
の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

頻
度
の

考
え
方

に
基
づ
き

3
ヶ
月

に
1
回

、
外

観
点
検

等

に
よ

り
使
用

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す

る
。
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～
２

号
）

に
つ

い
て

は
、

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
で

あ
る

が
、

上
記
の

号
機
間

電
力
融

通
予
備

ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～
２

号
）
と

同
じ
頻

度
の

3
ヶ
月

に
1
回

、
外

観
点
検

等
に

よ
り

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
「

保
安

規
定

変
更

に
係

る
基

本
方

針
４

．
２

（
２

）
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

頻
度

」
に

基
づ

き
、

保
守

管
理

計
画

で
定

め
る

点
検

計
画

の
点

検
・

補
修

の
実

施
頻

度
以

内
で

設
定

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
当

該
設

備
の

点
検

頻
度
は

１
Ｆ

に
1
回

で
あ

り
、

問
題

は
な

い
。
 

 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
他

号
炉

）
に

つ
い

て
は

、
保

安
規

定
第

7
4
条

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

－
モ

ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４
－
）

及
び
保

安
規

定
第

7
5
条
（

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
 

－
モ

ー
ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
以

外
－

）
に

確
認

事
項

が
設

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
そ

れ
を

準
用

し
た

対
応

と
す

る
。

燃
料

油
貯

油
そ

う

（
他

号
炉
）

に
つ
い

て
は
、

保
安
規

定
第

7
6
条

（
デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電
機

の
燃
料

油
、

潤
滑

油
お

よ
び

始
動

用
空

気
）

に
確
認

事
項
が

設
定
さ

れ
て
い

る
の

で
、

そ
れ

を
準
用

し
た
対

応
と
す

る
。
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記
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内
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説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
 

適
用
 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧

 
要

求
さ

れ
る

措
置
 

⑨
 

完
了

時
間

 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
．

 号
機

間
電
力

融
通

恒
設

ケ
ー
ブ

ル

（
１

号
～
２

号
）

に
よ

る
電
源

系
が

使
用

不
能
で

あ
る

場
合
 

ま
た

は
 

号
機

間
電
力

融
通

予
備

ケ
ー
ブ

ル

（
１

号
～
２

号
）

に
よ

る
電
源

系
が

使
用

不
能
で

あ
る

場
合
 

A
.
1 
当

直
課

長
は

、
１
基

の
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発
電

機

を
起

動
し
、

動
作
可

能
で
あ

る
こ

と
を
確

認

す
る

と
と
も

に
、
そ

の
他
の

設
備

※
４
が

動
作

可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。

 

お
よ

び
 

A
.
2 
当

直
課

長
は

、
当
該

系
統
と

同
等

な
機
能

を

持
つ

重
大
事

故
等
対

処
設
備

※
５
が

動
作
可

能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る

※
６
。

 

お
よ

び
 

A
.
3 

電
気

保
修

課
長

は
、

当
該

系
統

を
動

作
可

能

な
状

態
に
復

旧
す
る

。
 

４
時

間
 

    ７
２

時
間
 

   ３
０

日
 

B
. 

条
件

Ａ
の

措
置

を

完
了

時
間

内
に

達

成
で

き
な
い

場
合

 

B
.
1 
当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
３
に

す
る

。
 

お
よ

び
 

B
.
2 
当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
５
に

す
る

。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

モ
ー

ド

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
 

A
．

 号
機

間
電
力

融
通

恒
設

ケ
ー
ブ

ル

（
１

号
～
２

号
）

に
よ

る
電
源

系
が

使
用

不
能
で

あ
る

場
合
 

ま
た

は
 

号
機

間
電
力

融
通

予
備

ケ
ー
ブ

ル

（
１

号
～
２

号
）

に
よ

る
電
源

系
が

使
用

不
能
で

あ
る

場
合
 

A
.
1 
電

気
保

修
課

長
は
、

当
該
系

統
を

動
作
可

能

な
状

態
に
復

旧
す
る

措
置
を

開
始

す
る
。

 

お
よ

び
 

A
.
2 
当

直
課

長
は

、
１
次

冷
却
系

の
水

抜
き
を

行

っ
て

い
る
場

合
は
、

水
抜
き

を
中

止
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.
3 
当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
５
（

１
次

冷
却
系

非

満
水

）
ま
た

は
モ
ー

ド
６
（

キ
ャ

ビ
テ
ィ

低

水
位

）
の
場

合
、
１

次
系
保

有
水

を
回
復

す

る
措

置
を
開

始
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.
4 
当

直
課

長
は

、
当

該
系

統
と

同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対

処
設

備
※

５
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

※
６
措

置
を

開
始

す

る
。
 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

    速
や

か
に
 

※
４

：
残
り

の
デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
１
基

を
い

い
、

至
近
の

記
録
等

に
よ
り

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

※
５

：
空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置

を
い
う

。
 

※
６

：「
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

」
の
確

認
は

、
対

象
設
備

の
至
近

の
記
録

等
に

よ
り

行
う

。
 

 

⑧
 運

転
上

の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条

件
を

記
載

す
る

。
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～
２

号
）

に
よ

る
電

源
系

及
び

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

１

号
～

２
号

）
に

よ
る

電
源

系
は

、
１

Ｎ
要

求
設

備
で

あ
る

た
め

、
動

作
可

能
な
系

統
数

が
１

Ｎ
未

満
と

な
っ

た
場
合

を
条

件
と
し

て
設
定

す
る
。

 

 

⑨
 要

求
さ

れ
る

措
置
に

つ
い
て

記
載
す

る
。

(
保

安
規

定
変
更

に
係
る

基
本

方
針

４
．
３

．（
２
）
、（

３
）
）
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

が
動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合
は

、
対
応

す
る
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
が

動
作

可
能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

対
象

と
な

る
設

備
は

「
設

置
変

更
許

可
申

請
書

（
添

付
書

類
十

）
」

の
技

術
的

能
力

で

整
理

し
た

“
機

能
喪

失
を

想
定

す
る

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

”
で

あ
る

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

が
該

当
し

、
動

作

可
能

確
認

の
完

了
時

間
は
「

4
時

間
」
と

す
る

。
 

A
.
2
動

作
不

能
と

な
っ

た
重

大
事

故
等
対

処
設

備
と

同
等

な
機

能
を

有
す

る
重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

対
象

と
な

る
設

備
は

技
術

的
能

力
で

整
理

し
た

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

が
該

当
し

、

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
完

了
時

間
は

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
動

作
可

能
で

あ
る

場
合

の
A
OT

上
限

で
あ

る
｢7
2
時

間
｣と

す
る
。
 

な
お

、
号

機
間

電
力

融
通

恒
設

ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～

２
号

）
及

び
号

機
間

電
力

融
通

予
備

ケ
ー

ブ
ル

(
１

号
～

２
号

)
に

よ
る
受

電
操
作

に
必
要

な
時
間

は
約

2
.3

時
間
及

び
約

2.
6
時

間
で

あ
り

、
空

冷
式
非

常
用
給

電
発
電

装
置

に
よ
る

受
電
操

作
に

必
要

な
時

間
の

約
2
0
分

よ
り

長
い
た

め
、
補

完
措
置

は
不

要
で

あ
る

。
 

A
.
3
 当

該
系
統

を
動
作

可
能
な

状
態
に
復

旧
す

る
。

完
了
時

間
は
重

大
事
故

等
対

処
設

備
の

A
O
T
上

限
の
「

30
日

」

と
す

る
。

 

B
.
1,

B
.2

 既
保

安
規

定
と
同

様
な
設

定
と

し
て

い
る

。
 

 

【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

】
 

A
.
1 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

A
.
2 

当
該

系
統

が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措

置
と

は
い

え
な
い

こ
と

か
ら

、
水

抜
き

中
の

場
合

は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き

を
中

止
し

、
ミ

ッ
ド

ル
ー

プ
運

転
を

避
け

る
措

置
を

行

う
。
 

A
.
3 

既
に

ミ
ッ

ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保

有
水

を
回

復
す
る

措
置

を
“

速
や

か
に

”
開
始

す
る
。
 

A
.
4 

当
該

系
統

と
同

等
な
機

能
を
持

つ
重

大
事

故
等

対
処
設

備
が
動

作
可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

措
置

を
“
速

や
か

に
”
開

始
す
る

。
確
認

対
象
は

、
モ

ー
ド

１
～

４
の

A
.2

と
同

様
で
あ

る
。
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記
載
内

容
の
説

明
 

８
５

－
１
５

－
２
の

２
 
号

機
間

電
力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ
ル

（
３
号

～
４
号

）
（

号
機

間
電

力
融
通

予
備

ケ
ー

ブ
ル

（
３

号
～
４

号
）
）

か
ら

の
給
電

 
①
 

 

(
1)
 
運

転
上

の
制
限

  

項
 

目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

号
機

間
電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル

（
３

号
～

４
号
）
（
号

機
間

電
力

融
通

予
備

ケ
ー

ブ
ル
（

３
号
～

４
号
）
）
か

ら
の

給
電
 

(
1
) 
号

機
間

電
力

融
通

恒
設

ケ
ー

ブ
ル

（
３

号
～

４
号

）
に

よ
る

電
源

系
１
系

統
※
１
が

使
用

可
能
で

あ
る
こ

と
 

(
2
) 
号

機
間

電
力

融
通

予
備

ケ
ー

ブ
ル

（
３

号
～

４
号

）
に

よ
る

電
源

系
１
系

統
※
１
が

使
用

可
能
で

あ
る
こ

と
 

a
.
 他

号
炉

※
２
が

モ
ー

ド
１
、

２
、
３
お

よ
び

４
の

場
合
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１
、

２
、
３

、
４
、

５
、

６
 

お
よ

び
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体

を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

３
号

～

４
号

）
 

１
組

※
３
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

３
号

～

４
号

）
 

１
組

※
３
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電
機

（
他
号

炉
）

※
２
 

２
基
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
（

他
号
炉

）
※
２
 

4
6
6 

m
3  

b
.
 他

号
炉

※
２
が

モ
ー

ド
５
、

６
お
よ
び

使
用

済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間
の

場
合
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１
、

２
、
３

、
４
、

５
、

６
 

お
よ

び
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体

を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

３
号

～

４
号

）
 

１
組

※
３
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

３
号

～

４
号

）
 

１
組

※
３
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電
機

（
他
号

炉
）

※
２
 

１
基
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
（

他
号
炉

）
※
２
 

2
2
6 

m
3  

※
１

：
１
系

統
と
は

、
他
号

炉
※

２
の

モ
ー

ド
１

、
２

、
３
お

よ
び
４

に
お
い

て
a
.
項

の
所
要

数
、
他

号
炉

※
２
の

モ

ー
ド

５
、
６

お
よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期

間
に
お

い
て

b
.項

の
所

要
数
。

 

※
２

：「
他

号
炉

」
と
は

、
３
号

炉
に
つ

い
て

は
４

号
炉
を

い
い
、

４
号
炉

に
つ

い
て

は
３

号
炉
を

い
う

（
以

下
、

本
条

に
お
い

て
同
じ

）
。
 

※
３

：
３
号

炉
お
よ

び
４
号

炉
の

合
計
所

要
数
 

①
 設

置
許

可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査

基
準

）
第

五
十

七
条

（
１
．

１
４

）
が

該
当

す
る
。

 

 ②
 運

転
上

の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
。
 

 ③
 以

下
の

条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て

も
維

持
で

き
る

よ
う

、
常
設

重
大

事
故

等
対

処
設
備

で
あ
る

号
機
間

電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル
（

３
号
～

４
号

）
に

よ
る

電
源
系

１
系
統

、
可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処
設

備
で
あ

る
、

号
機

間
電
力

融
通
予

備
ケ
ー

ブ
ル
（

３
号

～
４

号
）

に
よ
る

電
源
系

１
系
統

が
動

作
可

能
で

あ
る
こ

と
を
運

転
上

の
制

限
と
す

る
。
 

な
お

、
上
記

の
系
統

に
は
、

電
源

の
融
通

元
で

あ
る

他
号
炉

の
デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
及

び
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発
電

機

の
運

転
に
使

用
す
る

燃
料
油

を
含
む

。
 

 ・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能

力
審

査
基

準
）

第
五
十

七
条

（
１

．
１

４
）

 

「
電

源
設
備

(
手

順
等

)」
で

は
、

電
源
が

喪
失

し
た

こ
と
に

よ
り
重

大
事
故

等
が

発
生

し
た

場
合
に

お
い
て

炉
心

の
著
し

い
損

傷
、

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
、

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
内

の
燃

料
体

等
の

著
し
い

損
傷
及

び

運
転

停
止
中

に
お

け
る

原
子

炉
内
の

燃
料

体
の

著
し

い
損
傷

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
電

力
を
確

保
す
る

た

め
に

必
要
な

設
備

を
設

置
す

る
（
手

順
等

を
定

め
る

）
こ
と

。
 

 

④
 号

機
間

電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル
（

３
号

～
４

号
）

に
よ

る
電

源
系
及

び
号

機
間

電
力

融
通
予

備
ケ
ー

ブ
ル

（
３

号
～
４

号
）
に

よ
る
電

源
系
は

、
非

常
用

電
源

が
喪
失

し
た
場

合
に
重

大
事

故
等

の
防

止
・
緩

和
に
必

要
な

設
備

に
対
し

給
電
を

行
う
た

め
に
必

要
な

設
備

で
あ

り
、
原

子
炉
格

納
容
器

内
に

燃
料

が
装

荷
さ
れ

て
い
る

期
間

及
び

燃
料
体

が
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
貯

蔵
さ

れ
て

い
る
期

間
を
機

能
維
持

期
間

と
し

て
適

用
す
る

必
要
が

あ
る

こ
と

か
ら
、

適
用
モ

ー
ド
は

「
モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４
、

５
、
６

お
よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯

蔵
し

て
い
る

期
間
」

と
す
る

。
(保

安
規

定
変

更
に

係
る
基

本
方
針

４
．
３

．
（

１
）

) 
 

な
お

、
他
号

炉
の
運

転
モ
ー

ド
に
よ

り
要

求
さ

れ
る

所
要
数

に
違
い

が
あ
る

た
め

、
表

を
分

割
し
要

求
事
項

を
明

確
に
す

る
。

  

 ⑤
 ②

に
含

ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 号

機
間

電
力

融
通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル
（

３
号

～
４

号
）

に
よ

る
電

源
系
は

常
設

重
大

事
故

等
対
処

設
備
で

あ
る
こ

と
、

号
機
間

電
力
融

通
予
備

ケ
ー
ブ

ル
（

３
号

～
４

号
）
に

よ
る
電

源
系
は

可
搬

型
代

替
電

源
設
備

で
あ
る

が
原

子
炉

建
屋
内

に
設
置

さ
れ
て

い
る
こ

と
か

ら
、

１
Ｎ

要
求
設

備
で
あ

り
、
運

転
上

の
制

限
の

所
要
数

は
そ
れ

ぞ
れ

電
源

融
通
に

必
要
な

ケ
ー
ブ

ル
1
組

と
す

る
。
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電
機

は
、
自

号
炉

(
融
通

先
)
の

電
源
負

荷
及
び

他
号
炉

(
融

通
元

)
の

電
源

負
荷

の
両
方

に
電
力

を
供

給
す
る

必
要
が

あ
る
た

め
、
他

号
炉

(
融

通
元

)の
運
転

モ
ー

ド
が

モ
ー

ド
１

～
４

に
お

い
て
は

運
転
上

の
制

限
の

所
要
数

を
2
基

と
す
る

。
一
方

、
他

号
炉

(
融

通
元

)の
運

転
モ

ー
ド
が

モ
ー

ド
５

、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

に
お

い
て

は
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

１
基

で
自

号
炉

(
融

通
先

)及
び

他
号

炉
(
融

通
先

)の
電
源

負
荷
を

賄
う
こ

と
が

で
き

る
た

め
、
運

転
上

の
制

限
の

所
要

数
を

1
基

と
す
る

。
 

 

燃
料

油
に
つ

い
て
は

、
上
記

の
デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

の
運
転

に
必
要

な
油
量

を
所

要
数

と
し

て
い
る

。
(
添

付
－

２
) 
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
2)
 
確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

目
 

確
認

事
項
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル

（
３

号
～
４

号
）
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と

を
確

認
す
る

。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル

（
３

号
～
４

号
）
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電
機

（
他
号

炉
）

 

所
要

の
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

待

機
状

態
か

ら
起

動
し

、
無

負
荷

運

転
時

の
電

圧
が

 
6,
9
0
0±

3
4
5
 
V 

お
よ

び
周
波

数
が

 
60
±

3
 
Hz

 
で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

当
直

課
長
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
（

他
号
炉

）
 

油
量

を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

当
直

課
長
 

 

 

⑦
 適

用
モ

ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す

る
。

(
保

安
規
定

変
更
に

係
る

基
本

方
針
４

．
２

) 

ａ
．

性
能
確

認
（
運

転
上
の

制
限
を

満
足

し
て

い
る

こ
と
を

確
認
す

る
）
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

３
号

～
４

号
）

に
つ

い
て

は
、
「

保
安

規
定

変
更

に
係

る
基

本
方

針
」

の

可
搬

型
重
大

事
故
等

対
処
設

備
の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

頻
度
の

考
え
方

に
基
づ
き

3
ヶ
月

に
1
回

、
外

観
点
検

等

に
よ

り
使
用

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す

る
。
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

３
号

～
４

号
）

に
つ

い
て

は
、

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
で

あ
る

が
、

上
記
の

号
機
間

電
力
融

通
予
備

ケ
ー

ブ
ル

（
３

号
～
４

号
）
と

同
じ
頻

度
の

3
ヶ
月

に
1
回

、
外

観
点
検

等
に

よ
り

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
「

保
安

規
定

変
更

に
係

る
基

本
方

針
４

．
２

（
２

）
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

頻
度

」
に

基
づ

き
、

保
守

管
理

計
画

で
定

め
る

点
検

計
画

の
点

検
・

補
修

の
実

施
頻

度
以

内
で

設
定

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
当

該
設

備
の

点
検

頻
度
は

１
Ｆ

に
1
回

で
あ

り
、

問
題

は
な

い
。
 

 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
他

号
炉

）
に

つ
い

て
は

、
保

安
規

定
第

74
条

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

－
モ

ー
ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
－

）
及

び
保

安
規

定
第

7
5
条

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

－
モ

ー
ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
以

外

－
）

に
確

認
事

項
が

設
定

さ
れ

て
い

る
た

め
、

そ
れ

を
準

用
し

た
対

応
と

す
る
。

燃
料

油
貯

油
そ

う
（

他
号

炉
）
に

つ
い

て
は

、
保

安
規

定
第

76
条

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

燃
料

油
、

潤
滑

油
お

よ
び

始
動

用
空

気
）

に
確

認
事

項

が
設

定
さ
れ

て
い
る

の
で
、

そ
れ
を

準
用

し
た

対
応

と
す
る

。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3)
 
要

求
さ

れ
る
措

置
 

適
用
 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧
 

要
求

さ
れ

る
措

置
 

⑨
 

完
了

時
間
 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３

お
よ

び

４
 

A
．

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

３
号

～
４

号
）

に
よ

る
電

源
系

が
使

用
不

能
で

あ
る
場

合
 

ま
た

は
 号

機
間

電
力

融
通

予
備

ケ

ー
ブ

ル
（

３

号
～

４
号

）

に
よ

る
電

源

系
が

使
用

不

能
で

あ
る

場

合
 

A
.
1 
当

直
課

長
は
、

１
基
の

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

起

動
し

、
動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す

る
と

と

も
に

、
そ
の

他
の
設

備
※
４
が

動
作

可
能
で

あ
る

こ

と
を

確
認
す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.
2 
当

直
課

長
は
、

当
該
系

統
と
同

等
な

機
能

を
持

つ

重
大

事
故
等

対
処
設

備
※
５
が

動
作

可
能
で

あ
る

こ

と
を

確
認
す

る
※
６
。

 

お
よ

び
 

A
.
3
 
電

気
保

修
課

長
は

、
当

該
系

統
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧
す

る
。
 

４
時

間
 

    ７
２

時
間
 

   ３
０

日
 

B
.
 条

件
Ａ

の
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き

な
い

場
合
 

B
.
1 
当

直
課

長
は
、

モ
ー
ド

３
に
す

る
。

 

お
よ

び
 

B
.
2 
当

直
課

長
は
、

モ
ー
ド

５
に
す

る
。

 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

モ
ー

ド

５
、

６

お
よ

び

使
用

済

燃
料

ピ

ッ
ト

に

燃
料

体

を
貯

蔵

し
て

い

る
期

間
 

A
．

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

３
号

～
４

号
）

に
よ

る
電

源
系

が
使

用
不

能
で

あ
る
場

合
 

ま
た

は
 号

機
間

電
力

融
通

予
備

ケ

ー
ブ

ル
（

３

号
～

４
号

）

に
よ

る
電

源

系
が

使
用

不

能
で

あ
る

場

合
 

A
.
1 
電

気
保

修
課
長

は
、
当

該
系
統

を
動

作
可

能
な

状

態
に

復
旧
す

る
措
置

を
開
始

す
る
。
 

お
よ

び
 

A
.
2 
当

直
課

長
は
、

１
次
冷

却
系
の

水
抜

き
を

行
っ

て

い
る

場
合
は

、
水
抜

き
を
中

止
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.
3 
当

直
課

長
は
、

モ
ー
ド

５
（
１

次
冷

却
系

非
満

水
）

ま
た
は

モ
ー
ド

６
（
キ

ャ
ビ
テ

ィ
低

水
位

）

の
場

合
、
１

次
系
保

有
水
を

回
復
す

る
措

置
を

開

始
す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.
4
 
当

直
課

長
は

、
当

該
系

統
と

同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故
等

対
処
設

備
※
５
が

動
作

可
能
で

あ
る

こ
 

と
を

確
認
す

る
※
６
措

置
を

開
始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

    速
や

か
に
 

※
４

：
残
り

の
デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
１
基

を
い

い
、

至
近
の

記
録
等

に
よ
り

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

※
５

：
空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置

を
い
う

。
 

※
６

：「
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

」
の
確

認
は

、
対

象
設
備

の
至
近

の
記
録

等
に

よ
り

行
う

。
 

⑧
 運

転
上

の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条

件
を

記
載

す
る

。
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～
２

号
）

に
よ

る
電

源
系

及
び

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

１

号
～

２
号

）
に

よ
る

電
源

系
は

、
１

Ｎ
要

求
設

備
で

あ
る

た
め

、
動

作
可

能
な
系

統
数

が
１

Ｎ
未

満
と

な
っ

た
場
合

を
条

件
と
し

て
設
定

す
る
。

 

 

⑨
 要

求
さ

れ
る

措
置
に

つ
い
て

記
載
す

る
。

(
保

安
規

定
変
更

に
係
る

基
本

方
針

４
．
３

．（
２
）
、（

３
）
）
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

が
動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合
は

、
対
応

す
る
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
が

動
作

可
能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

対
象

と
な

る
設

備
は

「
設

置
変

更
許

可
申

請
書

（
添

付
書

類
十

）
」

の
技

術
的

能
力

で

整
理

し
た

“
機

能
喪

失
を

想
定

す
る

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

”
で

あ
る

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

が
該

当
し

、
動

作

可
能

確
認

の
完

了
時

間
は
「

4
時

間
」
と

す
る

。
 

A
.
2
動

作
不

能
と

な
っ

た
重

大
事

故
等
対

処
設

備
と

同
等

な
機

能
を

有
す

る
重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

対
象

と
な

る
設

備
は

技
術

的
能

力
で

整
理

し
た

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

が
該

当
し

、

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
完

了
時

間
は

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
動

作
可

能
で

あ
る

場
合

の
A
OT

上
限

で
あ

る
｢7
2
時

間
｣と

す
る
。
 

な
お

、
号

機
間

電
力

融
通

恒
設

ケ
ー

ブ
ル

（
３

号
～

４
号

）
及

び
号

機
間

電
力

融
通

予
備

ケ
ー

ブ
ル

(
３

号
～

４
号

)
に

よ
る
受

電
操
作

に
必
要

な
時
間

は
約

2
.3

時
間
及

び
約

2.
6
時

間
で

あ
り

、
空

冷
式
非

常
用
給

電
発
電

装
置

に
よ
る

受
電
操

作
に

必
要

な
時

間
の

約
1
6
分

よ
り

長
い
た

め
、
補

完
措
置

は
不

要
で

あ
る

。
 

A
.
3
 当

該
系
統

を
動
作

可
能
な

状
態
に
復

旧
す

る
。

完
了
時

間
は
重

大
事
故

等
対

処
設

備
の

A
O
T
上

限
の
「

30
日

」

と
す

る
。

 

B
.
1,

B
.2

 既
保

安
規

定
と
同

様
な
設

定
と

し
て

い
る

。
 

 

【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

】
 

A
.
1 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

A
.
2 

当
該

系
統

が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措

置
と

は
い

え
な
い

こ
と

か
ら

、
水

抜
き

中
の

場
合

は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き

を
中

止
し

、
ミ

ッ
ド

ル
ー

プ
運

転
を

避
け

る
措

置
を

行

う
。
 

A
.
3 

既
に

ミ
ッ

ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保

有
水

を
回

復
す
る

措
置

を
“

速
や

か
に

”
開
始

す
る
。
 

A
.
4 

当
該

系
統

と
同

等
な
機

能
を
持

つ
重

大
事

故
等

対
処
設

備
が
動

作
可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

措
置

を
“
速

や
か

に
”

開
始

す
る

。
確
認

対
象
は

、
モ

ー
ド

１
～

４
の

A.
2
と

同
様

で
あ

る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

８
５

－
１
５

－
３
 

電
源
車

か
ら

の
給
電

（
１

号
炉

お
よ
び

２
号
炉

）
 
①
 

 (
1
) 
運

転
上

の
制
限

 
 

項
 

目
 

②
 

運
転

上
の
制

限
 
③

 

電
源

車
か
ら

の
給
電
 

電
源

車
に
よ

る
電

源
系

２
系

統
が
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１
、

２
、
３

、
４
、

５
、
６

 

お
よ

び
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体

を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
 

電
源

車
 

１
台

×
２
 

燃
料

油
貯
油

そ
う

 
※

１
 

タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー

 
※

１
 

※
１

：
「
８

５
－
１

５
－
７

 
燃

料
油
貯

油
そ

う
、

空
冷
式

非
常
用

発
電
装

置
用

給
油

ポ
ン

プ
お
よ

び
タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー

に
よ
る

燃
料
補

給
設

備
（

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
）
」

に
お
い

て
運

転
上
の

制
限

を
定

め
る
。
 

 (
2
) 
確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

目
 

確
認

事
項
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

電
源

車
 

発
電

機
を

起
動

し
、

運
転

状
態

（
電

圧
等

）
に

異
常

が
な
い

こ
と
を

確
認

す
る

。
 

１
年

に
１
回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

発
電

機
を

起
動

し
、

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１

回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

  

①
 設

置
許

可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査

基
準

）
第

五
十

七
条

（
１
．

１
４

）
が

該
当

す
る
。
（
添

付
－
１

）
 

 ②
 運

転
上

の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
。
（
添

付
－
１

）
 

 ③
 以

下
の

条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て

も
維

持
で

き
る

よ
う

、
可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処
設

備
で
あ

る
電
源

車
に

よ
る
電

源
系

2
系

統
が

動
作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
運
転

上
の
制

限
に
設

定
す

る
。

 

 

・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能

力
審

査
基

準
）

第
五
十

七
条

（
１

．
１

４
）

 

「
電

源
設
備

(手
順

等
)
」
で

は
、
電

源
が

喪
失

し
た

こ
と
に

よ
り
重

大
事
故

等
が

発
生

し
た

場
合
に

お
い
て
 

炉
心

の
著
し

い
損
傷

、
原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
、

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
内

の
燃

料
体

等
の

著
し
い

損
傷
及
 

び
運

転
停
止

中
に
お

け
る
原

子
炉

内
の
燃

料
体

の
著

し
い
損

傷
を
防

止
す
る

た
め

に
必

要
な

電
力
を

確
保
す
 

る
た

め
に
必

要
な
設

備
を
設

置
す
る

（
手

順
等

を
定

め
る
）

こ
と
。
 

 

④
 電

源
車

に
よ

る
電
源

系
は
、

非
常
用

電
源

が
喪

失
し

た
場

合
に

重
大
事

故
等

の
防

止
・

緩
和
に

必
要
な

設
備
に

対
し

給
電
を

行
う
た

め
に
必

要
な
設

備
で

あ
り

、
原

子
炉
格

納
容
器

内
に
燃

料
が

装
荷

さ
れ

て
い
る

期
間
及

び
燃

料
体

が
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
貯
蔵

さ
れ

て
い

る
期

間
を
機

能
維
持

期
間
と

し
て

適
用

す
る

必
要
が

あ
る
こ

と
か

ら
、

適
用
モ

ー
ド
は

「
モ
ー

ド
１
、

２
、

３
、

４
、

５
、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て

い
る

期
間
」

と
す
る

。
(
保

安
規

定
変
更

に
係

る
基

本
方
針

４
．
３

．（
１

）
) 
 

 ⑤
 ②

に
含

ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 電

源
車

は
、

可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設

備
の

う
ち

可
搬

型
代

替
電
源

設
備

（
原

子
炉

建
屋
の

外
か
ら

電
気
を

供
給

す
る
も

の
）
で

あ
り
２

Ｎ
要
求

設
備

に
該

当
す

る
こ
と

か
ら
、

運
転
上

の
制

限
の

所
要

数
を

2
台

（
1
台

×

2）
と

す
る
。
（

添
付

－
２
）

 

 ⑦
 適

用
モ

ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す

る
。

(
保

安
規
定

変
更
に

係
る

基
本

方
針
４

．
２

) 

ａ
．

性
能
確

認
（
機

能
性
能

が
満
足

し
て

い
る

こ
と

を
確
認

す
る
）
 

「
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

」
の

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

頻
度

の
考

え

方
に

基
づ
き

1
年
に

1
回
、

電
源
車

の
性

能
確

認
を

実
施

す
る

。
 

ｂ
．

動
作
確

認
（
運

転
上
の

制
限
を

満
足

し
て

い
る

こ
と
を

定
期
的

に
確
認

す
る

）
 

「
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

」
の

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

頻
度

の
考

え

方
に

基
づ

き
3
ヶ

月
に

1
回

、
電

源
車

の
発

電
機

を
起
動

す
る
こ

と
に
よ

り
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
 

適
用

 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 

⑨
 

完
了

時
間
 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 

動
作

可
能

な
電

源

車
に

よ
る

電
源

系

が
２

系
統

未
満

で

あ
る

場
合

 

A
.1
 当

直
課

長
は

、
１

基
の

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
起

動
し

、
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
他

の
設

備
※

２
が

動
作

可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.2
 当

直
課

長
は

、
当

該
系

統
と

同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対

処
設

備
※

３
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る

※
４
。

 

お
よ

び
 

A
.3
 電

気
保

修
課

長
は

、
当

該
系

統
を

動
作

可
能

な
状

態
に
復

旧
す
る

。
 

４
時

間
 

    １
０

日
間
 

   ３
０

日
間
 

B
. 

動
作

可
能

な
電

源

車
に

よ
る

電
源

系

が
１

系
統

未
満

で

あ
る

場
合

 

B
.1
 当

直
課

長
は

、
１

基
の

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
起

動
し

、
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
他

の
設

備
※

２
が

動
作

可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

お
よ

び
 

B
.2
 当

直
課

長
は

、
当

該
系

統
と

同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対

処
設

備
※

３
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る

※
４
。

 

お
よ

び
 

B
.3
 電

気
保

修
課

長
は

、
動

作
不

能
と

な
っ

て
い

る
当

該
系

の
少

な
く

と
も

１
系

統
を

動
作

可

能
な

状
態
に

復
旧
す

る
。
 

４
時

間
 

    ７
２

時
間
 

   ３
０

日
間
 

C
. 

条
件

Ａ
ま

た
は

Ｂ

の
措

置
を

完
了

時

間
内

に
達

成
で

き

な
い

場
合

 

C
.1
 当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
３
に

す
る
。
 

お
よ

び
 

C
.2
 当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
５
に

す
る
。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

  

⑧
 運

転
上

の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条

件
を

記
載

す
る

。
 

電
源

車
に

よ
る

電
源

系
は

、
２

Ｎ
要

求
設

備
で

あ
る

た
め

、
モ

ー
ド

１
～

４
に

お
い

て
は

、
動

作
可

能
な

系
統

数
が

２
Ｎ
未

満
（
１

Ｎ
以
上

）
と
な

っ
た

場
合

と
１

Ｎ
未
満

と
な
っ

た
場
合

を
条

件
と

し
て

記
載
す

る
。
 

モ
ー

ド
５

、
６

お
よ

び
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体
が

貯
蔵

さ
れ

て
い

る
期

間
に

お
い

て
は

、
２

Ｎ
未

満

（
１

Ｎ
以

上
）

と
１

Ｎ
未

満
と

な
っ

た
場

合
と

で
要

求
さ

れ
る

措
置

が
同

じ
に

な
る

た
め

２
Ｎ

未
満

と
な

っ
た

場

合
を

条
件
と

し
て
記

載
す
る

。
 

 

⑨
 要

求
さ

れ
る

措
置
を

記
載
。
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

が
動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合
は

、
対
応

す
る
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
が

動
作

可
能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

対
象

と
な

る
設

備
は

「
設

置
変

更
許

可
申

請
書

（
添

付
書

類
十

）
」

の
技

術
的

能
力

で

整
理

し
た

“
機

能
喪

失
を

想
定

す
る

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

”
で

あ
る

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
が

該
当

し
、

動
作

可
能

確
認
の

完
了
時

間
は
「

4
時

間
」

と
す

る
。
 

A
.
2
動

作
不

能
と

な
っ

た
重

大
事

故
等
対

処
設

備
と

同
等

な
機

能
を

有
す

る
重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

対
象

と
な

る
設

備
は

技
術

的
能

力
で

整
理

し
た

空
冷
式

非
常

用
発

電
装

置
が

該
当

し
、

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
完

了
時

間
は

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備
が

動
作

可
能

で
あ

る
場

合
（

２
Ｎ

未
満

１
Ｎ
以

上
）
の

AO
T
上

限
で
あ

る
｢
1
0
日

」
と
す

る
。
 

な
お

、
電
源

車
に
よ

る
受
電

操
作

に
必
要

な
時

間
は

約
2
.8

時
間

で
あ

り
、

空
冷

式
非

常
用

給
電
発

電
装
置

に

よ
る

受
電
操

作
に
必

要
な

時
間

の
約

20
分

よ
り

長
い

た
め
、

補
完
措

置
は
不
要

で
あ

る
。
 

A
.
3
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
。

完
了
時

間
は
重

大
事
故

等
対

処
設

備
の

AO
T
上

限
の

「
30

日
」

と
す

る
。
 

 B
.
1 

A
.1

と
同

じ
。
 

B
.
2 

A
.2

と
同

様
、

同
等
の

機
能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対
処

設
備
が

動
作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

完
了
時

間
は

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
動

作
可

能
で

あ
る

場
合

の
AO
T
上

限
(
１

Ｎ
未

満
)
で

あ
る

｢
7
2
時

間
」

と
す

る
。
 

B
.
3
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
。

完
了
時

間
は
重

大
事
故

等
対

処
設

備
の

AO
T
上

限
の

「
30

日
」

と
す

る
。
 

 C
.
1,

C
.2

 既
保

安
規

定
と
同

様
の
設

定
と

し
て

い
る

。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
（
続

き
）

 

適
用

 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 

⑨
 

完
了

時
間
 

モ
ー

ド

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
 

A
. 

動
作

可
能

な
電

源

車
に

よ
る

電
源

系

が
２

系
統

未
満

で

あ
る

場
合

 

A
.1
 当

直
課

長
は

、
当

該
系

統
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧
す

る
措
置

を
開
始

す
る
。
 

お
よ

び
 

A
.2
 当

直
課

長
は

、
１

次
冷

却
系

の
水

抜
き

を
行

っ
て

い
る
場

合
は
、

水
抜
き

を
中
止

す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.3
 当

直
課

長
は

、
モ

ー
ド

５
（

１
次

冷
却

系
非

満
水

）
ま

た
は

モ
ー

ド
６

（
キ

ャ
ビ

テ
ィ

低

水
位

）
の

場
合

、
１

次
系

保
有

水
を

回
復

す

る
措

置
を
開

始
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.4
 当

直
課

長
は

、
当

該
系

統
と

同
等

な
機

能
を

持
つ

重
大

事
故

等
対

処
設

備
※

３
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

※
４
措

置
を

開
始

す

る
。
 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

    速
や

か
に
 

※
２

：
残
り

の
デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
１
基

を
い

い
、

至
近
の

記
録
等

に
よ
り

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

※
３

：
空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置

を
い
う

。
 

※
４

：「
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

」
の
確

認
は

、
対

象
設
備

の
至
近

の
記
録

等
に

よ
り

行
う

。
 

 

 【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

】
 

A
.
1 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

A
.
2 
当

該
系

統
が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措
置

と
は
い

え
な
い
 

こ
と

か
ら
、

水
抜
き

中
の
場

合
は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き
を

中
止
し

、
ミ
ッ

ド
ル

ー
プ

運
転

を
避
け

る
措
置

を
行
 

う
。
 

A
.
3 
既

に
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保
有

水
を
回

復
す
る
 

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

A
.
4 
当

該
系

統
と
同

等
な
機

能
を
持

つ
重

大
事

故
等

対
処
設

備
が
動

作
可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す

る
措
置

を
“
速

や
か

に
”
開

始
す
る

。
確
認

対
象
は

、
モ

ー
ド

１
～

４
の

A
.2

と
同

様
で
あ

る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

８
５

－
１
５

－
４
 

蓄
電
池

（
安

全
防
護

系
用

）
か

ら
の
給

電
（
１

号
炉
お

よ
び

２
号

炉
）

 
①
 

 (
1
) 
運

転
上

の
制
限

 
 

項
 

目
 

②
 

運
転

上
の
制

限
 
③

 

蓄
電

池
（
安

全
防
護

系
用
）

か
ら
の

給
電

 
蓄

電
池

（
安

全
防

護
系

用
）

に
よ

る
電

源
系

１
系

統
※
１
が

動

作
可

能
で
あ

る
こ
と
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４

、
５

、
６

お
よ

び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て

い
る

期
間
 

蓄
電

池
（
安

全
防
護

系
用
）
 

１
組
 

※
１

：
１
系

統
と
は

、
蓄
電

池
（

安
全
防

護
系

用
）

１
組
。
 

 (
2
) 
確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

目
 

確
認

事
項
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

蓄
電

池
（
安

全
防
護

系
用

）
 

蓄
電

池
（

安
全

防
護

系
用

）
が

健
全

で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

定
期

事
業

者
検

査
時
 

発
電

室
長
 

蓄
電

池
（

安
全

防
護

系
用

）
の

浮
動

充

電
時

の
蓄
電

池
端
子

電
圧
が

 1
27

.1
 V
以

上
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

１
週

間
に
１

回
 

当
直

課
長
 

  

①
 設

置
許

可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査

基
準

）
第

五
十

七
条

（
１
．

１
４

）
が

該
当

す
る
。
（
添

付
－
１

）
 

 ②
 運

転
上

の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
。
（
添

付
－
１

）
 

 ③
 以

下
の

条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て

も
維

持
で

き
る

よ
う

、
常
設

重
大

事
故

等
対

処
設
備

で
あ
る

蓄
電
池

（
安

全
防
護

系
用
）

に
よ
る

電
源
系

１
系

統
以

上
が

動
作
可

能
で
あ

る
こ
と

を
運

転
上

の
制

限
と
す

る
。
 

 

・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能

力
審

査
基

準
）

第
五
十

七
条

（
１

．
１

４
）

 

「
電

源
設
備

(
手

順
等

)」
で

は
、

電
源
が

喪
失

し
た

こ
と
に

よ
り
重

大
事
故

等
が

発
生

し
た

場
合
に

お
い
て

炉
心

の
著
し

い
損

傷
、

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
、

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
内

の
燃

料
体

等
の

著
し
い

損
傷
及

び

運
転

停
止
中

に
お

け
る

原
子

炉
内
の

燃
料

体
の

著
し

い
損
傷

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
電

力
を
確

保
す
る

た

め
に

必
要
な

設
備

を
設

置
す

る
（
手

順
等

を
定

め
る

）
こ
と

。
 

 

 ④
 蓄

電
池

（
安

全
防
護

系
用
）

に
よ
る

電
源

系
は

、
非

常
用

電
源

が
喪
失

し
た

場
合

に
重

大
事
故

等
の
防

止
・
緩

和
に

必
要
な

設
備
に

対
し
給

電
を
行

う
た

め
に

必
要

な
設
備

で
あ
り

、
原
子

炉
格

納
容

器
内

に
燃
料

が
装
荷

さ
れ

て
い

る
期
間

及
び
燃

料
体
が

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

貯
蔵
さ

れ
て
い

る
期
間

を
機

能
維

持
期

間
と
し

て
適
用

す
る

必
要

が
あ
る

こ
と
か

ら
、
適

用
モ
ー

ド
は

「
モ

ー
ド

１
、
２

、
３
、

４
、
５

、
６

お
よ

び
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
に

燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期

間
」
と

す
る

。
(保

安
規

定
変

更
に

係
る
基

本
方
針

４
．

３
．
（
１

）
)
  

 ⑤
 ②

に
含

ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 蓄

電
池

（
安

全
防
護

系
用
）

は
、
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

で
あ
る

こ
と

か
ら

、
１

Ｎ
要
求

設
備
で

あ
り
、

1

組
か

ら
の
給

電
で
必

要
な
負

荷
に
電

力
を

供
給

す
る

こ
と
が

で
き
る

設
計
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら
、

運
転
上

の
制

限
の

所
要
数

は
1
組

と
す
る

。（
添

付
－

２
）
 

 ⑦
 適

用
モ

ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す

る
。

(
保

安
規
定

変
更
に

係
る

基
本

方
針
４

．
２

) 

ａ
．

性
能
確

認
（
機

能
性
能

が
満
足

し
て

い
る

こ
と

を
確
認

す
る
）
 

定
期

事
業
者

検
査
時

の
確
認

事
項
は

、
保

安
規

定
第

77
条

（
非

常
用
直

流
電
源

 
－

モ
ー

ド
１
、

２
、
３

お

よ
び

４
－
）

に
設
定

さ
れ

て
い

る
の

で
、

そ
れ

を
準

用
し
た

対
応
と

す
る

。
 

ｂ
．

性
能
確

認
（
機

能
・
性

能
が
満

足
し

て
い

る
こ

と
を
確

認
す
る

）
 

通
常

運
転
中

の
確
認

事
項
は

、
保
安

規
定

第
7
7
条

（
非

常
用
直

流
電
源

 
－
モ

ー
ド

１
、

２
、
３

お
よ
び

４

－
）

及
び
保

安
規
定

第
78

条
（

非
常
用

直
流

電
源

 
－
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び

照
射

済
燃

料
移

動
中

－
）

に
設

定
さ

れ
て
い

る
の
で

、
そ

れ
を

準
用

し
た

対
応

と
す

る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
 

適
用

 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧
 

要
求

さ
れ

る
措

置
 

⑨
 

完
了

時
間
 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 
蓄

電
池

（
安
全

防
護

系
用

）
に

よ
る

電
源

系
の

全
て

が
動

作
不

能
で

あ
る
場

合
 

A
.1
 
当

直
課

長
は
、

モ
ー
ド

３
に
す

る
。

 

お
よ

び
 

A
.2
 
当

直
課

長
は
、

モ
ー
ド

５
に
す

る
。

 

お
よ

び
 

A
.3
 当

直
課

長
は
、

当
該
系

統
と
同

等
な

機
能

を
持

つ
重

大
事

故
等

対
処

設
備

※
２
が

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
※

３
措

置
を

開
始

す

る
。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

 速
や

か
に
 

 

モ
ー

ド

５
、

６
 

お
よ

び
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間
 

 

A
. 
蓄

電
池

（
安
全

防
護

系
用

）
に

よ
る

電
源

系
の

全
て

が
動

作
不

能
で

あ
る
場

合
 

A
.1
 原

子
燃

料
課
長

は
、
照

射
済
燃

料
の

移
動

を
中

止
す

る
※
４
。

 

お
よ

び
 

A
.2
 当

直
課

長
は
、

当
該
系

統
を
動

作
可

能
な

状
態

に
復

旧
す
る

措
置
を

開
始
す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.3
 当

直
課

長
は
、

１
次
冷

却
材
中

の
ほ

う
素

濃
度

が
低

下
す
る

操
作
を

全
て
中

止
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.4
 当

直
課

長
は
、

１
次
冷

却
系
の

水
抜

き
を

行
っ

て
い

る
場
合

は
、
水

抜
き
を

中
止
す

る
。

 

お
よ

び
 

A
.5
 当

直
課

長
は
、

モ
ー
ド

５
（
１

次
冷

却
系

非
満

水
）

ま
た

は
モ

ー
ド

６
（

キ
ャ

ビ
テ

ィ
低

水

位
）

の
場

合
、

１
次

系
保

有
水

を
回

復
す

る

措
置

を
開
始

す
る
。
 

お
よ

び
 

A
.6
 当

直
課

長
は
、

当
該
系

統
と
同

等
な

機
能

を
持

つ
重

大
事

故
等

対
処

設
備

※
２
が

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
※

３
措

置
を

開
始

す

る
。
 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

    速
や

か
に
 

※
２

：
空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置

を
い
う

。
 

※
３

：「
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

」
の
確

認
は

、
対

象
設
備

の
至
近

の
記
録

等
に

よ
り

行
う

。
 

※
４

：
移
動

中
の
燃

料
を
所

定
の

位
置
に

移
動

す
る

こ
と
を

妨
げ
る

も
の
で

は
な

い
。
 

⑧
 運

転
上

の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条

件
を

記
載

す
る

。
 

蓄
電

池
（

安
全

防
護

系
用

）
か

ら
の

電
源

系
は

、
１

Ｎ
要

求
設

備
で

あ
る

た
め

、
動

作
可

能
な

系
統

数
が

１
Ｎ

未
満

と
な
っ

た
場
合

を
条
件

と
し
て

設
定

す
る

。
 

 

⑨
 要

求
さ

れ
る

措
置
を

記
載
す

る
。
（
保

安
規

定
変

更
に
係

る
基
本

方
針
４

．
３

．
（
２

）
、
（
３

）
）
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1 

蓄
電

池
（
安

全
防
護

系
用
）

は
、
保

安
規

定
第

77
条

（
非

常
用

直
流
電
源

 
－

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

お
よ
び

４
－

）
の

運
転

上
の

制
限

も
適

用
さ

れ
、

蓄
電

池
（

安
全

防
護

系
用

）
が

全
て
動

作
不

能
に

な
っ

た
場

合
は

同
条

に
基

づ
き

1
2
時

間
以

内
に

モ
ー

ド
３
へ

の
移

行
が

要
求

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、
本

項
に

お
い

て
も

同
様

の
措

置
を

適
用

す
る
。
 

A
.
2
 A
.1

と
同

じ
く

保
安

規
定
第

77
条
（

非
常

用
直

流
電
源

 
－
モ

ー
ド
１

、
２

、
３

お
よ

び
４

－
）

に
基

づ
く
措

置
を

適
用
す

る
。
 

A
.
3
動

作
不

能
と

な
っ

た
重

大
事

故
等
対

処
設

備
と

同
等

な
機

能
を

有
す

る
重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

対
象

と
な

る
設

備
は

「
設

置
変

更
許

可
申

請
書

（
添

付
書

類
十

）
」

の
技

術
的

能
力

で

整
理

し
た
空

冷
式
非

常
用
発

電
装
置

が
該

当
し

、
動

作
可
能

で
あ
る

こ
と
を

“
速

や
か

に
”

確
認
す

る
。
 

な
お

、
蓄

電
池

（
安

全
防

護
系
用

）
は
、

最
短

で
も

約
8
時

間
の

給
電

能
力
が

あ
り

、
一
方

、
空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

に
よ

る
受

電
操

作
に

必
要

な
時

間
は

20
分

で
可

能
で

あ
る

こ
と

、
ま

た
、

蓄
電

池
（

安
全

防
護

系

用
）

の
負

荷
は

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

の
負

荷
の

中
に

包
絡

さ
れ

て
い

る
か
ら

、
補

完
措

置
は

不
要

で
あ

る
。

（
添

付
－
２

）
 

 【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

】
 

A
.
1 
照

射
済

燃
料
の

移
動
を

“
速
や

か
に

”
中

止
す

る
。
 

A
.
2 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

A
.
3 
ほ

う
素

濃
度
が

低
下
す

る
操
作

を
“

速
や

か
に

”
中
止

す
る
。
 

A
.
4 

当
該

系
統

が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措

置
と

は
い

え
な
い

こ
と

か
ら

、
水

抜
き

中
の

場
合

は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き

を
中

止
し

、
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ

運
転

を
避

け
る

措
置

を
行

う
。
 

A
.
5 

既
に

ミ
ッ

ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保

有
水

を
回

復
す
る

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

A
.
6 

当
該

系
統

と
同

等
な
機

能
を
持

つ
重

大
事

故
等

対
処
設

備
が
動

作
可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

措
置

を
“
速

や
か

に
”
開

始
す
る

。
確
認

対
象
は

、
モ

ー
ド

１
～

４
の

A
.3

と
同

様
で
あ

る
。

 

注
）

A
.1

,A
.
3
は

、
保

安
規
定

第
78

条
（

非
常

用
直

流
電
源

 
－
モ

ー
ド
５

、
６

お
よ

び
照

射
済

燃
料

移
動

中
－
）

の
措

置
を
兼

ね
て
い

る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

８
５

－
１
５

－
５
 

可
搬
式

整
流

器
か
ら

の
給

電
（

１
号
炉

お
よ
び

２
号
炉

）
 

①
 

 (
1
) 
運

転
上

の
制
限

 
 

項
 

目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

可
搬

式
整
流

器
か
ら

の
給
電
 

可
搬

式
整

流
器

に
よ

る
電

源
系

１
系

統
※
１
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４

、
５

、
６

お
よ

び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て

い
る

期
間
 

可
搬

式
整
流

器
 

１
個
 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
 

※
２
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～

２
号

）
 

※
３
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（

１
号

～

２
号

）
 

※
３
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電
機

（
他
号

炉
）
 

※
３
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
（

他
号
炉

）
 

※
３
 

電
源

車
 

※
４
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
 

※
５
 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
用

給
油
ポ

ン
プ

 
※

５
 

タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー
 

※
５
 

※
１

：
１
系

統
と
は

、
可
搬

式
整

流
器
１

個
。
 

※
２

：
「
８

５
－
１

５
－
１

 
空

冷
式
非

常
用

発
電

装
置
か

ら
の
給

電
（
１

号
炉

お
よ

び
２

号
炉
）

」
に
お

い
て
運

転
上

の
制
限

を
定
め

る
。

 

※
３

：
「
８

５
－
１

５
－
２

 
号

機
間
電

力
融

通
恒

設
ケ
ー

ブ
ル
（

１
号
～

２
号

）
（
号

機
間
電

力
融
通

予
備
ケ

ー

ブ
ル

（
１
号

～
２
号

）
）

か
ら
の

給
電
」

に
お

い
て

運
転
上

の
制
限

を
定
め

る
。

 

※
４

：
「
８

５
－
１

５
－
３

 
電

源
車
か

ら
の

給
電

（
１
号

炉
お
よ

び
２
号

炉
）

」
に

お
い

て
運
転

上
の
制

限
を
定

め
る

。
 

※
５

：
「
８

５
－
１

５
－
７

 
燃

料
油
貯

油
そ

う
、

空
冷
式

非
常
用

発
電
装

置
用

給
油

ポ
ン

プ
お
よ

び
タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー

に
よ
る

燃
料
補

給
設

備
（

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
）
」

に
お
い

て
運

転
上
の

制
限

を
定

め
る
。
 

 (
2
) 
確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

目
 

確
認

事
項
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

可
搬

式
整
流

器
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１

回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

  

①
 設

置
許

可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査

基
準

）
第

五
十

七
条

（
１
．

１
４

）
が

該
当

す
る
。
（
添

付
－
１

）
 

 ②
 運

転
上

の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
。
（
添

付
－
１

）
 

 ③
 以

下
の

条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て

も
維

持
で

き
る

よ
う

、
可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処
設

備
で
あ

る
可
搬

式
整

流
器
に

よ
る
電

源
系
１

系
統
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
運
転

上
の
制

限
と

す
る
。
（

保
安

規
定
変

更
に
係

る
基

本
方
針

４
．
３

．
（

１
）
）
 

 

・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能

力
審

査
基

準
）

第
五
十

七
条

（
１

．
１

４
）

 

「
電

源
設
備

(
手

順
等

)」
で

は
、

電
源
が

喪
失

し
た

こ
と
に

よ
り
重

大
事
故

等
が

発
生

し
た

場
合
に

お
い
て

炉
心

の
著
し

い
損

傷
、

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
、

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
内

の
燃

料
体

等
の

著
し
い

損
傷
及

び

運
転

停
止
中

に
お

け
る

原
子

炉
内
の

燃
料

体
の

著
し

い
損
傷

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
電

力
を
確

保
す
る

た

め
に

設
備
を

設
置

す
る

（
手

順
等
を

定
め

る
）

こ
と

。
 

 

④
 
可

搬
式

整
流

器
に

よ
る

電
源

系
は

、
非

常
用

電
源

が
喪

失
し

た
場

合
に

重
大

事
故

等
の

防
止

・
緩

和
に

必
要

な

設
備

に
対

し
給

電
を

行
う

た
め

に
必

要
な

設
備

で
あ

り
、

原
子

炉
格

納
容

器
内
に

燃
料

が
装

荷
さ

れ
て

い
る

期
間

及
び

燃
料

体
が

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
貯

蔵
さ

れ
て

い
る

期
間

を
機

能
維

持
期
間

と
し

て
適

用
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
適

用
モ

ー
ド

は
「

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４

、
５

、
６

お
よ

び
使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い
る

期
間
」

と
す
る

。
(保

安
規

定
変

更
に

係
る
基

本
方
針

４
．
３

．
（

１
）

) 
 

 ⑤
 ②

に
含

ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 
可

搬
型

整
流

器
は

、
可

搬
型

代
替

電
源

設
備

で
あ

る
が

原
子

炉
建

屋
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
１

Ｎ

要
求

設
備

で
あ

り
、

1
個

で
必

要
な

負
荷

に
電

力
を

供
給

す
る

こ
と

が
で

き
る
設

計
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
運

転
上

の
制
限

の
所
要

数
は

1
個

と
す

る
。
（

添
付

－
２

）
 

 ⑦
 適

用
モ

ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す

る
。

(
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方

針
４

．
２

) 

ａ
．

動
作
確

認
（
所

要
数
が

使
用
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確
認

す
る
。
 

「
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

」
の

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

頻
度

の
考

え

方
に

基
づ
き

3
ヶ
月

に
1
回

、
外
観

点
検

等
に

よ
り

所
要

数
が

使
用

可
能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す
る

。
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保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
 

適
用
 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧

 
要

求
さ

れ
る

措
置
 

⑨
 

完
了

時
間
 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 

動
作

可
能

な
可

搬
式

整
流

器
に

よ
る

電
源

系
が

１
系

統
未

満
で

あ
る

場
合
 

A
.
1 
当

直
課

長
は

、
１

基
の

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を

起
動

し
、

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
他

の
設

備
※

６
が

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.
2 
電

気
保

修
課

長
は

、
代

替
措

置
※

７
を

検
討

し
、

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.
3 
電

気
保

修
課

長
は

、
当

該
系

統
を

動
作

可
能

な

状
態

に
復
旧

す
る
。
 

４
時

間
 

    ７
２

時
間
 

   １
０

日
間
 

B
. 

条
件

Ａ
の

措
置

を
完

了
時

間
内

に
達

成
で

き
な

い
場

合
 

B
.
1 
当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
３
に

す
る
。
 

お
よ

び
 

B
.
2 
当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
５
に

す
る
。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

モ
ー

ド

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
 

A
. 

動
作

可
能

な
可

搬
式

整
流

器
に

よ
る

電
源

系
が

１
系

統
未

満
で

あ
る

場
合
 

A
.
1 
電

気
保

修
課

長
は

、
当

該
系

統
を

動
作

可
能

な

状
態

に
復
旧

す
る
措

置
を
開

始
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.
2 
当

直
課

長
は

、
１

次
冷

却
系

の
水

抜
き

を
行

っ

て
い

る
場
合

は
、
水

抜
き
を

中
止
す

る
。

 

お
よ

び
 

A
.
3 
当

直
課

長
は

、
モ

ー
ド

５
（

１
次

冷
却

系
非

満

水
）

ま
た

は
モ

ー
ド

６
（

キ
ャ

ビ
テ

ィ
低

水

位
）

の
場

合
、

１
次

系
保

有
水

を
回

復
す

る
措

置
を

開
始
す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.
4 
電

気
保

修
課

長
は

、
代

替
措

置
※

７
を

検
討

し
、

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

措
置

を
開
始

す
る
。
 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

    速
や

か
に
 

※
６

：
残
り

の
デ
ィ

ー
ゼ
ル

発
電

機
１
基

を
い

い
、

至
近
の

記
録
等

に
よ
り

動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

※
７

：
代
替

品
の
補

充
等
。
 

 

⑧
 運

転
上

の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条

件
を

記
載

す
る

。
 

可
搬

式
整

流
器

か
ら

の
電

源
系

は
、

１
Ｎ

要
求

設
備

で
あ

る
た

め
、

動
作

可
能

な
系

統
数

が
１

Ｎ
未

満
と

な
っ

た
場

合
を
条

件
と
し

て
設
定

す
る
。

(
保

安
規

定
変

更
に
係

る
基

本
方

針
４

．
３

．
（
１

）
）
 

 

⑨
 要

求
さ

れ
る

措
置
を

記
載
す

る
。

(保
安

規
定
変

更
に
係

る
基
本

方
針
４

．
３

．
（
２

）
、
（
３

）
）
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1 
重

大
事

故
等
対

処
設
備

が
動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合
は

、
対
応

す
る
設

計
基

準
事

故
対

処
設
備

が
動
作

可
能
で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
対

象
と
な

る
設

備
は

「
設

置
変
更

許
可
申

請
書
（

添
付

書
類

十
）
」
の

技
術
的

能
力
で

整
理

し
た
“

機
能
喪

失
を
想

定
す
る

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
”
で

あ
る
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
が
該

当
し
、

完
了

時
間

は
「

4
時

間
」
と

す
る
。
 

A
.
2 
動

作
不

能
と
な

っ
た
重

大
事
故

等
対

処
設

備
の

機
能
を

補
完
す

る
代
替

措
置

を
検

討
し

、
原
子

炉
主
任

技
術
者

の
確

認
を
得

て
実
施

す
る
。

完
了
時

間
は

設
計

基
準

事
故
対

処
設
備

が
動
作

可
能

で
あ

る
場

合
の

A
OT

上
限

（
１

Ｎ
未

満
)
で

あ
る

｢7
2
時

間
」

と
す

る
。
 

A
.
3 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
。

完
了
時

間
は
代

替
措
置

を
実

施
し

た
場

合
の

A
OT

上
限

で
あ
る

「
10

日
」

と
す
る

。
 

B
.
1,

B
.2

 既
保

安
規

定
と
同

様
な
設

定
と

し
て

い
る

。
 

 【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

】
 

A
.
1 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

A
.
2 
当

該
系

統
が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措
置

と
は
い

え
な
い

こ
と

か
ら
、

水
抜
き

中
の
場

合
は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き
を

中
止
し

、
ミ
ッ

ド
ル

ー
プ

運
転

を
避
け

る
措
置

を
行

う
。
 

A
.
3 
既

に
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保
有

水
を
回

復
す
る

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

A
.
4 
当

該
系

統
の
機

能
を
補

完
す
る

代
替

措
置

を
検

討
し
、

原
子
炉

主
任
技

術
者

の
確

認
を

得
て
実

施
す
る

措
置
を

“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
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記
載
内

容
の
説

明
 

８
５

－
１
５

－
６
 

代
替
所

内
電

気
設
備

か
ら

の
給

電
（
１

号
炉
お

よ
び
２

号
炉

）
 

①
 

 (
1
) 
運

転
上

の
制
限

 
 

項
 

目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

代
替

所
内
電

気
設
備

か
ら
の

給
電
 

代
替

所
内

電
気

設
備

か
ら

の
給

電
系

が
使

用
可

能
で

あ
る

こ

と
 

適
用

モ
ー
ド

 
④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４

、
５

、
６

お
よ

び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て

い
る

期
間
 

代
替

所
内
電

気
設
備

分
電
盤
 

１
個

 

代
替

所
内
電

気
設
備

変
圧
器
 

１
個

 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
 

※
１

 

可
搬

式
整
流

器
 

※
２

 

タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー
 

※
３

 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
用

給
油

ポ
ン
プ

 
※

３
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
 

※
３

 

※
１

：
「
８

５
－
１

５
－
１

 
空

冷
式
非

常
用

発
電

装
置
か

ら
の
給

電
（
１

号
炉

お
よ

び
２

号
炉
）

」
に
お

い
て
運

転
上

の
制
限

を
定
め

る
。

 

※
２

：
「
８

５
－
１

５
－
５

 
可

搬
式
整

流
器

か
ら

の
給
電

（
１
号

炉
お
よ

び
２

号
炉

）
」

に
お
い

て
運
転

上
の
制

限
を

定
め
る

。
 

※
３

：
「
８

５
－
１

５
－
７

 
燃

料
油
貯

油
そ

う
、

空
冷
式

非
常
用

発
電
装

置
用

給
油

ポ
ン

プ
お
よ

び
タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー

に
よ
る

燃
料
補

給
設

備
（

１
号

炉
お

よ
び

２
号

炉
）
」

に
お
い

て
運

転
上
の

制
限

を
定

め
る
。
 

 (
2
) 
確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

目
 

確
認

事
項
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

代
替

所
内
電

気
設
備

分
電
盤
 

代
替

所
内

電
気

設
備

か
ら

の
給

電
系

が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

外
観

点
検

に

よ
り

確
認
す

る
。
 

１
ヶ

月
に
１

回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

代
替

所
内
電

気
設
備

変
圧
器
 

  

①
 設

置
許

可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査

基
準

）
第

五
十

七
条

（
１
．

１
４

）
が

該
当

す
る
。
（
添

付
－
１

）
 

 ②
 運

転
上

の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
。
（
添

付
－
１

）
 

 ③
 以

下
の

条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て

も
維

持
で

き
る

よ
う

、
常
設

重
大

事
故

等
対

処
設
備

で
あ
る

代
替
所

内
電

気
設
備

の
所
要

数
が
使

用
可
能

で
あ

る
こ

と
を

運
転
上

の
制
限

と
す
る

。
 

 

・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能

力
審

査
基

準
）

第
五
十

七
条

（
１

．
１

４
）

 

「
電

源
設
備

(
手

順
等

)」
で

は
、

電
源
が

喪
失

し
た

こ
と
に

よ
り
重

大
事
故

等
が

発
生

し
た

場
合
に

お
い
て

炉
心

の
著
し

い
損

傷
、

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
、

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
内

の
燃

料
体

等
の

著
し
い

損
傷
及

び

運
転

停
止
中

に
お

け
る

原
子

炉
内
の

燃
料

体
の

著
し

い
損
傷

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
電

力
を
確

保
す
る

た

め
に

必
要
な

設
備

を
設

置
す

る
（
手

順
等

を
定

め
る

）
こ
と

。
 

 

④
 
代

替
所

内
電

気
設

備
は

、
非

常
用

電
源

が
喪

失
し

た
場

合
に

重
大

事
故

等
の

防
止

・
緩

和
に

必
要

な
設

備
に

対

し
給

電
を

行
う

た
め

に
必

要
な

設
備

で
あ

り
、

原
子

炉
格

納
容

器
内

に
燃

料
が
装

荷
さ

れ
て

い
る

期
間

及
び

燃
料

体
が

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
貯

蔵
さ

れ
て

い
る

期
間

を
機

能
維

持
期

間
と

し
て

適
用

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

適
用

モ
ー

ド
は

「
モ

ー
ド

１
、

２
、

３
、

４
、

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間
」

と
す
る

。
(
保

安
規

定
変
更

に
係

る
基

本
方
針

４
．
３

．（
１

）
) 

 ⑤
 ②

に
含

ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 
代

替
所

内
電

気
設

備
は

、
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

１
Ｎ

要
求

設
備

で
あ

り
、

代
替

所

内
電

気
設
備

分
電
盤

及
び
代

替
所
内

電
気

設
備

変
圧

器
は

1
台

で
必

要
な
負

荷
に

給
電

で
き

る
設

計
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
運

転
上

の
制

限
の

所
要

数
は

、
代

替
所

内
電

気
設

備
分

電
盤

１
個
及

び
代

替
所

内
電

気
設

備
変

圧
器

１
個

と
す
る

。
（

添
付
－

２
）
 

 ⑦
 適

用
モ

ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す

る
。
（
保

安
規
定

変
更
に

係
る

基
本

方
針
４

．
２
）
 

ａ
．

動
作
確

認
（
所

要
数
が

使
用
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確
認

す
る
）
 

通
常

運
転

中
の

確
認

事
項

は
、

外
観

点
検

等
に

よ
り

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
頻

度

に
つ

い
て
は

、
既
存

の
保
安

規
定
設

備
（

ポ
ン

プ
、

フ
ァ

ン
等

）
で

の
確
認

頻
度

が
1
ヶ
月

に
1
回

で
設
定

さ
れ

て
い

る
の
で

、
そ
れ

を
準
用

し
た
対

応
と

す
る

。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
 

適
用

 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 

⑨
 

完
了

時
間
 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 

代
替

所
内

電
気

設
備

か
ら

の
給

電
系

が
使

用
不

能
で

あ
る
場

合
 

A
.1
 当

直
課

長
は

、
所

内
電

気
設

備
の

系
統

電
圧

を

確
認

し
、

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.2
 当

直
課

長
は

、
当

該
設

備
を

使
用

可
能

な
状

態

に
復

旧
す
る

。
 

４
時

間
 

   ７
２

時
間
 

 

B
. 

条
件

Ａ
の

措
置

を
完

了
時

間
内

に
達

成
で

き
な

い
場

合
 

B
.1
 当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
３
に

す
る
。
 

お
よ

び
 

B
.2
 当

直
課

長
は

、
モ
ー

ド
５
に

す
る
。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

モ
ー

ド

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
 

A
. 

代
替

所
内

電
気

設
備

か
ら

の
給

電
系

が
使

用
不

能
で

あ
る
場

合
 

A
.1
 当

直
課

長
は

、
当

該
設

備
を

使
用

可
能

な
状

態

に
復

旧
す
る

措
置
を

開
始
す

る
。
 

お
よ

び
 

A
.2
 当

直
課

長
は

、
１

次
冷

却
系

の
水

抜
き

を
行

っ

て
い

る
場
合

は
、
水

抜
き
を

中
止
す

る
。

 

お
よ

び
 

A
.3
 当

直
課

長
は

、
モ

ー
ド

５
（

１
次

冷
却

系
非

満

水
）

ま
た

は
モ

ー
ド

６
（

キ
ャ

ビ
テ

ィ
低

水

位
）

の
場

合
、

１
次

系
保

有
水

を
回

復
す

る
措

置
を

開
始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

   

   

⑧
 運

転
上

の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条

件
を

記
載

す
る

。
 

代
替

所
内

電
気

設
備

は
、

１
Ｎ

要
求

設
備

で
あ

る
た

め
、

動
作

可
能

な
系

統
数

が
１

Ｎ
未

満
と

な
っ

た
場

合
を

条
件

と
し
て

設
定
す

る
。

(
保
安

規
定
変

更
に

係
る

基
本
方

針
４

．
３
．
（

１
）
）

 

⑨
 要

求
さ

れ
る

措
置
を

記
載
す

る
。
（
保

安
規

定
変

更
に
係

る
基
本

方
針
４

．
３

．
（
２

）
、
（
３

）
）
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】

  

A
.
1 
重

大
事

故
等
対

処
設
備

が
動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合
は

、
対
応

す
る
設

計
基

準
事

故
対

処
設
備

が
動
作

可
能
で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
対

象
と
な

る
設

備
は

「
設

置
変
更

許
可
申

請
書
（

添
付

書
類

十
）
」
の

技
術
的

能
力
で

整
理

し
た
“

機
能
喪

失
を
想

定
す
る

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
”
で

あ
る
所

内
電

気
設

備
が

該
当
し

、
完
了

時
間

は
「

4
時

間
」

と
す
る

。
 

A
.
2 
当

該
系

統
を
使

用
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
。

完
了
時

間
は
設

計
基
準

事
故

対
処

設
備

が
動
作

可
能
で

あ
る
場

合
の

A
OT

上
限

(
１

Ｎ
未

満
)
で

あ
る

｢7
2
時

間
」

と
す

る
。
 

B
.
1,

B
.2

 既
保

安
規

定
と
同

様
な
設

定
と

し
て

い
る

。
 

 【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

】
 

A
.
1 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

A
.
2 
当

該
系

統
が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措
置

と
は
い

え
な
い

こ
と

か
ら
、

水
抜
き

中
の
場

合
は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き
を

中
止
し

、
ミ
ッ

ド
ル

ー
プ

運
転

を
避
け

る
措
置

を
行

う
。
 

A
.
3 
既

に
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保
有

水
を
回

復
す
る

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
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安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

８
５

－
１
５

－
７
 

燃
料
油

貯
油

そ
う
、

空
冷

式
非

常
用
発

電
装
置

用
給
油

ポ
ン

プ
お

よ
び

タ
ン
ク

ロ
ー
リ

ー
に
よ

る
燃

料
補
給

設
備
（

１
号
炉

お
よ
び

２
号

炉
）

 
①
 

 (
1
) 
運

転
上

の
制
限

 
 

項
 

目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 

③
 

燃
料

油
貯

油
そ

う
、

空
冷

式
非

常
用

発
電

装

置
用

給
油

ポ
ン

プ
お

よ
び

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー

に
よ

る
燃
料

補
給
設

備
 

(
1)
 燃

料
油

貯
油

そ
う
の

油
量
が

3
6
0 

m
3※

１
以

上
あ

る
こ

と
 

(
2)
 空

冷
式

非
常

用
発

電
装

置
用

給
油

ポ
ン

プ
の

所
要

数
が

動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

※
２
 

(
3)
 タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー
の

所
要
数

が
使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
 

適
用

モ
ー

ド
 

④
 

設
 

備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４

、
５

、
６

お
よ

び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て

い
る

期
間
 

燃
料

油
貯

油
そ

う
 

3
60
 
m
3 
※
１
 

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置
用

給
油
ポ

ン
プ

 
２

台
※

２
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
 

３
台

※
３
※
４
 

※
１

：
燃
料

油
貯
油

そ
う
２

基
分

。
 

※
２

：
動
作

可
能
な

当
該
設

備
が

所
要
数

を
満

足
し

な
い
場

合
に
お

い
て
、

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
の
所

要
数
が

使
用
可

能
で

あ
る
場

合
、
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
と
は

み
な
さ

な
い

。
 

※
３

：
重
大

事
故
等

対
処
設

備
の

連
続
定

格
運

転
に

必
要
な

燃
料
を

補
給
で

き
る

容
量

を
有

す
る
も

の
。
 

※
４

：
予
備

機
１
台

を
含
む

、
１

号
炉
お

よ
び

２
号

炉
の
合

計
所
要

数
。
 

 

①
 設

置
許

可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査

基
準

）
第

五
十

七
条

（
１
．

１
４

）
が

該
当

す
る
。

 

ま
た

、
空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
、

電
源

車
、

送
水

車
、
電

源
車
（

可
搬
式

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ

用
）
、

大

容
量

ポ
ン
プ

及
び
大

容
量

ポ
ン

プ
（

放
水

砲
用

）
の

燃
料
補

給
設
備

と
し

て
第
四

十
五

条
（

１
．
２

）
～
第

六
十

二
条

（
１
．

１
９
）

が
該

当
す

る
。
（
添

付
－

１
）

 

 ②
 運

転
上

の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
。
（
添

付
－
１

）
 

 ③
 以

下
の

条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て

も
維

持
で

き
る

よ
う

、
重
大

事
故

等
の

対
処

に
お
い

て
必
要

な
電
力

を
供

給
す
る

電
源
設

備
の
運

転
に
必

要
な

燃
料

と
し

て
、
必

要
な
油

量
、
燃

料
を

運
搬

す
る

タ
ン
ク

ロ
ー
リ

ー
及

び
空

冷
式
非

常
用
発

電
装
置

用
給
油

ポ
ン

プ
の

所
要

数
を
運

転
上
の

制
限
と

す
る

。
 

 ・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能

力
審

査
基

準
）

第
五
十

七
条

（
１

．
１

４
）

 

「
電

源
設
備

(
手

順
等

)」
で

は
、

電
源
が

喪
失

し
た

こ
と
に

よ
り
重

大
事
故

等
が

発
生

し
た

場
合
に

お
い
て

炉
心

の
著
し

い
損

傷
、

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
、

使
用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
内

の
燃

料
体

等
の

著
し
い

損
傷
及

び

運
転

停
止
中

に
お

け
る

原
子

炉
内
の

燃
料

体
の

著
し

い
損
傷

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
電

力
を
確

保
す
る

た

め
に

必
要
な

設
備

を
設

置
す

る
（
手

順
等

を
定

め
る

）
こ
と

。
 

 ④
 燃

料
補

給
設

備
は
、

非
常
用

電
源
が

喪
失

し
た

場
合

に
重

大
事

故
等
の

防
止

・
緩

和
に

必
要
な

設
備
に

対
し
給

電
を

行
う
た

め
に
必

要
な
設

備
で
あ

り
、

原
子

炉
格

納
容
器

内
に
燃

料
が
装

荷
さ

れ
て

い
る

期
間
及

び
燃
料

体
が

使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

に
貯
蔵

さ
れ
て

い
る

期
間

を
機

能
維
持

期
間
と

し
て
適

用
す

る
必

要
が

あ
る
こ

と
か
ら

、
適

用
モ

ー
ド
は

「
モ
ー

ド
１
、

２
、
３

、
４

、
５

、
６

お
よ
び

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯
蔵

し
て
い

る
期

間
」

と
す
る

。
(
保

安
規

定
変
更

に
係
る

基
本

方
針

４
．
３

．（
１

）
)
  

 ⑤
 ②

に
含

ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 燃

料
油

貯
油

そ
う
に

つ
い
て

は
、
重

大
事

故
等

発
生

後
7
日
間

、
重
大

事
故

等
対

処
設

備
の
運

転
に
必

要
な
油

量
で

あ
る

3
42

.7
 
m
3
を

確
保

で
き

る
よ
う

、
燃

料
油

貯
油
そ

う
(3
60

m
3 )
［

容
量
:
 2
0
0
m
3 ×

2
基

]
を

運
転
上

の
制

限
の

所
要
数

と
す
る

。
 

タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー
は

屋
外
に

配
備
さ

れ
た

可
搬

式
重

大
事
故

等
対

処
設

備
で

あ
る

が
可

搬
型

注
水
設

備
又
は

可

搬
型

電
源
設

備
で
な

い
こ
と

か
ら
、

１
Ｎ

要
求

設
備

で
あ
り

、
1
号
炉

及
び

2
号

炉
共

用
の

1
セ
ッ

ト
2
台

が
必

要
と

な
る
。

た
だ
し

タ
ン
ク

ロ
ー
リ

ー
は

屋
外

に
保

管
し
て

い
る
１

Ｎ
要
求

の
可

搬
式

重
大

事
故
等

対
処
設

備
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
竜

巻
に
対

し
て
機

能
を

損
な

う
こ

と
の
な

い
よ
う

、
上
記

に
加

え
て

予
備

1
台
（

1
号

炉
、

2

号
炉

、
3
号
炉

及
び

4
号

炉
共

用
）
を

確
保

し
て
お

く
必
要

が
あ
る

た
め
運

転
上

の
制

限
の

所
要
数

を
3
台

と
す

る
。
 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
用

給
油
ポ

ン
プ

は
、

空
冷

式
非
常

用
発

電
装

置
専

用
の

給
油

ポ
ン

プ
と
し

て
屋
外

に

設
置

さ
れ
た

常
設
重

大
事
故

等
対
処

設
備

で
あ

る
こ

と
か
ら

１
Ｎ
要

求
設
備

で
あ

り
、

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置

と
同

様
に
運

転
上
の

制
限
の

所
要
数

を
2
台

と
す

る
。

な
お
、

空
冷
式

非
常

用
発

電
装

置
用

給
油
ポ

ン
プ
が

使
用

で
き

な
い
場

合
は
、

タ
ン
ク

ロ
ー
リ

ー
を

使
用

す
る

こ
と
と

し
て
い

る
た
め

、「
※

２
：
動

作
可
能

な
当
該

設
備

が
所

要
数
を

満
足
し

な
い
場

合
に
お

い
て

、
タ

ン
ク

ロ
ー
リ

ー
の
所

要
数
が

使
用

可
能

で
あ

る
場
合

、
運
転

上
の

制
限

を
満
足

し
て
い

な
い
と

は
み
な

さ
な

い
。」

と
し

て
い

る
。
（
添

付
－
２

）
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
  

 

保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
2
) 
確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

目
 

確
認

事
項
 

頻
 

度
 

担
 

当
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
 

油
量

を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ

月
に
１

回
 

当
直

課
長
 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
用

給

油
ポ

ン
プ
 

ポ
ン

プ
を

起
動

し
、

異
常

な
振

動
、

異

音
、

異
臭

、
漏

え
い

が
な

い
こ

と
、

お

よ
び

吐
出
圧

力
が

 
0
.
3 

M
P
a
[g

ag
e
] 

以

上
、

容
量
が

 
1.
8 

m
3 /
h 

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す

る
。
 

定
期

事
業

者
検

査
時

 

タ
ー

ビ
ン

保
修

課
長
 

ポ
ン

プ
を

起
動

し
、

動
作

可
能

で
あ

る

こ
と

を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ

月
に
１

回
 

当
直

課
長
 

タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に
１

回
 

タ
ー

ビ
ン

保
修

課
長
 

   (
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
 

適
用

 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 

⑨
 

完
了

時
間
 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 
燃

料
油

貯
油

そ
う

の
油

量
が
運

転
上

の
制

限
を
満

足
し

て
い

な
い
場

合
 

A
.1
 当

直
課

長
は

、
燃
料

油
貯
油

そ
う
の

油
量

を
制

限

値
内

に
回
復

さ
せ
る

。
 

４
８

時
間
 

B
. 
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

の
所

要
数
を

満
足

し
て

い
な
い

場
合
 

B
.1
 タ

ー
ビ

ン
保

修
課
長

は
、
当

該
設
備

を
使

用
可

能

な
状

態
に
復

旧
す
る

。
 

ま
た

は
 

B
.2
 タ

ー
ビ

ン
保

修
課
長

は
、
代

替
措
置

※
５
を

検
討

し
、

原
子
炉

主
任
技

術
者
の

確
認
を

得
て

実
施

す

る
。

 

４
８

時
間
 

  ４
８

時
間
 

C
. 
条

件
Ａ

ま
た

は
Ｂ

の
措

置
を
完

了
時

間
内

に
達
成

で
き

な
い

場
合
 

C
.1
 当

直
課

長
は
、

燃
料
補

給
を
要

す
る

重
大

事
故

等

対
処

設
備

※
６
を

動
作

不
能

※
７
と

み
な

す
。
 

速
や

か
に
 

   

⑦
 適

用
モ

ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す

る
。

(
保

安
規
定

変
更
に

係
る

基
本

方
針
４

．
２

) 

ａ
．

性
能
確

認
（
運

転
上
の

制
限
を

満
足

し
て

い
る

こ
と
を

確
認
す

る
）
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
に

つ
い
て

は
、
保

安
規

定
第

76
条
（

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
の

燃
料

油
、

潤
滑
油

お
よ
び

始

動
用

空
気
）

に
確
認

事
項
が

設
定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
そ
れ

を
準
用

し
た
対

応
と

す
る

。
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
に

つ
い

て
は

、
「

保
安

規
定

変
更

に
係

る
基

本
方

針
」

の
可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の

サ
ー

ベ
イ
ラ

ン
ス
頻

度
の
考

え
方
に

基
づ

き
3
ヶ

月
に

1
回
、

外
観
点

検
等
に

よ
り

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

用
給

油
ボ

ン
プ

に
つ

い
て

は
、

性
能

確
認

と
し

て
の

定
期

事
業

者
検

査
時

の
確

認

事
項

は
、

ポ
ン

プ
の

性
能

確
認

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

確
認

す
る

吐
出

圧
力

及
び

容
量

は
、

工
事

計
画

認
可

申
請

書
の
記

載
に
基

づ
き
以

下
の
値

を
使

用
す

る
。
（
添

付
－
２

）
 

[吐
出

圧
力

]
 

0.
3M

P
a[

ga
g
e
]以

上
 

[容
量

]
 

1.
8m

3 /
h
以

上
 

ｂ
．

動
作
確

認
（
運

転
上
の

制
限
を

満
足

し
て

い
る

こ
と
を

定
期
的

に
確
認

す
る

）
 

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

用
給

油
ポ

ン
プ

は
、

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
で

あ
る

こ
と

か
ら

ポ
ン

プ
の

起

動
確

認
は

1
ヶ

月
に

1
回
と

す
る
。
 

 ⑧
 運

転
上

の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条

件
を

記
載

す
る

。
 

燃
料

油
貯

油
そ

う
の

油
量

が
所

要
数

を
満

足
し

な
く

な
っ

た
場

合
、

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
の

個
数

が
所

要
数

を
満

足
し

な
く

な
っ

た
場

合
を

条
件

と
し

て
記

載
す

る
。

な
お

、
空

冷
式

非
常

用
発

電
装

置
用

給
油

ポ
ン

プ
に

つ
い

て

は
「

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
が

使
用

可
能

で
あ

る
場

合
、

運
転

上
の

制
限

を
満

足
し

て
い

な
い

と
は

み
な

さ
な

い
。
」

と
し

て
い
る

こ
と
か

ら
、
要

求
さ
れ

る
条

件
と

し
て

い
な
い

。
 

 ⑨
 要

求
さ

れ
る

措
置
を

記
載
す

る
。

(保
安

規
定
変

更
に
係

る
基
本

方
針
４

．
３

．
（
２

）
、
（
３

）
) 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1
 当

該
タ
ン

ク
の
油

量
を
所

要
数
以
上

に
回

復
さ

せ
る
。

完
了
時

間
は
、

機
能

が
類

似
し

て
い
る

保
安
規

定
第

76

条
（

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

の
燃

料
油

、
潤

滑
油

お
よ

び
始

動
用

空
気

）
に

お
い
て

、
油

量
等

が
制

限
値

を
満

足
し

て
い

な
い
場

合
（
条

件
Ａ
）

の
回
復

措
置

の
完

了
時

間
「

4
8
時

間
」

の
設

定
を
準

用
し
、
「

48
時

間
」

と
す
る

。
 

 B
.
1 
当

該
設

備
を
使

用
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
。

完
了
時

間
は
、

上
記
の

A.
1
と

同
様

「
48

時
間

」
と
す

る
。
 

B
.
2
当

該
設

備
の

機
能

を
補

完
す

る
代
替

措
置

を
検

討
し

、
原

子
炉

主
任

技
術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

。
完

了

時
間

は
、
上

記
の

A.
1
と

同
様

「
48

時
間

」
と

す
る

。
 

 C
.
1 

保
安

規
定
第

7
6
条

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

燃
料
油

、
潤
滑

油
お
よ

び
始

動
用

空
気

）
の

条
件

Ｂ
の

考
え
方

を
準

用
し

、
重

油
を

燃
料

と
す

る
重

大
事

故
等

対
処

設
備

を
“

速
や

か
に

”
動
作

不
能

と
み

な
し

、
当

該
設

備
に

適
用

さ
れ

る
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
な

い
場

合
の

措
置

を
実

施
す

る
。

こ
の
場

合
、

利
用

可
能

な
重

油
の

量
か

ら
動

作
不
能

と
な
る

設
備
を

決
定
し

、
そ

れ
に

応
じ

た
対
応

を
行
う

。
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保
安

規
定

 
第

85
条

 
条
文
 

記
載
内

容
の
説

明
 

(
3
) 
要

求
さ

れ
る
措

置
（
続

き
）

 

適
用

 

モ
ー

ド
 

条
 

件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 

⑨
 

完
了

時
間
 

モ
ー

ド

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
 

A
. 

燃
料

油
貯

油
そ

う
の

油
量

が
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
場

合
 

A
.1
 当

直
課

長
は

、
燃

料
油

貯
油

そ
う

の
油
量

を
制

限

値
内

に
回
復

さ
せ
る

措
置
を

開
始
す

る
。

 

お
よ

び
 

A
.2
 当

直
課

長
は

、
１

次
冷

却
系

の
水

抜
き
を

行
っ

て

い
る

場
合
は

、
水
抜

き
を
中

止
す
る

。
 

お
よ

び
 

A
.3
 当

直
課

長
は

、
モ

ー
ド

５
（

１
次

冷
却

系
非

満

水
）

ま
た

は
モ

ー
ド

６
（

キ
ャ

ビ
テ

ィ
低

水
位

）

の
場

合
、

１
次

系
保

有
水

を
回

復
す

る
措

置
を

開

始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

B
. 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
の

所
要

数
を

満
足

し
て

い
な

い
場

合
 

B
.1
 タ

ー
ビ

ン
保

修
課

長
は

、
当

該
設

備
を
使

用
可

能

な
状

態
に
復

旧
す
る

措
置
を

開
始
す

る
。

 

お
よ

び
 

B
.2
 当

直
課

長
は

、
１

次
冷

却
系

の
水

抜
き
を

行
っ

て

い
る

場
合
は

、
水
抜

き
を
中

止
す
る

。
 

お
よ

び
 

B
.3
 当

直
課

長
は

、
モ

ー
ド

５
（

１
次

冷
却

系
非

満

水
）

ま
た

は
モ

ー
ド

６
（

キ
ャ

ビ
テ

ィ
低

水
位

）

の
場

合
、

１
次

系
保

有
水

を
回

復
す

る
措

置
を

開

始
す

る
。
 

お
よ

び
 

B
.4
 タ

ー
ビ

ン
保

修
課

長
は

、
代

替
措

置
※

５
を

検
討

し
、

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す

る
措

置
を
開

始
す
る

。
 

速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

    速
や

か
に
 

※
５

：
代
替

品
の
補

充
等
。
 

※
６

：
燃

料
補

給
を

要
す

る
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
は

、
空

冷
式

非
常

用
発
電

装
置

、
電

源
車

、
送

水
車

、
電
源

車
（

可
搬

式
代

替
低

圧
注

水
ポ

ン
プ

用
）
、

大
容

量
ポ

ン
プ

お
よ

び
大

容
量

ポ
ン

プ
（

放
水

砲
用

）
を

い

う
。
 

※
７

：
当
該

可
搬
型

設
備
の

運
転

上
の
制

限
は

個
別

に
適
用

さ
れ
る

。
 

 

 

【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間

】
 

A
.
1 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

A
.
2 

当
該

系
統

が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措

置
と

は
い

え
な
い

こ
と

か
ら

、
水

抜
き

中
の

場
合

は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き

を
中

止
し

、
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ

運
転

を
避

け
る

措
置

を
行

う
。
 

A
.
3 

既
に

ミ
ッ

ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保

有
水

を
回

復
す
る

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

 B
.
1 
当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態

に
復

旧
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す

る
。
 

B
.
2 

当
該

系
統

が
動

作
不
能

で
あ
る

状
態

で
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う

こ
と

は
安

全
側

の
措

置
と

は
い

え
な
い

こ
と

か
ら

、
水

抜
き

中
の

場
合

は
“

速
や

か
に

”
水

抜
き

を
中

止
し

、
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ

運
転

を
避

け
る

措
置

を
行

う
。
 

B
.
3 

既
に

ミ
ッ

ド
ル

ー
プ
運

転
中
の

場
合

は
、

ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け

る
た

め
１

次
系

の
保

有
水

を
回

復
す
る

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

B
.
4 

当
該

系
統

の
機

能
を
補

完
す
る

代
替

措
置

を
検

討
し
、
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。
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b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

(3) 設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数、必要容量、設備仕様） 

(2) 設置変更許可申請書 添付十追補（所要数、必要容量） 

(3) 工事計画変更認可申請書 添付資料 40（必要容量） 

(4) 工事計画変更認可申請書 設定根拠（所要数） 

(5) 設置変更許可申請書 まとめ資料 ＳＡ４３条（所要数） 

(6) 設置変更許可申請書 まとめ資料 技術的能力１．１４ 

(7)設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

(8)設置変更許可申請書 まとめ資料 ＤＢ３３条 

添付-３ 同等な機能を有する設備 

(1) 同等な機能を有することの説明 添付十追補 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分

類等」参照 
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表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 
 

第 1.14.3 図 空冷式非常用発電装置による代替電源（交流）からの給電 概略図 

 

 

 
 

第 1.14.4 図 空冷式非常用発電装置による代替電源（交流）からの給電 タイムチャート 
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表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 
 

第 1.14.7 図 号機間電力融通恒設ケーブル（1 号～2 号）を使用した号機間融通による代替電源

（交流）からの給電 概略図 

 

 
第 1.14.8 図 号機間電力融通恒設ケーブル（１号～２号）を使用した号機間融通による代替電

源（交流）からの給電 タイムチャート 

  

873



表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 
第 1.14.17 図 号機間電力融通予備ケーブル（１号～２号）を使用した号機間融通による代替電

源（交流）からの給電 概略図 
 

 
第 1.14.18 図 号機間電力融通予備ケーブル（１号～２号）を使用した号機間融通による代替電

源（交流）からの給電 タイムチャート 
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表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 
 

第 1.14.14 図 電源車による代替電源（交流）からの給電 概略図 

 

 

 
 

第 1.14.15 図 電源車による代替電源（交流）からの給電 タイムチャート 
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表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 

 
 

第 1.14.21(1)図 蓄電池（安全防護系）による代替電源（直流）からの給電 概略図 

 

 

 

 
 

第 1.14.21(2)図 蓄電池（安全防護系用）による代替電源（直流）からの給電 タイムチャー

ト 

 

  

備考

切離し操作

※：現場移動時間には防保護具着用時間を含む。

40 7050 6010 8020 30
経過時間（分）

90

不要直流負荷
切離し操作

運転員等
（中央制御室）

1

手順の項目 要員（数）
▽不要直流負荷切離し操作完了

約10分

枠組みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 
 

第 1.14.25 図 可搬式整流器による代替電源（直流）からの給電 概略図 

 

 

 
 

第 1.14.26 図 可搬式整流器による代替電源（直流）からの給電 タイムチャート 
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表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 
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表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 
 

第 1.14.30 図 代替所内電気設備による交流及び直流の給電（空冷式非常用発電装置）  

タイムチャート 

 

 

 
 

第 1.14.30 図 代替所内電気設備による交流及び直流の給電（電源車） タイムチャート 
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表 85－15 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 

 

 
第 1.14.31 図 空冷式非常用発電装置、電源車等への燃料（重油）補給 概略図 

 

 

 

 
 

第 1.14.32 図 燃料（重油）の補給手順 タイムチャート 
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表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

10.2 代替電源設備 

10.2.2 設計方針 

10.2.2.4 容量等 

基本方針については「1.1.8.2 容量等」に示す。 

空冷式非常用発電装置は、常設代替電源として、重大事故等時に想定さ

れる事故シーケンスのうち最大負荷となる「外部電源喪失時に非常用所内

交流電源が喪失し、原子炉補機冷却機能の喪失及びＲＣＰシールＬＯＣＡ

が発生する事故」の対処のために必要な負荷容量に対して十分であること

を確認した発電機容量を有する設計とする。 

燃料油貯油そうは、重大事故等発生後 7 日間、重大事故等対処設備の運

転に必要な燃料に対して十分であることを確認したタンク容量を有する設

計とする。 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、空冷式非常用発電装置の連続運

転に必要な燃料を補給できる容量を有する設計とする。 

タンクローリーは、空冷式非常用発電装置、電源車、電源車（可搬式代

替低圧注水ポンプ用）、電源車（緊急時対策所用）、大容量ポンプ及び送水

車の重大事故等対処設備の連続運転に必要な燃料を補給できる容量を有す

るものを１号炉及び２号炉共用で 2 台使用する。保有数は、１号炉及び２

号炉共用で 2 台、保守点検内容は目視点検等であり、保守点検中でも使用

可能であるため、保守点検用は考慮せずに、故障時のバックアップ用とし

て 1 台（１号、２号、３号及び４号炉共用、既設）の合計 3 台を分散して

保管する設計とする。 

電源車は、設計基準事故対処設備の電源が喪失する重大事故等時に最低

限必要な交流負荷へ電力を供給するために必要な容量を有するものを１号

炉及び２号炉それぞれ 1 セット 1 台使用する。保有数は、１号炉及び２号

炉それぞれで 2 セット 2 台、保守点検内容は目視点検等であり、保守点検

中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、故障時のバックア

ップ用として 1 台（１号、２号、３号及び４号炉共用、既設）の合計 5 台

を分散して保管する設計とする。 

所要数、必要容量、設備仕様 

関連箇所を赤枠又は下線にて示す。 
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表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

号機間電力融通恒設ケーブルは、重大事故等時の対処に必要な交流電力

を送電することができる容量を有する設計とする。また、１号炉及び２号

炉の非常用高圧母線を接続できる十分な長さのケーブルを有する設計とす

る。 

号機間電力融通予備ケーブルは、重大事故等時の対処に必要な交流電力

を送電することができる容量を有する設計とする。また、１号炉及び２号

炉の非常用高圧母線間を接続できる十分な長さのケーブルを有する設計と

する。保有数は、１号炉及び２号炉共用で 1 組、保守点検内容は目視点検

等であり、保守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、

故障時のバックアップ用として 1 組の合計 2 組（１号、２号、３号及び４

号炉共用、既設）を分散して保有する設計とする。 

ディーゼル発電機は、重大事故等の収束に必要な容量が設計基準事故対

処設備の容量に対して十分であることを確認しているため、設計基準事故

対処設備の容量と同仕様の設計とする。 

蓄電池（安全防護系用）は、負荷切離しを行わずに 24 時間（ただし、

「負荷切離しを行わずに」には、中央制御室において簡易な操作で負荷の

切離しを行う場合を含まない。）にわたって電力を供給できる容量に対し

て十分であることを確認した蓄電容量を有する設計とする。また、計器用

電源（無停電電源装置）は、重大事故等の対応に必要な監視計器に電力を

供給できる容量を有する設計とする。 

蓄電池（３系統目）は、負荷切り離しを行わずに 24 時間（ただし、「負

荷切り離しを行わずに」には、中央制御室において簡易な操作で負荷の切

り離しを行う場合を含まない。）にわたって電力を供給できる容量に対し

て十分であることを確認した蓄電容量を有する設計とする。 

可搬型直流電源設備を構成する電源車及び可搬式整流器は、重大事故等

の対処に必要な容量を有する設計とする。電源車は、１号炉及び２号炉そ

れぞれ 1 セット 1 台使用する。可搬式整流器は、１号炉及び２号炉それぞ

れ 1 セット 1 個使用する。可搬式整流器の保有数は、１号炉及び２号炉そ

れぞれ 1 個、保守点検内容は目視点検等であり、保守点検中でも使用可能

であるため、保守点検は考慮せずに、故障時のバックアップ用として 1 個
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表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

（１号、２号、３号及び４号炉共用、既設）の合計 2 個を分散して保管す

る設計とする。 

代替所内電気設備である代替所内電気設備変圧器、代替所内電気設備分

電盤及び可搬式整流器は、所内電気設備である 2 系統の非常用母線等の機

能が喪失したことにより発生する重大事故等の対応に必要な設備に電力を

供給できる容量を有する設計とする。 
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表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

第 10.2.1 表 電源設備（常設）の設備仕様 

 

(1) 空冷式非常用発電装置 

種 類 空冷式ディーゼル発電機 

台 数 2 

容 量 約 1,825kVA（1台当たり） 

電 圧 6,600V 

 

(2) 燃料油貯油そう（重大事故等時のみ１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・代替電源設備 

・補機駆動用燃料設備 

種 類 横置円筒形 

基 数 2 

容 量 約 200m3（1 基当たり） 

使 用 燃 料 Ａ重油 

 

(3) 空冷式非常用発電装置用給油ポンプ 

    型 式 歯車式 

    台 数 2 

    容 量 約 3.0m3/h 以上（1 台当たり） 

    吐 出 圧 力 約 0.3MPa [gage] 

 

(4) 号機間電力融通恒設ケーブル（１号及び２号炉共用） 

組 数 1 

電 圧 6,600V 
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表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(5) ディーゼル発電機（重大事故等時のみ１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・代替電源設備 

エンジン 

台 数 4 

出 力 約 3,900kW（1台当たり） 

起 動 方 式 圧縮空気起動 

使 用 燃 料 Ａ重油 

発電機 

台 数 4 

型 式 横置回転界磁 3相同期発電機 

容 量 約 4,875kVA（1台当たり） 

力 率 0.8（遅れ） 

電 圧 6,900V 

周 波 数 60Hz 

 

(6) 蓄電池（安全防護系用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・代替電源設備 

型 式 鉛蓄電池 

組 数 2 

容 量 約 2,200A・h（1 組当たり） 

電 圧 129V（浮動充電時） 

 

  

885



表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(7) 蓄電池（３系統目） 

型 式 鉛蓄電池 

組 数 1 

容 量 約 3,000A・h  

電 圧 143V（浮動充電時） 

 

(8) 計器用電源（無停電電源装置） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用電源設備 

・代替電源設備 

型 式  静止型インバータ 

個 数  4 

容 量 約 20kVA（１個当たり） 

出 力 電 圧 115V 

 

(9) 代替所内電気設備変圧器 

個 数 1 

容 量 約 750kVA 

電 圧 6,600V/460V 

 

(10) 代替所内電気設備分電盤 

個 数 1 

電 圧 440V 

  

886



表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

第 10.2.2 表 電源設備（可搬型）の設備仕様 

 

(1) タンクローリー（１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・ 代替電源設備 

・ 補機駆動用燃料設備 

台 数 2（予備 1※1） 

容 量 3m3以上（1台当たり） 

※1 １号、２号、３号及び４号炉共用、既設。 

 

(2) 号機間電力融通予備ケーブル（１号及び２号炉共用） 

組 数 1（予備 1※1） 

電 圧 6,600V 

※1 １号、２号、３号及び４号炉共用、既設。 

 

(3) 電源車 

型 式 空冷式ディーゼル発電機 

台 数 2（予備 1※1） 

容 量 約 610kVA（1 台当たり） 

電 圧 6,600V 

※1 １号、２号、３号及び４号炉共用、既設。 

 

  

887



表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(4) 可搬式整流器 

整流器 

個 数 1（予備 1※1） 

最 大 出 力 約 15kVA（1 個当たり） 

出 力 電 圧 0～150V 

出 力 電 流 0～100A 

※1 １号、２号、３号及び４号炉共用、既設。 

 

降圧変圧器 

個 数 1（予備 1※1） 

容 量 約 30kVA（1 個当たり） 

電 圧 440V/210V 

周 波 数 60Hz 

※1 １号、２号、３号及び４号炉共用、既設。 
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表 85－15 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

10.2 代替電源設備 

10.2.1 概要 

１号炉の「10.2.1 概要」の変更に同じ。 

 

10.2.2 設計方針 

１号炉の「10.2.2 設計方針」の変更に同じ。ただし、共用設備は除く。 

 

10.2.3 主要設備及び仕様 

１号炉の「10.2.3 主要設備及び仕様」の変更に同じ。ただし、共用設備は

除く。 

 

10.2.4 試験検査 

１号炉の「10.2.4 試験検査」の変更に同じ。 
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表 85－15 添付－２（２） 

設置変更許可申請書 添付十追補（１・２号炉） 

 

1.14 電源の確保に関する手順等 

1.14.2 重大事故等時の手順等 

1.14.2.4 燃料の補給手順等 

(1) 空冷式非常用発電装置等への燃料（重油）補給 

c. 操作の成立性 

上記の現場対応は、空冷式非常用発電装置については緊急安全対策要員

1名にて実施し、所要時間は空冷式非常用発電装置用給油ポンプの場合は

約30分、タンクローリーの場合は約2.4時間と想定する。また、電源車に

ついては緊急安全対策要員2名にて実施し、所要時間は約2.3時間と想定す

る。 

空冷式非常用発電装置の燃料消費率は、約238.2ℓ／hであり、起動から枯

渇までの時間は約7時間と想定しており枯渇までに燃料（重油）補給を実

施する。 

電源車の燃料消費率は、約86.3ℓ／hであり、起動から枯渇までの時間は

約5.6時間と想定しており枯渇までに燃料（重油）補給を実施する。 

ディーゼル発電機（他号炉）の1台当たり燃料消費率は、重大事故等時

に想定される負荷に余裕を見込み約1.34ℓ／hであり、起動から枯渇までの

時間は7日間以上と想定しており、燃料（重油）補給を実施しなくても、

燃料油貯油そう（180kℓ以上（1基当たり）、2基）を管理することで、重大

事故等時7日間運転継続することが可能である。 

また、円滑に作業できるように、移動経路を確保し、携帯照明や通信設

備等を整備する。油そう蓋等を速やかに作業ができるよう作業場所近傍に

使用工具を配備する。周囲温度は外気温度と同程度である。 

所要数、必要容量 

関連箇所を下線にて示す。 
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表 85－15 添付－２（２） 

設置変更許可申請書 添付十追補（３・４号炉） 

 

1.14 電源の確保に関する手順等 

1.14.2 重大事故等時の手順等 

1.14.2.4 燃料の補給手順等 

(1) 空冷式非常用発電装置等への燃料（重油）補給 

c. 操作の成立性 

上記の現場対応は、空冷式非常用発電装置については緊急安全対策要員 2

名にて実施し、所要時間は約 2.4 時間と想定する。また、電源車については

緊急安全対策要員 2 名にて実施し、所要時間は約 2.3 時間と想定する。空冷

式非常用発電装置の燃料消費率は、約 238.2ℓ/h であり、起動から枯渇まで

の時間は約 7 時間と想定しており枯渇までに燃料（重油）補給を実施する。

電源車の燃料消費率は、約 76.3ℓ/h であり、起動から枯渇までの時間は約

6.4 時間と想定しており枯渇までに燃料（重油）補給を実施する。 

ディーゼル発電機（他号炉）の 1 台当たり燃料消費率は、重大事故等時に

想定される負荷に余裕を見込み約 1.34kℓ/hであり、起動から枯渇までの時間

は 7 日間以上と想定しており、燃料（重油）補給を実施しなくても、燃料油

貯油そうの備蓄量（116.5kℓ 以上（1 基当たり）、4 基）を管理することで、

重大事故等時 7 日間運転継続することが可能である。 

また、円滑に作業できるように、移動経路を確保し、携帯照明や通信設備

等を整備する。油そう蓋等を速やかに作業ができるよう作業場所近傍に使用

工具を配備する。周囲温度は外気温度と同程度である。 
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表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（１号炉） 

 

3.2 空冷式非常用発電装置 

設置(変更)許可申請書の添付書類十における空冷式非常用発電装置を使用する事故シ

ーケンスグループ「全交流動力電源喪失」の４事象において、所要負荷が最大となる事

故シーケンスは、「外部電源喪失時に非常用所内交流電源が喪失し、原子炉補機冷却機

能の喪失及びＲＣＰシールＬＯＣＡが発生する事故」であり、負荷積算イメージを図3-

1に示す。事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失」において最大負荷1,400kWで

あるが、負荷の精緻化及び補助建屋非常用分電盤用変圧器、モニタリング設備を考慮し、

最大負荷1,445kWとし、最大所要負荷リストを第3-4表に示す。 

発電機の出力は、最大所要負荷に供給できる容量を設定し、設定した発電機出力を発

電機の効率で除すことにより、内燃機関の必要な出力を算出する。 

最大所要負荷に基づき、内燃機関の出力及び発電機の容量を以下のとおりとする。 

なお、火力省令及び原子力発電工作物に係る電気設備の技術基準に準用し、「2.1.1 

内燃機関」及び「2.1.2 発電機」に記載の設計とする。 

 

3.2.1 内燃機関 

発電機の出力は、最大所要負荷である1,445kWに対し十分な余裕を有する

2,920kWとする。発電機の出力から内燃機関の出力は次式により3,071kW以上の

3,080kW（1,540kW×2台）とする。 

3,071
0.951

2,920

η

Ｐ
≧ＰＥ    

ＥＰ  ：内燃機関の出力（kW） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝2,920 

η ：発電機の効率 ＝0.951 

 

3.2.2 発電機 

発電機の容量は、以下のとおり3,650kVA（1,825kVA×2台）とする。 

3,650
0.8

2,920

ｐｆ

Ｐ
Ｑ     

Ｑ  ：発電機の容量（kVA） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝2,920 

ｐｆ ：力率 ＝0.8 

 

 

 

- T1-添 40-13 - 

必要容量 

関連箇所を下線にて示す。 

892



表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（１号炉） 

 

第3-4表 空冷式非常用発電装置の最大所要負荷リスト※1 

負荷名称 負荷容量(kW)※2 

Ａ、Ｂ充電器 

ＳＡ監視計器用電源 

可搬型アニュラス内水素濃度計測装置 

可搬型格納容器内水素濃度計測装置 

原子炉格納容器水素燃焼装置温度監視装置 

使用済燃料ピットエリア監視カメラ 

静的触媒式水素再結合装置温度監視装置 等 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ計器用電源 

衛星電話(固定) 

安全パラメータ表示システム(ＳＰＤＳ) 

可搬型照明(ＳＡ) 

可搬式使用済燃料ピット区域エリアモニタ 

 

88 

88 

恒設代替低圧注水ポンプ 160 

充てん/高圧注入ポンプ 633 

余熱除去ポンプ 290 

アニュラス循環排気ファン 10 

制御建屋送気ファン 83 

制御建屋循環ファン 33 

中央制御室非常用循環ファン 15 

補助建屋非常用分電盤用変圧器 30※3 

モニタリング設備 15※3 

合計 1,445 

※1 重大事故事象シーケンスにおいて負荷容量の合計が最大となる事象を示す。 

※2 電動弁は、短時間の動作であり、負荷容量には含めない。 

※3 事故シーケンス上負荷として考慮しないが、空冷式非常用発電装置の出力決定

に際しては最大負荷に含める。 

 

 

 

 

  

- T1-添 40-14 - 
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表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（１号炉） 

 

3.3 可搬型の非常用発電装置 

3.3.1 電源車 

 3.3.1.1 可搬型代替電源設備（交流） 

電源車は、設計基準事故対処設備の電源が喪失した場合（全交流電源喪失（24

時間）十原子炉補機冷去機能喪失）に、重大事故等時の対応に最低限必要な負荷

に電力を供給する設計とする。重大事故等時の対応に最低限必要とされる蒸気発

生器による１次冷却材系統の除熱及びプラント監視機能を維持するための所要負

荷は347kWであり、負荷リストを第3-5表、負荷積算イメージを図3-2に示す。 

発電機の出力は、所要負荷に供給できる容量を設定し、設定した発電機出力を

発電機の効率で除すことにより、内燃機関の必要な出力を算出する。 

所要負荷に基づき、内燃機関の出力及び発電機の容量を以下のとおりとする。 

なお、可搬型発電設備技術基準に準用し、「2.2 可搬型の非常用発電装置の出力

に関する設計方針」に記載の設計とする。 

 

3.3.1.1.1 内燃機関 

発電機の出力は、所要負荷である347kWに対し十分な余裕を有する488kWと

する。発電機の出力から内燃機関の出力は次式により518kW以上の565kWとす

る。 

518
0.942

488

η

Ｐ
≧ＰＥ    

ＰＥ ：内燃機関の出力（kW） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝488 

η ：発電機の効率   ＝0.942 

 

3.3.1.1.2 発電機 

発電機の容量は、以下のとおり610kVAとする。 

Ｑ 610
0.8

488

ｐｆ

Ｐ
    

Ｑ ：発電機の容量（kVA） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝488 

ｐｆ：力率   ＝0.8 

 

 

 

 

  

- T1-添 40-16 - 
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表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（１号炉） 

 

第3-5表 電源車の負荷リスト 

負荷名称 負荷容量(kW) 

Ａ、Ｂ充電器 

ＳＡ監視計器用電源 

可搬型アニュラス内水素濃度計測装置 

可搬型格納容器内水素濃度計測装置 

原子炉格納容器水素燃焼装置温度監視装置 

使用済燃料ピットエリア監視カメラ 

静的触媒式水素再結合装置温度監視装置 等 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ計器用電源 

衛星電話(固定) 

安全パラメータ表示システム(ＳＰＤＳ) 

可搬型照明(ＳＡ) 

可搬式使用済燃料ピット区域エリアモニタ 

 

88 

88 

アニュラス循環排気ファン 10 

制御建屋送気ファン 83 

制御建屋循環ファン 33 

中央制御室非常用循環ファン 15 

補助建屋非常用分電盤用変圧器 30 

合計 347 

 

 

 

 
 

- T1-添 40-17 - 
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工事計画変更認可申請書 添付資料４０（１号炉） 
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い
て

要
求
さ

れ
る

所
要

負
荷
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表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（２号炉） 

 

3.2 空冷式非常用発電装置 

設置(変更)許可申請書の添付書類十における空冷式非常用発電装置を使用する事故シ

ーケンスグループ「全交流動力電源喪失」の４事象において、所要負荷が最大となる事

故シーケンスは、「外部電源喪失時に非常用所内交流電源が喪失し、原子炉補機冷却機

能の喪失及びＲＣＰシールＬＯＣＡが発生する事故」であり、負荷積算イメージを図3-

1に示す。事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失」において最大負荷1,627kWで

あるが、負荷の精緻化及び補助建屋非常用分電盤用変圧器を考慮し、最大負荷1,657kW

とし、最大所要負荷リストを第3-4表に示す。 

発電機の出力は、最大所要負荷に供給できる容量を設定し、設定した発電機出力を発

電機の効率で除すことにより、内燃機関の必要な出力を算出する。 

最大所要負荷に基づき、内燃機関の出力及び発電機の容量を以下のとおりとする。 

なお、火力省令及び原子力発電工作物に係る電気設備の技術基準に準用し、「2.1.1 

内燃機関」及び「2.1.2 発電機」に記載の設計とする。 

 

3.2.1 内燃機関 

発電機の出力は、最大所要負荷である1,668kWに対し十分な余裕を有する

2,920kWとする。発電機の出力から内燃機関の出力は次式により3,071kW以上の

3,080kW（1,540kW×2台）とする。 

3,071
0.951

2,920

η

Ｐ
≧ＰＥ    

ＥＰ  ：内燃機関の出力（kW） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝2,920 

η ：発電機の効率 ＝0.951 

 

3.2.2 発電機 

発電機の容量は、以下のとおり3,650kVA（1,825kVA×2台）とする。 

3,650
0.8

2,920

ｐｆ

Ｐ
Ｑ     

Ｑ  ：発電機の容量（kVA） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝2,920 

ｐｆ ：力率 ＝0.8 
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表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（２号炉） 

 

第3-4表 空冷式非常用発電装置の最大所要負荷リスト※1 

負荷名称 負荷容量(kW)※2 

Ａ、Ｂ充電器 

ＳＡ監視計器用電源 

可搬型アニュラス内水素濃度計測装置 

可搬型格納容器内水素濃度計測装置 

原子炉格納容器水素燃焼装置温度監視装置 

使用済燃料ピットエリア監視カメラ 

静的触媒式水素再結合装置温度監視装置 等 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ計器用電源 

衛星電話(固定) 

安全パラメータ表示システム(ＳＰＤＳ) 

可搬型照明(ＳＡ) 

可搬式使用済燃料ピット区域エリアモニタ 

 

88 

88 

恒設代替低圧注水ポンプ 160 

充てん/高圧注入ポンプ 806 

余熱除去ポンプ 290 

アニュラス循環排気ファン 10 

中央制御室非常用循環ファン 196 

補助建屋非常用分電盤用変圧器 30※3 

合計 1,668 

※1 重大事故事象シーケンスにおいて負荷容量の合計が最大となる事象を示す。 

※2 電動弁は、短時間の動作であり、負荷容量には含めない。 

※3 事故シーケンス上負荷として考慮しないが、空冷式非常用発電装置の出力決定

に際しては最大負荷に含める。 
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表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（２号炉） 

 

3.3 可搬型の非常用発電装置 

3.3.1 電源車 

 3.3.1.1 可搬型代替電源設備（交流） 

電源車は、設計基準事故対処設備の電源が喪失した場合（全交流電源喪失（24

時間）十原子炉補機冷去機能喪失）に、重大事故等時の対応に最低限必要な負荷

に電力を供給する設計とする。重大事故等時の対応に最低限必要とされる蒸気発

生器による１次冷却材系統の除熱及びプラント監視機能を維持するための所要負

荷は412kWであり、負荷リストを第3-5表、負荷積算イメージを図3-2に示す。 

発電機の出力は、所要負荷に供給できる容量を設定し、設定した発電機出力を

発電機の効率で除すことにより、内燃機関の必要な出力を算出する。 

所要負荷に基づき、内燃機関の出力及び発電機の容量を以下のとおりとする。 

なお、可搬型発電設備技術基準に準用し、「2.2 可搬型の非常用発電装置の出力

に関する設計方針」に記載の設計とする。 

 

3.3.1.1.1 内燃機関 

発電機の出力は、所要負荷である412kWに対し十分な余裕を有する488kWと

する。発電機の出力から内燃機関の出力は次式により518kW以上の565kWとす

る。 

518
0.942

488

η

Ｐ
≧ＰＥ    

ＰＥ ：内燃機関の出力（kW） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝488 

η ：発電機の効率   ＝0.942 

 

3.3.1.1.2 発電機 

発電機の容量は、以下のとおり610kVAとする。 

Ｑ 610
0.8

488

ｐｆ

Ｐ
    

Ｑ ：発電機の容量（kVA） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝488 

ｐｆ：力率    ＝0.8 

 

 

 

 

  

- T2-添 40-16 - 
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表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（２号炉） 

 

第3-5表 電源車の負荷リスト 

負荷名称 負荷容量(kW) 

Ａ、Ｂ充電器 

ＳＡ監視計器用電源 

可搬型アニュラス内水素濃度計測装置 

可搬型格納容器内水素濃度計測装置 

原子炉格納容器水素燃焼装置温度監視装置 

使用済燃料ピットエリア監視カメラ 

静的触媒式水素再結合装置温度監視装置 等 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ計器用電源 

衛星電話(固定) 

安全パラメータ表示システム(ＳＰＤＳ) 

可搬型照明(ＳＡ) 

可搬式使用済燃料ピット区域エリアモニタ 

 

88 

88 

アニュラス循環排気ファン 10 

中央制御室非常用循環ファン 196 

補助建屋非常用分電盤用変圧器 30 

合計 412 
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900



 

 

表 85－15 添付－２（３） 

工事計画変更認可申請書 添付資料４０（２号炉） 

 
工
事

計
画

認
可
申

請
書

 
添
付

資
料

４
０
（

非
常

用
発

電
装
置

の
出

力
の
決

定
に

関
す

る
説
明

書
）

抜
粋
 

 
 

 

3
.2
 
空
冷
式

非
常

用
発
電

装
置

 

設
置

(変
更

)許
可
申

請
書
の
添
付
書

類
十

に
お
け
る

空
冷
式
非
常

用
発
電
装
置
を

使
用
す
る

事
故

シ

ー
ケ
ン

ス
グ

ル
ー
プ
「

全
交
流

動
力
電

源
喪

失
」
の
４

事
象
に

お
い
て

、
所

要
負
荷
が

最
大
と

な
る
事

故
シ
ー

ケ
ン

ス
は
、
「

外
部
電

源
喪
失

時
に

非
常
用
所

内
交
流

電
源
が

喪
失

し
、
原
子

炉
補
機

冷
却
機

能
の
喪

失
及

び
Ｒ
Ｃ
Ｐ

シ
ー
ル

Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ａ
が

発
生
す
る

事
故
」

で
あ
り

、
負
荷
積
算
イ

メ
ー
ジ

を
図
3
-

1
に
示
す
。

事
故
シ
ー
ケ

ン
ス
グ

ル
ー
プ
「

全
交
流
動
力

電
源

喪
失
」
に
お

い
て
最
大

負
荷
1
,
6
2
7k
W
で

あ
る
が
、
負
荷
の
精
緻
化
及
び

補
助
建

屋
非

常
用
分
電
盤
用

変
圧
器

を
考

慮
し
、
最
大
負
荷

1
,6
5
7
kW
と

し
、
最
大

所
要
負
荷

リ
ス
ト
を

第
3
-4
表
に

示
す
。
 

発
電

機
の

出
力
は
、

最
大
所
要
負
荷

に
供

給
で
き
る

容
量
を

設
定
し

、
設

定
し
た
発

電
機
出

力
を

発

電
機
の
効

率
で
除
す

こ
と
に
よ

り
、
内

燃
機
関
の

必
要
な
出
力

を
算
出
す
る
。
 

最
大

所
要
負
荷

に
基
づ
き
、
内
燃

機
関
の
出

力
及
び
発
電
機

の
容
量

を
以
下
の

と
お
り
と

す
る
。
 

な
お
、
火
力
省
令

及
び
原
子
力

発
電
工

作
物
に
係
る

電
気
設

備
の
技
術
基
準
に
準
用

し
、「

2
.1
.
1
 内

燃
機
関
」

及
び
「
2
.
1.
2 
発
電

機
」
に

記
載
の
設

計
と
す
る
。
 

 

3
.2
.1
 
内
燃
機
関
 

発
電
機
の

出
力

は
、
最
大
所
要
負

荷
で
あ
る
1
,6
6
8k
Wに

対
し
十
分
な
余

裕
を
有
す
る

2,
92
0
kW

と
す

る
。

発
電

機
の

出
力

か
ら

内
燃

機
関

の
出

力
は

次
式

に
よ

り
3,
07

1k
W
以

上
の

3,
08
0k
W

（
1,
5
40
kW
×
2
台
）
と
す
る
。

 

3,
07
1

0.
95
1

2,
9
20

ηＰ
≧

Ｐ
Ｅ

 
 

 

Ｅ
Ｐ

 
：
内

燃
機
関

の
出
力
（
k
W
）
 

Ｐ
 

：
発

電
機
の

定
格
出
力
（

kW
）
 
＝

2,
92
0 

η
 

：
発

電
機
の

効
率
 

＝
0.

95
1 

 

3
.2
.2
 
発
電
機
 

発
電
機
の

容
量

は
、
以
下

の
と
お
り
3
,
65
0k
V
A（

1
,8
2
5k
VA
×
2
台
）
と
す
る
。
 

3
,6
50

0
.8

2,
92
0

ｐ
ｆ

Ｐ
Ｑ

 
 

 
 

Ｑ
 

：
発
電
機
の
容

量
（
k
VA
）
 

Ｐ
 

：
発
電
機
の
定

格
出
力
（
k
W
）
 

＝
2,
92
0 

ｐ
ｆ
 ：

力
率
 

＝
0.
8 

第
3-
4
表
 
空

冷
式

非
常
用
発
電
装

置
の
最
大
所
要

負
荷

リ
ス
ト

※
1 

負
荷
名
称
 

負
荷
容
量
(
kW
)
※

2  

Ａ
、
Ｂ
充
電
器

 

Ｓ
Ａ
監
視
計
器
用
電
源
 

可
搬
型
ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
 

可
搬
型
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
燃
焼
装
置
温
度
監
視
装
置
 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
エ
リ
ア
監
視
カ
メ
ラ
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
温
度
監
視
装
置
 
等

 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
計
器
用
電
源

 

衛
星
電
話
(
固
定

) 

安
全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示
シ
ス
テ

ム
(Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
) 

可
搬
型
照
明
(
Ｓ
Ａ
)
 

可
搬
式
使
用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

 

88
 

88
 

恒
設
代
替
低
圧

注
水

ポ
ン
プ
 

1
6
0 

充
て
ん
/
高
圧
注
入

ポ
ン

プ
 

8
0
6 

余
熱
除
去
ポ
ン

プ
 

2
9
0 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
循

環
排

気
フ
ァ
ン

 
10
 

中
央
制
御
室
非

常
用

循
環
フ
ァ

ン
 

1
9
6 

補
助
建
屋
非
常

用
分

電
盤
用
変

圧
器
 

3
0
※
3
 

合
計
 

1,
6
6
8 

※
1
 
重

大
事
故

事
象
シ
ー
ケ

ン
ス
に
お
い
て

負
荷
容
量
の

合
計
が
最
大
と

な
る
事
象
を

示
す
。
 

※
2
 
電

動
弁
は

、
短
時
間
の

動
作
で
あ
り
、

負
荷
容
量
に

は
含
め
な
い
。

 

※
3
 

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
上

負
荷

と
し

て
考
慮

し
な

い
が

、
空

冷
式

非
常
用

発
電

装
置

の
出

力
決

定

に
際
し
て

は
最
大
負
荷
に

含
め
る

。
  

  

炉
心

に
燃

料
が
無

い
期
間

（
Ｓ
Ｆ

Ｐ
で

の
照

射
済
燃

料
保
管

中
）
に

お
い

て

は
、

所
要

負
荷

が
限
定

さ
れ
る

 
４

０
２

ｋ
Ｗ

（
＝
８

８
ｋ

Ｗ
＋

８
８
ｋ

Ｗ
＋

１
９

６
ｋ

Ｗ
＋

３
０
ｋ

Ｗ
）
こ

と
か
ら

、
 

空
冷

式
非
常

用
発

電
装

置
１

台
の

発
電

機
容
量

 
１
，

４
６
０

ｋ
Ｗ
 

（
＝

２
，

９
２

０
ｋ
Ｗ

／
２
）

に
よ
り

満
足
で

き
る

。
 

炉
心
に

燃
料
が

無
い
期

間
（
Ｓ

Ｆ
Ｐ

で
の

照

射
済
燃

料
保
管

中
）
に

お
け
る

Ｌ
Ｃ

Ｏ
に

お

い
て
要

求
さ
れ

る
所
要

負
荷
 

炉
心
に

燃
料
が

無
い

期
間

（
Ｓ
Ｆ

Ｐ
で
の

照

射
済
燃

料
保
管

中
）

に
お

け
る
Ｌ

Ｃ
Ｏ
に

お

い
て
要

求
さ
れ

る
所

要
負

荷
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空
冷

式
非

常
用

発
電
装

置
 

所
要

負
荷
の

Ｌ
Ｃ

Ｏ
要
求

モ
ー

ド
の

整
理
 

負
荷
名

称
 

Ｌ
Ｃ

Ｏ
要

求
モ

ー
ド

 

Ｌ
Ｃ

Ｏ
該

当
条
文

 
モ

ー
ド

１
～

６
 

Ｓ
Ｆ

Ｐ
内

燃
料

貯
蔵

中
 

充
電

器
Ａ

，
Ｂ
 

（
Ｓ

Ａ
監

視
計
器

用
電

源
盤

）
 

（
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ
，

Ｄ
計

器
用

電
源
）

 

○
 

○
 

第
７
７

条
、

第
７

８
条
（

非
常
用

直
流
電

源
）
 

第
７
９

条
、

第
８

０
条
（

所
内
非

常
用
母

線
）
 

第
８
５

条
 

８
５

－
１
０

－
１
（

水
素
濃

度
低
減

）
 

第
８
５

条
 

８
５

－
１
０

－
２
（

水
素
濃

度
監
視

）
 

恒
設

代
替

低
圧
注

水
ポ

ン
プ

 
○
 

－
 

第
８
５

条
 

８
５

－
６
－

２
（
代

替
原
子

炉
格
納

容
器

ス
プ

レ
イ
）

 

第
８
５

条
 

８
５

－
６
－

２
の
２

（
代
替

原
子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ

イ
）
 

充
て

ん
／

高
圧
注

入
ポ

ン
プ

 
○
 

－
 

第
２
８

条
（

化
学

体
積
制

御
系
（

ほ
う
酸

濃
縮
機

能
）

 

第
５
２

条
、

第
５

３
条
（

非
常
用

炉
心
冷

却
系
）

 

第
８
５

条
 

８
５

－
３
－

１
（
１

次
系
の

フ
ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ
ー

ド
）
 

第
８
５

条
 

８
５

－
４
－

３
（
代

替
炉
心

注
水
）

 

第
８
５

条
 

８
５

－
４
－

６
（
代

替
再
循

環
）
 

余
熱

除
去

ポ
ン
プ

 
○
 

－
 

第
３
８

条
～

第
４

２
条
（

１
次
冷

却
系
）

 

第
５
２

条
、

第
５

３
条
（

非
常
用

炉
心
冷

却
系
）

 

第
８
５

条
 

８
５

－
４
－

６
（
代

替
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（
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）
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○
 

○
 

－
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
設

備
（

1
号

炉
）

 
○
 

○
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表 85－15 添付－２（４） 

工事計画変更認可申請書 設定根拠（１・２号炉） 

 

8.2.1.2.2 容器（２号炉は「6.2.1.2.2 容器」。内容は同じ。） 

名    称 
燃料油貯油そう 

(重大事故等時のみ１・２号機共用) 

容 量 m３/個 180 以上（200） 

最高使用圧力 － 大気圧 

最高使用温度 ℃ 40 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

・設計基準対象施設 

燃料油貯油そうは、ディーゼル発電機の連続運転に必要な燃料を貯蔵するとともに、デ

ィーゼル発電機の連続運転に必要な燃料を供給するために設置する。 

 

燃料油貯油そうは、設計基準対象施設としてディーゼル機関1台に1個、合計2個設置す

る。 

 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用電源設備（非常用発電装

置）及び補機駆動用燃料設備（燃料貯蔵設備）として使用する燃料油貯油そうは、以下の

機能を有する。 

 

燃料油貯油そうは、設計基準事故対処設備の電源が喪失したことにより重大事故等が

発生した場合において炉心の著しい損傷、原子炉格納容器の破損、貯蔵槽内燃料体等の

著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止するた

めに必要な電力を供給する空冷式非常用発電装置の燃料を貯蔵するために設置する。 
系統構成は、外部電源の喪失に加え、設計基準事故対処設備の電源であるディーゼ

ル発電機の全てが機能喪失したことにより全交流動力電源喪失が発生した場合におい

て、空冷式非常用発電装置に燃料を供給できる設計とする。 

また、所内電気設備の非常用母線等の機能が喪失した場合に発生する重大事故等の

対応時に必要な電力を供給する空冷式非常用発電装置に燃料を供給できる設計とす

る。加えて、設計基準事故対処設備の電源の有無に関わらず、恒設代替低圧注水ポン

プを使用して重大事故等に対応する場合に必要な電力を供給する空冷式非常用発電装

置に燃料を供給できる設計とする。 

 

 

- T1-添 4-1-8-31 - 
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表 85－15 添付－２（４） 

工事計画変更認可申請書 設定根拠（１・２号炉） 

 

燃料油貯油そうは、設計基準対象施設として2個設置しているものを重大事故等対処設備

として使用する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用する燃料油貯油そうの容量は、事故シーケンス上、7日間

の燃料（重油）の消費量が最も多い事象を満たす容量としている。事故シーケンス上、燃

料消費量が最も多い事象は、崩壊熱除去機能喪失（ミッドループ運転中の余熱除去系統の

機能喪失及び全交流動力電源喪失）であり、342.7m３である。 

以上より、燃料油貯油そうの容量は、342.7m３を上回るものとして、1個当たり180m３/個

以上（2個で360m３以上）とする。 

 

燃料油貯油そうを重大事故等時において使用する場合の容量は、設計基準対象施設と同

様の使用方法であるため、設計基準対象施設と同仕様で設計し、180m３/個以上とする。 

 

公称値については、要求される容量を上回る200m３/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する燃料油貯油そうの最高使用圧力は、燃料油貯油そうが

大気開放であることから大気圧とする。 

 

燃料油貯油そうを重大事故等時において使用する場合の圧力は、燃料油貯油そうが大気

開放であることから設計基準対象施設と同仕様で設計し、大気圧とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する燃料油貯油そうの最高使用温度は、燃料油貯油そうが

大気開放であり屋外設置の地下埋設タンクであることから外気の温度 (注1)を上回る40℃と

する。 

 

燃料油貯油そうを重大事故等時において使用する場合の温度は、燃料油貯油そうが大気

開放であり屋外設置の地下埋設タンクであることから設計基準対象施設と同仕様で設計

し、外気の温度 (注1)を上回る40℃とする。 

 

（注1）外気の温度は、原子炉設置変更許可申請書添付書類六に示す高浜発電所における最

高の月平均気温である8月の約30.9℃（舞鶴特別地域気象観測所30.6℃、敦賀特別

地域気象観測所30.9℃）とする。 

 

- T1-添 4-1-8-32 – ～ - T1-添 4-1-8-33 - 
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表 85－15 添付－２（４） 

工事計画変更認可申請書 設定根拠（１号炉） 

 

8.2.1.2.1 ポンプ 

名    称 空冷式非常用発電装置用給油ポンプ 

容 量 m３/h/個 1.8 以上（1.8） 

吐 出 圧 力 MPa 0.3 以上（0.3） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.38 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

原 動 機 出 力 kW/個 1.5 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

・重大事故等対処設備 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、燃料油貯油そうから燃料油サービスタンク（空

冷式非常用発電装置）まで燃料を移送するために設置する。 

 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、重大事故等対処設備として空冷式非常用発電装

置1台につき1個、合計2個設置する。 

 

重大事故等時に使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、以下の機能を有する。 

 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、設計基準事故対処設備の電源が喪失したこと

により重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷、原子炉格納容器の破損、

貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著し

い損傷を防止するために設置する。 

系統構成は、空冷式非常用発電装置の連続運転に必要な燃料油を供給できる設計と

する。 

 

1. 容量 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの容量は、空冷

式非常用発電装置の燃料消費率0.238m３/h/個に対し、給油の準備に要する時間を考慮し十

分余裕を持った1.8m３/h/個（汎用品である当該ポンプ容量）以上とする。 

 

公称値については、要求される容量を上回る1.8m３/h/個（汎用品である当該ポンプ容

量）とする。 

 

 

2. 吐出圧力 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの吐出圧力は、

空冷式非常用発電装置用給油ポンプから燃料油サービスタンク（空冷式非常用発電装置）

に燃料を移送するときの静水頭、配管及び弁類圧損を基に設定する。 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプに必要な吐出圧力は以下のとおり0.063MPaとなる。 

 

取水源と移送先の圧力差 約  0m 

静水頭 約  3.2m 

機器圧損 約  0m 

配管及び弁類圧損 約  3.2m 

合   計 約  6.4m

（0.063MPa） 

- T1-添 4-1-8-28 – ～ - T1-添 4-1-8-30 - 
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表 85－15 添付－２（４） 

工事計画変更認可申請書 設定根拠（１号炉） 

 

 

以上より、空冷式非常用発電装置用給油ポンプの吐出圧力は、約0.063MPaを上回る

0.3MPa以上とする。 

 

公称値については、要求される容量と同じ0.3MPaとする。 

 

3. 最高使用圧力 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの最高使用圧力

は、締め切り運転時の圧力である0.38MPaとする。 

 

4. 最高使用温度 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの最高使用温度

は、燃料油貯油そうの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

5. 原動機出力 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの原動機出力

は、流量1.8m３/h時の軸動力を基に設定する。 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプの流量が30ℓ/min（＝1.8m３/h）、吐出圧力が0.3MPaに

ポンプへの吸込みに必要な圧力0.05MPaを合計した全圧力が0.35MPa、その時の同ポンプの

必要軸動力は以下のとおり0.5kWとなる。 

 

η

Ｐ
60

Ｑ

  Ｌ＝

  
 
 

 
 
 

 

kW ＝0.5
0.35

0.35
60

30

 　＝

  
 
 

 
 
 

 

 

Ｌ：必要軸動力（kW） 

Ｑ：ポンプ流量（ℓ/min） ＝30 

Ｐ：全圧力（MPa） ＝0.35 

η：ポンプ効率 ＝0.35 

 

以上より、空冷式非常用発電装置用給油ポンプの原動機出力は、必要軸動力0.5kWを上回

る1.5kW/個とする。 
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表 85－15 添付－２（４） 

工事計画変更認可申請書 設定根拠（２号炉） 

 

6.2.1.2.1 ポンプ 

名    称 空冷式非常用発電装置用給油ポンプ 

容 量 m３/h/個 1.8以上（1.8）  

吐 出 圧 力 MPa 0.3以上（0.3） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.38 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

原 動 機 出 力 kW/個 1.5 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

・重大事故等対処設備 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、燃料油貯油そうから燃料油サービスタンク（空

冷式非常用発電装置）まで燃料を移送するために設置する。 

 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、重大事故等対処設備として空冷式非常用発電装

置1台につき1個、合計2個設置する。 

 

重大事故等時に使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、以下の機能を有する。 

 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプは、設計基準事故対処設備の電源が喪失したこと

により重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷、原子炉格納容器の破損、

貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著し

い損傷を防止するために設置する。 

系統構成は、空冷式非常用発電装置の連続運転に必要な燃料油を供給できる設計と

する。 

 

1. 容量 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの容量は、空冷

式非常用発電装置の燃料消費率0.238m３/h/個に対し、給油の準備に要する時間を考慮し十

分余裕を持った1.8m３/h/個（汎用品である当該ポンプ容量）以上とする。 

 

公称値については、要求される容量を上回る1.8m３/h/個（汎用品である当該ポンプ容

量）とする。 

 

2. 吐出圧力 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの吐出圧力は、

空冷式非常用発電装置用給油ポンプから燃料油サービスタンク（空冷式非常用発電装置）

に燃料を移送するときの静水頭、配管及び弁類圧損を基に設定する。 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプに必要な吐出圧力は以下のとおり0.063MPaとなる。 

 

取水源と移送先の圧力差 約  0m 

静水頭 約  3.2m 

機器圧損 約  0m 

配管及び弁類圧損 約  3.2m 

合   計 約  6.4m

（0.063MPa） 
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表 85－15 添付－２（４） 

工事計画変更認可申請書 設定根拠（２号炉） 

 

 

以上より、空冷式非常用発電装置用給油ポンプの吐出圧力は、約0.063MPaを上回る

0.3MPa以上とする。 

 

公称値については、要求される容量と同じ0.3MPaとする。 

 

3. 最高使用圧力 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの最高使用圧力

は、締め切り運転時の圧力である0.38MPaとする。 

 

4. 最高使用温度 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの最高使用温度

は、燃料油貯油そうの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

5. 原動機出力 

重大事故等対処設備として使用する空冷式非常用発電装置用給油ポンプの原動機出力

は、流量1.8m３/h時の軸動力を基に設定する。 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプの流量が30ℓ/min（＝1.8m３/h）、吐出圧力が0.3MPaに

ポンプへの吸込みに必要な圧力0.05MPaを合計した全圧力が0.35MPa、その時の同ポンプの

必要軸動力は以下のとおり0.5kWとなる。 

 

η

Ｐ
60

Ｑ

  Ｌ＝

  
 
 

 
 
 

 

kW ＝0.5
0.35

0.35
60

30

 　＝

  
 
 

 
 
 

 

 

Ｌ：必要軸動力（kW） 

Ｑ：ポンプ流量（ℓ/min） ＝30 

Ｐ：全圧力（MPa） ＝0.35 

η：ポンプ効率 ＝0.35 

 

以上より、空冷式非常用発電装置用給油ポンプの原動機出力は、必要軸動力0.5kWを上回

る1.5kW/個とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

908



表 85－15 添付－２（５） 

設置変更許可 まとめ資料 ＳＡ４３条（１・２号炉） 
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表 85－15 添付－２（６） 

設置変更許可 まとめ資料 技術的能力（１．１４） 
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表 85－15 添付－２（６） 

設置変更許可 まとめ資料 技術的能力（１．１４） 
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表 85－15 添付－２（６） 

設置変更許可 まとめ資料 技術的能力（１．１４） 
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表 85－15 添付－２（６） 

設置変更許可 まとめ資料 技術的能力（１．１４） 
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表 85－15 添付－２（７） 

設置変更許可申請書 添付十（有効性評価）（１号炉） 

 

7.2 重大事故 

7.2.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

7.2.1.1 格納容器過圧破損 

7.2.1.1.2 格納容器破損防止対策の有効性評価 

(4) 有効性評価の結果 

a. 事象進展 

事象発生後、全交流動力電源喪失に伴い１次冷却材ポンプの母線電圧が

低下することで「１次冷却材ポンプ電源電圧低」信号のトリップ限界値に

到達し、原子炉は自動停止する。また、大破断ＬＯＣＡ時に高圧注入機能

及び低圧注入機能が喪失することから１次冷却系保有水量が低下し、事象

発生の約 20 分後に炉心溶融に至る。 

さらに、格納容器スプレイ注入機能が喪失していることから炉心溶融開始

の 30 分後、事象発生の約 50 分後に運転員による恒設代替低圧注水ポンプ

を用いた代替格納容器スプレイ及び原子炉下部キャビティ直接注水を開始

することにより、原子炉格納容器内を冷却し、原子炉格納容器圧力及び温

度の上昇を抑制する。 

その後、事象発生の約 2.0 時間後に原子炉容器破損に至り、約 3.5 時間後

に原子炉容器からの溶融炉心の流出が停止することに伴い、原子炉格納容

器圧力の上昇が緩やかになる。 

また、事象発生の24時間後に大容量ポンプを用いた格納容器循環冷暖房

ユニットへの海水通水による格納容器内自然対流冷却を開始することで、

原子炉格納容器圧力は事象発生の約 28 時間後に、原子炉格納容器雰囲気温

度は事象発生の約 34 時間後に低下に転じる。 
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表 85－15 添付－２（７） 

設置変更許可申請書 添付十（有効性評価）（２号炉） 

 

7.2 重大事故 

7.2.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

7.2.1.1.2 格納容器破損防止対策の有効性評価 

(2) 有効性評価（事象進展解析）の条件 

第 7.2.1.1.2 表を除いて１号炉の「7.2.1.1.2 (2) 有効性評価（事象進展

解析）の条件」の変更に同じ。 
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表 85－15 添付－２（７） 

設置変更許可申請書 添付十（有効性評価）（１号炉） 

 

7.5 必要な要員及び資源の評価 

7.5.3 重大事故等対策時に必要な水源、燃料及び電源の評価結果 

(2) 燃料の評価結果 

燃料の評価においては、重要事故シ－ケンス等による評価に加え、事象

発生直後から補機類が起動することを想定して、燃料の消費量を算定し、

発電所構内の備蓄量にて 7 日間の対応が可能であることを以下のとおり確

認した。 

最も消費量が厳しくなる事故シ－ケンスグループ等は「7.4.1 崩壊熱除

去機能喪失（余熱除去系の故障による停止時冷却機能喪失）」である。 

ディーゼル発電機による電源供給については、事象発生後 7 日間ディー

ゼル発電機を全出力で運転した場合、約 327.6kℓ の重油が必要となる。 

電源車（緊急時対策所用）による電源供給については、事象発生直後か

らの運転を想定して、7日間の運転継続に約 8.3kℓ の重油が必要となる。 

空冷式非常用発電装置を用いた恒設代替低圧注水ポンプへの電源供給に

ついては、事故発生直後から約 68 時間後までの運転を想定して、約 6.8kℓ
の重油が必要となる。 

7 日間の運転継続に必要な重油は、これらを合計して約 342.7kℓ となる

が、「7.5.1(2) 資源の評価条件」に示すとおり燃料油貯油そうの合計油量

（360kℓ）にて供給可能である。 

また、各事故シーケンスの事故条件で全交流動力電源喪失とした場合に

重油に関して最も消費量が厳しくなる事故シ－ケンスグループ等は

「7.1.2 全交流動力電源喪失」及び「7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失」で

あり、7日間の運転継続に必要な重油は、約195.0kℓとなるが、「7.5.1(2) 

資源の評価条件」に示す燃料油貯油そうの合計油量のうち、使用可能量

（360kℓ）にて供給可能である。 

さらに、各事故シーケンスを包絡するように、事象発生直後から補機類

が起動することを想定し、保守的に評価した。 

全交流動力電源喪失を想定していない事故シ－ケンスグループ等の場合、

すべて事象発生直後から補機類の起動を想定していることから、最も消費

量の厳しくなる「7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（余熱除去系の故障による停
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表 85－15 添付－２（７） 

設置変更許可申請書 添付十（有効性評価）（１号炉） 

 

止時冷却機能喪失）」についても同じ約 342.7kℓ の消費量となり、燃料油

貯油そうの合計油量（360kℓ）にて供給可能である。 

なお、各事故シーケンスの事故条件で全交流動力電源喪失とした場合に

重油に関して最も消費量が厳しくなる事故シ－ケンスグループ等は

「7.1.2 全交流動力電源喪失」、「7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失」、

「7.2.1.1 格納容器過圧破損」、「7.2.1.2 格納容器過温破損」、「7.2.2

高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」、「7.2.3 原子炉圧力容器外

の溶融燃料－冷却材相互作用」、「7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作

用」及び「7.4.2 全交流動力電源喪失」であり、燃料消費量は、約 200.5kℓ
となるが、「7.5.1(2) 資源の評価条件」に示す燃料油貯油そうの合計油量

のうち、使用可能量（360kℓ）にて供給可能である。 
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表 85－15 添付－２（７） 

設置変更許可申請書 添付十（有効性評価）（２号炉） 

 

7.5 必要な要員及び資源の評価 

7.5.3 重大事故等対策時に必要な水源、燃料及び電源の評価結果 

7.5.3(3)を除いて１号炉の「7.5.3 重大事故等対策時に必要な水源、燃料

及び電源の評価結果」の記載に同じ。 
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表 85－15 添付－２（７） 

設置変更許可申請書 添付十（有効性評価）（３・４号炉） 

 

7.5 必要な要員及び資源の評価 

7.5.3 重大事故等対策時に必要な水源、燃料及び電源の評価結果 

 (2) 燃料の評価結果 

燃料の評価においては、重要事故シ－ケンス等による評価に加え、事象

発生直後から補機類が起動することを想定して、燃料の消費量を算定し、

発電所構内の備蓄量にて 7 日間の対応が可能であることを以下のとおり確

認した。 

最も消費量が厳しくなる事故シ－ケンスグループ等は「7.3.1 想定事故

１」と「7.3.2 想定事故２」である。 

ディーゼル発電機による電源供給については、事象発生後 7 日間ディー

ゼル発電機を全出力で運転した場合、約 450.9kℓ の重油が必要となる。 

電源車（緊急時対策所用）による電源供給については、事象発生直後か

らの運転を想定して、7日間の運転継続に約 8.3kℓ の重油が必要となる。 

送水車による使用済燃料ピットへの注水については、事象発生の 6.8 時

間後からの運転を想定して、7日間の運転継続に約6.4kℓの重油が必要とな

る。 

7 日間の運転継続に必要な重油は、これらを合計して約 465.7kℓ となる

が、「7.5.1(2) 資源の評価条件」に示すとおり燃料油貯油そうの合計油量

（466kℓ）にて供給可能である。 

また、各事故シーケンスの事故条件で全交流動力電源喪失とした場合に

重油に関して最も消費量が厳しくなる事故シ－ケンスグループ等は

「7.1.2 全交流動力電源喪失」、「7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失」、

「7.2.1.1 格納容器過圧破損」、「7.2.1.2 格納容器過温破損」、「7.2.2

高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」、「7.2.3 原子炉圧力容器外

の溶融燃料－冷却材相互作用」及び「7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互

作用」であり、7 日間の運転継続に必要な重油は、約 195.6kℓ となるが、

「7.5.1(2) 資源の評価条件」に示すとおり燃料油貯油そうの合計油量のう

ち、使用可能量（426kℓ）にて供給可能である。 

さらに、各事故シーケンスを包絡するように、事象発生直後から補機類

が起動することを想定し、保守的に評価した。 
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表 85－15 添付－２（７） 

設置変更許可申請書 添付十（有効性評価）（３・４号炉） 

 

各事故シーケンスの事故条件で全交流動力電源喪失を想定していない場

合に重油に関して最も消費量が厳しくなる事故シ－ケンスグループ等は

「7.3.1 想定事故１」及び「7.3.2 想定事故２」であり、燃料消費量は、

約 466.0kℓ となるが、「7.5.1(2) 資源の評価条件」に示すとおり燃料油貯

油そうの合計油量（466kℓ）にて供給可能である。 

また、各事故シーケンスの事故条件で全交流動力電源喪失とした場合に

重油に関して最も消費量が厳しくなる事故シ－ケンスグループ等は

「7.1.2 全交流動力電源喪失」、「7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失」、

「7.2.1.1 格納容器過圧破損」、「7.2.1.2 格納容器過温破損」、「7.2.2

高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」、「7.2.3 原子炉圧力容器外

の溶融燃料－冷却材相互作用」、「7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作

用」及び「7.4.2 全交流動力電源喪失（停止時）」であり、燃料消費量は、

約 200.5kℓ となるが、「7.5.1(2) 資源の評価条件」に示すとおり燃料油貯

油そうの合計油量のうち、使用可能量（426kℓ）にて供給可能である。 
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表 85－15 添付－２（８） 

設置変更許可申請書 まとめ資料 ＤＢ３３条（１・２号炉） 
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表 85－15 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補（１・２号炉） 

 

 

空冷式非常用発電装置と、同等な機能を持つ重大事故等対処設備（号機間電力融

通恒設ケーブルまたは号機間電力融通予備ケーブルおよび電源車）を予め設置し、

ケーブルを接続する補完措置を実施する事で受電に要する時間を約５０分以内に実

施できる。 

 

 

 

 
 

第1.14.8図 号機間電力融通恒設ケーブル（１号～２号）を使用した号機間融通に

よる代替電源（交流）からの給電タイムチャート 

  

補完措置としてここまで、

事前準備を実施することに

より、残りの準備作業を 

５０分以内にて実施可能。 

同等の機能のＳＡ設備 

関連箇所を青枠にて示す。 
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表 85－15 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補（１・２号炉） 

 

 
第1.14.18図 号機間電力融通予備ケーブル（１号～２号）を使用した号機間融通に

よる代替電源（交流）からの給電 タイムチャート 

 

 

 
第1.14.15図 電源車による代替電源（交流）からの給電 タイムチャート 

  

補完措置としてここまで、

事前準備を実施することに

より、残りの準備作業を 

５０分以内にて実施可能。 

補完措置としてここまで、

事前準備を実施することに

より、残りの準備作業を 

５０分以内にて実施可能。 
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表 85－15 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補（１・２号炉） 
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表 85－15 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補（１・２号炉） 
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（２）－２－15 保安規定第 85 条 表 85-16「計装設備」運転上の制限等について 

 

a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 

b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

(3) 設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

(4) 設置変更許可申請書 添付十追補（機能喪失原因対策分析） 

(5) 設置変更許可申請書 添付十追補（選定フロー） 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数、必要容量、設備仕様） 

(2) 工事計画認可申請書 添付２８ 

添付-３ 同等の機能を有する設備 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 

 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠） 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分

類等」参照 
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a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 

 

927



保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

表８５－１６ 計装設備 

 

８５－１６－１ 計装設備（１号炉および２号炉） ① 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の 

温
度 

１次冷却材高温側温度

（広域） 

①主要パラメータの他ループ 

②１次冷却材低温側温度（広域） 

１ モード 

１、２、

３、４、 

５および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

１次冷却材低温側温度

（広域） 

①主要パラメータの他ループ 

②１次冷却材高温側温度（広域） 

１ 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

〔炉心出口温度〕※４ ①１次冷却材高温側温度（広域） 

②１次冷却材低温側温度（広域） 

１ 

原
子
炉
圧
力
容
器

内
の
圧
力 

１次冷却材圧力 ①主要パラメータの他チャンネル 

②１次冷却材高温側温度（広域） 

③１次冷却材低温側温度（広域） 

１ B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

〔加圧器圧力〕※４ ①１次冷却材圧力 １ 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位 

加圧器水位 ①主要パラメータの他チャンネル 

②原子炉水位 

１ 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 原子炉水位 ①加圧器水位 １ 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

〔ＲＣＳ水位〕※４ ①１次冷却材高温側温度（広域） 

①１次冷却材低温側温度（広域） 

１ モード 

５および６ 

※１：プラント起動に伴う計器校正、真空ベンティングおよび原子炉格納容器漏えい率検査時に計器保護のため隔離している場合等は、動作不能とはみなさない。 

※２：代替パラメータに記載する番号は優先順位であり、代替パラメータが複数あることを示す。 

※３：チャンネル毎に個別の条件が適用される。 

※４：〔 〕は多様性拡張設備を示す。多様性拡張設備は運転上の制限を適用しない。 

※５：移動中の燃料を所定の位置に移動することを妨げるものではない。 

 

記
載
内
容
の
説
明 

① 設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第五十八条（１．１５）が該当する。（添付－１） 

 

② 運転上の制限の対象とする系統・機器（添付―１、３） 

 

③ 以下の条文要求が運転段階においても維持できるよう、計装設備の所要チャンネル数が動作可能であることを運転上の制限とする。 

ここで、計装設備は、１Ｎ要求設備であり１個以上の計器で必要なパラメータを監視できればよいことから、主要パラメータを計測する計器及び代替パラメータを

計測する計器について運転上の制限の所要チャンネル数を１チャンネルとする。（添付－２） 

 

・設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第五十八条（１．１５） 

「計装設備(事故時の計装に関する手順等) 」として、重大事故等が発生し、計測機器（非常用のものを含む）の故障により当該重大事故等に対処するために監

視することが必要なパラメータを計測することが困難となった場合において当該パラメータを推定するために有効な情報を把握できる設備を設ける（手順等を定

める）こと。 

 

④ 計装設備は、重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ（原子炉圧力容器内の温度、原子炉圧力容器内の圧力、原子炉圧力容器内の水位、原子炉

圧力容器への注水量、原子炉格納容器への注水量、原子炉格納容器内の温度、原子炉格納容器内の圧力、原子炉格納容器内の水位、原子炉格納容器内の水素濃度、アニ

ュラス内の水素濃度、原子炉格納容器内の放射線量率、未臨界の維持または監視、最終ヒートシンクの確保、格納容器バイパスの監視、水源の確保）の計測又は推定を

行うのに必要な設備であり、原子炉格納容器内に燃料が装荷されている期間を機能維持期間として適用する必要があることから、適用モードは「モード１、２、３、

４、５および６」とする。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（１）） 

ただし、一部の監視計器については、計器の計測可能範囲等を踏まえ適用モードを以下のとおりとする。 

○ 原子炉圧力容器内の水位の推定のうち、１次冷却系統水位及び代替パラメータ 

ＲＣＳミッドループ運転時の計測のためのパラメータであることから、適用モードはモード５および６。 

○ 未臨界の維持または監視の推定のうち、出力領域中性子束、中間領域中性子束、中性子源中性子束及び代替パラメータ 

各計器の計測可能範囲を踏まえ、適用モードはモード１および２。 

○ 未臨界の維持または監視の推定のうち、中間領域起動率、中性子源領域起動率及び代替パラメータ 

各計器の計測可能範囲を踏まえ、適用モードはモード２、３、４、５および６。 

 

⑤ 運転上の制限を満足しない場合の条件及び措置を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（２）） 

ここで、計装設備は、１Ｎ要求設備であるため、主要パラメータを計測する計器 及び/又は 代替パラメータを計測する計器が動作不能（所要数未満）になった場

合を条件として記載する。 

【モード１、２、３、４、５および６】 

A.1 主要パラメータを計測する計器が動作不能となった場合は、主要パラメータを代替するパラメータ（代替パラメータ）を計測する計器が動作可能であることを確認

する措置を“速やかに”開始する。 

A.2 動作不能となった当該計器が故障状態であることが運転員に明確に分かるような措置を“速やかに”講じる（事故時監視計器における所要チャンネル数を満足でき

ない場合の措置を準用）。 

A.3 動作不能となった当該計器を動作可能な状態に復旧する。完了時間は、重大事故等対処設備の AOT 上限である「30 日」とする。なお、この間、代替パラメータによ

る監視により主要パラメータの推定は可能である。 

B.1 代替パラメータを計測する計器が動作不能となった場合は、主要パラメータを計測する計器が動作可能であることを確認する措置を“速やかに”開始する。 

B.2 動作不能となった当該計器が故障状態であることが運転員に明確に分かるような措置を“速やかに”講じる（事故時監視計器における所要チャンネル数を満足でき

ない場合の措置を準用）。 
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保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量 

高温側安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器サンプＢ広域水位 

１ モード 

１、２、 

３、４、 

５および

６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

低温側安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器サンプＢ広域水位 

１ 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

余熱除去クーラ出口流量 ①主要パラメータの他ループ 

②燃料取替用水タンク水位 

③加圧器水位 

④原子炉水位 

⑤格納容器サンプＢ広域水位 

１ 

恒設代替低圧注水ポンプ出

口流量積算 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

④格納容器サンプＢ広域水位 

１ 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

〔充てんライン流量〕※４ ①燃料取替用水タンク水位 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

１ 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
〔アキュムレータ圧力〕※４ ①１次冷却材圧力 

①１次冷却材低温側温度（広域）

１ 

〔アキュムレータ水位〕※４ ①１次冷却材圧力 

①１次冷却材低温側温度（広域）

１ E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

〔消火水注入流量積算〕※４ ①余熱除去クーラ出口流量 

②加圧器水位 

③原子炉水位 

１ 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

（続き） 

 

B.3 動作不能となった当該計器を動作可能な状態に復旧する※。完了時間は、重大事故等対処設備の AOT 上限である「30 日」とする。なお、この間、主要パラメータが

動作可能であれば重大事故等時の対応は可能である。 

※:可搬型重大事故等対処設備である可搬型格納容器内水素濃度計測装置、可搬型アニュラス内水素濃度計測装置、可搬型温度計測装置（格納容器循環冷暖房ユニッ

ト入口温度/出口温度(SA)用）及び１次系冷却水タンク加圧ライン圧力については、代替措置を検討し、原子炉主任技術者の確認を得て実施することもできる。 

C.1 主要パラメータを計測する計器及び代替パラメータを計測する計器がともに動作不能になった場合、いずれかの計器を復旧させる。完了時間は、主要パラメータを

監視する機能が全喪失となることから「72 時間」とする。 

D.1,D.2 既保安規定と同様の設定としている。  

E.1 原子炉格納容器内での燃料の移動を“速やかに”中止する。主要パラメータ又は代替パラメータを計測する計器全てが動作不能である場合には、当該計器による監

視機能を十分に満足する状態とはならないことから、保安規定第 34 条（計測および制御設備）のモード５、６の記載（２チャンネルのうち１チャンネル動作不能）

を準用し、原子炉格納容器内での燃料の移動を中止する。 

E.2 １次冷却材中のほう素濃度が低下する操作を全て“速やかに”中止する。主要パラメータ又は代替パラメータを計測する計器全てが動作不能である場合には、当該

計器による監視機能を十分に満足する状態とはならないことから、保安規定第 34 条（計測および制御設備）のモード５、６（２チャンネルのうち１チャンネル動作

不能）の記載を準用し、１次冷却材中のほう素濃度が低下する操作（正の反応度を添加する操作）を中止する。 

 

⑥ 適用モード期間の確認事項を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．２） 

ａ．性能確認（機能性能が満足していることを確認する） 

定期事業者検査時の確認事項は、保安規定第 34 条（計測および制御設備）の各チャンネルと同様、機能検査を行う。 

ｂ．動作確認（運転上の制限を満足していることを定期的に確認する） 

通常運転中の確認事項は、指示値により動作不能でないことの確認（振切れや他の計器との差異の有無等の確認）を行う。頻度については、既存の保安規定設備

（ポンプ、ファン等）での確認頻度が 1 ヶ月に 1 回で設定されているので、それを準用した対応とする。ただし、可搬型重大事故等対処設備である可搬型格納容器

内水素濃度計測装置、可搬型アニュラス内水素濃度計測装置、可搬型温度計測装置（格納容器循環冷暖房ユニット入口温度/出口温度(SA)用）及び１次系冷却水タン

ク加圧ライン圧力については、「保安規定変更に係る基本方針」の可搬型重大事故等対処設備のサーベイランス頻度の考え方に基づき 3 ヶ月に 1 回とする。 
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保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量 

内部スプレ流量積算 ①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器サンプＢ広域水位 

１ モード 

１、２、

３、４、５

および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

恒設代替低圧注水ポンプ出口

流量積算 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器サンプＢ広域水位 

１ 

原子炉下部キャビティ注水ポ

ンプ出口流量積算 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器サンプＢ広域水位 

１ B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

高温側安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器サンプＢ広域水位 

１ 

低温側安全注入流量 ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器サンプＢ広域水位 

１ 

余熱除去クーラ出口流量 ①主要パラメータの他ループ 

②燃料取替用水タンク水位 

③格納容器サンプＢ広域水位 

１ C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

〔充てんライン流量〕※４ ①燃料取替用水タンク水位 

②格納容器サンプＢ広域水位 

１ 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
〔内部スプレクーラ出口流

量〕※４ 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

②格納容器サンプＢ広域水位 

１ 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

〔消火水注入流量積算〕※４ ①格納容器サンプＢ広域水位 １ 
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分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
温
度 

格納容器内温度 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器圧力 

③格納容器広域圧力 

１ モード 

１、２、 

３、４、 

５および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

または 

電気 

保修課長※６ 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の

圧
力 

格納容器圧力 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器内温度 

１ 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長または電気保修課

長 ※６は、当該計器が故障状態で

あることが運転員に明確に分か

るような措置を講じる。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

格納容器広域圧力 ①格納容器内温度 １ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

格納容器サンプＢ広域水位 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器サンプＢ狭域水位 

③原子炉下部キャビティ水位 

③原子炉格納容器水位 

④燃料取替用水タンク水位 

④復水タンク水位 

④内部スプレ流量積算 

④恒設代替低圧注水ポンプ出口

流量積算 

④原子炉下部キャビティ注水ポ

ンプ出口流量積算 

１ 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長または電気保修課

長 ※６は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを

１手段以上動作可能な状態に復

旧する。 

７２時間 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

格納容器サンプＢ狭域水位 ①格納容器サンプＢ広域水位 １ 

※６：原子炉下部キャビティ水位および原子炉格納容器水位について実施する。 
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分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

原子炉下部キャビティ水位 ①格納容器サンプＢ広域水位 

②燃料取替用水タンク水位 

②復水タンク水位 

②内部スプレ流量積算 

②恒設代替低圧注水ポンプ出口

流量積算 

②原子炉下部キャビティ注水ポ

ンプ出口流量積算 

１ モード 

１、２、

３、４、

５および

６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 電気保修課長※６は、当該計器が

故障状態であることが運転員に

明確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 電気保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

または 

電気 

保修課長※６ 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

原子炉格納容器水位 

 

①燃料取替用水タンク水位 

①復水タンク水位 

①内部スプレ流量積算 

①恒設代替低圧注水ポンプ出口

流量積算 

①原子炉下部キャビティ注水ポ

ンプ出口流量積算 

 

１ 

 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 
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分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度 

可搬型格納容器内水素濃度計

測装置 

 

①主要パラメータの予備 

②静的触媒式水素再結合装置温

度監視装置 

②原子炉格納容器水素燃焼装置

温度監視装置 

 

１ 

 

モード 

１、２、

３、４、５

および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3.1 計装保修課長は、当該計器を

動作可能な状態にする。 

または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※７

を検討し、原子炉主任技術者

の確認を得て実施する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

可搬型格納

容器内水素

濃度計測装

置の機能の

確認を行

う。 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

可搬型格納

容器内水素

濃度計測装

置が動作可

能であるこ

とを確認す

る。 

３ヶ月に１

回 

計装 

保修課長 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3.1 計装保修課長は、当該計器を

動作可能な状態にする。 

または 

B.3.2 計装保修課長は、代替措置※７

を検討し、原子炉主任技術者

の確認を得て実施する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

静的触媒式

水素再結合

装置温度監

視装置の機

能の確認を

行う。 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

原子炉格納

容器水素燃

焼装置温度

監視装置の

機能の確認

を行う。 

定期事業者

検査時 

 

計装 

保修課長 

 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

静的触媒式

水素再結合

装置温度監

視装置およ

び原子炉格

納容器水素

燃焼装置温

度監視装置

が動作不能

でないこと

を指示値等

により確認

する。 

 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

※７：代替品の補充等(可搬型格納容器内水素濃度計測装置に限る)。 
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分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
内
の
水
素
濃
度 

可搬型アニュラス内水素濃度

計測装置 

①主要パラメータの予備 

 

１ モード 

１、２、

３、４、５

および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3.1 計装保修課長は、当該計器を

動作可能な状態にする。 

または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※８

を検討し、原子炉主任技術者

の確認を得て実施する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作可能で

あることを

確認する。 

３ヶ月に１

回 

計装 

保修課長 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3.1 計装保修課長は、当該計器を

動作可能な状態にする。 

または 

B.3.2 計装保修課長は、代替措置※８

を検討し、原子炉主任技術者

の確認を得て実施する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

※８：代替品の補充等。 
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分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線
量
率 

格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（高レンジ） 

①主要パラメータの他チャンネ

ル 

 

１ モード 

１、２、 

３、４、 

５および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（高レンジ） 

１ 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

〔格納容器じんあいモニ 

タ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
〔格納容器ガスモニタ〕※４ ①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 

〔格納容器内エアロック区域

エリアモニタ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

〔炉内計装区域エリアモニ

タ〕※４ 

①格納容器内高レンジエリアモ

ニタ（低レンジ） 

１ 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

前頁と同様 
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保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

未
臨
界
の
維
持
ま
た
は
監
視 

出力領域中性子束 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②中間領域中性子束 

③１次冷却材高温側温度(広域) 

③１次冷却材低温側温度(広域) 

④ほう酸タンク水位 

１ モード 

１および２ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

中間領域中性子束 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②出力領域中性子束 

②中性子源領域中性子束※９ 

③ほう酸タンク水位 

１ 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

中性子源領域中性子束※９ ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②中間領域中性子束 

③ほう酸タンク水位 

１ 

D.モード１および２に

おいて条件Ａ、Ｂま

たはＣの措置を完了

時間内に達成できな

い場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 １２時間 

※９：Ｐ－６以上において、中性子源領域中性子束は電源切となるが運転上の制限を満足しないとはみなさない。 

 

記
載
内
容
の
説
明 

前頁と同様 
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保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

未
臨
界
の
維
持
ま
た
は
監
視 

〔中間領域起動率〕※４ ①中間領域中性子束 １ モード 

２、３、

４、５およ

び６ 

A.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

〔中性子源領域起動率〕※４ ①中性子源領域中性子束※９ １ 

B.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

B.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

C.モード２、３および

４において条件Ａま

たはＢの措置を完了

時間内に達成できな

い場合 

C.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

C.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

D.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

D.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

D.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

前頁と同様 

937



保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

格納容器圧力 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器広域圧力 

③格納容器内温度 

１ モード 

１、２、

３、４、５

および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3.1 計装保修課長は、当該計器を

動作可能な状態にする。 

または 

A.3.2 計装保修課長は、代替措置※１０

を検討し、原子炉主任技術者

の確認を得て実施する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

および 

原子炉保修

課長※１２ 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。※１１ 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

１次系冷却水タンク水位 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②格納容器循環冷暖房ユニット

入口温度／出口温度（ＳＡ） 

１ 

〔１次系冷却水タンク圧 

力〕※４ 

①１次系冷却水タンク加圧ライ

ン圧力 

１    

〔格納容器循環冷暖房ユニッ

ト出口冷却水流量〕※４ 

①格納容器内温度 

①格納容器圧力 

１ 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長および原子炉保修

課長※１２は、当該計器が故障状態

であることが運転員に明確に分

かるような措置を講じる。 

および 

B.3.1 計装保修課長および原子炉保

修課長※１２は、当該計器を動作

可能な状態にする。 

または 

B.3.2 計装保修課長および原子炉保

修課長※１２は、代替措置※１０を

検討し、原子炉主任技術者の

確認を得て実施する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

 

 

 

３０日 

格納容器循環冷暖房ユニット

入口温度／出口温度（ＳＡ） 

①主要パラメータの予備 

②格納容器内温度 

②格納容器圧力 

１ 

主蒸気ライン圧力 ①主要パラメータの他チャンネ

ルまたは他ループ 

②１次冷却材低温側温度（広

域） 

③１次冷却材高温側温度（広

域） 

１ 

蒸気発生器狭域水位 ①主要パラメータの他チャンネ

ル 

②蒸気発生器広域水位 

③１次冷却材低温側温度（広

域） 

③１次冷却材高温側温度（広

域） 

１ 格納容器循

環冷暖房ユ

ニット入口

温度／出口

温度（Ｓ

Ａ）が動作

可能である

ことを確認

する。 

３ヶ月に１

回 

計装 

保修課長 

蒸気発生器広域水位 ①蒸気発生器狭域水位 

②１次冷却材低温側温度（広

域） 

②１次冷却材高温側温度（広

域） 

１ C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長および原子炉保修

課長は、当該機能の主要パラメ

ータまたは、代替パラメータを

１手段以上動作可能な状態に復

旧する。 

７２時間 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
補助給水流量 ①復水タンク水位 

②蒸気発生器広域水位 

③蒸気発生器狭域水位 

１ １次系冷却

水タンク加

圧ライン圧

力の外観点

検により動

作可能であ

ることを確

認する。 

３ヶ月に１

回 

原子炉 

保修課長 

〔蒸気発生器主蒸気流量〕※

４ 

①主蒸気ライン圧力 

②蒸気発生器狭域水位 

②蒸気発生器広域水位 

②補助給水流量 

１ 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

※10：代替品の補充等(格納容器循環冷暖房ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）および１次系冷却水タンク加圧ライン圧力に限る)。 

※11：格納容器循環冷暖房ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）および１次系冷却水タンク加圧ライン圧力を除く。 

※12：１次系冷却水タンク加圧ライン圧力について実施する。 

 

記
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内
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説
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前頁と同様 
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保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
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条 

条
文 

 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

蒸気発生器狭域水位 ①主要パラメータの他チャンネル 

②蒸気発生器広域水位 

③主蒸気ライン圧力 

③補助給水流量 

１ モード 

１、２、

３、４、５

および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

主蒸気ライン圧力 ①主要パラメータの他チャンネル 

②蒸気発生器広域水位 

②補助給水流量 

１ 

１次冷却材圧力 ①主要パラメータの他チャンネル 

②蒸気発生器狭域水位 

②主蒸気ライン圧力 

②格納容器サンプＢ広域水位 

③１次冷却材高温側温度（広域） 

③１次冷却材低温側温度（広域） 

１ B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

前頁と同様 

939



保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

〔復水器空気抽出器ガスモニ

タ〕※４ 

①蒸気発生器狭域水位 

①主蒸気ライン圧力 

１ モード 

１、２、

３、４、５

および６ 

A.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

〔蒸気発生器ブローダウン水モ

ニタ〕※４ 

①蒸気発生器狭域水位 

①主蒸気ライン圧力 

１ 

〔高感度型主蒸気管モニタ〕※４ ①蒸気発生器狭域水位 

①主蒸気ライン圧力 

１ 

〔補助建屋排気筒ガスモニタ〕
※４ 

①１次冷却材圧力 

①加圧器水位 

①格納容器サンプＢ広域水位 

①蒸気発生器狭域水位 

①主蒸気ライン圧力 

１ 

B.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

B.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

〔補助建屋サンプ水位〕※４ ①１次冷却材圧力 

①加圧器水位 

①格納容器サンプＢ広域水位 

①蒸気発生器狭域水位 

①主蒸気ライン圧力 

１ 

C.モード１、２、３お

よび４において条件

ＡまたはＢの措置を

完了時間内に達成で

きない場合 

C.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

C.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 〔余熱除去ポンプ出口圧力〕※４ ①１次冷却材圧力 

①加圧器水位 

①格納容器サンプＢ広域水位 

①蒸気発生器狭域水位 

①主蒸気ライン圧力 

１ 

D.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

D.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

D.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

〔加圧器逃がしタンク圧力〕※４ ①１次冷却材圧力 

①加圧器水位 

１ 

〔加圧器逃がしタンク水位〕※４ ①１次冷却材圧力 

①加圧器水位 

１ 

〔加圧器逃がしタンク温度〕※４ ①１次冷却材圧力 

①加圧器水位 

１ 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

前頁と同様 
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保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

 

分類 
機  能※１② 所要チャ

ンネル数

③ 

適用 

モード④ 

所要チャンネル数を満足できない場合の措置※３⑤ 確認事項⑥ 

主要パラメータ 代替パラメータ※２ 条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

水
源
の
確
保 

燃料取替用水タンク水位 ①主要パラメータの他チャンネル 

②格納容器サンプＢ広域水位 

 

１ モード 

１、２、

３、４、５

および６ 

A.主要パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

A.1 当直課長は、代替パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

A.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

A.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者

検査時 

計装 

保修課長 

動作不能で

ないことを

指示値等に

より確認す

る。 

１ヶ月に１

回 

当直課長 

B.代替パラメータを計

測する計器全てが動

作不能である場合 

B.1 当直課長は、主要パラメータが

動作可能であることを確認す

る。 

および 

B.2 計装保修課長は、当該計器が故

障状態であることが運転員に明

確に分かるような措置を講じ

る。 

および 

B.3 計装保修課長は、当該計器を動

作可能な状態にする。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

 

 

３０日 

C.１つの機能を確認す

る全ての計器が動作

不能である場合 

C.1 計装保修課長は、当該機能の主

要パラメータまたは、代替パラ

メータを１手段以上動作可能な

状態に復旧する。 

７２時間 

復水タンク水位 ①主要パラメータの他チャンネル 

②補助給水流量 

③内部スプレ流量積算 

③恒設代替低圧注水ポンプ出口流量

積算 

③原子炉下部キャビティ注水ポンプ

出口流量積算 

１ 

D.モード１、２、３お

よび４において条件

Ａ、ＢまたはＣの措

置を完了時間内に達

成できない場合 

D.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

D.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

ほう酸タンク水位 ①主要パラメータの他ループ 

②出力領域中性子束 

②中間領域中性子束 

②中性子源領域中性子束※９ 

１ 

E.モード５および６に

おいて条件Ａまたは

Ｂの措置を完了時間

内に達成できない場

合 

E.1 原子燃料課長は、原子炉格納容

器内での燃料の移動を中止する※

５。 

および 

E.2 当直課長は、１次冷却材中のほ

う素濃度が低下する操作を全て

中止する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

前頁と同様 
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保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

８５－１６－２ 可搬型計測器（１号炉および２号炉） ① 

設  備② 所 要 数③ 適用モード④ 
所要数を満足できない場合の措置⑤ 確認事項⑥ 

条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

可搬型計測器 ４０個 モード１、２、３

および４ 

A.動作可能な設備が所要数を満足

していない場合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動

作可能な状態に復旧する。 

または 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を

検討し、原子炉主任技術者の確

認を得て実施する。 

３０日 

 

 

３０日 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装 

保修課長 

動作可能で

あることを

確認する。 

３ヶ月に１回計装 

保修課長 

B.条件Ａの措置を完了時間内に達

成できない場合 

B.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

B.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 
  

  モード５および６ A.動作可能な設備が所要数を満足

していない場合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動

作可能な状態に復旧する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※１を

検討し、原子炉主任技術者の確

認を得て実施する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

   

※１：代替品の補充等。 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

① 設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第五十八条（１．１５）が該当する。 

 

② 運転上の制限対象とする系統・機器（添付－１） 

 

③ 以下の条文要求が運転段階においても維持されるよう、可搬型重大事故等対処設備である可搬型計測器の所要数が動作可能であることを運転上の制限とする。 

ここで、可搬型計測器は、原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度、圧力、水位及び流量（注水量）計測用として 40 個を保管しており、この保管数を所要量と

する。（添付－２） 

なお、可搬型計測器は原子炉建屋内に配備された可搬型重大事故等対処設備であり、１Ｎ要求設備である。 

 

・設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第五十八条（１．１５） 

「計装設備(事故時の計装に関する手順等) 」として、重大事故等が発生し、計測機器（非常用のものを含む）の故障により当該重大事故等に対処するために監視

することが必要なパラメータを計測することが困難となった場合において当該パラメータを推定するために有効な情報を把握できる設備を設ける（手順等を定め

る）こと。 

 

④ 可搬型計測器は、重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ（原子炉圧力容器内の温度、原子炉圧力容器内の圧力、原子炉圧力容器内の水位、原

子炉圧力容器への注水量、原子炉格納容器への注水量、原子炉格納容器内の温度、原子炉格納容器内の圧力、原子炉格納容器内の水位、原子炉格納容器内の水素濃度、

アニュラス内の水素濃度、原子炉格納容器内の放射線量率、未臨界の維持または監視、最終ヒートシンクの確保、格納容器バイパスの監視、水源の確保）の計測又は推

定を行うのに必要な設備であり、原子炉格納容器内に燃料が装荷されている期間を機能維持期間として適用する必要があることから、適用モードは「モード１、２、

３、４、５および６」とする。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（１）） 

 

⑤ 運転上の制限を満足しない場合の条件及び措置を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（２）） 

ここで、可搬型計測器は、１Ｎ要求設備であるため、動作可能な設備数が所要数未満となった場合を条件として設定する。 

【モード１、２、３および４】 

A.1 動作不能となった当該設備を動作可能な状態に復旧する。完了時間は、重大事故等対処設備の AOT 上限である「30 日」とする。 

A.2 動作不能となった当該設備の機能を補完する代替措置を検討し、原子炉主任技術者の確認を得て実施する。完了時間は、重大事故等対処設備の AOT 上限である「30

日」とする。 

B.1,B.2 既保安規定と同様の記載としている。 

【モード５および６】 

A.1 動作不能となった当該設備を動作可能な状態に復旧する措置を“速やかに”実施する。 

A.2 動作不能となった当該設備の機能を補完する代替措置を検討し、原子炉主任技術者の確認を得て実施する措置を“速やかに”実施する。 

 

⑥ 適用モード期間の確認事項を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．２） 

ａ．性能確認（機能性能が満足していることを確認する） 

定期事業者検査時の確認事項は、保安規定第 34 条（計測および制御設備）の各チャンネルと同様、機能検査を行う。 

ｂ．動作確認（運転上の制限を満足していることを定期的に確認する） 

通常運転中の確認事項は、外観点検・通電確認等により動作可能であることを確認する。頻度については、「保安規定変更に係る基本方針」の可搬型重大事故等対処

設備のサーベイランス頻度の考え方に基づき 3 ヶ月に 1 回とする。 
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保安規定記載内容の説明 

 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

８５－１６－３ 記録（１号炉および２号炉） ① 

設  備② 所要数・系統数③ 適用モード④ 
所要数・系統数を満足できない場合の措置⑤ 確認事項⑥ 

条 件 措  置 完了時間 項 目 頻 度 担 当 

可搬型温度計測装置

（格納容器循環冷暖房

ユニット入口温度／出

口温度（ＳＡ）用） 

３個 モード１、２、

３、４、５および

６ 

A.動作可能な設備が所要数を満足

していない場合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動

作可能な状態に復旧する措置を

開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※２を

検討し、原子炉主任技術者の確

認を得て実施する措置を開始す

る。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

機能の確認

を行う｡ 

定期事業者検

査時 

計装 

保修課長 

動作可能で

あることを

確認する。 

３ヶ月に１回計装 

保修課長 

安全パラメータ表示シ

ステム（ＳＰＤＳ） 

１系列※１ モード１、２、

３、４、５および

６ 

A.動作可能な設備が所要数・系統

数を満足していない場合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を動

作可能な状態に復旧する措置を

開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※２を

検討し、原子炉主任技術者の確

認を得て実施する措置を開始す

る。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

動作可能で

あることを

確認する。 

１ヶ月に１回計装 

保修課長 

ＳＰＤＳ表示装置 ４台※１ 

※１：１号炉、２号炉、３号炉および４号炉の合計所要数・系統数。 

※２：代替品の補充またはあらかじめ記録対象パラメータを定め、記録要員を確保すること等をいう。 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

① 設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第五十八条（１．１５）が該当する。（添付－１） 

 

② 運転上の制限対象とする系統・機器（添付－１） 

 

③ 以下の条文要求が運転段階で維持できるよう、可搬型重大事故等対処設備である可搬型温度計測装置（格納容器循環冷暖房ユニット入口温度/出口温度(SA)用）、常設

重大事故等対処設備である安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）及びＳＰＤＳ表示装置の所要数が動作可能であることを運転上の制限とする。 

ここで、安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は、常設重大事故等対処設備でありかつ 1 系列で 1 号炉及び 2 号炉の監視パラメータ両方を記録できるよう設計さ

れていることから、所要数は 1 号炉、2 号炉、3 号炉及び 4 号炉共用で 1 系列とする。ＳＰＤＳ表示装置は、常設重大事故等対処設備であり 1 号炉及び 2 号炉でそれぞ

れの号炉のパラメータを監視・記録できるよう所要数は 1 号炉、2 号炉、3 号炉及び 4 号炉共用で 4 台とする。可搬型温度計測装置（格納容器循環冷暖房ユニット入口

温度/出口温度(SA)用）は、入口温度及び出口温度の記録のため所要数を 3 個とする。 

なお、上記の設備は、常設重大事故等対処設備又は原子炉建屋内に配備された可搬型重大事故等対処設備であり、１Ｎ要求設備である。 

 

・設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第五十八条（１．１５） 

「計装設備(事故時の計装に関する手順等) 」として、重大事故等が発生し、計測機器（非常用のものを含む）の故障により当該重大事故等に対処するために監視

することが必要なパラメータを計測することが困難となった場合において当該パラメータを推定するために有効な情報を把握できる設備を設ける（手順等を定め

る）こと。 

 

④ 可搬型温度計測装置（格納容器循環冷暖房ユニット入口温度/出口温度(SA)用）、安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）及びＳＰＤＳ表示装置は、重大事故等に対

処するために監視することが必要なパラメータ（原子炉圧力容器内の温度、原子炉圧力容器内の圧力、原子炉圧力容器内の水位、原子炉圧力容器への注水量、原子炉格

納容器への注水量、原子炉格納容器内の温度、原子炉格納容器内の圧力、原子炉格納容器内の水位、原子炉格納容器内の水素濃度、アニュラス内の水素濃度、原子炉格

納容器内の放射線量率、未臨界の維持または監視、最終ヒートシンクの確保、格納容器バイパスの監視、水源の確保）の記録に必要な設備であり、原子炉格納容器内に

燃料が装荷されている期間を機能維持期間として適用する必要があることから、適用モードは「モード１、２、３、４、５および６」とする。（保安規定変更に係る基

本方針４．３．（１））  

 

⑤ 運転上の制限を満足しない場合の条件及び措置を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（２）） 

ここで、可搬型温度計測装置（格納容器循環冷暖房ユニット入口温度/出口温度(SA)用）、安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）及びＳＰＤＳ表示装置は、１Ｎ要

求設備であるため、動作可能な設備数が所要数未満となった場合を条件として設定する。  

【モード１、２、３、４、５および６】 

A.1 動作不能となった当該設備を動作可能な状態に復旧する措置を“速やかに”実施する。なお、記録機能が喪失しても計測機能が健全であれば代替手段により記録は

可能であることから、プラント停止等の措置は求めていない。 

A.2 動作不能となった当該設備の機能を補完する代替措置を検討し、原子炉主任技術者の確認を得て実施する措置を“速やかに”実施する。なお、記録機能が喪失して

も計測機能が健全であれば代替手段により記録は可能であることから、プラント停止等の措置は求めていない。 

 

⑥ 適用モード期間の確認事項を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．２） 

ａ．性能確認（機能性能が満足していることを確認する） 

定期事業者検査時の確認事項は、保安規定第 34 条（計測および制御設備）の各チャンネルと同様、機能検査を行う。 

ｂ．動作確認（運転上の制限を満足していることを定期的に確認する） 

通常運転中の確認事項は、記録装置の健全性確認等により動作可能であることを確認する。頻度については、安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）及びＳＰＤＳ

表示装置は、既存の保安規定設備（ポンプ、ファン等）での確認頻度が 1 ヶ月に 1 回で設定されているので、それを準用した対応とする。可搬型温度計測装置（格納

容器循環冷暖房ユニット入口温度/出口温度(SA)用）は、「保安規定変更に係る基本方針」の可搬型重大事故等対処設備のサーベイランス頻度の考え方に基づき 3 ヶ月

に 1 回とする。 
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b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

(3) 設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

(4) 設置変更許可申請書 添付十追補（機能喪失原因対策分析） 

(5) 設置変更許可申請書 添付十追補（選定フロー） 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数、必要容量、設備仕様） 

(2) 工事計画認可申請書 添付２８ 

添付-３ 同等の機能を有する設備 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠） 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分

類等」参照 
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表 85－16 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－１（４） 

設置変更許可申請書 添付十追補（機能喪失原因対策分析）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－１（５） 

設置変更許可申請書 添付十追補（選定フロー）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

6.4 計装設備（重大事故等対処設備） 

6.4.2 設計方針 

6.4.2.3 容量等 

基本方針については、「1.1.8.2 容量等」に示す。 

常設の重大事故等対処設備は、必要な計測範囲を有する計器により

計器の不確かさを考慮しても設計基準を超える状態において原子炉施

設の状態を推定できる設計とする。 

可搬型の重大事故等対処設備は、設計基準を超える状態において原

子炉施設の状態を推定するための計測範囲及び、十分に余裕のある個

数を有する設計とする。 

可搬型格納容器内水素濃度計測装置は、１個使用する。保有数は１

個、機能要求の無い時期に保守点検可能であるため、保守点検用は考

慮せずに、故障時のバックアップ用として 1 個の合計 2 個を分散して保

管する設計とする。 

可搬型の１次系冷却水タンク加圧ライン圧力は、1 個使用する。保有

数は 1個、機能要求の無い時期に保守点検可能であるため、保守点検用

は考慮せずに、故障時のバックアップ用として 1 個の合計 2 個を分散し

て保管する設計とする。 

可搬型計測器は、原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度、圧

力、水位及び流量（注水量）計測用として 40 個使用する。保有数は 40

個、機能要求の無い時期に保守点検可能であるため、保守点検用は考

慮せずに、故障時のバックアップ用として 40 個（１号、２号、３号及

び４号炉共用、既設）の合計 80 個を分散して保管する設計とする。 

可搬型温度計測装置は、格納容器循環冷暖房ユニット入口温度／出

口温度（ＳＡ）計測用として 3 個使用する。保有数は 3 個、機能要求の

無い時期に保守点検可能であるため、保守点検用は考慮せずに、故障

時のバックアップ用として 1 個の合計 4 個を分散して保管する設計とす

る。 

  

所要数、必要容量、設備仕様 

関連箇所を赤枠又は下線にて示す。 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

第 6.4.1 表 計装設備（常設）の設備仕様 

 

(1) １次冷却材高温側温度（広域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 3 

計 測 範 囲 0～370℃ 

 

(2) １次冷却材低温側温度（広域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 3 

計 測 範 囲 0～370℃ 

 

(3) １次冷却材圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～20.6MPa[gage] 

 

(4) 加圧器水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(5) 原子炉水位 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(6) 高温側安全注入流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～225m3/h 

 

(7) 低温側安全注入流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～225m3/h 

 

(8) 余熱除去クーラ出口流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～1,000m3/h 

 

(9) 恒設代替低圧注水ポンプ出口流量積算 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～150m3/h（積算：0～10,000m3） 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(10) 原子炉下部キャビティ注水ポンプ出口流量積算 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～150m3/h（積算：0～10,000m3） 

 

(11) 内部スプレ流量積算 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～1,000m3/h（積算：0～10,000m3） 

 

(12) 格納容器内温度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～220℃ 

 

(13) 格納容器圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～490kPa[gage] 

 

(14) 格納容器広域圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～1.0MPa[gage] 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(15) 格納容器サンプＢ広域水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(16) 格納容器サンプＢ狭域水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(17) 原子炉格納容器水位 

個 数 1 

計 測 範 囲 ON-OFF 

 

(18) 原子炉下部キャビティ水位 

個 数 1 

計 測 範 囲 ON-OFF 

 

(19) 格納容器内高レンジエリアモニタ（低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・放射線管理設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 102～107μSv/h 
 

 

953



表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(20) 格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・放射線管理設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 103～108mSv/h 

 

(21) 出力領域中性子束 

兼用する設備は以下のとおり。 

・炉外計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 4（上部と下部の中性子束平均） 

計 測 範 囲 0～120% 

 

(22) 中間領域中性子束 

兼用する設備は以下のとおり。 

・炉外計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 10-11～5×10-3A 

 

(23) 中性子源領域中性子束 

兼用する設備は以下のとおり。 

・炉外計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 1～106cps 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(24) 蒸気発生器狭域水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 6 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(25) 蒸気発生器広域水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 3 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(26) 補助給水流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 3 

計 測 範 囲 0～100m3/h 

 

(27) 主蒸気ライン圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 6 

計 測 範 囲 0～9.8MPa[gage] 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(28) １次系冷却水タンク水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(29) 燃料取替用水タンク水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(30) ほう酸タンク水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100％ 

(31) 復水タンク水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 40～710m3 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(32) 安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ） 

（１号、２号、３号及び４号炉共用、一部既設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

個 数 一式 

 

(33) ＳＰＤＳ表示装置（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

個 数 一式 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

第 6.4.2 表 計装設備（可搬型）の設備仕様 

 

(1) 可搬型格納容器内水素濃度計測装置 

兼用する設備は以下のとおり。 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 1（予備 1） 

計 測 範 囲 0～20vol% 

 

(2) １次系冷却水タンク加圧ライン圧力 

個 数 1（予備 1） 

計 測 範 囲 0～1.6MPa[gage] 

 

(3) 可搬型温度計測装置 

個 数 3※1（予備 1） 

※1 格納容器循環冷暖房ユニット入口温度

／ 出口温度（ＳＡ）用 

 

(4) 可搬型計測器 

個 数 40（予備 40※1） 

※1 １号、２号、３号及び４号炉共用、既

設 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

6.4 計装設備（重大事故等対処設備） 

6.4.1 概要 

第 6.4.1 表及び第 6.4.3 表を除き、１号炉の「6.4.1 概要」の変更に

同じ。第 6.4.1 表及び第 6.4.3 表についても変更する。 

 

6.4.2 設計方針 

第 6.4.3 表を除き、１号炉の「6.4.2 設計方針」の変更に同じ。ただし、

共用設備は除く。第 6.4.3 表についても変更する 

6.4.3 主要設備及び仕様 

第 6.4.1 表を除き、１号炉の「6.4.3 主要設備及び仕様」の変更に同

じ。ただし、共用設備は除く。第 6.4.1 表についても変更する。 

 

6.4.4 試験検査 

１号炉の「6.4.4 試験検査」の変更に同じ。 

 

6.5 試料採取設備 

１号炉の「6.5 試料採取設備」の変更に同じ。 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

第 6.4.1 表 計装設備（常設）の設備仕様 

 

(1) １次冷却材高温側温度（広域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 3 

計 測 範 囲 0～370℃ 

 

(2) １次冷却材低温側温度（広域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 3 

計 測 範 囲 0～370℃ 

 

(3) １次冷却材圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～20.6MPa[gage] 

 

(4) 加圧器水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

(5) 原子炉水位 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(6) 高温側安全注入流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～250m3/h 

 

(7) 低温側安全注入流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～250m3/h 

 

(8) 余熱除去クーラ出口流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～1,000m3/h 

 

(9) 恒設代替低圧注水ポンプ出口流量積算 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～150m3/h（積算：0～10,000m3） 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

(10) 原子炉下部キャビティ注水ポンプ出口流量積算 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～150m3/h（積算：0～10,000m3） 

 

(11) 内部スプレ流量積算 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～1,000m3/h（積算：0～10,000m3） 

 

(12) 格納容器内温度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～220℃ 

 

(13) 格納容器圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～490kPa[gage] 

 

(14) 格納容器広域圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 1 

計 測 範 囲 0～1.0MPa[gage] 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

(15) 格納容器サンプＢ広域水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(16) 格納容器サンプＢ狭域水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(17) 原子炉格納容器水位 

個 数 1 

計 測 範 囲 ON-OFF 

 

(18) 原子炉下部キャビティ水位 

個 数 1 

計 測 範 囲 ON-OFF 

 

(19) 格納容器内高レンジエリアモニタ（低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・放射線管理設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 102～107μSv/h 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

(20) 格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・放射線管理設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 103～108mSv/h 

 

(21) 出力領域中性子束 

兼用する設備は以下のとおり。 

・炉外計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 4（上部と下部の中性子束平均） 

計 測 範 囲 0～120% 

 

(22) 中間領域中性子束 

兼用する設備は以下のとおり。 

・炉外計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 10-11～5×10-3A 

 

(23) 中性子源領域中性子束 

兼用する設備は以下のとおり。 

・炉外計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 1～106cps 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

(24) 蒸気発生器狭域水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 6 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(25) 蒸気発生器広域水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 3 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(26) 補助給水流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 3 

計 測 範 囲 0～100m3/h 

 

(27) 主蒸気ライン圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 6 

計 測 範 囲 0～9.8MPa[gage] 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

(28) １次系冷却水タンク水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(29) 燃料取替用水タンク水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100% 

 

(30) ほう酸タンク水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 0～100％ 

(31) 復水タンク水位 

兼用する設備は以下のとおり。 

・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個 数 2 

計 測 範 囲 40～710m3 
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表 85－16 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

(32) 安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ） 

（１号、２号、３号及び４号炉共用、一部既設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

個 数 一式 

 

(33) ＳＰＤＳ表示装置（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

個 数 一式 
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表 85－16 添付－２（２） 

工事計画認可申請書 添付２８（１号炉） 
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表 85－16 添付－２（２） 

工事計画認可申請書 添付２８（２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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表 85－16 添付－３（１） 

設置変更許可申請書 添付十追補 

（代替パラメータによる主要パラメータの推定根拠）（１・２号炉） 
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（２）－２－16 保安規定第 85条 表 85-17「中央制御室」運転上の制限等について 

 

a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 

b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

(3) 設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数､必要容量､設備仕様） 

(2) 高浜発電所１号炉および２号炉 原子炉制御室の居住性に係る 

被ばく評価補足説明資料 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備

分類等」参照 
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a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 
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記
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内
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の
説

明
 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

  
記

載
内
容

の
説
明

  
表

８
５
－
１

７
 
中

央
制
御
室
 

 ８
５

－
１
７

－
１
 
居
住
性

の
確
保
お
よ

び
汚
染
の

持
ち
込

み
防
止

（
１
号
炉
お

よ
び
２
号

炉
）
 
①
 

 (
1
)
 運

転
上

の
制
限
  

項
 
目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

中
央

制
御
室

非
常
用

循
環
系
 

居
住

性
確
保

設
備
 

汚
染

の
持
ち

込
み
防

止
設
備
 

(
1
) 
中

央
制
御

室
あ

た
り

中
央

制
御

室
非

常
用

循
環

系
１
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統

以
上
が

動
作

可
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で

あ
る
こ
と

※
１
 

(
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燃
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燃
料

体
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貯

蔵
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い
る
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中
央

制
御
室

非
常
用

循
環
フ

ァ
ン
 

１
台
 

制
御

建
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送

気
フ
ァ
ン
 

１
台
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上
の

制
限
を

定
め
る
。
 

※
４
：「

８
５
－

１
５
－

７
 
燃

料
油
貯

油
そ
う
、

空
冷
式

非
常
用

発
電
装
置
用

給
油
ポ
ン

プ
お
よ

び
タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー

に
よ
る

燃
料
補

給
設
備

（
１
号
炉
お

よ
び
２
号
炉
）
」
に
お

い
て
運

転
上
の

制
限
を
定

め
る
。
 

※
５
：「

８
５
－

１
１
－

１
 
水

素
排
出

、
放
射
性

物
質
の

濃
度
低

減
（
１
号
炉

お
よ
び
２

号
炉
）
」
に

お
い
て

運
転

上
の

制
限
を

定
め
る
。
 

 

①
 設

置
許
可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査
基
準

）
第
五

十
九
条

（
１
．
１
６

）
が
該
当

す
る
。
（
添

付
－
１
）
 

 ②
 運

転
上
の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
 （

添
付
－
１
）
 

中
央

制
御
室

遮
蔽
壁

に
つ
い

て
は
、
Ｓ
ｓ

地
震
時
に

お
い
て

も
機
能

は
損
な
わ
れ

る
も
の
で

な
く
、

運
用
に
よ

り
変

化
や
故

障
に
よ

り
機
能

喪
失
す
る
こ

と
が
な
い

も
の
と

し
て
、

他
の
遮
蔽
同

様
に
Ｌ
Ｃ

Ｏ
、
Ａ

Ｏ
Ｔ
を

設
定

し
て

い
な
い

こ
と
か

ら
、
万

一
、
破
損
等

が
生
じ
た

場
合
に

は
、
技

術
基
準
へ
の

適
合
等
に

つ
い
て

評
価
し

、
適

合
し

な
い
場

合
に
は

、
速
や

か
に
原
子
炉

停
止
等
の

措
置
を

講
じ
る

こ
と
に
な
る
。
 

表
８

５
－
１

１
 
水

素
爆
発

に
よ
る
原
子

炉
建
屋
等

の
損
傷

を
防
止

す
る
等
の
た

め
の
設
備

の
う
ち

、
８
５
－

１
１

－
１
 
水
素
排

出
、
放

射
性
物
質
の

濃
度
低
減

の
運
転

上
の
制

限
の
対
象
と

な
る
系
統

・
機
器

を
含
む
。
 

 ③
 以

下
の
条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て
も
維

持
で
き

る
よ
う

、
常
設
重
大

事
故
等
対

処
設
備

と
し
て

中
央
制

御
室

非
常
用

循
環
系

1
系
統

以
上
が
動
作

可
能
で
あ

る
こ
と

及
び
可

搬
型
照
明
(
S
A
)等

の
器

材
の
所

要
数
が

使
用

可
能

で
あ
る

こ
と
を

運
転
上

の
制
限
と
す

る
。
 

な
お

、
中
央

制
御
室
は

1
号

炉
及
び

2
号

炉
共
用
で

1
つ
で

あ
り
、

上
記
の
運
転

上
の
制
限

は
中
央

制
御
室
あ

た
り

の
要
求

で
あ
る
。
 

 ・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能
力
審

査
基
準
）

第
五
十

九
条
（

１
．
１
６
）
 

「
運

転
員
が

原
子
炉

制
御
室

に
と
ど
ま
る

た
め
の
設

備
(の

居
住

性
に
関

す
る
手

順
等
)」

と
し

て
、
重

大
事

故
が

発
生
し

た
場
合

に
お
い

て
も
運
転
員

が
と
ど
ま

る
た
め

に
必
要

な
設
備
を
設

置
す
る
（

手
順
等

を
定
め

る
）

こ
と
。
 

 

④
 中

央
制
御
室

非
常
用

循
環
系

等
は
、

重
大
事
故

が
発
生

し
た
場

合
に
運
転
員

が
中
央
制

御
室
に

と
ど
ま

っ
て
必

要
な

対
応
操

作
を
す

る
た
め

に
必
要
な
設

備
で
あ
り

、
原
子

炉
格
納

容
器
内
に
燃

料
が
装
荷

さ
れ
て

い
る
期

間
及

び
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃

料
体
が
貯
蔵

さ
れ
て
い

る
期
間

を
機
能

維
持
期
間
と

し
て
適
用

す
る
必

要
が
あ

る
こ

と
か

ら
、
適

用
モ
ー

ド
は
「

モ
ー
ド
１
、

２
、
３
、

４
、
５

、
６
お

よ
び
使
用
済

燃
料
ピ
ッ

ト
で
の

照
射
済

燃
料

体
を

貯
蔵
し

て
い
る

期
間
」

と
す
る
。（

保
安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
４
．

３
．（

１
）
）
 

 ⑤
 ②

に
含
ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 中

央
制
御
室

非
常
用

循
環
系

等
は
、

常
設
重
大

事
故
等

対
処
設

備
又
は
原
子

炉
建
屋
内

に
配
備

さ
れ
た

可
搬
型

重
大

事
故
等

対
処
設

備
で
あ

る
こ
と
か
ら

１
Ｎ
要
求

設
備
で

あ
り
、

ま
た
、
中
央

制
御
室
非

常
用
循
環
系

1
系
統

で
被

ば
く
評

価
の
基

準
要
求

を
満
足
す
る

よ
う
に
設

計
し
て

い
る
こ

と
か
ら
、
中

央
制
御
室

非
常
用

循
環
系

を
構

成
す

る
フ
ァ

ン
、
フ

ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
の

運
転
上
の

制
限
の

所
要
数

を
１
台
(基

)と
す

る
。
 

可
搬

型
照
明

（
S
A）

は
、
中

央
制
御
室
に

お
け
る
運

転
操
作

に
必
要

と
な
る

8
個
(4

個
/炉

×
2
)と

チ
ェ
ン
ジ

ン
グ

エ
リ
ア
用

3
個

（
1
号
炉
及
び

2
号

炉
共
用
）

を
合
わ

せ
、
運

転
上
の
制
限

の
所
要
数
を

11
個
と

す
る
。
 

酸
素

濃
度
計

及
び
二

酸
化
炭

素
濃
度
計
は

、
中
央
制

御
室
内

の
居
住

性
の
確
保
の

観
点
か
ら

1
号
炉
及
び

2
号

炉
共

用
で
各

1
個
を

運
転
上

の
制
限
の
所

要
数
と
す
る
。
（
添
付

－
２
）
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

  
記

載
内
容

の
説
明

  
(
2
)
 確

認
事

項
 
⑦
 

項
 

 
 
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

中
央

制
御
室

非
常
用

循
環

フ
ァ
ン
 

制
御

建
屋
送

気
フ
ァ
ン
 

制
御

建
屋
循

環
フ
ァ
ン
 

フ
ァ

ン
を

起
動
し

、
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す
る
。
 

定
期

事
業

者
検

査
時
 

発
電

室
長
 

中
央

制
御

室
あ
た

り
１

台
以

上
の

フ
ァ

ン
を

起
動

し
、

動
作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
※

６
。
 

１
ヶ

月
に
１
回
 

当
直

課
長
 

中
央

制
御
室

非
常
用

循
環

フ
ィ

ル
タ
ユ

ニ
ッ
ト
 

フ
ィ

ル
タ

の
よ
う

素
除

去
効

率
（

総
合

除
去

効
率

）
が
 
9
5 

% 
以

上
で
あ
る

こ
と
を

確
認

す
る
。
 

定
期

事
業

者
検

査
時
 

原
子
炉
 

保
修

課
長
 

可
搬

型
照
明
(Ｓ

Ａ
) 

可
搬

型
照
明

(
Ｓ

Ａ
)
が

使
用

可
能

で
あ
る

こ

と
を

確
認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

電
気

保
修

課
長
 

酸
素

濃
度
計
 

酸
素

濃
度

計
が
使

用
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

二
酸

化
炭
素

濃
度
計
 

二
酸

化
炭

素
濃
度

計
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

※
６

：
運
転

中
の
フ

ァ
ン
に

つ
い
て
は
、

運
転
状
態

に
よ
り

確
認
す

る
。
 

 

⑦
 適

用
モ
ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す
る
。
（
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
４

．
２
）
 

ａ
．

性
能
確

認
（
機

能
性
能

が
満
足
し
て

い
る
こ
と

を
確
認

す
る
）
 

定
期

事
業
者

検
査
時

の
確
認

事
項
は
、
制

御
建
屋
送

気
フ
ァ

ン
、
制

御
建
屋
循
環

フ
ァ
ン
、

中
央
制

御
室
非

常
用

循
環
フ

ァ
ン
及

び
中
央

制
御
室
非
常

用
循
環
フ

ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
に
つ
い
て

は
、
保
安

規
定
第

70
条
（
中

央
制

御
室
非

常
用
循

環
系
）

に
設
定
さ
れ

て
い
る
の

で
、
そ

れ
を
準

用
し
た
対
応

と
す
る
。
 

ｂ
．

動
作
確

認
（
定

期
的
に

動
作
可
能
で

あ
る
こ
と

を
確
認

す
る
）
 

通
常

運
転
中

の
確
認

事
項
は

、
制
御
建
屋

送
気
フ
ァ

ン
、
制

御
建
屋

循
環
フ
ァ
ン

及
び
中
央

制
御
室

非
常
用

循
環

フ
ァ
ン

に
つ
い

て
は
、

保
安
規
定
第

70
条

（
中
央

制
御
室

非
常
用

循
環
系

）
に
設
定

さ
れ
て

い
る
の

で
、

そ
れ

を
準
用

し
た
対

応
と
す

る
。
 

可
搬

型
照
明

（
S
A）
、
酸

素
濃
度

計
及
び

二
酸
化
炭

素
濃
度

計
に
つ

い
て
は
、
可

搬
型
重
大

事
故
等

対
処
設
備

で
あ

る
こ
と

か
ら
「

保
安
規

定
変
更
に
係

る
基
本
方

針
」
の

可
搬
型

重
大
事
故
等

対
処
設
備

の
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン

ス
頻

度
の
考

え
方
に

基
づ
き

3
ヶ
月
に

1
回

、
照
明
の

点
灯
状

態
、
濃

度
計
の
指

示
値
に
よ

り
使
用

可
能
で
あ

る
こ

と
を
確

認
す
る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

  
記

載
内
容

の
説
明

  
(
3
)
 要

求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 
⑨
 

完
了
時
間

 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 

中
央

制
御

室
非

常

用
循

環
系

の
全

て

の
系

統
が

動
作

不

能
で
あ
る
場
合
  

A
.
1
 当

直
課

長
は

、
１

台
の

余
熱
除

去
ポ

ン
プ

を
起

動

し
、

動
作
可

能
で
あ
る

こ
と
を

確
認
す
る

※
７
と

と
も

に
、

そ
の
他

の
設
備

※
８
が

動
作
可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2
 当

直
課
長

は
、

当
該
系

統
を
動

作
可
能

な
状

態
に

復

旧
す
る
。
 

４
時
間
 

    ７
２
時
間
 

B
. 

使
用

可
能

な
可

搬

型
照

明
(
Ｓ

Ａ
)
､
酸

素
濃

度
計

ま
た

は

二
酸

化
炭

素
濃

度

計
が

所
要

数
を

満

足
し

て
い

な
い

場

合
 

B
.
1
 電

気
保
修

課
長

お
よ
び

放
射
線

管
理
課

長
は

、
使

用

可
能

な
可

搬
型
照

明
（

Ｓ
Ａ

)
､
酸
素

濃
度
計

ま
た
は

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
の
所
要
数
を
満
足
さ
せ

る
。
 

ま
た
は
 

B
.
2
 電

気
保
修

課
長

お
よ
び

放
射
線

管
理
課

長
は

、
代

替

措
置

※
９
を

検
討
し

、
原
子
炉

主
任
技

術
者
の

確
認
を

得
て
実
施
す
る
。
 

１
０
日
 

   １
０
日
 

C
. 

条
件

Ａ
ま

た
は

Ｂ

の
措

置
を

完
了

時

間
内

に
達

成
で

き

な
い
場
合
  

C
.
1
 当

直
課
長
は
、
モ
－
ド
３
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C
.
2
 当

直
課
長
は
、
モ
－
ド
５
に
す
る
。
 

１
２
時
間
 

 ５
６
時
間
 

モ
ー
ド

５
、
６
お

よ
び
使
用

済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃

料
体
を
貯

蔵
し
て
い

る
期
間
 

A
. 

中
央

制
御

室
非

常

用
循

環
系

の
全

て

の
系

統
が

動
作

不

能
で
あ
る
場
合
 

A
.
1
 当

直
課
長

は
、

当
該
設

備
を
動

作
可
能

な
状

態
に

復

旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2
 当

直
課
長

は
、

１
次
冷

却
系
の

水
抜
き

を
行

っ
て

い

る
場
合
は
、
水
抜
き
を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3
 当

直
課
長

は
、

モ
ー
ド

５
（
１

次
冷
却

系
非

満
水

）

ま
た

は
モ

ー
ド

６
（

キ
ャ

ビ
テ

ィ
低

水
位

）
の

場

合
、

１
次

系
保

有
水

を
回

復
す

る
措

置
を

開
始

す

る
。
 

速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

  速
や
か
に
 

B
. 

使
用

可
能

な
可

搬

型
照

明
（

Ｓ

Ａ
）

、
酸

素
濃

度

計
ま

た
は

二
酸

化

炭
素

濃
度

計
が

所

要
数

を
満

足
し

て

い
な
い
場
合
 

B
.
1
 電

気
保
修

課
長

お
よ
び

放
射
線

管
理
課

長
は

、
使

用

可
能

な
可

搬
型
照

明
(Ｓ

Ａ
)
、

酸
素

濃
度
計

ま
た
は

二
酸

化
炭

素
濃

度
計
の

所
要
数

を
満
足

さ
せ

る
措

置

を
開
始
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.
2
 電

気
保
修

課
長

お
よ
び

放
射
線

管
理
課

長
は

、
代

替

措
置

※
９
を

検
討
し

、
原
子
炉

主
任
技

術
者
の

確
認
を

得
て
実
施
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    速
や
か
に
 

※
７
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
運

転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
８
：
残
り
の
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
１
台
を
い

い
、
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
９
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

⑧
 運

転
上
の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条
件
を

記
載
 

中
央

制
御
室

非
常
用

循
環
系

等
は
、
１
Ｎ

要
求
設
備

で
あ
る

た
め
、

動
作
可
能
な

系
統
数
が

１
Ｎ
未

満
と
な

っ
た

場
合
又

は
使
用

可
能
な

個
数
が
所
要

数
未
満
と

な
っ
た

場
合
を

条
件
と
し
て

設
定
す
る
。（

保
安
規

定
変

更
に

係
る
基

本
方
針

４
．
３

（
１
）
）
 

 

⑨
 要

求
さ
れ
る

措
置
に

つ
い
て

記
載
す

る
。（

保
安
規

定
変
更

に
係
る

基
本
方

針
４
．
３
．（

２
）
、（

３
）
）
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1
 重

大
事

故
等
対

処
設
備

が
動
作
不
能

と
な
っ
た

場
合
は

、
対
応

す
る
設
計
基

準
事
故
対

処
設
備

が
動
作

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
こ

と
が
基
本
的

な
考
え
方

で
あ
る

が
、
中

央
制
御
室
非

常
用
循
環

系
は
防

止
・
緩
和

設
備

の
た
め

、
設
計

基
準
事

故
対
処
設
備

に
該
当
す

る
も
の

が
な
い

。
こ
の
た
め

、
中
央
制

御
室
非

常
用
循
環

系
に

期
待
す

る
機
能

で
あ
る

「
重
大
事
故

が
発
生
し

た
場
合

に
運
転

員
が
中
央
制

御
室
に
と

ど
ま
っ

て
必
要
な

対
応

操
作
を

す
る
」

こ
と
の

前
段
階
で
あ

る
炉
心
損

傷
防
止

の
観
点

で
最
も
実
効

的
な
設
計

基
準
事

故
対
処
設

備
を

確
認
対

象
と
し

て
選
定

す
る
こ
と
と

し
、
具
体

的
に
は

余
熱
除

去
ポ
ン
プ
が

動
作
可
能

で
あ
る

こ
と
を
確

認
す

る
。
完

了
時
間

は
「
4
時

間
」
と
す

る
。
 

A
.
2
 当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。

完
了
時

間
は
設

計
基
準
事
故

対
処
設
備

が
動
作

可
能
で

あ
る

こ
と

を
確
認

し
た
場
合
の

A
OT

上
限
で
あ

る
「
72

時
間
」

と
す
る
。
 

B
.1

可
搬
型
照

明
(
S
A)
､酸

素
濃
度

計
又
は

二
酸
化
炭

素
濃
度

計
に
つ

い
て
所
要
数

を
満
足
さ

せ
る
。

完
了
時

間
は
、

緊
急

時
対
策

所
に
係

る
そ
の

他
設
備
と
同

様
、「

事
故
時

監
視
計

器
」
の

１
つ
の

機
能
が
動

作
不
能

と
な
っ

た
場

合
の

復
旧
の

た
め
に

認
め
ら

れ
て
い
る
完

了
時
間
で

あ
る
「
10

日
」
を
準

用
し
、
「
10

日
」
と

す
る
。
 

B
.2

可
搬
型
照

明
(
S
A)
､酸

素
濃
度

計
又
は

二
酸
化
炭

素
濃
度

計
の
機

能
を
補
完
す

る
代
替
措

置
を
検

討
し
、

原
子
炉

主
任

技
術
者

の
確
認

を
得
て

実
施
す
る
。

完
了
時
間

は
、
緊

急
時
対

策
所
に
係
る

そ
の
他
設

備
と
同
様
、
「
事
故

時
監

視
計
器

」
の
１

つ
の
機

能
が
動
作
不

能
と
な
っ

た
場
合

の
代
替

監
視
手
段
を

確
保
す
る

た
め
に

認
め
ら

れ
て

い
る

完
了
時

間
で
あ

る
「
10

日
」

を
準
用

し
、「

10
日

」
と
す

る
。
 

C
1
,C
2
 既

保
安
規
定

と
同
様

な
設
定
と
し

て
い
る
。
 

 【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る
期
間
】
 

A
.
1
 当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開
始
す

る
。
 

A
.
2
 当

該
系

統
が
動

作
不
能

で
あ
る
状
態

で
、
ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う
こ
と

は
安
全
側

の
措
置

と
は
い

え
な
い

 

こ
と

か
ら
、

水
抜
き

中
の
場

合
は
“
速
や

か
に
”
水

抜
き
を

中
止
し

、
ミ
ッ
ド
ル

ー
プ
運
転

を
避
け

る
措
置

を
行

 

う
。
 

A
.
3
 既

に
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ
運

転
中
の
場
合

は
、
ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け
る
た

め
１
次
系

の
保
有

水
を
回

復
す
る

 

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

B
.
1
 当

該
設

備
の
所

要
数
を

満
足
さ
せ
る

措
置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す
る
。
 

B
.
2
 当

該
設

備
の
機

能
を
補

完
す
る
代
替

措
置
を
検

討
し
、

原
子
炉

主
任
技
術
者

の
確
認
を

得
て
実

施
す
る

措
置
を

“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

 

990



 

b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

(3) 設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数､必要容量､設備仕様） 

(2) 高浜発電所１号炉および２号炉 原子炉制御室の居住性に係る 

被ばく評価補足説明資料 

 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類

等」参照 
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表 85－17 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

第1.16.1図 中央制御室換気設備の概略系統図（１／３） 
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表 85－17 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

第1.16.1図 中央制御室換気設備の概略系統図（２／３） 
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表 85－17 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

第1.16.1図 中央制御室換気設備の概略系統図（３／３） 
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表 85－17 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

  

第
1
.
1
6
.
5
 
図

 
ア

ニ
ュ

ラ
ス

空
気

再
循

環
設

備
の

運
転

 
概

略
系

統
（

１
号

炉
）

 

（
全

交
流

動
力

電
源

又
は

常
設

直
流

電
源

喪
失

）
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表 85－17 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

  

第
1
.
1
6
.
5
 
図

 
ア

ニ
ュ

ラ
ス

空
気

再
循

環
設

備
の

運
転

 
概

略
系

統
（

2
号

炉
）

 

（
全

交
流

動
力

電
源

又
は

常
設

直
流

電
源

喪
失

）
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表 85－17 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図）（１・２号炉） 

 

 

 

 

 

第1.16.6図 アニュラス空気再循環設備の運転 タイムチャート 

（全交流動力電源又は常設直流電源喪失） 
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表 85－17 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

6.10 制御室 

6.10.2 重大事故等時 

6.10.2.2 設計方針 

6.10.2.2.4 容量等 

基本方針については、「1.1.8.2 容量等」に示す。 

重大事故等時において中央制御室の居住性を確保するための設

備として使用する中央制御室非常用循環ファン、制御建屋送気フ

ァン、制御建屋循環ファン、中央制御室非常用循環フィルタユニ

ット、制御建屋冷暖房ユニット及び制御建屋空調ユニットは、重

大事故等時に運転員の内部被ばくを防止するために必要な浄化機

能に対して、設計基準事故対処設備としてのフィルタユニットが

持つ浄化能力を使用することにより達成できることを確認した上

で、同仕様で設計する。 

酸素濃度計及び二酸化炭素濃度計は、中央制御室内の居住環境

の基準値の範囲を測定できるものを１号炉及び２号炉共用で 1 個使

用する。保有数は、故障時及び保守点検のバックアップ用の 2 個

（１号及び２号炉共用）を含めて合計 3 個（１号及び２号炉共用）

を分散して保管する設計とする。 

可搬型照明（ＳＡ）は、重大事故等時に中央制御室の運転コン

ソール及びＳＡ監視操作盤での操作に必要な照度を有するものを

１号炉及び２号炉共用で 8 個、重大事故等時に身体サーベイ及び作

業服の着替え等に必要な照度を有するものを１号炉及び２号炉共

用で 3 個使用する。保有数は、保守点検内容は目視点検等であり、

保守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、

故障時のバックアップ用として 1 個（１号及び２号炉共用）を含め

て合計 12 個（１号及び２号炉共用）を分散して保管する設計とす

る。 

炉心の著しい損傷により発生した放射性物質が、原子炉格納容

器外に漏えいした場合において、放射性物質の濃度を低減するた

めに使用するアニュラス循環排気ファンは、設計基準事故対処設

所要数、必要容量、設備仕様 

関連箇所を赤枠又は下線にて示す。 
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表 85－17 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

備のアニュラス空気再循環設備と兼用しており、原子炉格納容器

から漏えいする空気中の放射性物質の濃度を低減するために必要

な容量に対して十分であるため、設計基準事故対処設備と同仕様

で設計する。アニュラス循環排気フィルタユニットは、設計基準

事故対処設備としてのフィルタ性能が、原子炉格納容器から漏え

いする空気中の放射性物質の濃度を低減するために必要な容量に

対して十分であるため、設計基準事故対処設備と同仕様で設計す

る。 

窒素ボンベ（アニュラス排気弁等作動用）は、供給先のアニュ

ラス排気弁等が空気作動式であるため、弁全開に必要な圧力を設

定圧力とし、配管分の加圧、弁作動回数、リークしないことを考

慮した容量に対して十分な容量を有したものを 1 セット 1 本使用す

る。保有数は、1 セット 1 本、機能要求の無い時期に保守点検可能

であるため、保守点検用は考慮せずに、故障時のバックアップ用

として 1 本の合計 2 本を保管する設計とする。 
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表 85－17 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

第 6.10.2.1 表 中央制御室（重大事故等時）（常設）の設備仕様 

 

(1) 中央制御室遮蔽（１号及び２号炉共用） 一式 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・遮蔽設備 

 

(2) 中央制御室非常用循環ファン（１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・換気設備 

台   数     4 

 

(3) 制御建屋送気ファン（１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・換気設備 

台   数     2 

 

(4) 制御建屋循環ファン（１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・換気設備 

台   数     2 
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表 85－17 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

(5) 中央制御室非常用循環フィルタユニット（１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・換気設備 

 

型     式   

（ Ａ 号 機 ）粗フィルタ、微粒子フィルタ及びよう素 

フィルタ内蔵型 

（ Ｂ 号 機 ）微粒子フィルタ及びよう素フィルタ内蔵型 

基     数  2 

 

(6)制御建屋冷暖房ユニット（１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・換気設備 

型     式  粗フィルタ、蒸気加熱コイル及び冷却 

コイル内蔵型 

基     数  2 

 

(7) 制御建屋空調ユニット（１号及び２号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・換気設備 

型     式  粗フィルタ及び冷却コイル内蔵型 

基     数  1 
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表 85－17 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

(8) アニュラス循環排気ファン 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・アニュラス空気再循環設備 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

台 数 2 

容 量 約 113m3/min（1 台当たり） 

 

(9) アニュラス循環排気フィルタユニット 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・アニュラス空気再循環設備 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

型 式 粗フィルタ、微粒子フィルタ及び 

よう素フィルタ内蔵型 

基 数 2 

容 量 約 113m3/min（1 基当たり） 

チャコール層厚さ 約 50mm 

よう素除去効率 95％以上 

粒 子 除 去 効 率 99％以上（0.7μm 粒子） 

 

(10) 格納容器排気筒 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・原子炉格納容器換気及びその他の設備 

・アニュラス空気再循環設備 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個 数 1 

地 上 高 さ 約 85m 
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表 85－17 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

第 6.10.2.2 表 中央制御室（重大事故等時）（可搬型）の設備仕様 

 

(1) 可搬型照明（ＳＡ）（１号及び２号炉共用） 

個     数  11（予備 1） 

 

(2) 酸素濃度計（１号及び２号炉共用） 

測 定 範 囲  0～25% 

個     数  1（予備 2） 

 

(3) 二酸化炭素濃度計（１号及び２号炉共用） 

測 定 範 囲  0～1% 

個     数  1（予備 2） 

 

(4) 窒素ボンベ（アニュラス排気弁等作動用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・中央制御室 

・アニュラス空気再循環設備 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

種 類 鋼製容器 

本 数 1（予備 1） 

容 量 約 7Nm3（1 本当たり） 

最 高 使 用 圧 力 14.7MPa[gage] 

供 給 圧 力 約 0.25MPa[gage]（供給後圧力） 
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表 85－17 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

6.10 制御室 

6.10.2 重大事故等時 

6.10.2.1 概要 

１号炉の「6.10.2.1 概要」の変更に同じ。 

 

6.10.2.2 設計方針 

１号炉の「6.10.2.2 設計方針」の変更に同じ。ただし、共用設備

は除く。 

 

6.10.2.3 主要設備及び仕様 

１号炉の「6.10.2.3 主要設備及び仕様」の変更に同じ。ただし、

共用設備は除く。 

 

6.10.2.4 試験検査 

１号炉の「6.10.2.4 試験検査」の変更に同じ。 
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（２）－２－17 保安規定第 85条 表 85-18「監視測定装置」運転上の制限等について 

 

a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 

b 添付資料  

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数、必要容量、設備仕様） 

(2) 設置変更許可申請書 まとめ資料 ＳＡ４３条（所要数） 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類

等」参照 
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a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 
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保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

表８５－１８ 監視測定装置 

 

８５－１８－１ 監視測定装置 ① 

機 能 設 備② 
所要数※１

③ 

適用モード 

④ 

所要数を満足できない場合の措置※２ 確認事項⑤ 

条 件⑥ 措 置⑦ 完了時間⑧ 項 目 頻 度 担 当 

放射性物質

の濃度およ

び放射線量

の測定 

可搬式モニタリングポスト ８個 モード１、２、

３、４、５、６

および使用済燃

料ピットに燃料

体を貯蔵してい

る期間 

A.動作可能な設備

が所要数を満足

していない場合 

A.1 放射線管理課長は、当該設備

を動作可能な状態に復旧する

措置を開始する。 

および 

A.2 放射線管理課長は、代替措置
※３を検討し、原子炉主任技術

者の確認を得て実施する措置

を開始する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

可搬式モニタリング 

ポストの機能の確認を行う。 

１年に１回 放射線管理課長 

可搬式モニタリングポストが動作

可能であることを確認する。 

３ヶ月に１

回 

放射線管理課長 

電離箱サ－ベイメ－タ ２個 電離箱サ－ベイメ－タの機能の確

認を行う。 

１年に１回 放射線管理課長 

電離箱サ－ベイメ－タが動作可能

であることを確認する。 

３ヶ月に１

回 

放射線管理課長 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置 

可搬式ダストサンプラ ２個 可搬型放射線計測装置の機能の確

認を行う。 

１年に１回 放射線管理課長 

ＧＭ汚染サ－ベイメ－タ ２個 

ＮａＩシンチレ－ション

サ－ベイメ－タ 

２個 可搬型放射線計測装置が動作可能

であることを確認する。 

３ヶ月に１

回 

放射線管理課長 

 

ＺｎＳシンチレ－ション

サ－ベイメ－タ 

１個 

β線サ－ベイメ－タ １個 

小型船舶 １台 小型船舶が使用可能であることを

確認する。 

３ヶ月に１

回 

放射線管理課長 

 

項 目 設 備② 
所要数※１

③ 

適用モード 

④ 

所要数を満足できない場合の措置※２ 確認事項⑤ 

条 件⑥ 措 置⑦ 完了時間⑧ 項 目 頻 度 担 当 

風向、風速

その他の気

象条件の測

定 

可搬型気象観測装置 １個 モ－ド１、２、

３、４、５、６

および使用済燃

料ピットに燃料

体を貯蔵してい

る期間 

A.動作可能な設備

が所要数を満足

していない場合 

A.1 計装保修課長は、当該設備を

動作可能な状態に復旧する措

置を開始する。 

および 

A.2 計装保修課長は、代替措置※３

を検討し、原子炉主任技術者

の確認を得て実施する措置を

開始する。 

速やかに 

 

 

 

速やかに 

可搬型気象観測装置の機能の確認

を行う。 

１年に１回 計装保修課長 

可搬型気象観測装置が動作可能で

あることを確認する。 

３ヶ月に１

回 

計装保修課長 

電源確保 空冷式非常用発電装置 「８５－１５－１ 空冷式非常用発電装置からの給電（１号炉および２号炉）」および「８５－１５－１の２ 空冷式非常用発電装置からの給電（３号炉お

よび４号炉）」において運転上の制限を定める。 

燃料油貯油そう 「８５－１５－７ 燃料油貯油そう、空冷式非常用発電装置用給油ポンプおよびタンクローリーによる燃料補給設備（１号炉および２号炉）」および「８５

－１５－７の２ 燃料油貯油そう、タンクローリーによる燃料補給設備（３号炉および４号炉）」において運転上の制限を定める。 タンクローリー※４ 

空冷式非常用発電装置用給油

ポンプ※５ 

「８５－１５－７ 燃料油貯油そう、空冷式非常用発電装置用給油ポンプおよびタンクローリーによる燃料補給設備（１号炉および２号炉）」において運転

上の制限を定める。 

※１：１号炉、２号炉、３号炉および４号炉の合計所有数。 

※２：設備毎に個別の条件が適用される。 

※３：代替品の補充等。 

※４：１号炉、２号炉、３号炉および４号炉の空冷式非常用発電装置の燃料補給に使用する。 

※５：１号炉および２号炉の空冷式非常用発電装置の燃料補給に使用する。 

記
載
内
容
の
説
明 

① 設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第六十条（１．１７）が該当する。（添付－１） 

 

② 運転上の制限の対象となる設備（添付－１） 

 

③ 以下の条文要求が運転段階でも維持できるよう、監視測定設備の所要数が動作可能であることを運転上の制限とする。 

 

・設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第六十条（１．１７） 

「監視測定設備(手順等) 」として、重大事故等が発生した場合に発電所及びその周辺（周辺海域を含む）において、発電用

原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量を監視し、及び測定し、並びにその結果を記録できる設備を設け

る（手順等を定める）こと。 

 

④ 監視測定設備は、重大事故等が発生した場合に発電所及びその周辺において、発電所から放出される放射性物質の濃度及び

放射線量等の監視・測定・記録に必要な設備であり、原子炉格納容器内に燃料が装荷されている期間及び使用済燃料ピット

に燃料が貯蔵されている期間を機能維持期間として適用する必要があることから、適用モードは「モード１、２、３、４、

５、６および使用済燃料ピットに燃料体を貯蔵している期間」とする。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（１）） 

 

⑤ 適用モード期間の確認事項を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．２） 

ａ．性能確認（機能性能が満足していることを確認する。） 

「保安規定変更に係る基本方針」の可搬型重大事故等対処設備のサーベイランス頻度の考え方に基づき 1年に 1回、機能検

査を実施する。 

ｂ．動作確認（動作可能であることを定期的に確認する。） 

「保安規定変更に係る基本方針」の可搬型重大事故等対処設備のサーベイランス頻度の考え方に基づき 3ヶ月に 1回、電源

を入れ指示値に異常がないこと等の確認により動作可能であることを確認する。 

 

⑥ 運転上の制限を満足しない場合の条件を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（２）） 

監視測定設備は、１Ｎ要求設備であるため、動作可能な設備が所要数未満になった場合を条件として記載する。（添付－２） 

 

⑦⑧ 要求される措置を記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（２）、（３）） 

A.1 当該設備を動作可能な状態に復旧する措置を“速やかに”開始する。保安規定第 115 条（放射線計測器類の管理）におい

て、放射線計測器類については「故障等により使用不能となった場合は、修理または代替品を補充する。」としていることか

ら、この考え方を準用し時間制限を設けず“速やかに”動作可能な状態に復旧することとする。 

 

A.2 当該設備の機能を補完する代替措置を検討し、原子炉主任技術者の確認を得て実施する措置を“速やかに”開始する。完了

時間は、放射線計測器類については「故障等により使用不能となった場合は、修理または代替品を補充する。」としているこ

とから、この考え方を準用し時間制限を設けず“速やかに”代替措置を原子炉主任技術者の確認を得て実施することとする。 
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b 添付資料  

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数、必要容量、設備仕様） 

(2) 設置変更許可申請書 まとめ資料 ＳＡ４３条（所要数） 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類

等」参照 
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表 85－18 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

8.1 放射線管理設備 

8.1.2 重大事故等時 

8.1.2.2 設計方針 

8.1.2.2.3 容量等 

基本方針については、「1.1.8.2 容量等」に示す。 

原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量を測定

する可搬式モニタリングポスト、可搬型放射線計測装置及び電離箱

サーベイメータは、「発電用軽水型原子炉施設における事故時の放射

線計測に関する審査指針」に定める測定上限値を満足する設計とす

る。 

可搬型気象観測装置は、「発電用原子炉施設の安全解析に関する気

象指針」に定める通常観測の観測項目を測定できる設計とする。 

可搬式モニタリングポストは、１号炉、２号炉、３号炉及び４号

炉共用で8個（モニタステーション及びモニタポストを代替し得る原

子力災害対策特別措置法第 10条及び第 15条に定められた事象の判断

に必要な十分な個数としての 6 個を含み、原子炉格納施設を囲む 8 方

位における放射線量の測定が可能な個数）、保守点検内容は目視点検

等であり、保守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮

せずに、故障時のバックアップ用として 1 個の合計 9 個（１号、２

号、３号及び４号炉共用）を保管する設計とする。 

可搬型放射線計測装置（可搬式ダストサンプラ、ＮａＩシンチレ

ーションサーベイメータ、ＧＭ汚染サーベイメータ）は、移動式放

射能測定装置（モニタ車）の代替測定並びに発電所及びその周辺

（発電所の周辺海域を含む。）において原子炉施設から放出される放

射性物質の濃度を測定し得る十分な個数として１号炉、２号炉、３

号炉及び４号炉共用で各2個、保守点検内容は目視点検等であり、保

守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、故障

時のバックアップ用として各 1 個の合計各 3 個（１号、２号、３号及

び４号炉共用）を保管する設計とする。 

所要数、必要容量、設備仕様 

関連箇所を赤枠又は下線にて示す。 
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表 85－18 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

可搬型放射線計測装置（ＺｎＳシンチレーションサーベイメータ、

β線サーベイメータ）は、発電所及びその周辺（発電所の周辺海域

を含む。）において原子炉施設から放出される放射性物質の濃度を測

定し得る十分な個数として１号炉、２号炉、３号炉及び４号炉共用

で各1個、保守点検内容は目視点検等であり、保守点検中でも使用可

能であるため、保守点検用は考慮せずに、故障時のバックアップ用

として各 1 個の合計各 2 個（１号、２号、３号及び４号炉共用）を保

管する設計とする。 

電離箱サーベイメータは、発電所及びその周辺（発電所の周辺海

域を含む。）において放射線量を測定し得る十分な個数として１号炉、

２号炉、３号炉及び４号炉共用で2個、保守点検内容は目視点検等で

あり、保守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せず

に、故障時のバックアップ用として 1 個の合計 3 個（１号、２号、３

号及び４号炉共用）を保管する設計とする。 

小型船舶は、発電所の周辺海域において、原子炉施設から放出さ

れる放射性物質の濃度及び放射線量の測定を行うために必要な台数

として１号炉、２号炉、３号炉及び４号炉共用で1台、保守点検内容

は目視点検等であり、保守点検中でも使用可能であるため、保守点

検用は考慮せずに、故障時のバックアップ用として 1 台の合計 2 台

（１号、２号、３号及び４号炉共用）を保管する設計とする。また、

小型船舶は、発電所の周辺海域において、原子炉施設から放出され

る放射性物質の濃度及び放射線量の測定を行うために必要な測定装

置及び要員を積載できる設計とする。 

可搬型気象観測装置は、気象観測設備が機能喪失しても代替し得

る個数として１号炉、２号炉、３号炉及び４号炉共用で1個、保守点

検内容は目視点検等であり、保守点検中でも使用可能であるため、

保守点検用は考慮せずに、故障時のバックアップ用として1個の合計

2 個（１号、２号、３号及び４号炉共用）を保管する設計とする。 

可搬式モニタリングポスト、可搬型放射線計測装置（可搬式ダス

トサンプラ、ＮａＩシンチレーションサーベイメータ、ＧＭ汚染サ
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表 85－18 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

ーベイメータ、ＺｎＳシンチレーションサーベイメータ、β線サー

ベイメータ）、電離箱サーベイメータ及び可搬型気象観測装置の電源

は、充電池又は乾電池を使用し、予備品と交換することで、重大事

故等時の必要な期間測定できる設計とする。 

可搬式使用済燃料ピット区域周辺エリアモニタは、1 セット 2 個使

用する。保有数は 1 セット 2 個、保守点検内容は目視点検等であり、

保守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに故障

時のバックアップ用として 1 個（１号及び２号炉共用）の合計 3 個を

保管する設計とする。 

格納容器内高レンジエリアモニタ（低レンジ）及び格納容器内高

レンジエリアモニタ（高レンジ）は、設計基準を超える状態におい

て原子炉施設の状態を推定するための計測範囲を有する設計とする。 
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表 85－18 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

第 8.1.2.2 表 放射線管理設備（重大事故等時）（可搬型）の設備仕様 

 

(1) 可搬式モニタリングポスト（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

種 類 NaI（Tl）シンチレーション式検出器、半

導体式検出器 

計 測 範 囲 B.G.～100mGy/h 

個 数 8（予備 1） 

伝 送 方 法 無線（衛星系回線） 

 

(2) 可搬型放射線計測装置（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

a. 可搬式ダストサンプラ 

個 数 2（予備 1） 

b. NaI シンチレーションサーベイメータ 

種 類 NaI（Tl）シンチレーション式検出器 

計 測 範 囲 B.G.～30μGy/h 
個 数 2（予備 1） 

c. ＧＭ汚染サーベイメータ 

種 類 GM 管式検出器 

計 測 範 囲 0～99.9kmin-1 

個 数 2（予備 1） 

d. ZnS シンチレーションサーベイメータ 

種 類 ZnS（Ag）シンチレーション式検出器 

計 測 範 囲 0～99.9kmin-1 

個 数 1（予備 1） 

e. β線サーベイメータ 

種 類 プラスチックシンチレーション式検出器 

計 測 範 囲 0～300kmin-1 

個 数 1（予備 1） 
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表 85－18 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(3) 電離箱サーベイメータ（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

種 類 電離箱式検出器 

計 測 範 囲 1.0μSv/h～300mSv/h 

個 数 2（予備 1） 

 

(4) 小型船舶（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

台 数 1（予備 1） 

 

(5) 可搬型気象観測装置（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

観 測 項 目 風 向 、 風 速 、 日 射 量 、 放 射 収 支 量 、 

雨量 

個 数 1（予備 1） 

伝 送 方 法 無線 

 

(6) 可搬式使用済燃料ピット区域周辺エリアモニタ 

種 類 半導体式検出器 

計 測 範 囲 0.01～100mSv/h 

個 数 2（１号及び２号炉共用の予備 1） 

 

(7) 緊急時対策所内可搬型エリアモニタ（１号、２号、３号及び４号炉

共用） 

種 類 半導体式検出器 

計 測 範 囲 0.001～99.99mSv/h 

個 数 1（予備 1） 

 

(8) 緊急時対策所外可搬型エリアモニタ（１号、２号、３号及び４号炉

共用） 

種 類 半導体式検出器 

計 測 範 囲 0.001～99.99mSv/h 

個 数 1（予備 1） 
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表 85－18 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

8.1 放射線管理設備 

8.1.2 重大事故等時 

8.1.2.1 概要 

１号炉の「8.1.2.1 概要」の変更に同じ。 

 

 

8.1.2.2 設計方針 

１号炉の「8.1.2.2 設計方針」の変更に同じ。 

 

8.1.2.3 主要設備及び仕様 

１号炉の「8.1.2.3 主要設備及び仕様」の変更に同じ。ただし、共

用設備は除く。 

 

8.1.2.4 試験検査 

１号炉の「8.1.2.4 試験検査」の変更に同じ。 
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（２）－２－18 保安規定第 85条 表 85-19「緊急時対策所」運転上の制限等について 

 

a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 

b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

(3) 設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八(所要数､必要容量､設備仕様) 

(2) 工事計画認可申請書 設定根拠に関する説明書 

(3) 工事計画認可申請書 添付４０ 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類等」

参照 

  

1016



 

a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
 

 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

 
記

載
内
容

の
説
明

 
表

８
５
－
１

９
 
緊

急
時
対

策
所
 

 ８
５

－
１
９

－
１
 
代
替
電

源
設
備
か
ら

の
給
電
 
①
 

 (
1
)
 運

転
上

の
制
限
  

項
 
目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

電
源

車
（
緊

急
時
対

策
所
用
）
 

電
源

車
（
緊

急
時
対

策
所
用

）
２
台
が
動

作
可
能
で

あ
る
こ
と
 

適
用

モ
ー
ド
 
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４

、
５

、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に

燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期
間
 

電
源

車
（
緊

急
時
対

策
所
用
）
 

１
台

×
２

※
１
 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置

※
２
 

※
４
 

燃
料

油
貯
油

そ
う

※
２
 

※
５
 

タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー

※
２
 

※
５
 

空
冷

式
非
常

用
発
電

装
置
用

給
油
ポ
ン
プ

※
３
 

※
５
 

※
１

：
緊
急

時
対
策

所
あ
た

り
の
合
計
所

要
数
。
 

※
２

：
１
号

炉
、
２

号
炉
、

３
号
炉
お
よ

び
４
号
炉

に
つ
い

て
要
求

さ
れ
る
。
 

※
３

：
１
号

炉
お
よ

び
２
号

炉
に
つ
い
て

要
求
さ
れ

る
。
 

※
４

：
１
号

炉
お
よ

び
２
号

炉
に
つ
い
て

は
「
８
５

－
１
５

－
１
 
空
冷
式
非
常

用
発
電
装

置
か
ら

の
給
電

（
１
号

炉
お

よ
び
２

号
炉
）

」
、
３

号
炉
お
よ
び

４
号
炉
に

つ
い
て

は
「
８

５
－
１
５
－

１
の
２
 
空
冷
式

非
常
用

発
電

装
置
か

ら
の
給

電
（
３

号
炉
お
よ
び

４
号
炉
）

」
に
お

い
て
運

転
上
の
制
限

を
定
め
る
。
 

※
５

：
１
号

炉
お
よ

び
２
号

炉
に
つ
い
て

は
「
８
５

－
１
５

－
７
 
燃
料
油
貯
油

そ
う
、
空

冷
式
非

常
用
発

電
装
置

用
給

油
ポ
ン

プ
お
よ

び
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー

に
よ
る
燃

料
補
給

設
備
（

１
号
炉
お
よ

び
２
号
炉

）
」
、

３
号
炉

お
よ

び
４
号

炉
に
つ

い
て
は

「
８
５
－
１

５
－
７
の

２
 
燃

料
油
貯

油
そ
う
、
タ

ン
ク
ロ
ー

リ
ー
に

よ
る
燃

料
補

給
設
備

（
３
号

炉
お
よ

び
４
号
炉
）

」
に
お
い

て
運
転

上
の
制

限
を
定
め
る
。
 

 (
2
)
 確

認
事

項
 
⑦
 

項
 
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

電
源

車
（
緊

急
時
対

策
所

用
）
 

発
電

機
を

起
動

し
、

運
転

状
態

（
電

圧
等

）
に

異

常
が

な
い
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

１
年

に
１
回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

発
電

機
を

起
動

し
、

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

  

①
 設

置
許
可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査
基
準

）
第
六

十
一
条
 （

１
．
１

８
）
が
該

当
す
る
。（

添
付
－

１
）
 

 ②
 運

転
上
の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機
器
（

添
付
－

１
）
 

 ③
 以

下
の
条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て
も
維

持
で
き

る
よ
う

、
可
搬
型
重

大
事
故
対

処
設
備

で
あ
る

電
源
車

（
緊

急
時
対

策
所
用

）
に
よ

る
電
源
系

2
系

統
が
動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
運
転

上
の
制
限

と
す
る
。
 

な
お

、
緊
急

時
対
策
所
は

1
号
炉
、
2
号

炉
、
3
号
炉
及
び

4
号
炉
共
用
で

1
つ

で
あ
り
、

上
記
の

運
転
上

の
制

限
は
緊

急
時
対

策
所
あ

た
り
の
要
求

で
あ
る
。
 

 ・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能
力
審

査
基
準
）

第
六
十

一
条
（

１
．
１
８
）
 

「
緊

急
時
対

策
所
(の

居
住
性
に

関
す
る

手
順

等
)
 」

と
し

て
、
重

大
事
故
等
が

発
生
し
た

場
合
に

お
い
て

も
重

大
事
故

等
に
対

処
す
る

た
め
に
必
要

な
指
示
を

行
う
要

員
が
と

ど
ま
り
、
必

要
な
指
示

を
行
う

と
と
も

に
、

発
電
所

内
外
の

通
信
連

絡
を
す
る
必

要
の
あ
る

場
所
と

通
信
連

絡
す
る
た
め

に
必
要
な

設
備
を

設
置
す
る

（
手

順
等
を

定
め
る

）
こ
と
。［

本
項
は

代
替
交
流

電
源
か

ら
の
給

電
が
対
象
］
 

 

④
 電

源
車
（
緊

急
時
対

策
所
用

）
に
よ

る
電
源
系

は
、
重

大
事
故

が
発
生
し
た

場
合
に
お

い
て
も

重
大
事

故
等
に

対
処

す
る
た

め
に
必

要
な
指

示
を
行
う
要

員
が
と
ど

ま
り
、

必
要
な

指
示
を
行
う

と
と
も
に

、
発
電

所
内
外

の
通

信
連

絡
を
す

る
必
要

の
あ
る

場
所
と
通
信

連
絡
す
る

た
め
に

必
要
な

設
備
で
あ
り

、
原
子
炉

格
納
容

器
内
に

燃
料

が
装

荷
さ
れ

て
い
る

期
間
及

び
使
用
済
燃

料
ピ
ッ
ト

に
燃
料

体
が
貯

蔵
さ
れ
て
い

る
期
間
を

機
能
維

持
期
間

と
し

て
適

用
す
る

必
要
が

あ
る
こ

と
か
ら
、
適

用
モ
ー
ド

は
「
モ

ー
ド
１

、
２
、
３
、

４
、
５
、

６
お
よ

び
使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト
に

燃
料
体

を
貯
蔵

し
て
い
る
期

間
」
と
す
る
。
（
保
安

規
定
変

更
に
係

る
基
本
方

針
４
．
３
．
（
１
）
）
 

 ⑤
 ②

に
含
ま
れ

る
主
な

設
備
 

  ⑥
 電

源
車
（
緊

急
時
対

策
所
用

）
は
、

可
搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備
の
う
ち

可
搬
型
代

替
電
源

設
備
（

原
子
炉

建
屋

の
外
か

ら
電
力

を
供
給

す
る
も
の
）

で
あ
り
２

Ｎ
要
求

設
備
に

該
当
す
る
こ

と
か
ら
、

運
転
上

の
制
限
の

所
要
数
を

2
台

（
1
台

×
2
系
統

）
と
す

る
。（

添
付
－

２
）
 

 ⑦
 適

用
モ
ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す
る
。
（
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
４

．
２
）
 

ａ
．

性
能
確

認
（
機

能
・
性

能
が
満
足
し

て
い
る
こ

と
を
確

認
す
る
）
 

「
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
」
の

可
搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備
の
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン

ス
頻
度

の
考
え

方
に

基
づ
き

1
年
に

1
回
、

電
源
車
（
緊

急
時
対
策

所
用
）

の
性
能

確
認
を
実
施

す
る
。
 

ｂ
．

動
作
確

認
（
動

作
可
能

で
あ
る
こ
と

を
定
期
的

に
確
認

す
る
。
）
  

「
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
」
の

可
搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備
の
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン

ス
頻
度

の
考
え

方
に

基
づ
き

3
ヶ
月
に

1
回

、
発
電
機
を

起
動
す
る

こ
と
に

よ
り
動

作
可
能
で
あ

る
こ
と
を

確
認
す

る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
 

 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

 
記

載
内
容

の
説
明

 
(
3
)
 要

求
さ

れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 
⑨
 

完
了

時
間

 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 

動
作

可
能

な
電

源

車
（

緊
急

時
対

策

所
用

）
が

２
台

未

満
で

あ
る
場
合
 

A
.
1 
電

気
保

修
課

長
は

、
電

源
車

（
緊

急
時

対
策
所

用
）

２
台
を

動
作
可

能
な
状

態
に
復
旧
す

る
。
 

ま
た
は
 

A
.
2
 電

気
保

修
課

長
は

、
代

替
措

置
※

６
を

検
討

し
、
原

子
炉

主
任

技
術

者
の

確
認

を
得

て
実
施

す
る
。
 

３
０
日
 

  ３
０
日
 

B
. 

動
作

可
能

な
電

源

車
（

緊
急

時
対

策

所
用

）
が

１
台

未

満
で

あ
る
場
合
 

B
.
1
 電

気
保

修
課

長
は

、
動

作
不

能
と

な
っ

て
い
る

電
源
車

（
緊

急
時

対
策

所
用

）
の

少
な

く
と
も

１
台

を
動
作

可
能
な

状
態
に

復
旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

B
.
2
 電

気
保

修
課

長
は

、
代

替
措

置
※

６
を

検
討

し
、
原

子
炉

主
任

技
術

者
の

確
認

を
得

て
実
施

す
る
。
 

１
０
日
 

   １
０
日
 

C
. 

条
件

Ａ
ま

た
は

Ｂ

の
措

置
を

完
了

時

間
に

達
成

で
き

な

い
場
合
 

C
.
1
 当

直
課
長
は

、
モ
－

ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

C
.
2
 当

直
課
長
は

、
モ
－

ド
５
に

す
る
。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

モ
ー
ド

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期
間
 

A
. 

動
作

可
能

な
電

源

車
（

緊
急

時
対

策

所
用

）
が

２
台

未

満
で

あ
る
場
合
 

A
.
1
 電

気
保

修
課

長
は

、
電

源
車

（
緊

急
時

対
策
所

用
）
２

台
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る
措

置
を

開
始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2
 電

気
保

修
課

長
は

、
代

替
措

置
※

６
を

検
討

し
、
原

子
炉

主
任

技
術

者
の

確
認

を
得

て
実
施

す
る

措
置
を

開
始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

   速
や

か
に
 

※
６

：
代
替

品
の
補

充
等
。
 

 

⑧
 運

転
上
の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条
件
を

記
載
す

る
。
 

電
源

車
（
緊

急
時
対

策
所
用

）
に
よ
る
電

源
系
は
、

２
Ｎ
要

求
設
備

で
あ
る
た
め

、
動
作
可

能
な
系

統
数
が
２

Ｎ
未

満
（
１

Ｎ
以
上

）
と
な

っ
た
場
合
と

１
Ｎ
未
満

と
な
っ

た
場
合

を
条
件
と
し

て
記
載
す
る
。
（
保
安

規
定
に
変

更
に

係
る
基

本
方
針

４
．
３
．（

１
）
）
 

 ⑨
 要

求
さ
れ
る

措
置
に

つ
い
て

記
載
す

る
。（

保
安
規

定
に
変

更
に
係

る
基
本

方
針
４
．
３
．
（
２
）、
（
３
）
）
 

 
緊

急
時
対
策

所
は
設

計
基
準

事
故
対
処
設

備
と
し
て

は
重
要

度
分
類

指
針
に
お
い

て
「
緊
急

時
対
策

上
重
要
な

も
の

及
び
異

常
状
態

の
把
握

機
能
」
と
し

て
「
M
S
-
3」

に
分

類
し
て

お
り
、
（
従

来
は
、
「
M
S
-
3」

の
L
CO

の
設
定

は
な

い
た
め
、）
「
M
S
-
2」

の
「
異
常
状
態

へ
の
対
応

上
特
に

重
要
な

構
造
物
、
系

統
及
び
機

器
」
に

分
類
さ

れ
て

L
CO

設
定
さ
れ

て
い
る

保
安
規
定
第

34
条

（
計
測
お

よ
び
制

御
設
備

）
の
「
事
故

時
監
視
計

装
」
の

要
求
さ

れ
る

措
置
/
A
OT

を
参

考
に
以
下

に
定
め

る
。
 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1
 当

該
系

統
(電

源
車
)を

動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る

。
完
了

時
間
は
、
保

安
規
定
第

34
条
（
計

測
お
よ
び

制
御

設
備
）

の
「
事

故
時
監

視
計
装
」
の

1
チ
ャ
ン

ネ
ル
が

動
作
不

能
と
な
っ
た

場
合
の
復

旧
の
た

め
に
認
め

ら
れ

て
い
る

完
了
時

間
で
あ

る
「
30

日
」

を
準
用
し
、「

30
日

」
と
す

る
。
 

A
.
2
 当

該
系

統
(電

源
車
)の

機
能
を
補
完

す
る
代
替

措
置
を

検
討
し

、
原
子
炉
主

任
技
術
者

の
確
認

を
得
て

実
施
す

る
。

完
了
時

間
は
、

保
安
規
定
第

34
条

（
計
測
お

よ
び
制

御
設
備

）
の
「
事
故

時
監
視
計

装
」
の

1
チ
ャ

ン
ネ

ル
が

動
作
不

能
と
な

っ
た
場

合
の
復
旧
の

た
め
に
認

め
ら
れ

て
い
る

完
了
時
間
で

あ
る

「
30

日
」

を
準
用

し
、

「
30

日
」

と
す
る
。
 

B
.
1
 当

該
系

統
(電

源
車
)を

動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る

。
完
了

時
間
は
、
保

安
規
定
第

34
条
（
計

測
お
よ
び

制
御

設
備
）

の
「
事

故
時
監

視
計
装
」
の

1
つ
の
機

能
が
動

作
不
能

と
な
っ
た
場

合
の
復
旧

の
た
め

に
認
め
ら

れ
て

い
る
完

了
時
間

で
あ
る

「
10

日
」
を

準
用
し
、
「
10

日
」

と
す
る
。
 

B
.
2
 当

該
系

統
(電

源
車
)の

機
能
を
補
完

す
る
代
替

措
置
を

検
討
し

、
原
子
炉
主

任
技
術
者

の
確
認

を
得
て

実
施
す

る
。

完
了
時

間
は
、

保
安
規
定
第

34
条

（
計
測
お

よ
び
制

御
設
備

）
の
「
事
故

時
監
視
計

装
」
の

1
つ
の

機
能

が
動

作
不
能

と
な
っ

た
場
合

の
代
替
監
視

手
段
を
確

保
す
る

た
め
に

認
め
ら
れ
て

い
る
完
了

時
間
で

あ
る
「
10

日
」

を
準
用
し
、
「
10

日
」
と

す
る
。
 

C
1
,C
2
 既

保
安
規
定

と
同
様

な
設
定
と
し

て
い
る
。
 

 【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る
期
間

】
  

A
.
1
 当

該
系

統
(電

源
車
)を

動
作
可
能
な

状
態
に
復

旧
す
る

措
置
を

“
速
や
か
に

”
開
始
す

る
。
 

A
.
2
 当

該
系

統
(電

源
車
)の

機
能
を
補
完

す
る
代
替

措
置
を

検
討
し

、
原
子
炉
主

任
技
術
者

の
確
認

を
得
て

実
施
す

る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開

始
す
る
。
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載

内
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明
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定

 第
85

条
 
条
文

 
記

載
内
容

の
説
明

 
８

５
－
１
９

－
２
 
居
住
性

の
確
保
 
①
 

 (
1
)
 運

転
上

の
制
限
  

項
 
目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

緊
急

時
対
策

所
空
気

浄
化
系
 

緊
急

時
対

策
所

空
気

供
給
装

置
 

居
住

性
確
保

設
備
 

(
1
) 
緊

急
時
対
策

所
空
気

浄
化
系

１
系
統

※
１
が

動
作
可
能

で
あ
る

こ
と
 

(
2
) 
空

気
供
給
装

置
の
所

要
数
が

使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
 

(
3
) 
酸

素
濃

度
計
お

よ
び
二

酸
化
炭
素

濃
度
計

の
所

要
数
が

動
作
可

能
で
あ
る

こ
と
 

(
4
) 
緊

急
時

対
策

所
内

可
搬

型
エ
リ

ア
モ

ニ
タ
お

よ
び

緊
急
時

対
策

所
外
可

搬

型
エ

リ
ア
モ

ニ
タ
の

所
要
数

が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
 

適
用

モ
ー
ド
 
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要

数
 
⑥
 

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４
、

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃
料

ピ
ッ

ト
に

燃
料

体
を

貯
蔵
し

て
い

る
期
間
 

緊
急

時
対
策

所
非
常

用
空
気

浄
化
フ
ァ
ン
 

１
台

※
２
 

緊
急

時
対
策

所
非
常

用
空
気

浄
化
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
基

※
２
 

空
気

供
給
装
置
 

７
２

０
本

※
２
 

酸
素

濃
度
計
 

１
個

※
２
 

二
酸

化
炭
素

濃
度
計
 

１
個

※
２
 

緊
急

時
対
策

所
内
可

搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
 

１
個

※
２
 

緊
急

時
対
策

所
外
可

搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ
 

１
個

※
２
 

※
１

：
１

系
統

と
は

、
緊

急
時

対
策
所
非

常
用

空
気

浄
化

フ
ァ

ン
１

台
お

よ
び
緊

急
時

対
策

所
非

常
用

空
気
浄

化
フ

ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
１
基
。
 

※
２

：
緊
急

時
対
策

所
あ
た

り
の
合
計
所

要
数
。
 

 

①
 設

置
許
可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査
基
準

）
第
六

十
一
条
 （

１
．
１

８
）
が
該

当
す
る
。（

添
付
－

１
）
 

 ②
 運

転
上
の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機
器
（

添
付
－

１
）
 

緊
対

所
遮
蔽

壁
に
つ

い
て
は

、
Ｓ
ｓ
地
震

時
に
お
い

て
も
機

能
は
損

な
わ
れ
る
も

の
で
な
く

、
運
用

に
よ
り

変
化

や
故
障

に
よ
り

機
能
喪

失
す
る
こ
と

が
な
い
も

の
と
し

て
、
他

の
遮
蔽
同
様

に
Ｌ
Ｃ
Ｏ

、
Ａ
Ｏ

Ｔ
を
設
定

し
て

い
な
い

こ
と
か

ら
、
万

一
、
破
損
等

が
生
じ
た

場
合
に

は
、
技

術
基
準
へ
の

適
合
等
に

つ
い
て

評
価
し
、

適
合

し
な
い

場
合
に

は
、
速

や
か
に
原
子

炉
停
止
等

の
措
置

を
講
じ

る
こ
と
に
な

る
。
 

な
お

、
緊
急

時
対
策

所
の
気

密
性
に
つ
い

て
は
、
同

じ
く
Ｓ

ｓ
地
震

動
に
対
す
る

地
震
応
答

解
析
の

評
価
結

果
か

ら
、
耐

震
壁
の

最
大
せ

ん
断
ひ
ず
み

は
、
気
密

性
を
維

持
す
る

許
容
限
界
で

あ
る
概
ね

弾
性
状

態
に
と
ど

ま
っ

て
お
り

、
気
密

性
が
損

な
わ
れ
る
よ

う
な
有
意

な
ク
ラ

ッ
ク
の

発
生
は
想
定

し
て
い
な

い
。
 

 ③
 以

下
の
条
文

要
求
が

運
転
段

階
に
お

い
て
も
維

持
で
き

る
よ
う

、
可
搬
型
重

大
事
故
対

処
設
備

で
あ
る

緊
急
時

対
策

所
空
気

浄
化
系

１
系
統

、
空
気
供
給

装
置
等
の

器
材
の

所
要
数

が
使
用
可
能

で
あ
る
こ

と
を
運

転
上
の

制
限

と
す

る
。
 

な
お

、
緊
急

時
対
策
所
は

1
号
炉
、
2
号

炉
、
3
号
炉
及
び

4
号
炉
共
用
で

1
つ

で
あ
り
、

上
記
の

運
転
上

の
制

限
は

緊
急
時

対
策
所

あ
た
り

の
要
求
で
あ

る
。
 

 ・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能
力
審

査
基
準
）

第
六
十

一
条
（

１
．
１
８
）

 
「

緊
急
時
対

策
所
(の

居
住
性
に

関
す
る

手
順

等
)
 」

で
は

、
重
大

事
故
等
が
発

生
し
た
場

合
に
お

い
て
も

重
大

事
故
等

に
対
処

す
る
た

め
に
必
要
な

指
示
を
行

う
要
員

が
と
ど

ま
り
、
必
要

な
指
示
を

行
う
と

と
も

に
、

発
電
所

内
外
の

通
信
連

絡
を
す
る
必

要
の
あ
る

場
所
と

通
信
連

絡
す
る
た
め

に
必
要
な

設
備
を

設
置

す
る

（
手
順

等
を
定

め
る
）

こ
と
。
 

 

④
 緊

急
時
対
策

所
空
気

浄
化
系

は
 
重

大
事
故
等

が
発
生

し
た
場

合
に
お
い
て

も
重
大
事

故
等
に

対
処
す

る
た
め

に
必

要
な
指

示
を
行

う
要
員

が
と
ど
ま
り

、
必
要
な

指
示
を

行
う
と

と
も
に
、
発

電
所
内
外

の
通
信

連
絡
を
す

る
必

要
の
あ

る
場
所

と
通
信

連
絡
す
る
た

め
に
必
要

な
設
備

で
あ
り

、
原
子
炉
格

納
容
器
内

に
燃
料

が
装
荷
さ

れ
て

い
る
期

間
及
び

使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト

に
燃
料
体

が
貯
蔵

さ
れ
て

い
る
期
間
を

機
能
維
持

期
間
と

し
て
適
用

す
る

必
要
が

あ
る
こ

と
か
ら

、
適
用
モ
ー

ド
は
「
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
、
４
、
５

、
６
お
よ

び
使
用

済
燃
料
ピ

ッ
ト

に
燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期
間
」

と
す
る
。
（
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
４

．
３
．
（
１
））

 

 

⑤
 ②

に
含
ま
れ

る
主
な

設
備
 

 ⑥
 緊

急
時
対
策

所
空
気

浄
化
系

等
は
、

原
子
炉
建

屋
内
に

配
備
さ

れ
た
可
搬
型

重
大
事
故

等
対
処

設
備
で

あ
る
こ

と
か

ら
１
Ｎ

要
求
設

備
で
あ

り
、
緊
急
時

対
策
所
非

常
用
空

気
浄
化

フ
ァ
ン
、
緊

急
時
対
策

所
非
常

用
空
気
浄

化
フ

ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ

ト
、
酸

素
濃
度
計
、

二
酸
化
炭

素
濃
度

計
、
緊

急
時
対
策
所

内
可
搬
型

エ
リ
ア

モ
ニ
タ
及

び
緊

急
時
対

策
所
外

可
搬
型

エ
リ
ア
モ
ニ

タ
に
つ
い

て
は
、

運
転
上

の
制
限
の
所

要
数
を

1
台
（
基
･個

）
と
す

る
。
 

空
気

供
給
装

置
に
つ

い
て
は

、
プ
ル
ー
ム

通
過
時
等

に
緊
急

時
対
策

所
へ
の
希
ガ

ス
等
の
放

射
性
物

質
の
流

入
を

防
止
す

る
の
に

十
分
な

空
気
ボ
ン
ベ

の
本
数
と

し
て
、

運
転
上

の
制
限
の
所

要
数
を

7
20

本
と

す
る
。
（
添

付
－

２
）
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記

載
内
容

の
説
明

 
(
2
)
 確

認
事

項
 
⑦
 

項
 
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

緊
急

時
対

策
所
空

気

浄
化
系
 

緊
急

時
対

策
所

空
気

浄
化
系

（
フ

ァ
ン

お
よ
び

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト

）
が
動

作
可

能
で

あ
る
こ

と
を

確
認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

 

原
子

炉
保
修
 

課
長
 

緊
急

時
対

策
所
非

常
用

空
気
浄

化
フ

ィ
ル

タ
ユ

ニ
ッ

ト
よ

う
素
除

去
効

率
（
総

合
除

去
効

率
）

が
 
9
9.
7
5 

%
（

有
機

よ
う

素
）

以
上

お
よ

び
 

9
9
.9
9 

%（
無

機
よ
う
素

）
以
上

で
あ
る

こ
と
を

確
認

す
る
。
 

１
年

に
１
回
 

原
子

炉
保
修
 

課
長
 

 

空
気

供
給
装
置
 

空
気

供
給

装
置

の
所

要
数
が

使
用

可
能

で
あ
る

こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

放
射

線
管
理
 

課
長
 

酸
素

濃
度
計
 

酸
素

濃
度

計
が
使

用
可

能
で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

放
射

線
管
理
 

課
長
 

二
酸

化
炭
素

濃
度
計
 

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

が
使
用

可
能

で
あ

る
こ
と

を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

放
射

線
管
理
 

課
長
 

緊
急

時
対

策
所
内

可

搬
型

エ
リ
ア

モ
ニ
タ
 

機
能

の
確
認

を
行
う
。
 

１
年

に
１
回
 

放
射

線
管
理
 

課
長
 

緊
急

時
対

策
所

内
可

搬
型
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
が
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

放
射

線
管
理
 

課
長
 

緊
急

時
対

策
所
外

可

搬
型

エ
リ
ア

モ
ニ
タ
 

機
能

の
確
認

を
行
う
。
 

１
年

に
１
回
 

放
射

線
管
理
 

課
長
 

緊
急

時
対

策
所

外
可

搬
型
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
が
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回
 

放
射

線
管
理
 

課
長
 

  

⑦
 適

用
モ
ー
ド

期
間
の

確
認
事

項
を
記

載
す
る
。
（
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
４

．
２
）
 

ａ
．

機
能
確

認
（
機

能
性
能

が
満
足
し
て

い
る
こ
と

を
確
認

す
る
）
 

緊
急

時
対
策

所
非
常

用
空
気

浄
化
フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ
ッ

ト
、
緊

急
時
対

策
所
内
可
搬

型
エ
リ
ア

モ
ニ
タ

及
び
緊

急
時

対
策
所

外
可
搬

型
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
に

つ
い
て
は
、「

保
安
規

定
変
更

に
係
る

基
本
方
針

」
の
可

搬
型
重

大
事

故
等

対
処
設

備
の
サ

ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
頻
度

の
考
え
方

に
基
づ

き
、
1
年
に

1
回
、

性
能
確
認

を
行
う
。
 

ｂ
．

動
作
確

認
（
定

期
的
に

動
作
可
能
で

あ
る
こ
と

を
確
認

す
る
。
）
 

緊
急

時
対
策

所
空
気

浄
化
系

（
フ
ァ
ン
お

よ
び
フ
ィ

ル
タ
ユ

ニ
ッ
ト

）
に
つ
い
て

は
、
可
搬

型
重
大

事
故
等

対
処

設
備
で

あ
る
こ

と
か
ら

「
保
安
規
定

変
更
に
係

る
基
本

方
針
」

の
可
搬
型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
の
サ
ー

ベ
イ

ラ
ン
ス

頻
度
の

考
え
方

に
基
づ
き
、
3
ヶ

月
毎
に

、
緊
急

時
対
策

所
空
気
浄

化
フ
ァ
ン

を
起
動

し
、
動
作

可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

緊
急

時
対
策

所
空
気

供
給
装

置
に
つ
い
て

は
、
可
搬

型
重
大

事
故
等

対
処
設
備
で

あ
る
こ
と

か
ら
「

保
安
規

定
変

更
に
係

る
基
本

方
針
」

の
可
搬
型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
の
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
頻
度
の

考
え
方

に
基
づ

き
、
3
ヶ
月
毎

に
、
数

確
認
に

よ
り
所
要

数
が
使
用

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確
認
す

る
。
 

緊
急

時
対
策

所
内
可

搬
型
エ

リ
ア
モ
ニ
タ

及
び
緊
急

時
対
策

所
外
可

搬
型
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
に

つ
い
て

は
、
可

搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備

で
あ
る
こ
と

か
ら
「
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基
本
方

針
」
の
可

搬
型
重

大
事
故
等

対
処

設
備
の

サ
ー
ベ

イ
ラ
ン

ス
頻
度
の
考

え
方
に
基

づ
き
、
3
ヶ
月
毎

に
、
モ
ニ

タ
の
指
示

値
に
よ

り
動
作
可

能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

酸
素

濃
度
計

及
び
二

酸
化
炭

素
濃
度
計
に

つ
い
て
は

、
可
搬

型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
で
あ

る
こ
と

か
ら

「
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
」
の

可
搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備
の
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン

ス
頻
度

の
考
え
方

に
基

づ
き
、
3
ヶ
月
毎

に
、
酸

素
濃
度
計

及
び
二
酸

化
炭
素

濃
度
計

の
指
示
値
に

よ
り
使
用

可
能
で

あ
る
こ
と

を
確

認
す
る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
 

 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

 
記

載
内
容

の
説
明

 
(
3
)
 要

求
さ

れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 
⑨
 

完
了

時
間

 

モ
ー

ド
１

、

２
、

３
お

よ

び
４
 

A
. 

動
作

可
能

な
緊

急
時

対
策

所
内

可
搬

型
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
ま

た
は

緊
急

時
対

策
所

外
可

搬
型

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

が
所

要
数

を
満

足
し

て
い

な
い

場
合
 

A
.
1 

放
射

線
管

理
課

長
は

、
当

該
設

備
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る

措
置

を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 
放

射
線

管
理
課

長
は

、
代

替
措

置
※

３

を
検

討
し

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

措
置

を
開

始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

   速
や

か
に
 

B
. 

動
作

可
能

な
緊

急
時

対
策

所
空

気
浄

化
系

が
１

系
統

未
満

で
あ
る

場
合
 

B
.
1 

原
子

炉
保

修
課

長
は

、
当

該
設

備
を

動
作

可
能
な

状
態
に

復
旧
す

る
。
 

ま
た
は
 

B
.
2 

原
子

炉
保
修

課
長

は
、

代
替
措

置
※

３

を
検

討
し

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て
実

施
す
る
。
 

１
０
日
 

  １
０
日
 

C
. 

使
用

可
能

な
空

気
供

給
装

置
が

所
要

数
を

満
足

し
て

い
な

い
場
合
 

C
.
1 
放

射
線

管
理

課
長

は
、

当
該
設
備

を
使

用
可

能
な
状

態
に
復

旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

C
.
2 

放
射

線
管

理
課

長
は

、
代

替
措

置
※

３

を
検

討
し

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て
実

施
す
る
。
 

１
０
日
 

  １
０
日
 

 

D
. 

使
用

可
能

な
酸

素
濃

度
計

ま
た

は
二

酸
化

炭
素

濃
度

計
が

所
要

数
を

満
足

し
て

い
な

い
場
合
 

D
.
1 
放

射
線

管
理

課
長

は
、

当
該
設
備

を
使

用
可

能
な
状

態
に
復

旧
す
る
。
 

ま
た
は
 

D
.
2 

放
射

線
管

理
課

長
は

、
代

替
措

置
※

３

を
検

討
し

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て
実

施
す
る
。
 

１
０
日
 

  １
０
日
 

E
. 

条
件

Ｂ
、

Ｃ
ま

た
は
Ｄ

の
措

置
を

完
了

時
間
内

に
達

成
で
き

な
い
場
合
 

E
.
1 

当
直

課
長
は

、
モ
－

ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

E
.
2 

当
直

課
長
は

、
モ
－

ド
５
に

す
る
。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

  

⑧
 運

転
上
の
制

限
を
満

足
し
な

い
場
合

の
条
件
を

記
載
す

る
。
 

緊
急

時
対
策

所
空
気

浄
化
系

等
は
、
１
Ｎ

要
求
設
備

で
あ
る

た
め
、

動
作
可
能
な

系
統
数
が

１
Ｎ
未

満
と
な
っ

た
場

合
を
条

件
と
し

て
記
載

す
る
。
（
保

安
規
定
変

更
に
係

る
基
本

方
針
４
．
３
．
（
１
））

 

 ⑨
要

求
さ
れ

る
措
置

に
つ
い

て
記
載
す
る
。
（
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針

４
．
３
．
（
２
）、
（
３
））

 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1
 当

該
設

備
を
動

作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。

完
了
時

間
は
、

保
安
規
定
第

1
15

条
（

放
射
線

計
測
器

類
の
管

理
）

に
お
い

て
、
放

射
線
計

測
器
類
に
つ

い
て
は
「

故
障
等

に
よ
り

使
用
不
能
と

な
っ
た
場

合
は
、

修
理
ま

た
は

代
替

品
を
補

充
す
る
。」

と
し
て

い
る
こ

と
か
ら
、

こ
の
考

え
方
を

準
用
し
時
間

制
限
を
設

け
ず
“

速
や
か

に
”

動
作

可
能
な

状
態
に

復
旧
す

る
こ
と
と
す

る
。
 

A
.
2
 当

該
設

備
の
機

能
を
補

完
す
る
代
替

措
置
を
原

子
炉
主

任
技
術

者
の
確
認
を

得
て
実
施

す
る
。

完
了
時

間
は
、

放
射

線
計
測

器
類
に

つ
い
て

は
「
故
障
等

に
よ
り
使

用
不
能

と
な
っ

た
場
合
は
、

修
理
ま
た

は
代
替

品
を
補

充
す

る
。
」
と

し
て
い

る
こ
と

か
ら
、

こ
の
考

え
方
を
準

用
し
時

間
制
限

を
設
け
ず
“

速
や
か
に

”
 代

替
措

置
を
原
子

炉
主

任
技
術

者
の
確

認
を
得

て
実
施
す
る

こ
と
と
す

る
。
 

B
.
1
 当

該
系

統
を
動

作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。
8
5-
1
9-
1「

代
替
電

源
設
備

か
ら
の
給

電
」
の

考
え
方

と
同
様

に
、

完
了
時

間
は
、

保
安
規
定
第

34
条

（
計
測
お

よ
び
制

御
設
備

）
の
「
事
故

時
監
視
計

装
」
の

1
つ
の

機
能

が
動

作
不
能

と
な
っ

た
場
合

の
復
旧
の
た

め
に
認
め

ら
れ
て

い
る
完

了
時
間
で
あ

る
「
10

日
」
を

準
用
し
、「

10

日
」

と
す
る
。
 

B
.
2
 当

該
系

統
の
機

能
を
補

完
す
る
代
替

措
置
を
検

討
し
、

原
子
炉

主
任
技
術
者

の
確
認
を

得
て
実

施
す
る

。
8
5-

1
9
-
1「

代
替

電
源
設

備
か
ら

の
給
電
」
の

考
え
方
と

同
様
に

、
完
了

時
間
は
、
保

安
規
定
第

34
条
（
計

測
お
よ

び
制

御
設
備

）
の
「

事
故
時

監
視
計
装
」
の

1
つ
の

機
能
が

動
作
不

能
と
な
っ
た

場
合
の
代

替
監
視

手
段
を

確
保

す
る

た
め
に

認
め
ら

れ
て
い

る
完
了
時
間

で
あ
る
「
10

日
」
を
準

用
し
、
「
10

日
」

と
す
る
。
 

C
.
1 
B
.1

と
同
じ
 

C
.
2 
B
.2

と
同
じ
 

D
.
1 
B
.1

と
同
じ
 

D
.
2 
B
.2

と
同
じ
 

E
.
1,
E
.2
 既

保
安
規

定
と
同

様
の
設
定
と

し
て
い
る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
 

 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

 
記

載
内
容

の
説
明

 
(
3
)
 要

求
さ

れ
る
措

置
（
続

き
）
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 
⑨
 

完
了

時
間

 

モ
－

ド
５

、

６
お

よ
び

使

用
済

燃
料

ピ

ッ
ト

に
燃

料

体
を

貯
蔵

し

て
い

る
期
間
 

A
. 
動

作
可

能
な

緊
急

時
対

策

所
内

可
搬

型
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
ま

た
は

緊
急

時
対

策
所

外
可

搬
型

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

が
所

要
数

を
満

足
し

て
い

な
い

場
合
 

A
.
1 

放
射

線
管

理
課

長
は

、
当

該
設

備
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る

措
置

を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2 

放
射

線
管
理

課
長

は
、

代
替
措

置
※

３

を
検

討
し

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

措
置

を
開

始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

   速
や

か
に
 

B
.
 動

作
可

能
な

緊
急

時
対

策

所
空

気
浄

化
系

が
１

系
統

未
満

で
あ
る

場
合
 

B
.
1 

原
子

炉
保

修
課

長
は

、
当

該
設

備
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る

措
置

を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
2 

原
子

炉
保

修
課

長
は

、
代

替
措
置

※
３

を
検

討
し

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

措
置

を
開

始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

   速
や

か
に
 

C
. 
使

用
可

能
な

空
気

供
給

装

置
が

所
要

数
を

満
足
し

て

い
な

い
場
合
 

C
.
1 

放
射

線
管

理
課

長
は

、
当

該
設

備
を

使
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る

措
置

を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

C
.
2
 放

射
線

管
理

課
長

は
、
代

替
措

置
※

３

を
検

討
し

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

措
置

を
開

始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

   速
や

か
に
 

D
. 

使
用

可
能

な
酸

素
濃

度
計

ま
た

は
二

酸
化

炭
素

濃
度

計
が

所
要

数
を

満
足

し
て

い
な

い
場
合
 

D
.
1 

放
射

線
管

理
課

長
は

、
当

該
設

備
を

使
用

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る

措
置

を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

D
.
2 

放
射

線
管
理

課
長

は
、

代
替
措

置
※

３

を
検

討
し

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る

措
置

を
開

始
す

る
。
 

速
や

か
に
 

   速
や

か
に
 

※
３

：
代
替

品
の
補

充
等
｡ 

 

【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る
期
間
】
 

A
.
1
 当

該
設

備
を
動

作
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開
始
す

る
。
 

A
.
2
 当

該
設

備
の
機

能
を
補

完
す
る
代
替

措
置
を
原

子
炉
主

任
技
術

者
の
確
認
を

得
て
実
施

す
る
措

置
を
“

速
や
か

に
”

開
始
す

る
。
 

B
.
1 
A
.1

と
同
じ
 

B
.
2 
A
.2

と
同
じ
 

C
.
1 
A
.1

と
同
じ
 

C
.
2 
A
.2

と
同
じ
 

D
.
1 
A
.1

と
同
じ
 

D
.
2 
A
.2

と
同
じ
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b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

(3) 設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八(所要数､必要容量､設備仕様) 

(2) 工事計画認可申請書 設定根拠に関する説明書 

(3) 工事計画認可申請書 添付４０ 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類

等」参照 
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表 85－19 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

（緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）） 

 

 

 

第 1.18.1 図 機能喪失原因対策分析（緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）電源喪失） 

 

 

第 1.18.2 図 緊急時対策所換気設備の概略系統図 
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表 85－19 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

（緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）） 

 

 

 

第 1.18.3 図 緊急時対策所可搬型空気浄化装置運転の概略系統図 

 

 

 

 

 

第 1.18.4 図 緊急時対策所可搬型空気浄化装置運転タイムチャート 

  

備考

手順の項目

移動

緊急時対策所可搬型空気浄化装置ダクト・ケーブル敷設

移動

緊急時対策所非常用空気浄化ファン起動

1

20

緊急時対策所可搬
型空気浄化装置運
転

要員（数）

経過時間（分）

5 10

放射線管理班

2515 4030 35

約19分▽
緊急時対策所可搬型空気浄化装置運転
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表 85－19 添付－１（３） 

設置変更許可申請書 添付十追補（系統図） 

（緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）） 

 

 

 

第 1.18.13 図 緊急時対策所 給電系統概要図 
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表 85－19 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

10.10 緊急時対策所 

10.10.2 重大事故等時 

10.10.2.2 設計方針 

10.10.2.2.4 容量等 

常設及び可搬型重大事故等対処設備として使用する機器等に必要な容

量及び数量の考え方については、基本的な設計方針の「1.1.8.2 容量等」

に示す。 

緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）の指揮スペースは、重大事故等

に対処するために必要な指示をする対策要員及び原子炉格納容器の破損

等による発電所外への放射性物質の拡散の抑制に必要な現場活動等に従

事する対策要員等、約188名を収容できる設計とする。また、対策要員

等が緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）に7日間とどまり重大事故等

に対処するために必要な数量の放射線管理用資機材や食料等を保管でき

る設計とする。 

緊急時対策所非常用空気浄化ファン、緊急時対策所非常用空気浄化フ

ィルタユニット及び空気供給装置は、緊急時対策所（緊急時対策所建屋

内）内にとどまる対策要員の線量を低減し、かつ、酸素濃度及び二酸化

炭素濃度を活動に支障がないよう維持できる設計とする。 

緊急時対策所非常用空気浄化ファンは、緊急時対策所（緊急時対策所

建屋内）を換気するために必要な容量を有するものを 1 台使用する。保

有数は、故障時及び保守点検のバックアップ用の 2 台を含めて合計 3 台

（１号、２号、３号及び４号炉共用）を保管する設計とする 

緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットは、緊急時対策所（緊

急時対策所建屋内）を換気するために必要な容量を有するものを 1 台使

用する。保管数は、故障時及び保守点検のバックアップ用の 2 台を含め

て合計 3 台（１号、２号、３号及び４号炉共用）を保管する設計とする。

また、緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットは、緊急時対策所

（緊急時対策所建屋内）内に対し、放射線による悪影響を及ばさないよ

う、十分な放射性物質の除去効率及び吸着能力を有する設計とする。 

所要数、必要容量、設備仕様 

関連箇所を赤枠又は下線にて示す。 
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表 85－19 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

空気供給装置は「実用発電用原子炉に係る重大事故時の制御室及び緊

急時対策所の居住性に係る被ばく評価に関する審査ガイド」における放

射性物質の放出時間が10時間であることを踏まえて十分な余裕を持つ容

量を有する設計とする。 

代替電源設備である電源車（緊急時対策所用）は、1 台で緊急時対策

所（緊急時対策所建屋内）に給電するために必要な容量を有するものを

2 台使用する。保有数は、保守点検内容は目視点検等であり、保守点検

中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、故障時のバック

アップ用の１台を含めて合計 3 台（１号、２号、３号及び４号炉共用）

を保管する設計とする。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）、安全パラメータ伝送シス

テム及びＳＰＤＳ表示装置は、発電所内外の通信連絡をする必要のある

場所と必要なデータ量を伝送できる設計とする。 

緊急時対策所内可搬型エリアモニタは、緊急時対策所（緊急時対策所

建屋内）内の放射線量の測定が可能な台数として 1 台（１号、２号、３

号及び４号炉共用）使用する。保有数は、保守点検内容は目視点検等で

あり、保守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、

故障時のバックアップ用の 1 台を含めて合計 2 台（１号、２号、３号及

び４号炉共用）を保管する設計とする。 

緊急時対策所外可搬型エリアモニタは、緊急時対策所（緊急時対策所

建屋内）外の放射線量の測定が可能な台数として 1 台（１号、２号、３

号及び４号炉共用）使用する。保有数は、保守点検内容は目視点検等で

あり、保守点検中でも使用可能であるため、保守点検用は考慮せずに、

故障時のバックアップ用の 1 台を含めて合計 2 台（１号、２号、３号及

び４号炉共用）を保管する設計とする。 

酸素濃度計は、緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）内の居住環境の

基準値の範囲を測定できるものを、緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）

に 1 個（１号、２号、３号及び４号炉共用）使用する。保有数は、故障

時及び保守点検のバックアップ用の 2 個を含めて合計 3 個（１号、２号、

３号及び４号炉共用）を保管する設計とする。 
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表 85－19 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

二酸化炭素濃度計は、緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）内の居住

環境の基準値の範囲を測定できるものを、緊急時対策所（緊急時対策所

建屋内）に 1 個（１号、２号、３号及び４号炉共用）使用する。保有数

は、故障時及び保守点検のバックアップ用の 2 個を含めて合計 3 個（１

号、２号、３号及び４号炉共用）を保管する設計とする。 

衛星電話、緊急時衛星通報システム、携行型通話装置及び統合原子力

防災ネットワークに接続する通信連絡設備については、「10.13.2.2.4 

容量等」に示す。 
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表 85－19 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

第 10.10.2.2 表 緊急時対策所（重大事故等時）（可搬型）の設備仕様 

 

(1) 緊急時対策所非常用空気浄化ファン（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

台 数 1(予備 2) 

容 量 約 40m3/min（1 台当たり） 

 

(2) 緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニット（１号、２号、３号及び４

号炉共用） 

型 式 微粒子フィルタ／よう素フィルタ 

基 数 1(予備 2) 

容 量 約 40m3/min（1 基当たり） 

効 率  

単体除去効率  99.97%以上（0.15μm 粒子）／95%以上 

総合除去効率  99.99%以上（0.7μm 粒子）／99.75% 

以上 

 

(3) 空気供給装置（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

型 式  空気ボンベ 

本 数  720 本以上（予備 1） 

 

(4) 緊急時対策所内可搬型エリアモニタ（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

型 式  半導体式検出器 

個 数  1（予備 1） 

計 測 範 囲  0.001～99.99mSv/h 

 

(5) 緊急時対策所外可搬型エリアモニタ（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

型 式  半導体式検出器 

個 数  1（予備 1） 

計 測 範 囲  0.001～99.99mSv/h 
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表 85－19 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

(6) 酸素濃度計（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

個 数  1（予備 2） 

測 定 範 囲  0～25% 

 

(7) 二酸化炭素濃度計（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

個 数  1（予備 2） 

測 定 範 囲  0～1% 

 

(8) 通信連絡設備（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設  備  名 衛星電話（携帯）（１号、２号、３号及び４

号炉共用） 

個 数 一式 

設  備  名 衛星電話（可搬）（１号、２号、３号及び４

号炉共用） 

個 数 一式 

設  備  名 携行型通話装置（１号、２号、３号及び４号

炉共用） 

個 数 一式 

 

(9) 電源車（緊急時対策所用）（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

個 数  2（予備 1） 

容 量  約 220kVA 

電 圧  440V 
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表 85－19 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

10.10 緊急時対策所 

10.10.2 重大事故等時 

10.10.2.1 概要 

１号炉の「10.10.2.1 概要」の変更に同じ。ただし、共用設備は除く。 

 

10.10.2.2 設計方針 

１号炉の「10.10.2.2 設計方針」の変更に同じ。ただし、共用設備は除

く。 

 

10.10.2.3 主要設備及び仕様 

１号炉の「10.10.2.3 主要設備及び仕様」の変更に同じ。ただし、共用

設備は除く。 

 

10.10.2.4 試験検査 

１号炉の「10.10.2.4 試験検査」の変更に同じ。ただし、共用設備は除

く。 
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表 85－19 添付－２（２） 

工事計画認可申請書 設定根拠に関する説明書 

 

 

 

  

設備仕様 
関連箇所を赤枠にて示す。 
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表 85－19 添付－２（２） 

工事計画認可申請書 設定根拠に関する説明書 
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表 85－19 添付－２（２） 

工事計画認可申請書 設定根拠に関する説明書 
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表 85－19 添付－２（３） 

工事計画認可申請書 添付４０ 

 

3.3.3 電源車（緊急時対策所用）（１・２・３・４号機共用） 

最大所要負荷は、重大事故等発生時に緊急時対策所（緊急時対策所建屋内）で要

求される負荷の107.2kWである。負荷リストを第3-7表に示す。 

発電機の出力は、所要負荷に供給できる容量を設定し、設定した発電機出力を発

電機の効率で除すことにより、内燃機関の必要な出力を算出する。 

最大所要負荷に基づき、内燃機関の出力及び発電機の容量を以下のとおりとする。 

なお、可搬型発電設備技術基準に準用し、「2.2 可搬型の非常用発電装置の出力

に関する設計方針」に記載の設計とする。 

 

3.3.3.1 内燃機関 

発電機の出力は、最大所要負荷である107.2kWに対し十分な余裕を有する

176kWとする。発電機の出力から内燃機関の出力は、次式により189.9kW以上の

199kWとする。 

189.9
0.927

176

η

Ｐ
ＰＥ     

ＰＥ ：内燃機関の出力（kW） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝176 

η ：発電機の効率  ＝0.927 

 

3.3.3.2 発電機 

発電機の容量は、以下のとおり220kVAとする。 

Ｑ 220
0.8

176

ｐｆ

Ｐ
    

Ｑ ：発電機の容量（kVA） 

Ｐ ：発電機の定格出力（kW） ＝176 

ｐｆ ：力率  ＝0.8 

 
第3-7表 電源車（緊急時対策所用）（１・２・３・４号共用）の負荷リスト 

主要機器名称 容量(kVA) 

通信連絡設備(通信機器、通信端末、ディスプレイ) 約31.7 

緊急時対策所空気浄化ファン、フィルタユニット 約42.6 

モニタリング設備他 約7.8 

その他(照明設備、誘導灯等) 約51.9 

合計 約134.0 

 
 

 
- T1-添 40-23 - ～ - T1-添 40-24/E – 

設備仕様 
関連箇所を赤枠にて示す。 
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（２）－２－19 保安規定第 85 条 表 85-20「通信連絡を行うために必要な設備」運

転上の制限等について 

 

a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 

b 添付資料  

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数、必要容量、設備仕様） 

(2) 工事計画変更認可申請書 添付資料１０ 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類

等」参照 
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a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 
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保安規定記載内容の説明 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

表８５－２０ 通信連絡を行うために必要な設備 

８５－２０－１ 通信連絡 ① 

機能 設 備② 
所要数・系

統数※１③ 

適用モード 

④ 

所要数を満足できない場合の措置※３ 確認事項⑧ 

条 件⑤ 措 置⑥ 完了時間⑦ 項 目 頻 度 担 当 

通信連絡

設備 

衛星電話（固定） ２１台 モ－ド 

１、２、３お

よび４ 

A. 動作可能な衛星電話

（固定、携帯、可

搬）、トランシ－バ

－、携行型通話装置

または緊急時衛星通

報システムが所要数

を満足していない場

合 

 

A.1 電気保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する。 

または 

A.2 電気保修課長は、代替措置※７を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

１０日※６ 

 

 

１０日 

 

衛星電話（固定）、

緊急時衛星通報シス

テム、ＴＶ会議シス

テム、ＩＰ電話およ

びＩＰ－ＦＡＸの通

話、通信確認を実施

する。 

１ヶ月に１回 

 

電気保修課長 

衛星電話（携帯） １６台 

衛星電話（可搬） １台 

トランシ－バ－ ９０台 

携行型通話装置 ３６台 

安全パラメ－タ表示システム

（ＳＰＤＳ） 
１系列※２ 

衛星電話（携帯）、

衛星電話（可搬）、

トランシ－バ－およ

び携行型通話装置の

通話確認を実施す

る。 

３ヶ月に１回 電気保修課長 

安全パラメ－タ伝送システム １系列※２ 

ＳＰＤＳ表示装置 ４台 B. 統合原子力防災ネッ

トワ－クに接続する

通信連絡設備 
※４が動作不能である

場合 

B.1 電気保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する。 

または 

B.2 電気保修課長は、代替措置※８を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

１０日※６ 

 

 

１０日 

緊急時衛星通報システム ４台 ＳＰＤＳ表示装置、

安全パラメ－タ表示

システム（ＳＰＤ

Ｓ）、および安全パ

ラメ－タ伝送システ

ムの伝送確認を実施

する。 

１ヶ月に１回 

 

計装保修課長 

 統合原子力防

災ネットワ－

クに接続する

通信連絡設備 

ＴＶ会議シス

テム 

 

１系列※２ 

C. 動作可能なＳＰＤＳ

表示装置※５が所要数

を満足していない場

合 

C.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する。 

または 

C.2 計装保修課長は、代替措置※７を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

１０日 

 

 

１０日 

ＩＰ電話 

D. 安全パラメ－タ表示

システム（ＳＰＤ

Ｓ）※５または安全パ

ラメ－タ伝送システ

ム※５が動作不能であ

る場合 

D.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する。 

または 

D.2 計装保修課長は、代替措置※８を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する。 

１０日※６ 

 

 

１０日 

ＩＰ－ＦＡＸ    

E. 条件Ａ、Ｂ、Ｃまた

はＤの措置を完了時

間以内に達成できな

い場合 

E.1 当直課長は、モード３にする。 

および 

E.2 当直課長は、モード５にする。 

１２時間 

 

５６時間 

   

   

 

 

 

記
載
内
容
の
説
明 

① 設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第六十一条（１．１８） 

設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第六十二条（１．１９）が該当する。（添付－１） 

 

② 運転上の制限の対象とする系統・機器（添付－１） 

 

③ 以下の条文要求が運転段階においても維持できるよう、通信連絡設備の所要数が動作可能であることを運転上の制限とする。 

なお、通信連絡設備は、１Ｎ要求設備であり、号炉別に区別して使用するものでないことから 1 号炉、2 号炉、3 号炉及び 4 号炉合計で必要な個数を運転上の所要数

とする。（添付－２） 

 

・設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第六十一条（１．１８） 

「緊急時対策所(の居住性に関する手順等) 」として、重大事故等が発生した場合においても重大事故等に対処するために必要な指示を行う要員がとどまり、必要

な指示を行うとともに、発電所内外の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡するために必要な設備を設置する（手順等を定める）こと。［本項は通信連絡を行

う設備が対象］ 

・設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第六十二条（１．１９） 

「通信連絡を行う設備(手順等)」として、重大事故等が発生した場合において発電所内外の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行うために必要な設備を

設ける（手順等を定める）こと。 

 

④ 通信連絡設備は、重大事故等が発生した場合において発電所内外の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行うために必要な設備であり、原子炉格納容器内に燃

料が装荷されている期間及び使用済燃料ピットに燃料体が貯蔵されている期間を機能維持期間として適用する必要があることから、適用モードは「モード１、２、３、

４、５、６および使用済燃料ピットに燃料体を貯蔵している期間」とする。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（１）） 

 

⑤ 運転上の制限を満足しない場合の条件を記載する。 

通信連絡設備は、１Ｎ要求であるため、動作可能な通信連絡設備が所要数になった場合を条件として設定する。 

 

⑥、⑦ 要求される措置及び完了時間について記載する。（保安規定変更に係る基本方針４．３．（２）） 

【モード１、２、３および４】 

A.1 衛星電話（固定、携帯、可搬）、携行型通話装置、トランシーバー又は緊急時衛星通報システムについて所要数を満足させる。完了時間は、緊急時対策所に係るその

他設備と同様、保安規定第 34 条（計測および制御設備）の「事故時監視計装」の１つの機能が動作不能となった場合の復旧のために認められている完了時間である

「10 日」を準用し、「10 日」とする。 

A.2 衛星電話（固定、携帯、可搬）、携行型通話装置、トランシーバー又は緊急時衛星通報システムの機能を補完する代替措置を検討し、原子炉主任技術者の確認を得て

実施する。完了時間は、緊急時対策所に係るその他設備と同様、保安規定第 34 条（計測および制御設備）の「事故時監視計装」の１つの機能が動作不能となった場合

の代替監視手段を確保するために認められている完了時間である「10 日」を準用し、「10日」とする。 

B.1 A.1 と同じ 

B.2 A.2 と同じ 

C.1 A.1 と同じ 

C.2 A.2 と同じ 

D.1 A.1 に同じ 

D.2 A.2 に同じ 

E.1,E.2 既保安規定と同様な設定としている。 

 

1040



保安規定記載内容の説明 

保
安
規
定 

第
85
条 

条
文 

８５－２０－１ 通信連絡（続き） 

項目 設 備② 
所要数・系

統数※１③ 

適用モード 

④ 

所要数を満足できない場合の措置※３ 確認事項⑧ 

条 件⑤ 措 置⑥ 完了時間⑦ 項 目 頻 度 担 当 

通信連絡

設備 

衛星電話（固定） ２１台 モード５、６

および使用済

燃料ピットに

燃料体を貯蔵

している期間 

A. 動作可能な衛星電話

（固定、携帯、可

搬）、トランシ－バ

－、携行型通話装置

または緊急時衛星通

報システムが所要数

を満足していない場

合 

A.1 電気保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する措置を開始する。 

および 

A.2 電気保修課長は、代替措置※７を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する措置を開始する。 

速やかに※６ 

 

 

速やかに 

 

衛星電話（固定）、

緊急時衛星通報シス

テム、ＴＶ会議シス

テム、ＩＰ電話およ

びＩＰ－ＦＡＸの通

話、通信確認を実施

する。 

１ヶ月に１回 電気保修課長 

衛星電話（携帯） １６台 

衛星電話（可搬） １台 

トランシ－バ－ ９０台 

携行型通話装置 ３６台 

安全パラメ－タ表示システム

（ＳＰＤＳ） 
１系列※２ 

衛星電話（携帯）、

衛星電話（可搬）、

トランシ－バ－およ

び携行型通話装置の

通話確認を実施す

る。 

３ヶ月に１回 電気保修課長 

B. 統合原子力防災ネッ

トワ－クに接続する

通信連絡設備 
※４が動作不能である

場合 

B.1 電気保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する措置を開始する。 

および 

B.2 電気保修課長は、代替措置※８を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する措置を開始する。 

速やかに※６ 

 

 

速やかに 
安全パラメ－タ伝送システム １系列※２ 

ＳＰＤＳ表示装置 ４台 ＳＰＤＳ表示装置、

安全パラメ－タ表示

システム（ＳＰＤ

Ｓ）、および安全パ

ラメ－タ伝送システ

ムの伝送確認を実施

する。 

１ヶ月に１回 計装保修課長 

 緊急時衛星通報システム ４台 C. 動作可能なＳＰＤＳ

表示装置※５が所要数

を満足していない場

合 

C.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する措置を開始する。 

および 

C.2 計装保修課長は、代替措置※７を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する措置を開始する。 

速やかに 

 

 

速やかに 

統合原子力防災

ネットワ－クに

接続する通信連

絡設備 

ＴＶ会議シス

テム 

 

１系列※２ 

ＩＰ電話 

ＩＰ－ＦＡＸ D. 安全パラメ－タ表示

システム（ＳＰＤ

Ｓ）※５または安全パ

ラメ－タ伝送システ

ム※５が動作不能であ

る場合 

D.1 計装保修課長は、当該設備を動作可能

な状態に復旧する措置を開始する。 

および 

D.2 計装保修課長は、代替措置※８を検討

し、原子炉主任技術者の確認を得て実

施する措置を開始する。 

速やかに※６ 

 

 

速やかに 

   

   

   

   

電源車（緊急時対策所用） 「８５－１９－１ 代替電源設備からの給電」において運転上の制限を定める。 

燃料油貯油そう 「８５－１５－７ 燃料油貯油そう、空冷式非常用発電装置用給油ポンプおよびタンクローリーによる燃料補給設備（１号炉および２号炉）」およ

び「８５－１５－７の２ 燃料油貯油そう、タンクローリーによる燃料補給設備（３号炉および４号炉）」において運転上の制限を定める。 タンクローリー 

空冷式非常用発電装置 「８５－１５－１ 空冷式非常用発電装置からの給電（１号炉および２号炉）」および「８５－１５－１の２ 空冷式非常用発電装置からの給電

（３号炉および４号炉）」において運転上の制限を定める。 

空冷式非常用発電装置用給油ポンプ 「８５－１５－７ 燃料油貯油そう、空冷式非常用発電装置用給油ポンプおよびタンクローリーによる燃料補給設備（１号炉および２号炉）」にお

いて運転上の制限を定める。 

 

※１：１号炉、２号炉、３号炉および４号炉の合計所要数・系統数。 

※２：安全パラメ－タ表示システム（ＳＰＤＳ）および安全パラメータ伝送システムについては、Ａ系またはＢ系のいずれかにより有線系、無線系または衛星系回線で所内および所外へ伝送可能であるこ

とをいう。統合原子力防災ネットワ－クに接続する通信連絡設備については、テレビ会議システム、ＩＰ電話、ＩＰ－ＦＡＸのいずれかにより通信可能であることをいう。 

※３：設備ごとに個別の条件が適用される。 

※４：衛星携帯電話設備等の通信機器による通信手段を確保することを条件に行う計画的保守および機能試験による停止時（他の事業者等が所掌する設備の点検および試験に伴う停止を含む。）は、運転

上の制限を満足していないとはみなさない。 

※５：サ－バ－切替等による一時的なデータ伝送停止は、運転上の制限を満足していないとはみなさない。また、所要の確認対象パラメータを記録し、連絡する要員を確保することを条件に行う計画的保

守および機能試験による停止時（他の事業者等が所掌する設備の点検および試験に伴うデ－タ伝送停止を含む。）は、運転上の制限を満足していないとはみなさない。 

※６：衛星電話（固定、携帯、可搬）、安全パラメ－タ表示システム（ＳＰＤＳ）、安全パラメ－タ伝送システム、緊急時衛星通報システムおよび統合原子力防災ネットワ－クに接続する通信連絡設備に

ついて、原子炉設置者所掌外の設備（通信衛星等の他の事業者等が所掌する設備）の故障等により運転上の制限を逸脱した場合は、当該要求される措置に対する完了時間を除外する。 

※７：連絡要員の追加や、同種の通信機器の追加または他種の通信機器による通信手段の確保による措置をいう。 

※８：安全パラメ－タ表示システム（ＳＰＤＳ）および安全パラメータ伝送システムの代替措置は、所要の確認対象パラメ－タを記録し、連絡する要員を確保すること等をいう。統合原子力防災ネットワ

ークに接続する通信連絡設備については、通信機器の補充等をいう。 

 

記
載
内
容
の
説
明 

【モード５、６および使用済燃料ピットに燃料体を貯蔵している期間】 

A.1 衛星電話（固定、携帯、可搬）、携行型通話装置、トランシーバー又は緊急時衛星通報システムを動作可能な状態に復旧する措置を“速やかに”開始する。 

A.2 衛星電話（固定、携帯、可搬）、携行型通話装置、トランシーバー又は緊急時衛星通報システムの機能を補完する代替措置を検討し、原子炉主任技術者の確認を得て

実施する措置を“速やかに”開始する。 

B.1 A.1 と同じ 

B.2 A.2 と同じ 

C.1 A.1 と同じ 

C.2 A.2 と同じ 

D.1 A.1 に同じ 

D.2 A.2 に同じ 

 

⑧ 適用モード期間の確認事項を記載する。 

ａ．動作確認（動作可能であることを定期的に確認する） 

衛星電話（携帯）、衛星電話（可搬）、トランシーバー及び携行型通話装置については、可搬型重大事故等対処設備であることから「保安規定変更に係る基本方針」

の可搬型重大事故等対処設備のサーベイランス頻度の考え方に基づき 3 ヶ月に 1 回、通話確認により動作可能であることを確認する。 

衛星電話（固定）、緊急時衛星通報システム、ＴＶ会議システム、ＩＰ電話及びＩＰ－ＦＡＸについては、通話、通信確認により動作可能であることを確認する。頻

度については既存の保安規定設備（ポンプ、ファン等）の確認頻度が 1 ヶ月に 1 回で設定されているので、それを準用した対応とする。 

ＳＰＤＳ表示装置、安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）及び安全パラメータ伝送システムについては、伝送確認により動作可能であることを確認する。頻度

については上記の衛星電話(固定)と同じ。なお、伝送確認では、設置許可基準規則（技術的能力審査基準）第五十八条（１．１５）の要求事項である記録について、

必要なデータの記録ができることの確認も合わせて実施する。 
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b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付十追補（機器リスト）※ 

(2) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数、必要容量、設備仕様） 

(2) 工事計画変更認可申請書 添付資料１０ 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類等」

参照 
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表 85－20 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

10.13 通信連絡設備 

10.13.2 重大事故等時 

10.13.2.2 設計方針 

10.13.2.2.4 容量等 

基本方針については、「1.1.8.2 容量等」に示す。 

衛星電話（固定）、衛星電話（携帯）、トランシーバー及び携行

型通話装置は、発電所内の通信連絡をする必要のある場所と通

信連絡できるよう、必要な個数を設置又は保管する。 

衛星電話（固定）、衛星電話（携帯）、衛星電話（可搬）、緊急

時衛星通報システム及び統合原子力防災ネットワークに接続す

る通信連絡設備は、発電所外の通信連絡をする必要のある場所

と通信連絡できるよう、必要な個数を設置又は保管する。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）（計装設備（重大事

故等対処設備）、緊急時対策所及び通信連絡設備と兼用）及び安

全パラメータ伝送システム（緊急時対策所及び通信連絡設備と

兼用）は、発電所の内外の通信連絡をする必要のある場所に必

要なデータ量を伝送できる設計とする。 

 

  

所要数、必要容量、設備仕様 

関連箇所を赤枠又は下線にて示す。 
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表 85－20 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

第 10.13.2.1 表 通信連絡設備（重大事故等時）（常設）の設備仕様 

 

(1) 衛星電話（固定）（１号、２号、３号及び４号炉共用、一部既

設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  衛星電話（固定） 

使 用 回 線  衛星系回線 

個 数  一式 

 

(2) 緊急時衛星通報システム（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  緊急時衛星通報システム 

使 用 回 線  衛星系回線 

個 数  一式 
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表 85－20 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

(3) 統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備（１号、２

号、３号及び４号炉共用、一部既設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  ＴＶ会議システム 

使 用 回 線  有線系回線、衛星系回線 

個 数  一式 

 

設 備 名  ＩＰ電話 

使 用 回 線  有線系回線 

個 数  一式 

 

設 備 名  ＩＰ電話 

使 用 回 線  衛星系回線 

個 数  一式 

 

設 備 名  ＩＰ－ＦＡＸ 

使 用 回 線  有線系回線 

個 数  一式 

 

設 備 名  ＩＰ－ＦＡＸ 

使 用 回 線  衛星系回線 

個 数  一式 

 

  

1045



表 85－20 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

(4) 安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）（１号、２号、３号及

び４号炉共用、一部既設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  安全パラメータ表示システム 

    （ＳＰＤＳ） 

使 用 回 線  有線系回線、無線系回線 

個 数  一式 

 

(5) 安全パラメータ伝送システム（１号、２号、３号及び４号炉共

用、既設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  安全パラメータ伝送システム 

使 用 回 線  有線系回線、衛星系回線 

個 数  一式 

 

(6) ＳＰＤＳ表示装置（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  ＳＰＤＳ表示装置 

個 数  一式 
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表 85－20 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

第 10.13.2.2 表 通信連絡設備（重大事故等時）（可搬型）の設備仕様 

 

(1) 衛星電話（携帯）（１号、２号、３号及び４号炉共用、一部既

設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  衛星電話（携帯） 

使 用 回 線  衛星系回線 

個 数  一式 

 

(2) 衛星電話（可搬）（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  衛星電話（可搬） 

使 用 回 線  衛星系回線 

個 数  一式 

  

(3) トランシーバー（１号、２号、３号及び４号炉共用） 

設 備 名  トランシーバー 

使 用 回 線  無線系回線 

個 数  一式 
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表 85－20 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

(4) 携行型通話装置（１号、２号、３号及び４号炉共用、一部既設） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所 

・通信連絡設備 

設 備 名  携行型通話装置 

使 用 回 線  有線系回線 

個 数  一式 

 

1048



表 85－20 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

10.13 通信連絡設備 

10.13.2 重大事故等時 

10.13.2.1 概要 

１号炉の「10.13.2.1 概要」の変更に同じ。 

 

10.13.2.2 設計方針 

１号炉の「10.13.2.2 設計方針」の変更に同じ。 

 

10.13.2.3 主要設備及び仕様 

１号炉の「10.13.2.3 主要設備及び仕様」の変更に同じ。ただ

し、共用設備は除く。 

 

10.13.2.4 試験検査 

１号炉の「10.13.2.4 試験検査」の変更に同じ。
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表 85－20 添付－２（２） 

工事計画変更許可申請書 添付資料１０（１号炉） 

 
設

計
基

準
事

故
対
処

設
備

重
大

事
故

等
対

処
設

備

３
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

警
報

装
置

事
故

一
斉

放
送

装
置

１
号

及
び

２
号

機

３
号

及
び

４
号

機

－ －

【
１
号

機
】

一
式

【
３
号

機
】

一
式

（
注
１

）
：

本
文

中
す

べ
て

共
用

の
区

分
は

同
じ

。
（

注
２

）
：

発
電

所
内

と
発

電
所

外
で

共
用

。
（

注
３

）
：

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

を
兼

用
す

る
。

（
注
４

）
：

台
数

に
つ

い
て

は
、

原
子

力
防

災
訓

練
の

評
価

結
果

、
発

電
所

運
営

等
を

踏
ま

え
見

直
す

こ
と

が
あ

る
。

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

ー
【

１
号

機
】

１
０

０
台

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：
１

０
０

台

【
１

号
機

】
１

０
０

台
（

注
３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
９

０
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

（
予

備
）

：
１

０
台

【
設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

】
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管

【
重
大

事
故

等
対

処
設

備
】

１
・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管

携
行

型
通

話
装

置

【
１
号

機
】

４
７

台
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：
１

４
台

　
　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
２

７
台

　
　
　

事
務

所
等

：
６

台
【

３
号

機
】

２
７

台
　

　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
２

７
台

【
１

号
機

】
２

４
台

（
注

３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
４

台
　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

（
予

備
）

：
４

台
　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

１
６

台

【
３

号
機

】
１

６
台

（
注

３
）

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

１
６

台

【
設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

】
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
保

管

【
重
大

事
故

等
対

処
設

備
】

１
・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
保

管

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備

保
安

電
話

（
固

定
）

（
注

２
）

【
３
号

機
】

約
４

０
０

台
（

注
４

）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：
約

１
７

台
（

注
４
）

　
　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
約

５
台

（
注

４
）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
約

５
台

（
注

４
）

　
　
　

事
務

所
等

：
約

３
７

７
台

（
注

４
）

－

３
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
２

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
４

号
機

に
設

置

保
安

電
話

（
携

帯
）

（
注

２
）

【
３
号

機
】

約
８

０
０

台
（

注
４

）

　
　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
約

７
台

（
注

４
）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
約

７
台

（
注

４
）

　
　
　

事
務

所
等

：
約

７
９

０
台

（
注

４
）

－

３
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
保

管

【
１
号

機
】

約
２

３
０

台
（

注
４

）
－

１
・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
２

号
機

に
設

置

３
号

及
び

４
号

機
送

受
話
器

【
３
号

機
】

約
２

５
０

台
（

注
４

）
－

３
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
４

号
機

に
設

置

第
１
表

　
通
信

連
絡
設

備
の
主

要
設
備

一
覧
（

１
／
５

）

通
信
種

別
主

要
設

備
容
量

共
用
の

区
分

（
注
１
）

所
内

通
信

設
備

（
発
電

所
内

）

運
転

指
令

設
備

１
号

及
び

２
号

機
送

受
話
器

１
・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置

-
 
T
1
-添

1
0-
2
1
 -
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表 85－20 添付－２（２） 

工事計画変更許可申請書 添付資料１０（１号炉） 

 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

重
大

事
故

等
対

処
設

備

（
注

１
）

：
本

文
中

す
べ

て
共

用
の

区
分

は
同

じ
。

（
注

２
）

：
発

電
所

内
と

発
電

所
外

で
共

用
。

（
注

３
）

：
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
を

兼
用

す
る

。

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ

Ｓ
）

（
注

２
）

【
１

号
機

】
一

式
（

１
・

２
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

　
緊

急
時

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

伝
送

装
置

Ｃ
盤

　
　

　
緊

急
時

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

伝
送

装
置

Ｄ
盤

（
１

・
２

号
機

中
間

建
屋

）
　

　
　

１
・

２
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
通

信
機

器
収

納
盤

　
　

　
１

・
２

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
発

信
機

（
３

・
４

号
機

制
御

建
屋

）
　

　
　

緊
急

時
オ

ン
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
伝

送
装

置
Ａ

盤
　

　
　

緊
急

時
オ

ン
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
伝

送
装

置
Ｂ

盤
（

３
・

４
号

機
外

部
し

ゃ
へ

い
建

屋
）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

通
信

機
器

収
納

盤
（

１
・

２
号

機
側

）
　

　
　

３
・

４
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
用

無
線

受
信

機

同
左

（
注
３

）

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
・

３
・

４
号

機
に

設
置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

・
３

・
４

号
機

に
設

置

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

表
示

装
置

【
１

号
機

】
一

式
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

）
　

　
　

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

表
示

端
末

：
８

台
（

予
備

４
台

含
む

）
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

通
信

機
器

収
納

盤
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
受

信
機

（
３

・
４

号
機

外
部

し
ゃ

へ
い

建
屋

）
　

　
　

３
・

４
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
通

信
機

器
収

納
盤

（
緊

急
時

対
策

所
　

　
　

側
）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
発

信
機

【
１

号
機

】
一

式
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

）

　
　

　
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
表

示
端

末
：

４
台

（
注

３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
通

信
機

器
収

納
盤

（
注
３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
用

無
線

受
信

機
（
注
３
）

（
３

・
４

号
機

外
部

し
ゃ

へ
い

建
屋

）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

通
信

機
器

収
納

盤
（

緊
急

時
対

策
所

側
）

（
注
３
）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
発

信
機

（
注
３
）

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
・

３
・

４
号

機
に

設
置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

・
３

・
４

号
機

に
設

置

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

衛
星

電
話

（
携

帯
）

（
注

２
）

【
１

号
機

】
２

８
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

６
台

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

(
予

備
）

：
１

０
台

【
３

号
機

】
２

０
台

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
移

動
式

放
射

能
測

定
装

置
（

モ
ニ

タ
車

）
：

２
台

　
　

　
事

務
所

等
：

１
６

台

【
１

号
機

】
２

６
台

（
注

３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

６
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

(
予

備
）

：
１

０
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

通
信

設
備

（
発

電
所

内
）

所
内

衛
星

電
話

衛
星

電
話

（
固

定
）

（
注

２
）

【
１

号
機

】
２

８
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

７
台

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
事

務
所

等
：

２
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

（
予

備
）

：
５

台
　

　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

（
予

備
）

：
２

台
【

３
号

機
】

４
台

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
（

予
備

）
：

２
台

【
１

号
機

】
１

９
台

（
注

３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

７
台

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

【
３

号
機

】
２

台
（

注
３

）

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

無
線

通
話

装
置

（
注

２
）

【
３

号
機

】
３

台
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
台

　
　

　
移

動
式

放
射

能
測

定
装

置
（

モ
ニ

タ
車

）
：

２
台

－

デ
ー

タ
伝

送
設

備
（

発
電

所
内

）

第
１
表
　

通
信
連

絡
設
備

の
主
要

設
備
一

覧
（
２

／
５
）

通
信

種
別

主
要

設
備

容
量

共
用

の
区

分
（
注
１
）
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T
1
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1
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表 85－20 添付－２（２） 

工事計画変更許可申請書 添付資料１０（１号炉） 

 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

重
大

事
故

等
対

処
設

備

（
注

１
）

：
本

文
中

す
べ

て
共

用
の

区
分

は
同

じ
。

（
注

２
）

：
発

電
所

内
と

発
電

所
外

で
共

用
。

（
注

３
）

：
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
を

兼
用

す
る

。
（

注
４

）
：

台
数

に
つ

い
て

は
、

原
子

力
防

災
訓

練
の

評
価

結
果

、
発

電
所

運
営

等
を

踏
ま

え
見

直
す

こ
と

が
あ

る
。

通
信

設
備

（
発

電
所

外
）

【
１

号
機

】
４

台
（

注
４

）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
３

台
（
注

４
）

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

１
台

（
注

４
）

【
３

号
機

】
１

２
台

（
注
４

）

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

１
台

（
注

４
）

　
　

　
事

務
所

等
：

１
１

台
（

注
４

）

－
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備

保
安

電
話

（
固

定
）

（
注
２

）

【
３

号
機

】
約

４
０

０
台

（
注

４
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
約

１
７

台
（

注
４

）

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

約
５

台
（

注
４

）

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

約
５

台
（

注
４

）

　
　

　
事

務
所

等
：

約
３

７
７

台
（
注

４
）

－

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

２
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

４
号

機
に

設
置

保
安

電
話

（
携

帯
）

（
注
２

）

【
３

号
機

】
約

８
０

０
台

（
注

４
）

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

約
７

台
（

注
４

）

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

約
７

台
（

注
４

）

　
　

　
事

務
所

等
：

約
７

９
０

台
（
注

４
）

－
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
保

管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

社
外

（
社

内
を

含
む

）

加
入

電
話

（
注

２
）

【
１

号
機

】
８

台
（

注
４

）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
７

台
（
注

４
）

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

１
台

（
注

４
）

【
３

号
機

】
２

５
台

（
注
４

）

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

１
台

（
注

４
）

　
　

　
事

務
所

等
：

２
４

台
（

注
４

）

－
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

携
帯

電
話

（
注

２
）

【
３

号
機

】
９

１
台

（
注
４

）
－

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

無
線

通
話

装
置

（
注
２

）
【

３
号

機
】

３
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

台
　

　
　

移
動

式
放

射
能

測
定

装
置

（
モ

ニ
タ

車
）

：
２

台
－

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

衛
星

電
話

可
搬

【
１

号
機

】
２

台
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

２
台

【
１

号
機

】
２

台
（
注

３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

台
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
（

予
備

）
：

１
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管

所
外

社
内

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス

テ
ム

【
３

号
機

】
約

４
台

（
注
４

）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
約

１
台

（
注
４

）

　
　

　
事

務
所

等
：

約
３

台
（

注
４

）

－

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備
衛

星
保

安
電

話
【

３
号

機
】

３
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
２

台
　

　
　

事
務

所
等

：
１

台
－

加
入

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

（
注
２

）

第
１
表
　
通
信

連
絡
設
備
の
主
要
設
備
一
覧
（
３
／
５

）

通
信

種
別

主
要

設
備

容
量

共
用

の
区

分
（
注
１
）
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T
1
-添

1
0-
2
3
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表 85－20 添付－２（２） 

工事計画変更許可申請書 添付資料１０（１号炉） 

 

設
計
基

準
事

故
対

処
設

備
重

大
事

故
等

対
処

設
備

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
・

３
・

４
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
・

３
・

４
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

【
１
号

機
】

４
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

４
台

【
１

号
機

】
２

８
台

　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
６

台
　
　

　
１

・
２

号
機
中

央
制

御
室

：
２

台
　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
(
予
備

）
：

１
０

台
【
３

号
機

】
２

０
台

　
　

　
３

・
４

号
機
中

央
制

御
室

：
２

台
　
　

　
移

動
式

放
射
能

測
定

装
置

（
モ

ニ
タ

車
）

：
２

台
　
　

　
事

務
所

等
：
１

６
台

【
１
号

機
】

２
６

台
（

注
３

）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
６

台
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
(予

備
）

：
１

０
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
･４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
・

２
・

３
･４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置

（
注

１
）

：
本

文
中

す
べ

て
共

用
の

区
分

は
同

じ
。

（
注

２
）

：
発

電
所

内
と

発
電

所
外

で
共

用
。

（
注

３
）

：
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
を

兼
用

す
る

。

衛
星
電

話

緊
急
時

衛
星

通
報

シ
ス

テ
ム

【
１

号
機

】
８

台
　
　

 緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

８
台

（
予

備
４

台
　
　

含
む

）

固
定

（
注
２

）

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

携
帯

（
注
２

）

Ｉ
Ｐ
電

話
【
１

号
機

】
９

台
　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

６
台

　
　

　
事

務
所

等
：
３

台

【
１
号

機
】

６
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

６
台

Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ

Ｘ

【
１

号
機

】
２

台
　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
台

　
　

　
事

務
所

等
：
１

台

そ
の
他

【
１

号
機

】
一

式
（
３

･４
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

　
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
伝
送

サ
ー

バ
用

通
信

機
器

収
納

盤
（
３

・
４

号
機

外
部
し

ゃ
へ

い
建

屋
）

　
　

　
統

合
原

子
力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
用

通
信

機
器

収
納

盤
　
　

　
無

線
ア

ン
テ
ナ

（
３

・
４

号
機

）
（
緊

急
時

対
策

所
建
屋

）
　
　

　
緊

急
時

対
策
所

通
信

設
備

収
容

架
１

　
　

　
無

線
ア

ン
テ
ナ

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
）

【
３

号
機

】
一

式
（
３

･４
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

　
衛

星
ア

ン
テ
ナ

同
左

（
注

３
）

通
信
設

備
（
発

電
所

外
）

所
外

社
外

（
社

内
を
含

む
）

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

Ｔ
Ｖ
会

議
シ

ス
テ
ム

【
１

号
機

】
２

８
台

　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
７

台
　
　

　
１

・
２

号
機
中

央
制

御
室

：
２

台
　
　

　
事

務
所

等
：
２

台
　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
（

予
備

）
：

５
台

　
　

　
１

・
２

号
機
中

央
制

御
室

（
予

備
）

：
２

台
【
３

号
機

】
４

台
　
　

　
３

・
４

号
機
中

央
制

御
室

：
２

台
　
　

　
３

・
４

号
機
中

央
制

御
室

（
予

備
）

：
２

台

【
１
号

機
】

１
９

台
（

注
３

）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
７

台
　

　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
２

台

【
３
号

機
】

２
台

（
注

３
）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
２

台

社
外

第
１
表
　

通
信
連

絡
設
備
の

主
要
設

備
一
覧

（
４
／

５
）

通
信

種
別

主
要
設

備
容

量
共
用

の
区

分
（
注
１
）

【
１

号
機

】
５

台
　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

３
台

　
　

　
事

務
所

等
：
２

台

【
１
号

機
】

１
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
台

【
１
号

機
】

１
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管
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表 85－20 添付－２（２） 
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

重
大

事
故

等
対

処
設

備

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
・

３
・

４
号

機
に

設
置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

・
３

・
４

号
機

に
設

置

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
･
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

･
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

（
注

１
）

：
本

文
中

す
べ

て
共

用
の

区
分

は
同

じ
。

（
注

２
）

：
発

電
所

内
と

発
電

所
外

で
共

用
。

（
注

３
）

：
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
を

兼
用

す
る

。

デ
ー

タ
伝

送
設

備
（

発
電

所
外

）
所

外

社
外

（
社

内
を

含
む

）

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

（
注
２

）

第
１

表
　
通

信
連
絡

設
備
の

主
要
設

備
一
覧

（
５
／

５
）

通
信

種
別

主
要

設
備

社
外

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
伝

送
シ

ス
テ

ム

【
３

号
機

】
一

式
（

３
・

４
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

伝
送

サ
ー

バ
盤

　
　

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

伝
送

サ
ー

バ
用

通
信

機
器

収
納

盤
　

　
衛

星
ア

ン
テ

ナ

同
左

（
注

３
）

【
１

号
機

】
一

式
（

１
・

２
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

　
緊

急
時

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

伝
送

装
置

Ｃ
盤

　
　

　
緊

急
時

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

伝
送

装
置

Ｄ
盤

（
１

・
２

号
機

中
間

建
屋

）
　

　
　

１
・

２
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
通

信
機

器
収

納
盤

　
　

　
１

・
２

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
発

信
機

（
３

・
４

号
機

制
御

建
屋

）
　

　
　

緊
急

時
オ

ン
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
伝

送
装

置
Ａ

盤
　

　
　

緊
急

時
オ

ン
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
伝

送
装

置
Ｂ

盤
（

３
・

４
号

機
外

部
し

ゃ
へ

い
建

屋
）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

通
信

機
器

収
納

盤
（

１
・

２
号

機
側

）
　

　
　

３
・

４
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
用

無
線

受
信

機

同
左

（
注

３
）

容
量

共
用

の
区

分
（
注
１
）
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表 85－20 添付－２（２） 

工事計画変更許可申請書 添付資料１０（２号炉） 

 

設
計
基

準
事

故
対

処
設

備
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
注

１
）

：
本

文
中

す
べ

て
共

用
の

区
分

は
同

じ
。

（
注

２
）

：
発

電
所

内
と

発
電

所
外

で
共

用
。

（
注

３
）

：
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
を

兼
用

す
る

。
（
注

４
）

：
台

数
に

つ
い

て
は

、
原

子
力

防
災

訓
練

の
評

価
結

果
、

発
電

所
運

営
等

を
踏

ま
え

見
直

す
こ

と
が

あ
る

。

ト
ラ
ン

シ
ー

バ
ー

【
１

号
機

】
１

０
０
台

　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
０

０
台

【
１
号

機
】

１
０

０
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

９
０

台
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
（

予
備

）
：

１
０

台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

携
行
型

通
話

装
置

【
１

号
機

】
４

７
台

　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
４

台
　
　

　
１

・
２

号
機
中

央
制

御
室

：
２

７
台

　
　

　
事

務
所

等
：
６

台
【
３

号
機

】
２

７
台

　
　

　
３

・
４

号
機
中

央
制

御
室

：
２

７
台

【
１
号

機
】

２
４

台
（

注
３

）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

４
台

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
（

予
備

）
：

４
台

　
　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
１

６
台

【
３
号

機
】

１
６

台
（

注
３

）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
１

６
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設
備

保
安
電

話
（

固
定
）

（
注
２

）

【
３

号
機

】
約

４
０
０

台
（

注
４
）

　
　

　
緊

急
時

対
策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

約
１

７
台

（
注
４

）

　
　

　
１

・
２

号
機
中

央
制

御
室

：
約

５
台

（
注
４

）

　
　

　
３

・
４

号
機
中

央
制

御
室

：
約

５
台

（
注
４

）

　
　

　
事

務
所

等
：
約

３
７

７
台

（
注
４

）

－

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

２
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

４
号

機
に

設
置

保
安
電

話
（

携
帯
）

（
注
２

）

【
３

号
機

】
約

８
０
０

台
（

注
４
）

　
　

　
１

・
２

号
機
中

央
制

御
室

：
約

７
台

（
注
４

）

　
　

　
３

・
４

号
機
中

央
制

御
室

：
約

７
台

（
注
４

）

　
　

　
事

務
所

等
：
約

７
９

０
台

（
注
４

）

－

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

通
信
設

備
（
発

電
所

内
）

運
転
指

令
設

備

１
号

及
び

２
号

機
送

受
話

器
【
１

号
機

】
約

２
３
０

台
（

注
４
）

－
１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

２
号

機
に

設
置

３
号

及
び

４
号

機
送

受
話

器
【
３

号
機

】
約

２
５
０

台
（

注
４
）

－
３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

４
号

機
に

設
置

【
１

号
機

】
一

式
－

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号
及

び
４

号
機

【
３

号
機

】
一

式
－

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

第
１

表
　
通

信
連
絡

設
備
の

主
要
設

備
一
覧

（
１
／

５
）

通
信

種
別

主
要
設

備
容

量
共
用

の
区

分
（
注
１
）

警
報
装

置

所
内

事
故
一

斉
放

送
装

置

１
号
及

び
２

号
機

-
 
T
2
-添

1
0-
2
1
 -
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設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

重
大

事
故

等
対

処
設

備

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
・

３
・

４
号

機
に

設
置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

・
３

・
４

号
機

に
設

置

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

表
示

装
置

【
１

号
機

】
一

式
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

）
　

　
　

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

表
示

端
末

：
８

台
（

予
備

４
台

含
む

）
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

通
信

機
器

収
納

盤
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
受

信
機

（
３

・
４

号
機

外
部

し
ゃ

へ
い

建
屋

）
　

　
　

３
・

４
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
通

信
機

器
収

納
盤

（
緊

急
時

対
策

所
　

　
　

側
）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
発

信
機

【
１

号
機

】
一

式
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

）

　
　

　
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
表

示
端

末
：

４
台

（
注

３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
通

信
機

器
収

納
盤

（
注
３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
用

無
線

受
信

機
（
注
３
）

（
３

・
４

号
機

外
部

し
ゃ

へ
い

建
屋

）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

通
信

機
器

収
納

盤
（

緊
急

時
対

策
所

側
）

（
注
３
）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
発

信
機

（
注
３
）

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
・

３
・

４
号

機
に

設
置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

・
３

・
４

号
機

に
設

置

（
注

１
）

：
本

文
中

す
べ

て
共

用
の

区
分

は
同

じ
。

（
注

２
）

：
発

電
所

内
と

発
電

所
外

で
共

用
。

（
注

３
）

：
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
を

兼
用

す
る

。

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

設
置

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

設
置

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

衛
星

電
話

（
携

帯
）

（
注

２
）

【
１

号
機

】
２

８
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

６
台

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

(
予

備
）

：
１

０
台

【
３

号
機

】
２

０
台

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
移

動
式

放
射

能
測

定
装

置
（

モ
ニ

タ
車

）
：

２
台

　
　

　
事

務
所

等
：

１
６

台

【
１

号
機

】
２

６
台

（
注

３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

６
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

(
予

備
）

：
１

０
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
号

機
に

保
管

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

３
号

機
に

保
管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管

無
線

通
話

装
置

（
注

２
）

【
３

号
機

】
３

台
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
台

　
　

　
移

動
式

放
射

能
測

定
装

置
（

モ
ニ

タ
車

）
：

２
台

－
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置

通
信

設
備

（
発

電
所

内
）

所
内

衛
星

電
話

衛
星

電
話

（
固

定
）

（
注

２
）

【
１

号
機

】
２

８
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

７
台

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
事

務
所

等
：

２
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

（
予

備
）

：
５

台
　

　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

（
予

備
）

：
２

台
【

３
号

機
】

４
台

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
（

予
備

）
：

２
台

【
１

号
機

】
１

９
台

（
注

３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

７
台

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

【
３

号
機

】
２

台
（

注
３

）

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

デ
ー

タ
伝

送
設

備
（

発
電

所
内

）

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｐ

Ｄ

Ｓ
）

（
注

２
）

【
１

号
機

】
一

式
（

１
・

２
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

　
緊

急
時

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

伝
送

装
置

Ｃ
盤

　
　

　
緊

急
時

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

伝
送

装
置

Ｄ
盤

（
１

・
２

号
機

中
間

建
屋

）
　

　
　

１
・

２
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
通

信
機

器
収

納
盤

　
　

　
１

・
２

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
発

信
機

（
３

・
４

号
機

制
御

建
屋

）
　

　
　

緊
急

時
オ

ン
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
伝

送
装

置
Ａ

盤
　

　
　

緊
急

時
オ

ン
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
伝

送
装

置
Ｂ

盤
（

３
・

４
号

機
外

部
し

ゃ
へ

い
建

屋
）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

通
信

機
器

収
納

盤
（

１
・

２
号

機
側

）
　

　
　

３
・

４
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
用

無
線

受
信

機

同
左

（
注
３

）

第
１
表
　

通
信
連

絡
設
備

の
主
要

設
備
一

覧
（
２

／
５
）

通
信

種
別

主
要

設
備

容
量

共
用

の
区

分
（
注
１
）

-
 
T
2
-添

1
0-
2
2
 -
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設
計
基

準
事

故
対

処
設

備
重
大

事
故

等
対

処
設

備

－
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
保

管

社
外

（
社
内

を
含

む
）

加
入

電
話

（
注
２

）

【
１
号

機
】

４
台

（
注

４
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

３
台

（
注

４
）

　
　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
１

台
（

注
４

）

【
３
号

機
】

１
２

台
（

注
４

）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
１

台
（

注
４

）

　
　
　

事
務

所
等

：
１

１
台

（
注

４
）

－
１

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備

保
安

電
話

（
固

定
）

（
注

２
）

【
３
号

機
】

約
４

０
０

台
（

注
４

）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

約
１

７
台

（
注

４
）

　
　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
約

５
台

（
注

４
）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
約

５
台

（
注

４
）

　
　
　

事
務

所
等

：
約

３
７

７
台

（
注

４
）

－

３
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
２

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
４

号
機

に
設

置

保
安

電
話

（
携

帯
）

（
注

２
）

【
３
号

機
】

約
８

０
０

台
（

注
４

）

　
　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
約

７
台

（
注

４
）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
約

７
台

（
注

４
）

　
　
　

事
務

所
等

：
約

７
９

０
台

（
注

４
）

加
入

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

（
注
２

）

【
１
号

機
】

８
台

（
注

４
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

７
台

（
注

４
）

　
　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
１

台
（

注
４

）

【
３
号

機
】

２
５

台
（

注
４

）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
１

台
（

注
４

）

　
　
　

事
務

所
等

：
２

４
台

（
注

４
）

－
１

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

携
帯

電
話

（
注
２

）
【

３
号

機
】

９
１

台
（

注
４

）
－

３
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
保

管

衛
星

電
話

可
搬

【
１
号

機
】

２
台

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

２
台

【
１

号
機

】
２

台
（

注
３
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

：
１

台
　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所

建
屋

内
）

（
予

備
）

：
１

台

【
設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

】
１

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管

【
重
大

事
故

等
対

処
設

備
】

１
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
保

管

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備
衛
星

保
安

電
話

【
３
号

機
】

３
台

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

２
台

　
　
　

事
務

所
等

：
１

台
－

３
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

－
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

無
線

通
話

装
置

（
注
２

）
【

３
号

機
】

３
台

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
台

　
　
　

移
動

式
放

射
能

測
定

装
置

（
モ

ニ
タ

車
）

：
２

台
－

３
号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置

第
１
表

　
通
信

連
絡
設

備
の
主

要
設
備

一
覧
（

３
／
５

）

通
信
種

別
主

要
設

備
容
量

共
用
の

区
分

（
注
１
）

通
信

設
備

（
発
電

所
外

）
所
外

社
内

社
内

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス

テ
ム

【
３
号

機
】

約
４

台
（

注
４

）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

約
１

台
（

注
４

）

　
　
　

事
務

所
等

：
約

３
台

（
注

４
）

（
注
１

）
：

本
文

中
す

べ
て

共
用

の
区

分
は

同
じ

。
（

注
２

）
：

発
電

所
内

と
発

電
所

外
で

共
用

。
（

注
３

）
：

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

を
兼

用
す

る
。

（
注
４

）
：

台
数

に
つ

い
て

は
、

原
子

力
防

災
訓

練
の

評
価

結
果

、
発

電
所

運
営

等
を

踏
ま

え
見

直
す

こ
と

が
あ

る
。

-
 
T
2
-添

1
0-
2
3
 -
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表 85－20 添付－２（２） 

工事計画変更許可申請書 添付資料１０（２号炉） 

 

設
計
基

準
事

故
対

処
設

備
重

大
事

故
等

対
処

設
備

【
１
号

機
】

４
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

４
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
･４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
･４

号
機

共
用

、
１

号
機

に
設

置

（
注

１
）

：
本

文
中

す
べ

て
共

用
の

区
分

は
同

じ
。

（
注

２
）

：
発

電
所

内
と

発
電

所
外

で
共

用
。

（
注

３
）

：
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
を

兼
用

す
る

。

同
左

（
注

３
）

衛
星
電

話

固
定

（
注
２

）

【
１

号
機

】
２

８
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所
建

屋
内

）
：

１
７

台
　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
事

務
所

等
：

２
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所
建

屋
内

）
（

予
備

）
：

５
台

　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
（

予
備
）

：
２

台
【
３

号
機

】
４

台
　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
（

予
備
）

：
２

台

【
１
号

機
】

１
９

台
（

注
３

）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
７

台
　

　
　

１
・

２
号

機
中

央
制

御
室

：
２

台

【
３
号

機
】

２
台

（
注

３
）

　
　
　

３
・

４
号

機
中

央
制

御
室

：
２

台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
１

号
機

に
設

置
３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
３

号
機

に
設

置
１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
１

号
機

に
保

管
３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
３

号
機

に
保

管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
１

号
機

に
設

置
３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
３

号
機

に
設

置

携
帯

（
注
２

）

【
１

号
機

】
２

８
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所
建

屋
内

）
：

１
６

台
　
　

　
１

・
２

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所
建

屋
内

）
(
予
備

）
：

１
０

台
【
３

号
機

】
２

０
台

　
　

　
３

・
４

号
機

中
央

制
御

室
：

２
台

　
　

　
移

動
式

放
射

能
測

定
装

置
（

モ
ニ
タ

車
）

：
２

台
　
　

　
事

務
所

等
：

１
６

台

【
１
号

機
】

２
６

台
（

注
３

）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
６

台
　

　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
(予

備
）

：
１

０
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
１

号
機

に
保

管
３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
３

号
機

に
保

管

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
１

号
機

に
保

管

【
１
号

機
】

１
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
台

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
１

・
３

・
４

号
機

に
設

置
３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
３

号
機

に
設

置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
１

・
３

・
４

号
機

に
設

置
３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共
用

、
３

号
機

に
設

置

Ｉ
Ｐ
電

話
【
１

号
機

】
９

台
　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所
建

屋
内

）
：

６
台

　
　

　
事

務
所

等
：

３
台

【
１
号

機
】

６
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

６
台

Ｉ
Ｐ
－

Ｆ
Ａ

Ｘ
【
１

号
機

】
５

台
　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所
建

屋
内

）
：

３
台

　
　

　
事

務
所

等
：

２
台

【
１
号

機
】

１
台

（
注

３
）

　
　
　

緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

１
台

そ
の
他

【
１

号
機

】
一

式
（
３

･４
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

　
Ｅ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
伝

送
サ

ー
バ

用
通

信
機
器

収
納

盤
（
３

・
４

号
機

外
部

し
ゃ

へ
い

建
屋

）
　
　

　
統

合
原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
用

通
信

機
器

収
納

盤
　
　

　
無

線
ア

ン
テ

ナ
（

３
・

４
号

機
）

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
）

　
　

　
緊

急
時

対
策

所
通

信
設

備
収

容
架
１

　
　

　
無

線
ア

ン
テ

ナ
（

緊
急

時
対

策
所
建

屋
）

【
３

号
機

】
一

式
（
３

･４
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

　
衛

星
ア

ン
テ

ナ
通

信
設

備
（
発

電
所

外
）

所
外

社
外

（
社

内
を
含

む
）

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

Ｔ
Ｖ
会

議
シ

ス
テ

ム
【
１

号
機

】
２

台
　
　

　
緊

急
時

対
策

所
（

緊
急

時
対

策
所
建

屋
内

）
：

１
台

　
　

　
事

務
所

等
：

１
台

社
外

緊
急
時

衛
星

通
報

シ
ス

テ
ム

【
１

号
機

】
８

台
　
　

 緊
急

時
対

策
所

（
緊

急
時

対
策

所
建

屋
内

）
：

８
台

（
予

備
４

台
　
　

含
む

）

第
１

表
　
通

信
連
絡

設
備
の

主
要
設

備
一
覧

（
４
／

５
）

通
信

種
別

主
要
設

備
容

量
共
用

の
区

分
（
注
１
）
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T
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表 85－20 添付－２（２） 

工事計画変更許可申請書 添付資料１０（２号炉） 

 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

重
大

事
故

等
対

処
設

備

（
注

１
）

：
本

文
中

す
べ

て
共

用
の

区
分

は
同

じ
。

（
注

２
）

：
発

電
所

内
と

発
電

所
外

で
共

用
。

（
注

３
）

：
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
を

兼
用

す
る

。

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

１
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
・

４
号

機
共

用
、

１
・

３
・

４
号

機
に

設
置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
１

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

・
４

号
機

共
用

、
１

・
３

・
４

号
機

に
設

置

社
外

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
伝

送
シ

ス
テ

ム

【
３

号
機

】
一

式
（

３
・

４
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

伝
送

サ
ー

バ
盤

　
　

Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｓ

伝
送

サ
ー

バ
用

通
信

機
器

収
納

盤
　

　
衛

星
ア

ン
テ

ナ

同
左

（
注

３
）

【
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
】

３
号

機
設

備
、

１
・

２
・

３
･
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

【
重

大
事

故
等

対
処

設
備

】
３

号
機

設
備

、
１

・
２

・
３

･
４

号
機

共
用

、
３

号
機

に
設

置

デ
ー

タ
伝

送
設

備
（

発
電

所
外

）
所

外

社
外

（
社

内
を

含
む

）

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

（
注
２

）

【
１

号
機

】
一

式
（

１
・

２
号

機
制

御
建

屋
）

　
　

　
緊

急
時

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

伝
送

装
置

Ｃ
盤

　
　

　
緊

急
時

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

伝
送

装
置

Ｄ
盤

（
１

・
２

号
機

中
間

建
屋

）
　

　
　

１
・

２
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
通

信
機

器
収

納
盤

　
　

　
１

・
２

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

用
無

線
発

信
機

（
３

・
４

号
機

制
御

建
屋

）
　

　
　

緊
急

時
オ

ン
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
伝

送
装

置
Ａ

盤
　

　
　

緊
急

時
オ

ン
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
伝

送
装

置
Ｂ

盤
（

３
・

４
号

機
外

部
し

ゃ
へ

い
建

屋
）

　
　

　
３

・
４

号
機

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ

通
信

機
器

収
納

盤
（

１
・

２
号

機
側

）
　

　
　

３
・

４
号

機
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
用

無
線

受
信

機

同
左

（
注

３
）

第
１

表
　
通

信
連
絡

設
備
の

主
要
設

備
一
覧

（
５
／

５
）

通
信

種
別

主
要

設
備

容
量

共
用

の
区

分
（
注
１
）
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（２）－２－20 保安規定第 85条 表 85-21「その他の設備」運転上の制限等について 

 

a 保安規定記載内容の説明（SA条文） 

b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数） 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類等」

参照 

  

1060



 

a 保安規定記載内容の説明（SA 条文） 
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
 

 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

 
記

載
内
容

の
説
明
 

表
８

５
－
２

１
 
そ

の
他
の

設
備
 

 ８
５

－
２
１

－
１
 
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
の

確
保
（
１

号
炉
お

よ
び
２

号
炉
）
 
①
 

 (
1
)
 運

転
上

の
制
限
  

項
 
目
 
②
 

運
転

上
の
制

限
 
③
 

ア
ク

セ
ス
ル

ー
ト
の

確
保
 

ブ
ル

ド
ー

ザ
お

よ
び

油
圧

シ
ョ

ベ
ル
の
所

要
数

が
動

作
可

能
で

あ
る
こ

と
 

適
用

モ
ー
ド
 
④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数

※
１
 
⑥
 

モ
ー

ド
１

、
２

、
３

、
４

、
５

、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に

燃
料

体
を
貯

蔵
し
て

い
る
期
間
 

ブ
ル

ド
ー
ザ
 

２
台
 

油
圧

シ
ョ
ベ
ル
 

１
台
 

※
１

：
１
号

炉
お
よ

び
２
号

炉
の
合
計
所

要
数
 

 (
2
)
 確

認
事

項
 
⑦
 

項
 
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

ブ
ル

ド
ー
ザ
 

所
要

数
が
使

用
可
能

で
あ
る

こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回

 
タ

ー
ビ

ン

保
修

課
長
 

油
圧

シ
ョ
ベ
ル
 

所
要

数
が
使

用
可
能

で
あ
る

こ
と
を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に
１
回

 
タ

ー
ビ

ン

保
修

課
長
 

  

①
 設

置
許
可
基

準
規
則

（
技
術

的
能
力

審
査
基
準

）
第
四

十
三
条
 （

１
．
０

）
が
該
当

す
る
。
（
添

付
―
１
）
 

 

②
 運

転
上
の
制

限
の
対

象
と
な

る
系
統

・
機

器
 （

添
付
－
１
）
 

 ③
 
以
下
の

条
文
要

求
が
運

転
段
階
に
お

い
て
も
維

持
で
き

る
よ
う

、
可
搬
型
重

大
事
故
等

対
処
設

備
で
あ

る
ブ
ル

ド
ー

ザ
及
び

油
圧
シ

ョ
ベ
ル

の
所
要
数
が

動
作
可
能

で
あ
る

こ
と
を

運
転
上
の
制

限
と
す
る
。
 

 

・
設

置
許
可

基
準
規

則
（
技

術
的
能
力
審

査
基
準
）

第
四
十

三
条
 （

１
．
０
）
 

「
重

大
事
故

等
対
処

設
備
」

と
し
て
、
重

大
事
故
等

が
発
生

し
た
場

合
に
お
い
て

、
可
搬
型

重
大
事

故
等

対
処

設
備
を

運
搬
し

、
又
は

他
の
設
備
の

被
害
状
況

を
把
握

す
る
た

め
、
工
場
等

内
の
道
路

及
び
通

路
が
確

保
で

き
る
よ

う
、
適

切
な
措

置
を
講
じ
た

も
の
で
あ

る
（
実

効
性
の

あ
る
運
用
管

理
を
行
う

）
こ
と
 

 ④
 ブ

ル
ド
ー
ザ

及
び
油

圧
シ
ョ

ベ
ル
は

、
重
大
事

故
等
が

発
生
し

た
場
合
に
お

い
て
、
可

搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備

の
運
搬

又
は
他

の
設
備

の
被
害
状
況

の
把
握
に

あ
た
り

、
発
電

所
内
の
道
路

及
び
通
路

を
確
保

す
る
た
め

に
必

要
な
設

備
で
あ

り
、
原

子
炉
格
納
容

器
内
に
燃

料
が
装

荷
さ
れ

て
い
る
期
間

及
び
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト
に

燃
料

体
が
貯

蔵
さ
れ

て
い
る

期
間
を
機
能

維
持
期
間

と
し
て

適
用
す

る
必
要
が
あ

る
こ
と
か

ら
、
適

用
モ
ー
ド

は
「

モ
ー
ド

１
、
２

、
３
、

４
、
５
、
６

お
よ
び
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
に
燃
料
体

を
貯
蔵
し

て
い
る

期
間
」
と

す
る
。（

保
安
規

定
変
更

に
係
る

基
本
方

針
４
．
３
．（

１
）
）
 

 ⑤
 ②

に
含
ま
れ

る
主
な

設
備
 

 

⑥
 ブ

ル
ド
ー
ザ

及
び
油

圧
シ
ョ

ベ
ル
は

、
可
搬
型

重
大
事

故
等
対

処
設
備
で
あ

る
が
可
搬

型
代
替

電
源
設

備
及
び

可
搬

型
注
水

設
備
で

は
な
い

こ
と
か
ら
１

Ｎ
要
求
機

器
で
あ

り
、
ブ

ル
ド
ー
ザ

2
台

、
油
圧
シ

ョ
ベ
ル

1
台
で

1
号

炉
及
び

2
号
炉
の

重
大
事

故
等
発
生

時
の
ア
ク

セ
ス
ル

ー
ト
を

確
保
で
き
る

設
計
と
し

て
い
る

こ
と
か

ら
、

１
Ｎ
要

求
と
し
て

1
セ

ッ
ト
ブ
ル
ド

ー
ザ

2
台

、
油
圧

シ
ョ
ベ
ル

1
台
(1

号
炉
及
び

2
号
炉
共

用
)が

必

要
と

な
る
。

ま
た
、

屋
外
に

保
管
し
て
い

る
１
Ｎ
要

求
の
可

搬
型
重

大
事
故
等
対

処
設
備
で

あ
る
こ

と
か
ら
、

竜
巻

に
対
し

て
は
、

瓦
礫
除

去
は
ブ
ル
ド

ー
ザ

1
台

で
対
応

可
能
で

あ
り
、
油
圧

シ
ョ
ベ
ル

は
地
震

時
の
段
差

解
消

の
た
め

に
必
要

な
設
備

で
あ
り
、
竜

巻
襲
来
時

は
不
要

で
あ
る

こ
と
か
ら
、

運
転
上
の

制
限
の

所
要
数
を

1
セ

ッ
ト
ブ
ル

ド
ー
ザ

2
台
(1

号
炉
及
び

2
号
炉
共

用
)、

油
圧

シ
ョ
ベ
ル

1
台
(1

号
炉
及
び

2
号
炉
共

用
)と

す
る
。（

添
付
－

２
）
 

 

⑦
 
適
用
モ

ー
ド
期

間
の
確

認
事
項
を
記

載
す
る
。
(保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
４

．
２
) 

ａ
．

動
作
確

認
（
所

要
数
が

使
用
可
能
で

あ
る
こ
と

を
確
認

す
る
）
 

「
保

安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
」
の

可
搬
型
重

大
事
故

等
対
処

設
備
の
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン

ス
頻
度

の
考
え

方
に

基
づ
き

3
ヶ
月
に

1
回

、
外
観
点
検

等
に
よ
り

所
要
数

が
使
用

可
能
で
あ
る

こ
と
を
確

認
す
る
。
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保
安

規
定

記
載

内
容

の
説

明
 

 

保
安

規
定

 第
85

条
 
条
文

 
記

載
内
容

の
説
明
 

(
3
)
 要

求
さ

れ
る
措
置
 

適
用
 

モ
ー
ド
 

条
 
件
 
⑧
 

要
求

さ
れ
る

措
置
 
⑨
 

完
了

時
間

 

モ
ー

ド

１
、

２
、

３
お

よ
び

４
 

A
. 

所
要

数
を

満
足

し

て
い

な
い
場
合
 

A
.
1
 タ

ー
ビ

ン
保

修
課

長
は

、
当

該
設

備
を

使
用

可
能

な
状
態

に
復
旧

す
る
。
 

ま
た
は
 

A
.
2
 タ

ー
ビ

ン
保

修
課

長
は

、
代

替
措

置
※

２
を

検

討
し

、
原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る
。
 

１
０
日
 

  １
０
日
 

B
. 

条
件

Ａ
の

措
置

を

完
了

時
間

内
に

達

成
で

き
な
い

場
合
 

B
.
1
 当

直
課
長
は

、
モ
－

ド
３
に

す
る
。
 

お
よ
び
 

B
.
2
 当

直
課
長
は

、
モ
－

ド
５
に

す
る
。
 

１
２

時
間
 

 ５
６

時
間
 

モ
ー
ド

５
、

６
お

よ
び

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

に
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期
間
 

A
. 

所
要

数
を

満
足

し

て
い

な
い
場
合
 

A
.
1
 タ

ー
ビ

ン
保

修
課

長
は

、
当

該
設

備
を

動
作

可
能

な
状

態
に

復
旧

す
る

措
置

を
開

始
す

る
。
 

お
よ
び
 

A
.
2
 当

直
課

長
は

、
１

次
冷

却
系

の
水

抜
き

を
行

っ
て

い
る
場

合
は
、

水
抜
き

を
中
止
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
3
 当

直
課

長
は

、
モ

ー
ド

５
（

１
次

冷
却

系
非

満
水

）
ま
た

は
モ

ー
ド

６
（

キ
ャ

ビ
テ

ィ
低

水
位

）
の
場

合
、

１
次

系
保

有
水

を
回

復
す

る
措

置
を
開

始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A
.
4
 タ

ー
ビ

ン
保

修
課

長
は

、
代

替
措

置
※

２
を

検

討
し

、
原
子

炉
主

任
技

術
者

の
確

認
を

得
て

実
施

す
る
措

置
を
開

始
す
る
。
 

速
や

か
に
 

   速
や

か
に
 

  速
や

か
に
 

    速
や

か
に
 

※
２

：
代
替

品
の
補

充
等
。
 

 

 ⑧
 運

転
上
の
制

限
を
満

足
し
な

い
条
件

を
記
載
す

る
。
 

ブ
ル

ド
ー
ザ

及
び
油

圧
シ
ョ

ベ
ル
は
、
１

Ｎ
要
求
設

備
で
あ

る
た
め

、
使
用
可
能

な
台
数
が

所
要
数

未
満
に
な

っ
た

場
合
を

条
件
と

し
て
記

載
す
る
。（

保
安
規
定

変
更
に

係
る
基

本
方
針
４
．

３
．（

１
）
）
  

 

⑨
 要

求
さ
れ
る

措
置
に

つ
い
て

記
載
す

る
。
(保

安
規

定
変
更

に
係
る

基
本
方

針
４
．
３
．（

２
）
、（

３
）
) 

【
モ

ー
ド
１

、
２
、

３
お
よ

び
４
】
 

A
.
1
 当

該
設

備
を
使

用
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
。

ブ
ル
ド

ー
ザ
及

び
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
は
、

重
大
事

故
等
時

に
可
搬

型
重

大
事
故

等
対
処

設
備
を

運
搬
す
る
た

め
の
ア
ク

セ
ス
ル

ー
ト
を

確
保
す
る
設

備
で
あ
り

、
間
接

的
に
安
全

機
能

を
有
す

る
こ
と

か
ら
、
「
M
S
-
2」

の
「

異
常
状

態
へ
の

対
応
上

特
に
重
要
な

構
造
物
、

系
統
及

び
機
器

」
に

分
類

さ
れ
て

L
CO

設
定
さ
れ

て
い
る
保
安

規
定
第

34
条

（
計
測

お
よ
び

制
御
設

備
）
の
「

事
故
時

監
視
計

装
」

の
1
つ
の
機

能
が
動

作
不
能

と
な
っ
た
場

合
の
復
旧

の
た
め

に
認
め

ら
れ
て
い
る

完
了
時
間

で
あ
る

「
10

日
」

を
準

用
し
、
「
10

日
」

と
す
る
。
 

A
.
2
 当

該
設

備
の
機

能
を
補

完
す
る
代
替

措
置
を
検

討
し
、

原
子
炉

主
任
技
術
者

の
確
認
を

得
て
実

施
す
る

。
完
了

時
間

は
、
保

安
規
定
第

34
条
（

計
測
お

よ
び
制
御

設
備
）

の
「
事

故
時
監
視
計

装
」
の

1
つ
の
機

能
が
動

作
不

能
と

な
っ
た

場
合
の

代
替
監

視
手
段
を
確

保
す
る
た

め
に
認

め
ら
れ

て
い
る
完
了

時
間
で
あ

る
「
10

日
」

を
準

用
し
、「

10
日

」
と
す

る
。
 

B
.
1,
B
.2
 既

保
安
規

定
と
同

様
な
設
定
と

し
て
い
る
。
 

 【
モ

ー
ド
５

、
６
お

よ
び
使

用
済
燃
料
ピ

ッ
ト
に
燃

料
体
を

貯
蔵
し

て
い
る
期
間
】
 

A
.
1
 当

該
設

備
を
使

用
可
能

な
状
態
に
復

旧
す
る
措

置
を
“

速
や
か

に
”
開
始
す

る
。
 

A
.
2
 当

該
設

備
が
使

用
不
能

で
あ
る
状
態

で
、
ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
行
う
こ
と

は
安
全
側

の
措
置

と
は
い

え
な
い

こ
と

か
ら
、

水
抜
き

中
の
場

合
は
“
速
や

か
に
”
水

抜
き
を

中
止
し

、
ミ
ッ
ド
ル

ー
プ
運
転

を
避
け

る
措
置
を

行
う
。
 

A
.
3
 既

に
ミ

ッ
ド
ル

ー
プ
運

転
中
の
場
合

は
、
ミ
ッ

ド
ル
ー

プ
運
転

を
避
け
る
た

め
１
次
系

の
保
有

水
を
回

復
す
る

措
置

を
“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
 

A
.
4
 当

該
設

備
の
機

能
を
補

完
す
る
代
替

措
置
を
検

討
し
、

原
子
炉

主
任
技
術
者

の
確
認
を

得
て
実

施
す
る

措
置
を

“
速

や
か
に

”
開
始

す
る
。
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b 添付資料 

添付-１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（設備分類等）※ 

添付-２ 運転上の制限に関する所要数、必要容量 

(1) 設置変更許可申請書 添付八（所要数） 

 

※ 「（２）－１－２ 表８５－２～表８５－２１ 機器リスト及び設備分類

等」参照 

 

 

1064



表 85－21 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（１号炉） 

 

1 . 1  安全設計の方針 

1. 1 . 8  重大事故等対処設備に関する基本方針 

1. 1 . 8 . 4  操作性及び試験・検査性 

(1 )  操作性の確保 

d.  発電所内の屋外道路及び屋内通路の確保 

想定される重大事故等が発生した場合において、可搬型重

大事故等対処設備を運搬し、又は他の設備の被害状況を把握

するため、発電所内の道路及び通路が確保できるよう、以下

の設計とする。 

（中略） 

屋外アクセスルートに対する地震による影響（周辺構築物

の倒壊、周辺機器の損壊、周辺斜面の崩壊及び道路面の滑

り）、その他自然現象による影響（津波による漂着物、台風

及び竜巻による飛来物、積雪並びに降灰）を想定し、複数の

アクセスルートの中から早期に復旧可能なルートを確保する

ため、障害物を除去可能なブルドーザを 2 台（１号及び２号

炉共用）、予備のブルドーザを 1 台（１号、２号、３号及び４

号炉共用、既設）、油圧ショベルを 1 台（１号及び２号炉共

用）及び予備の油圧ショベルを 1 台（１号、２号、３号及び

４号炉共用、既設）等を保管及び使用する。また、地震によ

る屋外タンクからの溢水及び降水に対して、道路上の自然流

下も考慮した上で、通行への影響を受けない箇所にアクセス

ルートを確保する設計とする。 

（以下省略） 

 

所要数  
関連箇所を下線にて示す。
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表 85－21 添付－２（１） 

設置変更許可申請書 添付八（２号炉） 

 

1 . 1  安全設計の方針 

1. 1 . 8  重大事故等対処設備に関する基本方針 

１号炉の「1.1 . 8  重大事故等対処設備に関する基本方針」の変

更に同じ。 
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（２）－３ 補足説明資料 
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（２）－３－１ 重大事故等対処設備の運転上の制限に係る括り方の

配慮事項について 
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（２）－３－１ 重大事故等対処設備の運転上の制限に係る括り方の配慮事項について 

 
重大事故等対処設備（以下、ＳＡ設備）に対する運転上の制限（以下、ＬＣＯ）を設定す

るに当たり、技術基準規則等の条文では違う目的にも拘らず、同じ系統を使用するものが少

なくない。ＬＣＯ設定に関しては、保安規定の運用面を考慮し、いくつかの要求条文を対象

に系統毎に一括りにして整理することとする。以下にその配慮事項を取り纏め、詳細な内容

を整理する。 

 
１．配慮事項 
（１）系統を一括りにする場合の配慮事項 

・技術基準規則、設置許可基準規則及び技術的能力審査基準の要求を満足するようＬ

ＣＯを設定する。 
・取り纏めの範囲として、技術基準規則（技術的能力審査基準）の 60 条（1.2）「原子

炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」～66 条

（1.8）「原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備」を対象とし、目的

は異なるものの、同一の系統として使用するものを系統別に取り纏める。 
・重大事故等の処置に使用する配管等は、必ずどれかのＳＡ設備と紐付けし、必ずＬ

ＣＯ設定するよう配慮する。 
・ＳＡ設備が、故障等により動作不能となった場合において、その機能と同等の設備

があればＬＣＯ逸脱にならないことを考慮し、系統毎のＬＣＯを設定する。 

 
（２）その他 

ＬＣＯの設定に当たっては、運用面を考慮し、明確な分類かつ確実な対応を行える

よう配慮のうえ設定する。 

 
２．別紙  
（１）保安規定における重大事故等対処設備の運転上の制限及び完了時間整理表 
（２）保安規定における重大事故等対処設備の運転上の制限及び完了時間整理表（補足） 

以上 
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高
浜
１
，
２
号

炉
　
保

安
規

定
に
お
け
る
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
運

転
上

の
制

限
及
び
完

了
時

間
整

理
表
（
技

術
的

能
力
１
．
２
～

１
．
８
の

手
段

別
・
系

統
別
）

一
括
り
に
す
る
範
囲

L
C
O
逸

脱
と
な
ら
な
い
た
め
、
他

の
機

能
で
Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
設

定
す
る

（
　
）
は

、
緩

和
設

備
で
参

考
と
す

る
Ｄ
Ｂ
設

備
を
指

す
：
要

求
モ
ー
ド
１
～
3

：
要

求
モ
ー
ド
１
～
6
（原

則
）

Ｂ
（
Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸

脱
な
し
）

対
応

す
る
Ｄ
Ｂ
設

備
Ｃ
（
代

替
手

段
）

表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

分
類

３
（
対

応
設

備
等

）
主

な
用

途
Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
逸

脱
し
た
Ｓ
Ａ
設

備
と
同

等
の

機
能

を
有

す
る
設

備

Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ
Ｏ
Ｔ
判

断
（
2
N
以

外
：
Ａ
Ｏ
Ｔ
＝

3
日

）
（
2
N
：
A
O
T
＝

1
0
日

）

（
Ａ
Ｏ
Ｔ
＝

3
0
日

）
補

完
措

置
に
よ
り

同
等

の
機

能
を
有

す
る
設

備

1
.2

6
0
条

1
.3

6
1
条

1
.4

6
2
条

1
.5

6
3
条

1
.6

6
4
条

1
.7

6
5
条

1
.8

6
6
条

８
５
－

３
1
次

冷
却

系
の

フ
ィ
ー

ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー

ド
1
次

冷
却

系
の

フ
ィ
ー

ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー

ド
高

圧
注

入
系

統
、
加

圧
器

逃
が

し
弁

・
S
/
G
除

熱
機

能
喪

失
時

の
代

替
冷

却
－

・
補

助
給

水
ポ
ン
プ

・
主

蒸
気

大
気

放
出

弁
－

１
Ｎ

○
○

○
－

－
－

－
－

×
保

安
規

定
4
5
条

、
5
2
条

と
は

、
Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸

脱
時

の
要

求
さ
れ

る
措

置
及

び
Ａ
Ｏ
Ｔ
が

異
な
る
た
め

、
8
5
条

に
て
整

理
す

る
。

N
=
C
H
/
S
IP
２
台

、
P
O
R
V
２
個

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

4
（
S
G
使

用
）
で
整

理

余
熱

除
去

系
統

・
1
次

系
フ
ィ
ー

ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー

ド
後

の
余

熱
除

去
と
し
て
使

用
（
Ｄ
Ｂ
と
同

じ
）

通
常

運
転

時
の

余
熱

除
去

と
同

じ
で
あ
る

の
で
、
保

安
規

定
3
8
条

～
4
2
条

に
よ
る
。

－
－

－
○

○
○

－
－

－
－

－
○

－
保

安
規

定
3
8
条

～
4
2
条

に
て
整

理

８
５
－

４
炉

心
注

水
炉

心
注

水
－

非
常

用
炉

心
冷

却
系

－
非

常
用

炉
心

冷
却

設
備

（
低

圧
注

入
系

統
、
高

圧
注

入
系

統
）

・
C
/
V
再

循
環

サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー

ン
閉

塞
時

及
び

停
止

中
の

余
熱

除
去

機
能

喪
失

時
の

代
替

冷
却

・
S
B
O
時

に
お
け
る
溶

融
炉

心
の

C
/
V
下

部
へ

の
落

下
遅

延
、
防

止
の

た
め

の
代

替
冷

却

－
－

－
１
Ｎ

○
－

－
○

－
－

－
○

×
非

常
用

炉
心

冷
却

系
の

要
求

モ
ー

ド
、
L
C
O
逸

脱
時

の
要

求
さ
れ

る
措

置
及

び
Ａ
Ｏ
Ｔ
が

異
な
る
た
め
8
5
条

に
て
モ
ー

ド
1
～

6
で
整

理
8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

炉
心

注
水

－
蓄

圧
注

入
系

－
非

常
用

炉
心

冷
却

設
備

（
ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
）

・
運

転
停

止
時

の
S
B
O
、
低

圧
注

入
機

能
喪

失
時

に
お
け
る
ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
に
よ

る
代

替
冷

却
－

－
－

１
Ｎ

○
－

－
○

－
－

－
－

×
停

止
時

の
有

効
性

評
価

に
用

い
る
こ
と
か

ら
、
Ｄ
Ｂ
側

（
モ
ー

ド
３
以

上
）
と
適

用
さ
れ

る
モ
ー

ド
が

異
な
る
こ
と
か

ら
、
Ｓ
Ａ
側

で
Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
整

理
。

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

・
Ｃ
-
充

て
ん

/
高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷

却
）
に
よ
る
S
B
O
に
お
け
る
代

替
冷

却
－

・
余

熱
除

去
ポ
ン
プ

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

・
可

搬
式

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ

１
Ｎ

△
－

－
○

－
－

－
－

×
保

安
規

定
2
8
条

化
学

体
積

制
御

系
は

ほ
う
素

濃
縮

機
能

で
あ
り
、
目

的
が

違
う

た
め

適
用

不
可

。
8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

・
S
B
O
時

に
お
け
る
溶

融
炉

心
の

C
/
V
下

部
へ

の
落

下
遅

延
、
防

止
の

た
め

の
代

替
冷

却
－

（
余

熱
除

去
ポ
ン
プ
）

・
可

搬
式

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ

１
Ｎ

△
－

－
－

－
－

－
○

×
〃

〃

・
E
C
C
S
機

能
喪

失
時

に
お
い
て
非

常
用

電
源

健
全

時
の

代
替

冷
却

Ｃ
，
Ｄ
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S

タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)に

よ
る
代

替
炉

心
注

水
【
1
5
分

】

･余
熱

除
去

ポ
ン
プ

・
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ
ン
プ

－
１
Ｎ

－
－

－
○

－
－

－
－

－
－

・
S
B
O
、
低

圧
注

入
機

能
喪

失
時

に
お
け

る
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
冷

却

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

－
１
Ｎ

－
－

－
○

－
－

－
－

－
－

・
S
B
O
時

に
お
け
る
溶

融
炉

心
の

C
/
V
下

部
へ

の
落

下
遅

延
、
防

止
の

た
め

の
代

替
冷

却
－

－
１
Ｎ

－
－

－
－

－
－

－
○

－
－

・
E
C
C
S
機

能
喪

失
時

に
お
い
て
非

常
用

電
源

健
全

時
の

代
替

冷
却

－
･余

熱
除

去
ポ
ン
プ

・
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ
ン
プ

・
可

搬
式

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ

１
Ｎ

△
－

－
○

－
－

－
－

×

・
溶

融
炉

心
の

C
/
V
下

部
へ

の
落

下
遅

延
、
防

止
の

た
め

の
代

替
冷

却
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ
ン
プ
【
数

分
】

－
－

１
Ｎ

△
－

－
－

－
－

－
○

×

代
替

炉
心

注
水

－
可

搬
式

代
替

低
圧

注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
－

可
搬

式
代

替
低

圧
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
系

【
5
時

間
】

・
可

搬
式

代
替

低
圧

注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る

S
B
O
に
お
け
る
代

替
再

循
環

－

・
余

熱
除

去
ポ
ン
プ

・
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ
ン
プ

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

・
Ｃ
，
Ｄ
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
　
お
よ
び

　
Ｃ

-
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷

却
）

２
Ｎ

－
－

－
○

－
－

－
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

代
替

再
循

環
運

転
Ｃ
，
Ｄ
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ

イ
ラ
イ
ン
使

用
)に

よ
る
代

替
再

循
環

運
転

【
5
分

】

・
L
O
C
A
時

再
循

環
不

能
時

に
お
い
て
非

常
用

電
源

健
全

時
の

代
替

冷
却

　
（
Ｂ
内

部
ス
プ
レ
ク
ー

ラ
使

用
）

－
・
余

熱
除

去
ポ
ン
プ

－
１
Ｎ

△
－

－
○

－
－

－
－

×
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

海
水

代
替

補
機

冷
却

に
よ
る
代

替
再

循
環

運
転

・
Ｂ
-
余

熱
除

去
ポ
ン
プ
（
海

水
冷

却
）
に
よ
る

低
圧

代
替

再
循

環
・
Ｂ
-
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（
海

水
冷

却
）
お
よ
び

B
-
余

熱
除

去
ポ
ン
プ
（
海

水
冷

却
）
に
よ
る
高

圧
代

替
再

循
環

・
大

容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
補

機
冷

却
・
S
B
O
時

に
お
い
て
海

水
代

替
補

機
冷

却
さ
れ

た
E
C
C
S
補

機
に
よ
る
代

替
冷

却
－

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

・
Ｃ
-
充

て
ん

／
注

入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷

却
）

＋
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト

＋
大

容
量

ポ
ン
プ

１
Ｎ

△
－

－
○

－
－

－
－

×

非
常

用
炉

心
冷

却
系

の
要

求
モ
ー

ド
、
L
C
O
逸

脱
時

の
要

求
さ
れ

る
措

置
及

び
Ａ
Ｏ
Ｔ
が

異
な
る
た
め
8
5
条

に
て
モ
ー

ド
1
～

6
で
整

理
ま
た
、
代

替
海

水
供

給
設

備
に
対

す
る
Ｌ
Ｃ
Ｏ
は

、
１
．
７
（
6
5
条

）
に
て
整

理
す

る
。

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

８
５
－

５
1
次

冷
却

系
統

の
減

圧
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
減

圧
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
減

圧

・
燃

料
破

損
時

の
Ｄ
Ｃ
Ｈ
防

止
の

た
め

の
1

次
系

減
圧

・
S
G
T
R
減

圧
継

続
及

び
IS
L
O
C
A
時

の
1

次
系

減
圧

－
－

－
－

○
－

○
－

－
－

－
－

○
要

求
モ
ー

ド
、
要

求
機

能
と
も
Ｄ
Ｂ
と
同

じ
4
5
条

に
て
整

理
す

る
。

N
=
3
個

：
4
5
条

に
て
整

理

窒
素

ボ
ン
ベ
を
使

用
し
た
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
１
次

冷
却

系
の

減
圧

系
【
3
6
分

】
ま
た
は

可
搬

式
空

気
圧

縮
機

を
使

用
し
た
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
１
次

冷
却

系
の

減
圧

系
【
2
7
分

】

・
S
B
O
及

び
常

設
直

流
電

源
喪

失
時

の
代

替
空

気
に
よ
る
加

圧
器

逃
が

し
弁

機
能

回
復

－
・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
直

流
電

源
装

置
－

１
Ｎ

－
－

○
－

－
－

－
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

3
で
整

理

可
搬

型
バ

ッ
テ
リ
に
よ
る
加

圧
器

逃
が

し
弁

を
使

用
し
た
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
１
次

冷
却

系
の

減
圧

系
【
4
0
分

】

・
S
B
O
及

び
常

設
直

流
電

源
喪

失
時

の
代

替
直

流
電

源
に
よ
る
加

圧
器

逃
が

し
弁

機
能

回
復

－
・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
直

流
電

源
装

置
可

搬
式

整
流

器
１
Ｎ

－
－

○
－

－
－

－
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

3
で
整

理

該
当

条
文

代
替

炉
心

注
水

－
Ｃ
-
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ

ン
プ
（
自

己
冷

却
）
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
－

D
B
-
S
A

統
合

Ｃ
，
Ｄ
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)

に
よ
る
代

替
再

循
環

運
転
と
は

、
目

的
と
す
る
機

能
が

異
な

り
、
L
C
O
逸

脱
時

の
措

置
が

異
な
る
こ
と
か

ら
、
各

々
L
C
O

を
設

定
し
、
当

該
ポ
ン
プ
故

障
時

は
、
各

々
の
L
C
O
逸

脱
時

の
措

置
を
行

う
。

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

代
替

炉
心

注
水

－
Ｃ
，
Ｄ
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ

（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)

に
よ
る
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
－

備
　
　
考

、
適

用
モ
ー

ド

Ｃ
-
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷

却
）
に
よ
る
充

て
ん

系
【
9
0
分

】

恒
設

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
系

【
2
5
分

】
Ｃ
-
充

て
ん

/
高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷

却
）
に
よ
る
充

て
ん

系
【
9
0
分

】

Ｃ
，
Ｄ
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
連

絡
ラ
イ
ン
使

用
)に

よ
る
代

替
炉

心
注

水
系

【
1
5
分

】

溶
融

炉
心

の
C
/
V
下

部
へ

の
落

下
遅

延
、
防

止
の

た
め

の
代

替
冷

却
機

能
で

あ
れ

ば
、
充

て
ん

／
高

圧
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉

心
注

水
に
よ
り
代

替
で
き
る

が
、
E
C
C
S
機

能
喪

失
時

に
お
い
て
非

常
用

電
源

健
全

時
の

代
替

冷
却

と
し
て

管
理

が
必

要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
L
C
O
を
設

定
す

る
。

－

恒
設

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
系

は
、

　
・
Ｃ
，
Ｄ
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)に

よ
る
代

替
炉

心
注

水
系

　
お
よ
び

　
・
Ｃ
-
充

て
ん

/
高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（
自

己
冷

却
）
に
よ
る
充

て
ん

系
に
よ
り
、
Ｂ
に
該

当
し
、
基

準
要

求
を
満

足
す

る
こ
と
か

ら
、
本

機
能

は
上

記
２
つ

に
よ
り
担

保
す

る
。

Ｌ
Ｃ
Ｏ
設

定
の

考
え
方

対
応

手
段

所
要
数
（
量
）

D
B

兼
用

設
備
要

求
の
た
め

代
替
な
し

１ ２ ３ ５ ６ ７ ８ ９

1
0４

1070



Ｂ
（
Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸

脱
な
し
）

対
応

す
る
Ｄ
Ｂ
設

備
Ｃ
（
代

替
手

段
）

表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

分
類

３
（
対

応
設

備
等

）
主

な
用

途
Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
逸

脱
し
た
Ｓ
Ａ
設

備
と
同

等
の

機
能

を
有

す
る
設

備

Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ
Ｏ
Ｔ
判

断
（
2
N
以

外
：
Ａ
Ｏ
Ｔ
＝

3
日

）
（
2
N
：
A
O
T
＝

1
0
日

）

（
Ａ
Ｏ
Ｔ
＝

3
0
日

）
補

完
措

置
に
よ
り

同
等

の
機

能
を
有

す
る
設

備

1
.2

6
0
条

1
.3

6
1
条

1
.4

6
2
条

1
.5

6
3
条

1
.6

6
4
条

1
.7

6
5
条

1
.8

6
6
条

該
当

条
文

D
B
-
S
A

統
合

備
　
　
考

、
適

用
モ
ー

ド
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設

定
の

考
え
方

対
応

手
段

所
要
数
（
量
）

D
B

兼
用

８
５
－

６
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ

イ
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ
に
よ
る
格

納
容

器
注

水
【
数

分
】

・
格

納
容

器
過

圧
破

損
を
防

止
す

る
た
め

の
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ

－
－

－
１
Ｎ

○
－

－
－

－
－

○
－

×
－

－

・
原

子
炉

圧
力

容
器

に
残

存
す

る
溶

融
炉

心
を
冷

却
す

る
た
め

の
格

納
容

器
水

張
り

－
－

－
１
Ｎ

○
－

－
○

－
－

－
－

×
－

－

・
格

納
容

器
下

部
に
落

下
し
た
溶

融
炉

心
の

冷
却

の
た
め

の
格

納
容

器
注

水
－

－
－

１
Ｎ

○
－

－
－

－
－

－
○

×
Ｄ
Ｂ
に
お
け
る
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
系

の
要

求
モ
ー

ド
は

1
～

4
で
あ
り
、
Ｓ
Ａ
機

能
と
し
て
の

適
用

モ
ー

ド
が

異
な
る
こ
と
か

ら
、
8
5
条

に
て
整

理

内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
２
台

な
ら
び
に
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水
と
し
て
代

替
C
/
V
ス
プ
レ
イ
（
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ

ン
プ
）
お
よ
び
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直

接
注

水
（
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
）
を
要

求
8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

恒
設

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
系

【
2
0
分

】

・
格

納
容

器
冷

却
及

び
格

納
容

器
過

圧
破

損
を
防

止
す

る
た
め

の
代

替
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ

－
・
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

・
可

搬
式

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ

１
Ｎ

－
－

－
－

－
○

○
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

・
原

子
炉

圧
力

容
器

に
残

存
す

る
溶

融
炉

心
を
冷

却
す

る
た
め

の
代

替
格

納
容

器
水

張
り

－
－

－
１
Ｎ

－
－

－
○

－
－

－
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

・
S
B
O
時

に
お
け
る
格

納
容

器
下

部
に
落

下
し
た
溶

融
炉

心
の

冷
却

の
た
め

の
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
（
代

替
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
）

－
（
余

熱
除

去
ポ
ン
プ
）

・
可

搬
式

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ

１
Ｎ

－
－

－
－

－
－

－
○

－
－

内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
２
台

な
ら
び
に
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水
と
し
て
代

替
C
/
V
ス
プ
レ
イ
（
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ

ン
プ
）
お
よ
び
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直

接
注

水
（
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
）
を
要

求
8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

原
子

炉
下

部
キ

ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
に
よ

る
代

替
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ
【
2
0

分
】
お
よ
び

原
子

炉
下

部
キ

ャ
ビ
テ
ィ
直

接
注

水
系

【
2
0
分

】

・
格

納
容

器
冷

却
及

び
格

納
容

器
過

圧
破

損
を
防

止
す

る
た
め

の
代

替
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ

－
・
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

・
可

搬
式

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ

１
Ｎ

－
－

－
－

－
○

○
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

・
原

子
炉

圧
力

容
器

に
残

存
す

る
溶

融
炉

心
を
冷

却
す

る
た
め

の
代

替
格

納
容

器
水

張
り

－
－

－
１
Ｎ

－
－

－
○

－
－

－
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

・
S
B
O
時

に
お
け
る
格

納
容

器
下

部
に
落

下
し
た
溶

融
炉

心
の

冷
却

の
た
め

の
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
（
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
直

接
注

水
）

－
－

－
１
Ｎ

－
－

－
－

－
－

－
○

－
－

内
部
ス
プ
レ
ポ
ン
２
台

な
ら
び
に
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ

注
水
と
し
て
代

替
C
/
V
ス
プ
レ
イ
（
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ

ン
プ
）
お
よ
び
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
直

接
注

水
（
原

子
炉

下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
）
を
要

求
8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

８
５
－

７
原

子
炉

格
納

容
器

内
自

然
対

流
冷

却
原

子
炉

格
納

容
器

内
自

然
対

流
冷

却

Ａ
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

自
然

対
流

冷
却

【
6
7
分

】

・
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
機

能
喪

失
時

に
お

け
る
C
C
W
S
に
よ
る
格

納
容

器
の

代
替

冷
却

－
・
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ

・
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ
ン
プ

１
Ｎ

－
－

－
－

－
○

○
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

大
容

量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原

子
炉

格
納

容
器

自
然

対
流

冷
却

及
び

代
替

補
機

冷
却

大
容

量
ポ
ン
プ
を
用

い
た
Ａ
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原

子
炉

格
納

容
器

内
自

然
対

流
冷

却
【
7
.5
時

間
】

・
S
B
O
、
C
C
W
機

能
喪

失
時

に
お
け
る
代

替
海

水
供

給
設

備
（
大

容
量

ポ
ン
プ
）
を

使
用

し
た
格

納
容

器
の

代
替

冷
却

－
・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
海

水
ポ
ン
プ

・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

・
代

替
品

１
Ｎ

－
－

－
－

○
○

○
－

－
－

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

大
容

量
ポ
ン
プ
に
よ
る
補

機
冷

却
水

（
海

水
）
通

水
【
7
.5
時

間
】

・
S
B
O
又

は
L
U
H
S
時

の
大

容
量

ポ
ン
プ

で
の

計
器

用
空

気
圧

縮
機

等
へ

の
海

水
通

水
に
よ
る
代

替
補

機
冷

却
－

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
海

水
ポ
ン
プ

・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

・
代

替
品

１
Ｎ

－
－

－
－

○
－

－
－

－

代
替

補
機

冷
却

設
備

は
、
大

容
量

ポ
ン
プ
を
使

用
し
た
系

統
で
あ
り
、
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
自

然
対

流
冷

却
と
同

じ
く
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
に
使

用
す

る
こ
と
か

ら
、
同

ポ
ン
プ
車

に
よ
る
自

然
対

流
冷

却
に
て
一

括
り

に
整

理
す

る
。

8
5
条

に
て
モ
ー
ド
1
～

6
で
整

理

８
５
－

８
蒸

気
発

生
器

2
次

側
に
よ

る
炉

心
冷

却
（
注

水
）

蒸
気

発
生

器
2
次

側
に
よ
る
炉

心
冷

却
（
注

水
）

補
助

給
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸

気
発

生
器

へ
の

給
水

　
【
数

分
】

・
D
B
A
機

能
に
同

じ
・
加

圧
器

逃
が

し
弁

機
能

喪
失

時
の

２
次

系
に
よ
る
１
次

冷
却

系
の

減
圧

－
・
加

圧
器

逃
が

し
弁

－
１
Ｎ

○
－

○
－

－
－

－
－

○
要

求
モ
ー

ド
1
～

4
（
S
G
使

用
）
、
要

求
機

能
と
も
Ｄ
Ｂ
と
同

じ
で
は

あ
る
が

、
要

求
さ
れ

る
措

置
が

異
な
る
た
め

、
要

求
さ
れ

る
措

置
に
つ
い
て
は

8
5
条

に
て
整

理
す

る
。

N
=
M
/
D
A
F
W
P
2
台

N
=
T
/
D
A
F
W
P
１
台

6
5
条

に
て
整

理
（
M
/
D
：
モ
ー
ド
1
～

4
（
Ｓ
Ｇ
使

用
中
）
）

　
（
T
/
D
：
モ
ー
ド
1
～

3
）

・
余

熱
除

去
系

機
能

喪
失

時
の

2
次

系
に

よ
る
1
次

冷
却

系
の

冷
却

－
・
余

熱
除

去
ポ
ン
プ

－
１
Ｎ

○
－

－
○

－
－

－
－

○
〃

〃

・
S
B
O
又

は
Ｌ
Ｕ
Ｈ
Ｓ
時

の
2
次

系
に
よ
る
1

次
冷

却
系

の
冷

却
－

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
海

水
ポ
ン
プ

・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

－
１
Ｎ

○
○

－
○

○
－

－
－

○
〃

〃

タ
ー

ビ
ン
動

補
助

給
水

ポ
ン
プ
（
手

動
）
に
よ

る
蒸

気
発

生
器

へ
の

給
水

【
3
4
分

】

・
S
B
O
及

び
常

設
直

流
電

源
喪

失
時

の
現

場
手

動
に
よ
る
タ
ー

ビ
ン
動

補
助

給
水

ポ
ン
プ
機

能
回

復
－

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
直

流
電

源
装

置
・
空

冷
式

非
常

用
発

電
装

置
・
電

動
補

助
給

水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

１
Ｎ

△
○

○
－

－
－

－
－

○
要

求
モ
ー

ド
1
～

4
（
S
G
使

用
）
、
要

求
機

能
と
も
Ｄ
Ｂ
と
同

じ
で
は

あ
る
が

、
要

求
さ
れ

る
措

置
が

異
な
る
た
め

、
要

求
さ
れ

る
措

置
に
つ
い
て
は

8
5
条

に
て
整

理
す

る
。

N
=
T
/
D
A
F
W
P

6
5
条

に
て
整

理
（
モ
ー
ド
1
～

3
）

８
５
－

９
蒸

気
発

生
器

2
次

側
に
よ

る
炉

心
冷

却
（
蒸

気
放

出
）

蒸
気

発
生

器
2
次

側
に
よ
る
炉

心
冷

却
（
蒸

気
放

出
）

主
蒸

気
大

気
放

出
弁

に
よ
る
蒸

気
放

出

・
余

熱
除

去
系

機
能

喪
失

又
は

加
圧

器
逃

が
し
弁

機
能

喪
失

時
の

2
次

系
に
よ
る

1
次

冷
却

系
の

冷
却

・
S
G
T
R
減

圧
継

続
及

び
IS
L
O
C
A
時

の
1

次
系

減
圧

－
・
余

熱
除

去
ポ
ン
プ

・
加

圧
器

逃
が

し
弁

－
全

○
－

○
○

－
－

－
－

○
要

求
モ
ー

ド
1
～

4
（
S
G
使

用
）
、
要

求
機

能
と
も
Ｄ
Ｂ
と
同

じ
で
は

あ
る
が

、
要

求
さ
れ

る
措

置
が

異
な
る
た
め

、
要

求
さ
れ

る
措

置
に
つ
い
て
は

8
5
条

に
て
整

理
す

る
。

N
=
3

6
4
条

に
て
整

理
（
モ
ー
ド
1
～

4
（
S
G
使

用
）
）

主
蒸

気
大

気
放

出
弁

手
動

開
に
よ
る
蒸

気
放

出

・
S
B
O
及

び
常

設
直

流
電

源
喪

失
時

の
現

場
手

動
に
よ
る
主

蒸
気

逃
が

し
弁

機
能

回
復

・
Ｌ
Ｕ
Ｈ
Ｓ
時

の
2
次

系
に
よ
る
1
次

冷
却

系
の

冷
却

－

・
非

常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
直

流
電

源
装

置
・
海

水
ポ
ン
プ

・
1
次

系
冷

却
水

ポ
ン
プ

－
全

△
○

○
○

○
－

－
－

○
要

求
モ
ー

ド
1
～

4
（
S
G
使

用
）
、
Ｓ
Ａ
機

能
と
し
て
現

地
で
の

手
動

開
機

能
が

要
求

さ
れ

る
こ
と
か

ら
、
Ｄ
Ｂ
と
分

け
8
5
条

に
て
整

理
す

る
。

N
=
3

8
5
条

に
て
整

理
（
モ
ー
ド
1
～

4
（
S
G
使

用
）
）

代
替

原
子

炉
格

納
容

器
ス
プ
レ

イ

設
備

要
求

の
た
め
代

替
な
し

設
備

要
求

の
た
め
代

替
な
し

1
1

1
2 1
5

1
6 1
71
4

1
3
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高
浜

１
，
２
号

炉
　
保

安
規

定
に
お
け
る
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
運

転
上

の
制

限
及
び
完

了
時

間
整

理
表
（
補

足
）

Ｌ
Ｃ
Ｏ
設

定
の

考
え
方

（補
足

）

表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

分
類

３
（対

応
設

備
等

）

８
５
－

３
1次

系
フ
ィ
ー
ド

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド

1次
系

フ
ィ
ー
ド

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド

高
圧

注
入

系
統

、
加

圧
器

逃
が

し
弁

　
保

安
規

定
45

条
、
52

条
と
は

Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸

脱
時

に
要

求
さ
れ

る
措

置
及

び
Ａ
Ｏ
Ｔ
が

異
な
る
た
め
、
85

条
に
て
整

理
し
L
C
O
を
設

定
す

る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
蒸

気
発

生
器

に
よ
る
冷

却
機

能
が

喪
失

し
た
場

合
の

代
替

措
置

で
あ
る
こ
と
か

ら
、
蒸

気
発

生
器

に
適

用
さ
れ

る
モ
ー
ド
に
合

わ
せ

る
も
の

と
し
、
モ
ー
ド
1～

4（
S
G
使

用
）
と
す
る
（
１
．
２
，
１
．
３
に
対

応
）。

　
1次

系
Ｆ
＆

Ｂ
は

、
有

効
性

評
価

評
価

条
件

で
あ
る
C
H
/
S
IP
2台

、
加

圧
器

逃
が

し
弁

2個
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ

を
L
C
O
と
す

る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸

脱
時

は
、
高

圧
注

入
系

１
系

統
で
の

感
度

解
析

に
よ
り
有

効
性

確
認

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
高

圧
注

入
系

１
系

統
故

障
時

の
Ａ
Ｏ
Ｔ
は

、
Ｄ
Ｂ
側

の
要

求
さ
れ

る
措

置
と
同

じ
Ａ
Ｏ
Ｔ
（1

0日
）
に
て
対

応
す
る
。
ま
た
、
加

圧
器

逃
が

し
弁

故
障

時
の

の
Ａ
Ｏ
Ｔ

は
、
基

本
方

針
に
基

づ
き
７
２
時

間
と
す
る
。

余
熱

除
去

系
統

　
余

熱
除

去
機

能
と
し
て
期

待
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か

ら
、
第

38
条

～
42

条
（1

次
冷

却
材

）
に
て
整

理
す
る
。

８
５
－

４
炉

心
注

水
炉

心
注

水
－

非
常

用
炉

心
冷

却
系

－

非
常

用
炉

心
冷

却
設

備
（低

圧
注

入
系

統
、
高

圧
注

入
系

統
）

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
の

要
求

モ
ー
ド
、
L
C
O
逸

脱
時

の
要

求
さ
れ

る
措

置
及

び
Ａ
Ｏ
Ｔ
が

異
な
る
た
め
85

条
に
て
モ
ー
ド
1～

6で
整

理
す
る
。

非
常

用
炉

心
冷

却
設

備
（蓄

圧
タ
ン
ク
）

　
運

転
停

止
中

に
お
い
て
も
蓄

圧
タ
ン
ク
に
期

待
す
る
こ
と
か

ら
、
第

51
条

（蓄
圧

タ
ン
ク
）（

モ
ー
ド
1～

3（
Ｒ
Ｃ
Ｓ
圧

力
6
.8
9
M
P
a超

））
と
は

異
な
る
適

用
モ
ー
ド
と
な
る
こ
と
か

ら
、
第

85
に
お
い
て
も
モ
ー
ド
1～

6
に
お
い
て
L
C
O
を
設

定
す
る
。

　
L
C
O
逸

脱
時

は
、
モ
ー
ド
1～

3（
Ｒ
Ｃ
Ｓ
圧

力
6
.8
9
M
P
a超

）
に
お
い
て
は

、
第

51
条

に
基

づ
き
即

プ
ラ
ン
ト
停

止
と
な
る
こ
と
か

ら
、

第
51

条
の

要
求

さ
れ

る
措

置
と
整

合
し
た
Ａ
Ｏ
Ｔ
と
す
る
。

代
替

炉
心

注
水

－
C
-充

て
ん
/高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（自

己
冷

却
）
に
よ

る
代

替
炉

心
注

水
－

C
-充

て
ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン
プ
（自

己
冷

却
）
に
よ
る
充

て
ん
系

　
充

て
ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉

心
注

入
を
代

表
し
て
、
C
-充

て
ん
/高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（自

己
冷

却
）
に
よ
る
充

て
ん

注
入

に
対

し
て
、
８
５
条

に
て
整

理
し
に
L
C
O
を
設

定
す
る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

6
と
す
る
（
１
．
４
、
１
．
８
に
対

応
）。

　
当

該
ポ
ン
プ
は

、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
時

に
お
け
る
代

替
炉

心
注

入
や

溶
融

炉
心

の
Ｃ
／

Ｖ
下

部
へ

の
落

下
遅

延
防

止
の

機
能

を
有

し
、
以

下
に
示

す
よ
う
に
、
当

該
ポ
ン
プ
の

故
障

等
に
よ
り
系

統
が

動
作

で
き
な
い
場

合
は

、
同

等
の

機
能

を
有

す
る
設

備
（
Ｂ
）は

な
い
。

【
　
理

由
　
】

　
①

恒
設

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ
と
②

C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)に

よ
る
代

替
炉

心
注

入
が

代
替

と
な
る
可

能
性

に
つ
い
て
、
①

は
、
溶

融
炉

心
の

落
下

遅
延

・防
止

が
必

要
な
状

況
で
は

、
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
機

能
と
し
て
Ｃ
／

Ｖ
注

水
に
使

用
し
て
い
る
た
め
、
代

替
と
は

な
ら
な
い
。
　
ま
た
、
②

も
Ｓ
Ｂ
Ｏ
時

に
は

Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｓ
等

が
運

転
で
き
な
い
こ
と
か

ら
ポ
ン
プ
が

起
動

で
き
ず
、
代

替
と
な
ら
な
い
。

－
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
系

　
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ
ン
プ
は

、
代

替
炉

心
注

入
機

能
と
代

替
Ｃ
／

Ｖ
ス
プ
レ
イ
機

能
を
有

す
る
。

恒
設

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ
が

故
障

等
に
よ
り
使

用
で
き
な
い
場

合
は

、
代

替
炉

心
注

入
機

能
と
し
て
は

、
C
-充

て
ん
/高

圧
注

入
ポ
ン
プ
（自

己
冷

却
）
に
よ
る
充

て
ん
注

入
お
よ
び
C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)に

よ
る
代

替
炉

心
注

水
が

同
等

の
機

能
を
有

す
る
こ
と
か

ら
、
運

転
上

の
制

限
を
逸

脱
す
る
こ
と
は

な
い
。

　
し
た
が

っ
て
、
こ
れ

ら
の

Ｌ
Ｃ
Ｏ
に
お
い
て
機

能
を
担

保
す
る
。

対
応

手
段

１ ２ ３ ５ ６４
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Ｌ
Ｃ
Ｏ
設

定
の

考
え
方

（補
足

）

表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

分
類

３
（対

応
設

備
等

）

対
応

手
段

代
替

炉
心

注
水

－
C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ

（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)

に
よ
る
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
－

C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
連

絡
ラ
イ
ン
使

用
)に

よ
る
代

替
炉

心
注

水
系

【1
5分

】

　
C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)は

、
代

替
炉

心
注

入
機

能
と
代

替
再

循
環

機
能

を
有

す
る
。

　
C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
が

故
障

等
に
よ
り
使

用
で
き
な
い
場

合
は

、
溶

融
炉

心
の

落
下

遅
延

・防
止

機
能

に
つ
い
て
は

、
充

て
ん

/高
圧

注
入

ポ
ン
プ
が

同
等

の
機

能
を
有

す
が

、
E
C
C
S
機

能
喪

失
時

に
代

替
冷

却
機

能
に
つ
い
て
は

、
充

て
ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
の

故
障

を
想

定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
代

替
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　
よ
っ
て
本

設
備

は
L
C
O
に
て
管

理
す
る
。

　
な
お
、
代

替
再

循
環

機
能

に
つ
い
て
も
同

様
に
別

途
L
C
O
管

理
を
行

い
、
C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
が

故
障

し
た
際

に
は

各
々

の
L
C
O
逸

脱
時

の
措

置
を
行

い
、
各

々
の

代
替

機
能

を
確

保
す
る
。

代
替

炉
心

注
水

－
可

搬
式

代
替

低
圧

注
入

ポ
ン

プ
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
－

可
搬

式
代

替
低

圧
注

入
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
炉

心
注

水
系

　
技

術
基

準
規

則
第

６
２
条

に
て
、
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

を
要

求
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
85

条
に
他

の
代

替
炉

心
注

入
と

は
別

に
L
C
O
を
設

定
す
る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

6
と
す
る
（
１
．
４
に
対

応
）。

代
替

再
循

環
運

転
C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ

ラ
イ
ン
使

用
)に

よ
る
代

替
再

循
環

運
転

【5
分

】

　
C
,D
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
（
R
H
R
S
-
C
S
S
タ
イ
ラ
イ
ン
使

用
)は

、
L
O
C
A
時

再
循

環
不

能
時

の
代

替
再

循
環

機
能

と
し
て
、
85

条
に

L
C
O
を
設

定
す
る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

6
と
す
る
（
１
．
４
に
対

応
）。

海
水

代
替

補
機

冷
却

に
よ
る
代

替
再

循
環

運
転

・
B
-余

熱
除

去
ポ
ン
プ
（海

水
冷

却
）
に
よ
る

低
圧

代
替

再
循

環
・
B
-充

て
ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン
プ
（海

水
冷

却
）
お
よ
び
B
-余

熱
除

去
ポ
ン
プ
（海

水
冷

却
）
に
よ
る
高

圧
代

替
再

循
環

　
L
O
C
A
時

再
循

環
不

能
（サ

ポ
ー
ト
系

故
障

）時
の

代
替

再
循

環
機

能
と
し
て
、
85

条
に
L
C
O
を
設

定
す
る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

6
と
す
る
（
１
．
４
に
対

応
）。

８
５
－

５
1次

冷
却

系
統

の
減

圧
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
減

圧
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
減

圧

　
要

求
モ
ー
ド
、
要

求
機

能
と
も
Ｄ
Ｂ
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
45

条
「加

圧
器

逃
が

し
弁

」
に
よ
り
対

応
す
る
。

窒
素

ボ
ン
ベ
ま
た
は

可
搬

式
空

気
圧

縮
機

を
使

用
し
た
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
１
次

冷
却

系
の

減
圧

系

　
窒

素
ボ
ン
ベ
、
可

搬
式

空
気

圧
縮

機
の

い
ず
れ

も
技

術
基

準
規

則
を
満

足
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ

ら
は

Ｏ
Ｒ
要

求
と
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
設

定
す
る
。

適
用

す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

3
と
す
る
（
１
．
３
に
対

応
）。

可
搬

型
バ

ッ
テ
リ
に
よ
る
加

圧
器

逃
が

し
弁

を
使

用
し
た
加

圧
器

逃
が

し
弁

に
よ
る
１
次

冷
却

系
の

減
圧

系

　
可

搬
型

バ
ッ
テ
リ
は

、
技

術
基

準
規

則
第

61
条

に
て
設

備
要

求
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
85

条
に
L
C
O
を
設

定
す
る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

3
と
す
る
（
１
．
３
に
対

応
）。

　
な
お
、

７ ８ ９ 1
0
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Ｌ
Ｃ
Ｏ
設

定
の

考
え
方

（補
足

）

表
N
o
.

分
類

１
分

類
２

分
類

３
（対

応
設

備
等

）

対
応

手
段

８
５
－

６
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ

イ
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ
に
よ
る
格

納
容

器
注

水
【数

分
】

恒
設

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
系

【2
0分

】

原
子

炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
に
よ

る
代

替
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ
【2

0分
】

お
よ
び
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
直

接
注

水
系

【2
0分

】

８
５
－

７
原

子
炉

格
納

容
器

内
自

然
対

流
冷

却
原

子
炉

格
納

容
器

内
自

然
対

流
冷

却

A
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

自
然

対
流

冷
却

【6
7分

】

　
格

納
容

器
循

環
ｒ低

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
自

然
対

流
冷

却
は

、
技

術
基

準
規

則
第

65
条

の
要

求
で
あ
り
、
自

然
対

流
冷

却
の

た
め
の

系
統

と
し
て
、
恒

設
設

備
の

範
囲

を
対

象
に
、
85

条
に
て
整

理
し
L
C
O
を
設

定
す
る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

6
と
す
る
（
１
．
６
，
１
．
７
に
対

応
）。

　
フ
ロ
ン
ト
系

故
障

（格
納

容
器

ス
プ
レ
イ
機

能
喪

失
）時

に
対

応
す
る
機

能
に
対

し
て
、
長

期
的

な
事

故
対

応
を
考

慮
し
、
大

容
量

ポ
ン
プ
を
用

い
た
A
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原

子
炉

格
納

容
器

内
自

然
対

流
冷

却
系

と
す
る
。

　
な
お
、
こ
の

場
合

に
共

通
部

分
（
A
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
等

）が
故

障
し
た
場

合
、
代

替
措

置
な
し
と
て
、
A
O
T
超

過
後

は
プ
ラ
ン
ト
停

止
を
行

う
。

大
容

量
ポ
ン
プ
に
よ
る
原

子
炉

格
納

容
器

自
然

対
流

冷
却

及
び

代
替

補
機

冷
却

大
容

量
ポ
ン
プ
を
用

い
た
A
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
原

子
炉

格
納

容
器

内
自

然
対

流
冷

却
【7

.5
時

間
】

大
容

量
ポ
ン
プ
に
よ
る
補

機
冷

却
水

（海
水

）通
水

【7
.5
時

間
】

８
５
－

８
蒸

気
発

生
器

2次
側

に
よ
る

炉
心

冷
却

（注
水

）
蒸

気
発

生
器

2次
側

に
よ
る

炉
心

冷
却

（注
水

）
補

助
給

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
蒸

気
発

生
器

へ
の

給
水

タ
ー
ビ
ン
動

補
助

給
水

ポ
ン
プ
（手

動
）
に
よ

る
蒸

気
発

生
器

へ
の

給
水

８
５
－

９
蒸

気
発

生
器

2次
側

に
よ
る

炉
心

冷
却

（蒸
気

放
出

）
蒸

気
発

生
器

2次
側

に
よ
る

炉
心

冷
却

（蒸
気

放
出

）
主

蒸
気

大
気

放
出

弁
に
よ
る
蒸

気
放

出

主
蒸

気
大

気
放

出
弁

手
動

開
に
よ
る
蒸

気
放

出

　
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ
系

統
と
代

替
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ
系

統
は

、
以

下
の

機
能

を
有

す
る
。

　
・原

子
炉

格
納

容
器

過
圧

破
損

を
防

止
す
る
機

能
　
・原

子
炉

圧
力

容
器

に
残

存
す
る
溶

融
炉

心
を
冷

却
す
る
た
め
の

原
子

炉
格

納
容

器
水

張
り
機

能
　
・原

子
炉

格
納

容
器

下
部

に
落

下
し
た
溶

融
炉

心
の

冷
却

の
た
め
の

原
子

炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
機

能

　
こ
れ

ら
の

機
能

を
一

括
り
に
し
て
、
85

条
に
て
整

理
し
L
C
O
を
設

定
す
る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

6
と
す
る
（
１
．
４
，
１
．
６
，
１
．
７
，
１
．
８
に
対

応
）。

　
技

術
基

準
規

則
66

条
の

要
求

で
は

、
「格

納
容

器
下

部
注

水
設

備
は

、
Ｓ
Ａ
設

備
に
対

し
て
多

様
性

又
は

多
重

性
及

び
独

立
性

を
有

し
位

置
的

分
散

が
図

ら
れ

て
い
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ
レ
イ
系

統
の

２
台

の
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
な
ら
び
に

恒
設

代
替

低
圧

注
水

ポ
ン
プ
お
よ
び
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
が

健
全

で
あ
る
こ
と
が

運
転

上
の

制
限

と
な
る
。

　
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ
ン
プ
お
よ
び
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
は

、
内

部
ス
プ
レ
ポ
ン
プ
２
台

の
代

替
機

能
と
し
て
代

替
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
に
使

用
す
る
と
と
も
に
、
溶

融
炉

心
の

冷
却

の
た
め
の

原
子

炉
下

部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
機

能
と
し
て
恒

設
代

替
低

圧
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
代

替
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
と
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
直

接
注

水
に
使

用
す
る
。

　
な
お
、
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
注

水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は

、
原

子
炉

下
部

キ
ャ
ビ
テ
ィ
に
直

接
注

水
で
き
る
同

等
の

機
能

を
有

す
る
設

備
(B
)お

よ
び
代

替
手

段
(C
)は

な
い
。

　
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
格

納
容

器
内

自
然

対
流

冷
却

及
び
代

替
補

機
冷

却
に
使

用
す
る
た
め
の

、
大

容
量

ポ
ン
プ
に
よ
る
海

水
供

給
系

統
は

、
一

括
り
に
85

条
に
て
整

理
し
L
C
O
と
設

定
す
る
。

　
適

用
す
る
モ
ー
ド
は

、
基

本
方

針
に
則

り
、
モ
ー
ド
1～

6
と
す
る
（
１
．
５
，
１
．
６
，
１
．
７
に
対

応
）。

　
大

容
量

ポ
ン
プ
か

ら
の

海
水

は
、
技

術
基

準
規

則
第

62
条

の
再

循
環

運
転

に
使

用
す
る
R
H
R
P
及

び
C
H
/
S
IP
の

冷
却

水
と
し

て
、
ま
た
、
第

67
条

に
て
要

求
さ
れ

る
水

素
ガ
ス
サ

ン
プ
リ
ン
グ
に
必

要
な
、
格

納
容

器
雰

囲
気

ガ
ス
サ

ン
プ
リ
ン
グ
冷

却
器

の
冷

却
水

に
も
供

給
す
る
。

要
求

モ
ー
ド
1～

4（
S
G
使

用
）
、
要

求
機

能
と
も
Ｄ
Ｂ
と
同

じ
で
は

あ
る
が

、
要

求
さ
れ

る
措

置
が

異
な
る
た
め
、
要

求
さ
れ

る
措

置
に

つ
い
て
は

85
条

に
て
整

理
す
る
。

要
求

モ
ー
ド
1～

4（
S
G
使

用
）
、
Ｓ
Ａ
機

能
と
し
て
現

地
で
の

手
動

開
機

能
が

要
求

さ
れ

る
こ
と
か

ら
、
Ｄ
Ｂ
と
分

け
85

条
に
て
整

理
す

る
。

代
替

原
子

炉
格

納
容

器
ス
プ
レ

イ

1
1

1
2

1
5

1
6 1
71
4

1
3
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（

２
）
－

３
－

２
 

保
安

規
定

第
85

条
（

重
大

事
故

等
対
処

設
備
）

に
お

け
る

確
認

事
項

に
つ
い

て
 

 
高

浜
発
電

所
原

子
炉

施
設

保
安

規
定
第

85
条
（

重
大

事
故
等

対
処
設

備
）
に
定

め
る

確
認

事
項
の

う
ち

、「
動
作

可
能
（

使
用
可

能
）
で
あ

る
こ

と
」
ま

た
は
「
外

観
点

検
に

よ
り
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

」
と

記
載

し
て
い

る
確

認
事

項
（
第

8
5
条
に

確
認

内
容

・
確

認
方
法

等
を
明

確
に

規
定

し
て

い
る

も
の
を

除
く

）
の

考
え

方
を

以
下
に

示
す

。
 

【
考

え
方

の
分

類
】

 
①

 
外
観

点
検

に
て

健
全

性
を

確
認
す

る
も

の
（

外
観

点
検

の
み
で

よ
い

も
の

）
 

②
 

プ
ラ

ン
ト

へ
の

影
響

を
考

慮
し
、

外
観

点
検

に
て

健
全

性
を
確

認
す

る
も

の
（

外
観

点
検
し

か
で

き
な

い
も

の
）

 
③

 
動
作

確
認

に
て

健
全

性
を

確
認
す

る
も

の
（

具
体

的
な

実
施
要

領
は

下
部

規
定

に
記

載
）

 
 

８
５

条
表
番
号
 

項
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
当

課
長

 
分
 
類
 

サ
ー

ベ
イ
ラ

ン
ス
の

考
え
方
 

８
５

－
４
－
５
 

代
替

炉
心

注
水

 －
可
搬

式
代

替
低

圧
注

水
ポ

ン

プ
に

よ
る

代
替

炉
心

注

水
－
 

仮
設

組
立
式

水
槽
 

モ
ー

ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６

に
お

い
て
、
所
要

数
が
使

用
可
能

で
あ
る

こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

タ
ー

ビ
ン
 

保
修

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

８
５

－
５
－
１
 

加
圧

器
逃

が
し

弁
に

よ

る
減
圧
 

可
搬

式
空

気
圧

縮
機

（
加

圧
器

逃
が
し

弁
作
動

用
）
 

モ
ー

ド
１
、
２

お
よ
び

３
に
お

い
て
、
可

搬
式

空
気

圧
縮

機
が

使
用

可
能

で
あ

る

こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

可
搬

式
空
気

圧
縮
機

を
起
動

さ
せ
、
使
用

可
能
で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

８
５

－
７
－
１
 

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容

器
内

自
然
対

流
冷
却
 

Ａ
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ

ッ
ト
 

外
観

点
検

に
よ

り
動

作
可

能
で

あ
る

こ

と
を

確
認
す

る
。
 

定
期

検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

 

１
次

系
冷
却

水
タ
ン
ク
 

モ
ー

ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５
お

よ
び
６

に
お

い
て
、
外
観

点
検
に

よ
り
動

作
可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ

月
に

1

回
 

当
直

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
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８

５
条
表
番
号
 

項
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
当

課
長

 
分
 
類
 

サ
ー

ベ
イ
ラ

ン
ス
の

考
え
方
 

８
５

－
１
０

－
１
 

水
素

濃
度
低
減
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置
 

装
置

の
外

観
点

検
に

よ
り

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

定
期

検
査

時
 

原
子
炉
 

保
修

課
長
 

①
 

 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

 
モ

ー
ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６

に
お

い
て
、
装

置
の
外

観
点
検

に
よ
り
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

当
直

課
長
 

原
子

炉
格

納
容

器
水

素
燃

焼
装
置
 

装
置

の
外

観
点

検
に

よ
り

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

定
期

検
査

時
 

電
気
 

保
修

課
長
 

②
 

原
子

炉
格

納
容

器
水

素
燃

焼
装

置
を

実
起

動
さ

せ
る

と
格

納
容

器
内

の
設

備
に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
実

起
動

は
実

施
せ

ず
、

外
観

点
検

に
て
設

備
に

損
傷
が

な
い
こ

と
を
確

認
す
る
こ
と

に
よ
り
健

全
性
を

確
認
す

る
。
 

 ル
ー

プ
室
内
、

加
圧
器

室
内
お

よ
び
ド

ー
ム
部
に

つ
い
て

は
除
く
。
 

モ
ー

ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６

に
お

い
て
、

装
置

の
外

観
点
検

※
に

よ
り

動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

 ※
 
ル

ー
プ

室
内

、
加

圧
器

室
内
お

よ
び

ド
ー

ム
部
を

除
く
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

当
直

課
長
 

８
５

－
１
０

－
２
 

水
素

濃
度
監
視
 

可
搬

型
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

計
測
装
置
 

モ
ー

ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６

に
お

い
て
、
装

置
の
外

観
点
検

に
よ
り
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

①
 

動
作

確
認

に
つ

い
て

は
定

期
検

査
時

の
機

能
検

査
に

て
確

認
し

、
３

ヶ
月

に
１
回

の
確

認
に

お
い

て
は

、
外

観
点

検
に

て
設

備
に

損
傷

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る
こ

と
に

よ
り
健

全
性
を

確
認
す

る
。
 

可
搬

型
原

子
炉

補
機

冷
却

水
循

環
ポ
ン
プ
 

モ
ー

ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６

に
お

い
て
、
ポ

ン
プ
の

外
観
点

検
に
よ
り

動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

原
子
炉
 

保
修

課
長
 

②
 

プ
ラ

ン
ト

運
転

中
の

設
備

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

外
観
点

検
に

て
設

備
に

損
傷

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
健

全
性

を
確

認
す

る
。
 

可
搬

型
格

納
容

器
ガ

ス
試

料
圧

縮
装
置
 

モ
ー

ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６

に
お

い
て
、
装

置
の
外

観
点
検

に
よ
り
動

作
可

能
で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

原
子
炉
 

保
修

課
長
 

格
納

容
器

雰
囲

気
ガ

ス
サ

ン
プ

リ
ン

グ
冷

却
器

、
格

納
容

器
雰

囲
気

ガ
ス

サ
ン

プ
リ

ン
グ
湿

分
分
離
器
 

モ
ー

ド
１
、
２
、
３
、
４
、
５

お
よ
び
６

に
お

い
て
、
外

観
点
検

に
よ
り

動
作
可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

当
直

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

装
置

を
起
動

し
、
動
作

可
能
で

あ
る
こ
と

を
確

認
す
る
。
 

定
期

検
査

時
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

動
作

確
認

に
つ

い
て

は
定

期
検

査
時

の
機

能
検

査
（

格
納

容
器

雰
囲

気
ガ

ス
サ
ン

プ
リ

ン
グ

圧
縮

装
置

起
動

、
冷

却
器

・
湿

分
分

離
器

の
漏

れ
確

認
）

に
よ

り
設
備

に
損

傷
が
な

い
こ
と

を
確
認

す
る
こ
と
に

よ
り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

８
５

－
１
２

－
２
 

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

へ

の
ス

プ
レ
イ
 

ス
プ

レ
イ
ヘ

ッ
ダ
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

1

回
 

原
子

燃
料
 

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
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８
５

条
表
番
号
 

項
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
当

課
長

 
分
 
類
 

サ
ー

ベ
イ
ラ

ン
ス
の

考
え
方
 

８
５

－
１
２

－
３
 

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト
の

監
視
 

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

エ
リ

ア
監

視
カ
メ

ラ
空
冷

装
置
 

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

エ
リ

ア
監

視
カ

メ

ラ
空

冷
却

装
置

が
動

作
可

能
で

あ
る

こ

と
を

確
認
す

る
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

カ
メ

ラ
空
冷

装
置
を

設
置
し

、
動
作
可
能

で
あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

可
搬

型
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
水
位
 

可
搬

型
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
水

位
計

お

よ
び

可
搬

式
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
区

域

周
辺

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

が
動

作
不

能
で

な

い
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

動
作

確
認

（
水

位
計

装
置

を
組

み
立

て
、

水
位

変
動

を
模

擬
し

て
指

示
確

認
）
に

つ
い

て
、

定
期

検
査

時
の

機
能

検
査

に
て

確
認

し
、

３
ヶ

月
に

１
回

の
確

認
に
お

い
て

は
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と

お
よ

び
、

水
位

発
信

機
（
ワ

イ
ヤ
ー
）
、
フ
リ

ー
ロ
ー

ラ
の
動

作
不
能

で
な
い
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

可
搬

式
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
区

域
周

辺
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
指
示

値
等
に

異
常
が
な
い

こ
と
を
確

認
す
る
。
 

８
５

－
１
３

－
１
 

大
気

へ
の
拡

散
抑
制
、
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の
泡

消
火
 

放
水
砲
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

タ
ー

ビ
ン
 

保
修

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

泡
混

合
器
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

タ
－

ビ
ン
 

保
修

課
長
 

③
 

泡
混

合
器
の

エ
ン
ジ

ン
を
起

動
し
、
使
用

可
能
で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

８
５

－
１
３

－
２
 

海
洋

へ
の
拡

散
抑
制
 

シ
ル

ト
フ
ェ

ン
ス
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

タ
ー

ビ
ン
 

保
修

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

８
５

－
１
５

－
２
 

号
機

間
電

力
融

通
恒
設

ケ
ー

ブ
ル

（
１

号
～
２

号
）
（

号
機
間

電
力

融
通

予
備

ケ
ー
ブ
ル
（
１

号
～

２
号
））

か
ら
の

給
電
 

号
機

間
電

力
融

通
恒

設
ケ

ー
ブ

ル
（
１

号
～
２

号
）
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

、
絶

縁
抵

抗
測

定
に

て
設

備
に

異
常

が
な

い
こ
と

を
確

認
す
る

こ
と
に

よ
り
健

全
性
を
確
認

す
る
。
 

号
機

間
電

力
融

通
予

備
ケ

ー
ブ

ル
（
１

号
～
２

号
）
 

８
５

－
１
５

－
５
 

可
搬

式
整

流
器

か
ら
の

給
電
 

可
搬

式
整
流
器
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

③
 

可
搬

式
整
流

器
を
起

動
さ
せ

使
用
可
能
で

あ
る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

 

８
５

－
１
５

－
６
 

代
替

所
内

電
気

設
備
か

ら
の

給
電
 

代
替

所
内

電
気

設
備

分
電

盤
 

代
替

所
内

電
気

設
備

か
ら

の
給

電
系

が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

外
観

点
検

に

よ
り

確
認
す

る
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

電
気
 

保
修

課
長
 

①
 

静
的

機
器

で
あ

り
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

 
代

替
所

内
電

気
設

備
変
圧

器
 

８
５

－
１
５

－
７
 

燃
料

油
貯
油

そ
う
、
空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置
用

給
油

ポ
ン

プ
お

よ
び
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー

に
よ
る

燃
料

補
給
設
備
 

タ
ン

ク
ロ
ー

リ
ー
 

所
要

数
が
使

用
可
能

で
あ
る

こ
と
を
確
 

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

タ
ー

ビ
ン
 

保
修

課
長
 

③
 

エ
ン

ジ
ン
を

起
動
し

、
使
用

可
能
で
あ
る

こ
と
を
確

認
す
る
。
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８
５

条
表
番
号
 

項
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
当

課
長

 
分
 
類
 

サ
ー

ベ
イ
ラ

ン
ス
の

考
え
方
 

８
５

－
１
６

－
１
 

計
装

設
備
 

可
搬

型
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

計
測
装
置
 

可
搬

型
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

計
測

装

置
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
動
作

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

 
可

搬
型

ア
ニ
ュ

ラ
ス

内
水

素
濃

度
計
測

装
置
 

動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
動
作

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

 
１

次
系

冷
却
水

タ
ン

ク
加

圧
ラ

イ
ン
圧
力
 

１
次

系
冷

却
水

タ
ン

ク
加

圧
ラ

イ
ン

圧

力
の

外
観

点
検

に
よ

り
動

作
可

能
で

あ

る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

原
子

炉
保

修
課
長
 

①
 

静
的

機
器

の
た

め
、

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
健
全

性
を
確

認
す
る
。
 

８
５

－
１
６

－
２
 

可
搬

型
計
測
器
 

可
搬

型
計
測
器
 

動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
動
作

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

８
５

－
１
６

－
３
 

記
録
 

可
搬

型
温

度
計

測
装

置

（
格

納
容

器
循

環
冷

暖
房

ユ
ニ

ッ
ト

入
口

温
度

／
出

口
温

度
（
Ｓ

Ａ
）
用
）
 

動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
動
作

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

安
全

パ
ラ
メ

ー
タ
表
示
 

シ
ス

テ
ム
（

Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ｓ
）
 

動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

常
時

動
作
状

態
の
設

備
で
あ

る
こ
と
か
ら

、
動
作
状

態
を
確

認
す
る
。
 

Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｓ
表

示
装
置
 

動
作

可
能
で

あ
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ

月
に

１
回
 

計
装
 

保
修

課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
動
作

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

８
５

－
１
７

－
１
 

居
住

性
の

確
保

お
よ

び

汚
染

の
持
ち

込
み
防
止
 

可
搬

型
照
明
(
SA
) 

可
搬

型
照

明
(
S
A)

が
使

用
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

電
気

保
修

課
長
 

③
 

バ
ッ

テ
リ

ー
を

充
電

し
、

満
充

電
で

あ
る

事
を

確
認

の
上

で
ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
、

照
明

が
点
灯

す
る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

酸
素

濃
度
計
 

酸
素

濃
度

計
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と

を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
使
用

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

二
酸

化
炭
素

濃
度
計
 

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

が
使

用
可

能
で

あ

る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
使
用

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

８
５

－
１
８

－
１
 

監
視

測
定
設
備
 

可
搬

式
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト
 

可
搬

式
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

が
動

作

可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
計
測

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

電
離

箱
サ
－

ベ
イ
メ

－
タ
 

電
離

箱
サ

－
ベ

イ
メ

－
タ

が
動

作
可

能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
計
測

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

可
搬

型
放
射

線
計
測

装
置
 

可
搬

型
放

射
線

計
測

装
置

が
動

作
可

能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
計
測

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

小
型

船
舶
 

小
型

船
舶

が
使

用
可

能
で

あ
る

こ
と

を

確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

②
 

外
観

点
検

に
て

設
備

に
損

傷
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
に
よ

り
健

全
性

を
確

認
す

る
。
 

可
搬

型
気
象

観
測
装
置
 

可
搬

型
気

象
観

測
装

置
が

動
作

可
能

で

あ
る

こ
と
を

確
認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

計
装

保
修

課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
動
作

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
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８
５

条
表
番
号
 

項
目
 

確
認

事
項
 

頻
 
度
 

担
当

課
長

 
分
 
類
 

サ
ー

ベ
イ
ラ

ン
ス
の

考
え
方
 

８
５

－
１
９

－
２
 

居
住

性
の
確
保
 

緊
急

時
対

策
所

空
気

浄
化

系
 

緊
急

時
対
策

所
空
気

浄
化
系
（
フ
ァ
ン
お

よ
び

フ
ィ
ル

タ
ユ
ニ

ッ
ト
）
が
動
作
可
能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

原
子
炉
 

保
修

課
長
 

③
 

緊
急

時
対
策

所
空
気

浄
化
系

を
起
動
し
、

動
作
可
能

で
あ
る

こ
と
を

確
認
す
る
。

 

空
気

供
給
装
置
 

空
気

供
給

装
置

の
所

要
数

が
使

用
可

能

で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

空
気

ボ
ン
ベ

の
圧
力

を
確
認

し
、
所
要
数

が
使
用
可

能
で
あ

る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

酸
素

濃
度
計
 

酸
素

濃
度

計
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と

を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
使
用

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

二
酸

化
炭
素

濃
度
計
 

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

が
使

用
可

能
で

あ

る
こ

と
を
確

認
す
る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
使
用

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

緊
急

時
対

策
所

内
可

搬
型

エ
リ

ア
モ
ニ
タ
 

緊
急

時
対

策
所

内
可

搬
型

エ
リ

ア
モ

ニ

タ
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

③
 

電
源

を
入
れ

、
計
測

可
能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

緊
急

時
対

策
所

外
可

搬
型

エ
リ

ア
モ
ニ
タ
 

緊
急

時
対

策
所

外
可

搬
型

エ
リ

ア
モ

ニ

タ
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

放
射

線
管

理
課
長
 

８
５

－
２
１

－
１
 

ア
ク

セ
ス

ル
－

ト
の

確

保
 

ブ
ル

ド
－
ザ
 

油
圧

シ
ョ
ベ
ル
 

所
要

数
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確

認
す

る
。
 

３
ヶ

月
に

１
回
 

タ
ー

ビ
ン

保
修

課
長
 

③
 

エ
ン

ジ
ン

を
起

動
（

異
常

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
て

い
な

い
こ
と

を
確

認
）

さ
せ

、
車

体
の

前
・

後
進

お
よ

び
ブ

レ
ー

ド
が

上
下

で
き

る
こ

と
を
も

っ
て

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
を
確

認
す
る
。
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（２）－３－３ 蓄圧タンク、燃料取替用水タンクほう素濃度のＬＣＯについて 

 

１．有効性評価上の取扱いについて  

(1)プラント挙動解析について  

運転停止中の有効性評価におけるプラント挙動解析においては、蓄圧タンクおよび

燃料取替用水タンクのほう酸水量については解析条件となっているが、ほう素濃度に

ついては明確には解析条件とはなっていない。  

ここで、運転停止中の有効性評価には「未臨界性を確保すること」の判断基準があ

り、この評価を行うための前提として、プラント挙動解析においては、管理されたほ

う酸水が１次冷却系に満たされているまたは炉心に注入されるものとしている。（添

付資料１参照）  

この前提は、従来から保安規定にて規定されている「１次冷却材中のほう素濃度 

－モード６－(81 条)」および「停止余裕(20 条)」にて担保されていると考えてい

る。  

  

(2)反応度誤投入について  

運転停止中の有効性評価のうち反応度誤投入においては、プラント挙動解析ではな

く、未臨界性の評価を行っている。（添付資料２参照）  

この評価条件として設定している１次冷却系のほう素濃度についても、(1)と同様

に、従来から保安規定にて規定されている「１次冷却材中のほう素濃度 －モード６

－(81 条)」および「停止余裕(20 条)」にて担保されていると考えている。  

  

２．保安規定の記載方針について  

上記のとおり、蓄圧タンクおよび燃料取替用水タンクのほう素濃度については、有

効性評価の評価条件の担保という意味では、従来からの保安規定（DB）の記載の範疇

で読み取れると考えており、必ずしもＳＡ条文においてほう素濃度のＬＣＯを追加設

定する必要はないと考えているが、ＳＡに対する運用を明確化するという観点で、新

たに設定するＳＡ条文（85-4-2 および 85-14-3）にほう素濃度のＬＣＯを設定するこ

ととする。  

  

以 上 
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添付資料１（１／１） 

SA 有効性 添付十 停止時 RHR 喪失（抜粋） 

10(1)-7-666 

また、燃料有効長上端まで水位が低下しても、原子炉容器ふた

は閉止されている状態であり、炉心上部の遮蔽物により被ばく低

減を図ることができるため、燃料取替時の原子炉格納容器内の遮

蔽設計基準値 0.15mSv/h を上回ることはなく、放射線の遮蔽を維

持できる。 
炉心崩壊熱による１次冷却材のボイド発生により、１次冷却材

の密度の低下に伴う中性子減速効果の減少による負の反応度帰還

効果と１次冷却材中のほう素密度の低下に伴う中性子吸収効果の

減少による正の反応度帰還効果が生じる。ミッドループ運転時の

炉心が高濃度のほう酸水で満たされている場合は、ほう素密度の

低下による正の反応度帰還効果の方が大きくなることにより、一

時的に反応度は上昇する場合もある。これらの効果を考慮し、事

象発生後の１次冷却材密度の低下に伴う炉心反応度の変化を評価

した。その結果、事象進展中の炉心反応度の最大値は、代表的な

取替炉心において約－7.9%Δk/k であり、未臨界であることを確認

した。このとき、事象発生前の初期未臨界度は、取替炉心による

反応度の変動を考慮して浅く設定している。また、事象進展中の

反応度変化量は、ほう素価値が取替炉心で大きく変わらないこと

から、ほう素密度の変化に伴う反応度変化量も取替炉心で大きく

変わらない。したがって、取替炉心を考慮した場合でも未臨界を

維持できる。 
燃料被覆管温度は第 7.4.1.12 図に示すとおり、初期温度から大

きく上昇することはなく１次冷却材の飽和温度と同等の温度に維

持できる。 

第 7.4.1.9 図及び第 7.4.1.11 図に示すとおり、事象発生の約 130
分後に、１次冷却系保有水量及び１次冷却材温度は安定しており、

安定状態を維持できる。 
その後は、燃料取替用水タンク水位及び格納容器サンプＢ水位

が再循環切替値に到達後、Ｃ、Ｄ内部スプレポンプによる代替再

循環運転に切り替え、炉心注水を継続すること、格納容器循環冷 
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添付資料２（１／２） 
本文十号 停止中の有効性評価条件（抜粋） 

- 549 - 

(c-4) 外部電源はないものとする。 
(c-5) 充てん／高圧注入ポンプによる原子炉への注水流量は 20m3/h

を設定する。 
(c-6) 事故収束のための運転員等操作としては、以下のとおりとす

る。 
(c-6-1) 充てん／高圧注入ポンプによる炉心注水は、余熱除去機能

喪失の 20 分後に開始するものとする。 

 
(d) 反応度の誤投入 
(d-1) 制御棒位置は全挿入状態とする。 
(d-2) １次冷却系の有効体積は、205m3 とする。 
(d-3) 原子炉停止中の１次冷却系は、燃料取替用水タンクのほう酸

水で満たされており、ほう素濃度は 2,600ppm とする。 
(d-4) 臨界ほう素濃度は 1,650ppm とする。 
(d-5) 起因事象として、原子炉の運転停止中に、化学体積制御系の

弁の誤動作等により、１次冷却材中に純水が注水されるものと

する。 
(d-6) １次冷却系への純水注水最大流量は 81.8m3/h とする。 
(d-7) 外部電源はあるものとする。 
(d-8) 「中性子源領域炉停止時中性子束高」設定値は停止時中性子

束レベルの 0.8 デカード上とする。 
(d-9) 事故収束のための運転員等操作としては、以下のとおりとす

る。 
(d-9-1) 希釈停止操作は「中性子源領域炉停止時中性子束高」警報

発信から 10 分後に開始し、操作に 1 分を要するものとする。 

 
(ⅲ) 評価結果 

評価項目となるパラメータに対する評価結果は以下のとおりであり、

原則、事故シーケンスグループ、格納容器破損モード及び想定事故ご

とに選定した評価事象のうち、発電所内の原子炉施設で重大事故等が 
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添付資料２（２／２） 
添付十 反応度の誤投入の評価条件（抜粋） 

 10(1)-7-754

間が重要となる。よって、希釈が開始されてから「中性子源領域

炉停止時中性子束高」警報の発信及び臨界に至るまでの時間を求

め、運転員が警報により異常な状態を検知し、臨界に至る前に希

釈停止操作を実施するための時間余裕を評価する。 

また、評価条件の不確かさの影響評価として、本重要事故シー

ケンスにおける運転員等操作時間への影響、要員の配置による他

の操作に与える影響、評価項目となるパラメータに与える影響及

び操作時間余裕を評価する。 

 
(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な評価条

件を第 7.4.4.2 表に示す。また、主要な評価条件について、本重要

事故シーケンス特有の評価条件を以下に示す。 
a. 初期条件 

(a) 制御棒位置 
低温停止状態における制御棒位置として、全挿入状態とす

る。 
(b) １次冷却系有効体積 

１次冷却系の体積は、小さいほど希釈率が大きく、反応度

添加率が増加するため、評価結果が厳しくなるような値とし

て、１次冷却系の有効体積は加圧器、原子炉容器上部ドーム

部、炉心内バイパス等を除いた 205m3 とする。 
(c) 初期ほう素濃度 

原子炉停止中の１次冷却系は、燃料取替用水タンクのほう

酸水で満たされており、ほう素濃度は 2,600ppm とする。 
(d) 臨界ほう素濃度 

サイクル初期、低温状態、制御棒全挿入状態における炉心

の臨界ほう素濃度の評価値に、炉心のばらつき等を考慮して

も余裕のある値として、1,650ppm とする。 

ｐ 
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参考１（１／２） 
添付資料八（抜粋） 

8(1)-5-110 

・原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 
・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するた

めの設備 
・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

管 内 径 約 700mm 
管 厚 約 33mm 
最 高 使 用 圧 力 7.48MPa[gage] 
最 高 使 用 温 度 291℃ 

材 料 炭素鋼 

 
(12) アキュムレータ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用炉心冷却設備 
・原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するた

めの設備 
・原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するた

めの設備 
型 式 たて置円筒型 
基 数 3 

容 量 約 41m3（1 基当たり） 
最高使用圧力 4.9MPa[gage] 
最高使用温度 150℃ 
加圧ガス圧力 約 4.4MPa[gage] 

ほ う 素 濃 度 2,600ppm 以上 
材 料 炭素鋼（ステンレス鋼内張り） 

 
(13) アキュムレータ出口弁 

兼用する設備は以下のとおり。 
・非常用炉心冷却設備
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参考１（２／２） 
本文五号（抜粋） 

- 158 - 

（「低圧注入系」、「余熱除去設備」、「原子炉冷却材圧力

バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」、

「原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備」、

「原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷

却するための設備」、「最終ヒートシンクへ熱を輸送する

ための設備」及び「重大事故等の収束に必要となる水の供

給設備」と兼用） 
台 数 2 

容 量 約  m3/h（1 台当たり） 
揚 程 約 m 

(c) 蓄圧注入系 
アキュムレータ 

（「蓄圧注入系」、「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に

発電用原子炉を冷却するための設備」、「原子炉冷却材圧

力バウンダリを減圧するための設備」及び「原子炉冷却材

圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための設

備」と兼用） 
基 数  3 
容 量  約 41m3（1 基当たり） 
加圧ガス圧力 約 4.4MPa[gage] 

b. 重大事故等対処設備 
(a) 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備 
原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態であって、設計基準

事故対処設備が有する原子炉の冷却機能が喪失した場合において

も炉心の著しい損傷を防止するため、原子炉を冷却するために必

要な重大事故等対処設備を設置及び保管する。 
原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に原子炉を冷却するための

設備のうち、原子炉を冷却し、炉心の著しい損傷を防止するため

の設備として以下の重大事故等対処設備（１次冷却 

枠組みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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参考２（１／２） 
添付八（抜粋） 

8(1)-4-73 

第4.5.1表 重大事故等の収束に必要となる水の供給設備（常設）の設備仕様 

 
(1) 燃料取替用水タンク 

兼用する設備は以下のとおり。 

・非常用炉心冷却設備 
・原子炉格納容器スプレ設備 
・火災防護設備 
・緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するた

めの設備 
・原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 
・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するた

めの設備 
・原子炉格納容器内の冷却等のための設備 
・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 
・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

・重大事故等の収束に必要となる水の供給設備 
型 式  たて置円筒型 
基 数  1 
容 量  約 1,720m3 

最高使用圧力  大気圧 
最高使用温度  95℃ 
ほ う 素 濃 度  2,600ppm 以上 
材 料  ステンレス鋼 

設 置 高 さ  E.L.+17.4m 
距 離  約 58m（炉心より） 

 
(2) 復水タンク 

兼用する設備は以下のとおり。 
・補給水設備 
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参考２（２／２） 
本文五号（抜粋） 

- 157 - 

容 量  約 150m3/h（1 台当たり） 
揚 程  約 730m 

b) 燃料取替用水タンク 
（｢高圧注入系｣、「低圧注入系｣、｢原子炉格納容器スプレ設

備｣､「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備｣、｢原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧

するための設備｣、｢原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発

電用原子炉を冷却するための設備｣、｢緊急停止失敗時に発電

用原子炉を未臨界にするための設備｣、｢原子炉格納容器内の

冷却等のための設備｣、｢原子炉格納容器の過圧破損を防止す

るための設備｣、｢原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却する

ための設備｣、｢重大事故等の収束に必要となる水の供給設備」

及び「火災防護設備」と兼用） 
基 数  1 
容 量約  1,700m3 
ほう素濃度 2,600ppm 以上 

c) ほう酸注入タンク 
（「高圧注入系」、「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に

発電用原子炉を冷却するための設備」、「原子炉冷却材圧力

バウンダリを減圧するための設備」、「原子炉冷却材圧力バ

ウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」、

「緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備」

及び「重大事故等の収束に必要となる水の供給設備」と兼用）  
基 数  1 

容 量  約 3.4m3 
ほう素濃度 20,000ppm 以上 

(b) 低圧注入系 
余熱除去ポンプ 
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